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23 号住居　カマド遺物出土状態・銅製容器出土状態

出土した銅製容器　



銅製容器　柄取り付け部鋲留め

銅製容器　内面の黒色付着物状況

銅製容器　側面に穿かれた３孔

銅製容器　底面（逆位）

銅製容器　柄取り付け部鋲留め（内面）

銅製容器　側面の凸凹状況（内面）

銅製容器　側面に取り付けられた細い鋲留め

銅製容器　口端部の地金状況



序

　向矢部遺跡は太田市只上町に所在し、北関東自動車道の建設に伴い平成１７年に発掘

調査された遺跡です。調査した場所は、全線が開通した北関東自動車道太田インター

チェンジのすぐ北側にあたり、大きな話題ともなった古代の東山道駅路の発見された

近くでもあります。

　当遺跡周辺は、古代「山田郡」の中心的な地域でもあり、発掘調査では奈良時代から

平安時代にかけての集落をはじめ、縄文時代から中近世までの多くの遺構や遺物が発

見されました。特に、奈良時代の竪穴住居からは国内でも７例目となる希少な「鉄柄

付銅製杓」が、また平安時代の竪穴住居からはこれまでに例のない「米」と「毛」の刻書

文字のある紡錘車が発見され、マスコミ等で報道されたのは記憶に新しいところであ

ります。

　発掘調査から報告書の刊行に至るまでには、東日本高速道路株式会社関東支社、群

馬県教育委員会文化財保護課、太田市教育委員会、地元関係者の方々に種々のご指導

ご協力を賜りました。報告書の上梓に際し、関係者の皆様に心から感謝申し上げると

共に、併せて本書が群馬県の歴史を解明する上で広く活用されますことを祈願し、序

といたします。

　平成２４年３月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長　　須 田 栄 一 





例　言

１．本書は、北関東自動車道（伊勢崎～県境）建設に伴い発掘調査された、向矢部遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２．遺跡は、群馬県太田市只上町甲59２、658－１、658－２、658－３、658－４、66１－１、66１－２、66１－３、66１－６、

66４、665、669－１、669－２、669－３、6７0－１、6７0－２、696－１、696－２、69７、698、７0１－１、７0１－２、７0１－３、

７0１－４、７0１－５、７0１－６、７0１－７、７0１－８、７0２、７03－１、７03－２、７03－３、７05－１、７05－２、　７06－１、

７06－２、７06－３、７0７、７08、７１3－１、７１3－２、７１４、７１5－２番地に所在する。

３．事業主体　東日本高速道路株式会社関東支社（旧日本道路公団）

４．調査主体　財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

５．調査期間　平成１6年７月１日～平成１７年３月3１日

６．調査面積　表面積　１5．２6７㎡

７．発掘調査体制は次の通りである。

　　　発掘調査担当　専門員　谷藤保彦、主任調査研究員　黒澤照弘・阿久津聡、調査研究員　田村博

　　　遺跡掘削請負工事　須賀工業株式会社

　　　委託　地上測量：株式会社栗原総合測量　空中写真撮影：株式会社シン技術コンサル

８．整理事業の期間と体制は次の通りである。

　　　整理期間  平成２3年４月１日～平成２４年３月3１日 

　　　整理担当　上席専門員　谷藤保彦

　　　遺物写真撮影：佐藤元彦（補佐（総括））

　　　保存処理：関 邦一（補佐）

９．本書作成の担当は、次の通りである。

　　　編集　上席専門員　谷藤保彦

執筆　上席専門員　神谷佳明（遺物観察表：土師器・須恵器・土製品、金属製品）、上席専門員　岩崎泰一　（遺

物観察表：石器・石製品）、上席専門員　大西雅広（遺物観察表：陶磁器類、金属製品）、それ以外は谷藤

が執筆した。

１0．石材同定は、飯島静男氏（群馬地質研究会）にお願いした。

１１．金属製品の自然科学分析は、株式会社加速器分析研究所に委託し、分析結果は第４章に掲載した。

１２．発掘調査諸資料および出土品は、群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。

１3．発掘調査及び報告書作成に際しては、群馬県教育委員会、太田市教育委員会をはじめ、関係機関、毛利光俊彦、澁

谷昌彦、壁伸明、川道亨の各氏ならびに多くの方々からご協力・ご指導をいただいた。感謝いたします。



凡　例

１．本報告書に掲載する遺構平面図の方位記号は、国家座標（２00２．４改正前の日本測地系）の北を表す。真北は東偏０°

１７′56″、磁北は東偏７°２5′55″である。座標系は国家座標Ⅸ系である。

２．各遺構図等のグリッド表記は、座標値のＸ軸・Ｙ軸共に下３桁を記した。

３．遺構断面実測図、等高線に記した数値は標高値であり、単位はｍである。

４．遺構名称は、遺構種類ごとに通し番号をつけ、番号と遺構種類名で呼称した。なお、調査時の遺構名から、整理時

に遺構名を変更したのは、次の通りである。

　

５．遺物番号は、各遺構ごとに通し番号とし、遺物図・遺物観察表・遺物写真図版とも一致している。

６．遺構・遺物実測図の縮尺は各図にそれぞれ示したが、基本としては以下の通りである。

    遺構　遺構配置図関係････１／500・１／１000・１／１２50　     住居跡・掘立建物遺構・柱穴列････１／60

　　　　カマド････１／30       土坑・井戸････１／２0・１／４0　　溝････１／４0・１／60・１／２50・１／500

　　　　水田････１／60・１／300

    遺物　土器・陶磁器類････１／3・１／４　　　　石器・石製品････１／１・１／２・１／3・１／４・１／6

　　　　金属製品････１／１・１／２・１／3

７．遺構図中のスクリーントーン表示は、次のごとくである。

　遺構　　 

　遺物　

８．遺構の主軸方向・長軸方向・走向は、住居ではカマドのある方向を主軸方向とし、住居以外の遺構は長軸方向・走

向を記した。主軸方向の表記は北を基準とし、東に傾いた場合はＮ－○°－Ｅとした。長軸方向・走向については、東西

南北の方位で表記した。住居の面積は、プラニメーターで３回の計測を行い、その平均値を採用した。

９．色調・遺物観察表の記載方法は、以下の通りである。

・土層および土器の色調表現は、農林水産省農林水産技術会事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修『新版標

準土色帳』１993年版に準拠した。

・計測値は、口：口径、底：底径、高：器高、台：高台径、稜：模倣杯などの稜径、胴：胴部最大径、摘：摘み径である。

なお、計測値の（　）は、残存値を示す。

・胎土表記中の礫・粗砂・細砂は、径２ｍｍ以上を礫、径２～ 0．２ｍｍを粗砂、径２ｍｍ以下を細砂とした。

１0．本書で記載した地図は、下記のものを使用した。

　国土地理院　地勢図１：２00，000「宇都宮」（平成１6年８月１日発行）

    国土地理院　地形図１：２5，000「桐生」（平成１４年５月１日発行）  「上野境」（平成元年１２月１日発行）

                               「足利北部」（平成１5年１月１日発行）「足利南部」（平成１４年９月１日発行）

    太田市　　１：２，500地形図（平成１8年８月測図）

焼土

漆 煤 油煙 磨滅黒色粘土

変更前（調査時） 変更後（整理時） 変更前（調査時） 変更後（整理時）
60 号土坑 ３号井戸 １3７ 号土坑 ４号井戸
１35 号土坑 ６号井戸 １86 号土坑 ７号井戸
１36 号土坑 ５号井戸
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ＰＬ． １　西へ延びる路線と金山丘陵（遺跡上空から南西方向を望む）
　　　　東へ延びる路線と県境（遺跡上空から北東方向を望む）
ＰＬ． ２　１区　全景（空中写真　上空から）
　　　　２区　全景（空中写真　上空から）
ＰＬ． ３　３・４区　全景（空中写真　上空から）
　　　　５・６区　全景（空中写真　上空から）
ＰＬ． ４　１号住居　床面全景　西から
　　　　１号住居　カマド　西から
　　　　２号住居　床面全景　南から
　　　　２号住居　遺物出土状態　南から
　　　　２号住居　カマド　南から
　　　　２号住居　掘り方全景　南から
　　　　３号住居　床面全景　西から
　　　　３号住居　カマド　西から
ＰＬ． ５　４号住居　西から
　　　　５号住居　西から
　　　　６号住居　床面全景　西から
　　　　６号住居　遺物出土状態　西から
　　　　６号住居　鉄製品出土状態
　　　　６号住居　カマド遺物出土状態　西から
　　　　６号住居　カマド　西から
　　　　６号住居　掘り方全景　西から
ＰＬ． ６　７号住居　床面全景　西から
　　　　７号住居　カマド　西から
　　　　７号住居　カマド遺物出土状態　西から
　　　　８・９号住居　床面全景　南西から
　　　　８・９号住居　遺物出土状態　南西から
　　　　８号住居　カマド　西から
　　　　１0号住居　床面全景　南西から
　　　　１0号住居　カマド　南西から
ＰＬ． ７　１１号住居　床面全景　南西から
　　　　１１号住居　遺物出土状態　南西から
　　　　１１号住居　カマド　南西から
　　　　１２号住居　床面全景　南西から
　　　　１２号住居　遺物出土状態　南西から
　　　　１２号住居　カマド　南西から
　　　　１3号住居　床面全景　南西から
　　　　１3号住居　カマド　南西から
ＰＬ． ８　１3号住居　掘り方全景　南西から
　　　　１４号住居　床面全景　南西から
　　　　１４号住居　カマド　南西から
　　　　１5号住居　床面全景　南西から
　　　　１5号住居　遺物出土状態　南西から
　　　　１6号住居　床面全景　南西から
　　　　１6号住居　カマド　南西から
　　　　１5・１6号住居　掘り方全景　南西から
ＰＬ． ９　１７号住居　床面全景　南西から
　　　　１７号住居　カマド　南西から
　　　　１8号住居　床面全景　南西から
　　　　１8号住居　カマド　南西から
　　　　１8号住居　カマド掘り方　南西から
　　　　１8号住居　掘り方全景　南西から
　　　　１9号住居　床面全景　南西から
　　　　１9号住居　カマド　南西から
ＰＬ． １0　１9号住居　カマド　西から
　　　　１9号住居　カマド掘り方　南西から
　　　　１9号住居　掘り方全景　南西から
　　　　２0号住居　床面全景　南から
　　　　２0号住居　遺物出土状態　南から

写　真　目　次

　　　　２0号住居　カマド　南から
　　　　２１号住居　床面全景　西から
　　　　２１号住居　遺物出土状態　西から
ＰＬ． １１　２１号住居　紡鍾車出土状態
　　　　２１号住居　カマド遺物出土状態　南西から
　　　　２１号住居　カマド　西から
　　　　２１号住居　掘り方全景　西から
　　　　２２号住居　床面全景　西から
　　　　２２号住居　掘り方全景　南から
　　　　２3号住居　遺物出土状態　南西から
　　　　２3号住居　遺物出土状態
ＰＬ． １２　２3号住居　床面全景　南西から
　　　　２3号住居　カマド周辺遺物出土状態
　　　　２3号住居　カマド周辺遺物出土状態
　　　　２3号住居　カマド遺物出土状態
　　　　２3号住居　銅製容器出土状態
ＰＬ． １3　２3号住居　カマド周辺遺物出土状態　南西から
　　　　２3号住居　床面全景　南西から
　　　　２3号住居　カマド　南西から
　　　　２４号住居　床面全景　南から
　　　　２5号住居　床面全景　西から
ＰＬ． １４　２5号住居　カマド　西から
　　　　２6号住居　床面全景　西から
　　　　２6号住居　カマド　西から
　　　　２４・２5・２6・3１号住居　掘り方全景　西から
　　　　２４号住居　床下土坑　西から
　　　　２5号住居　床下土坑　東から
　　　　２７号住居　床面全景　南から
　　　　２７号住居　掘り方全景　南から
ＰＬ． １5　２8号住居　床面全景　西から
　　　　２8号住居　カマド　西から
　　　　２9号住居　床面全景　南西から
　　　　２9号住居　カマド　南西から
　　　　２9号住居　掘り方全景　南西から
　　　　２9号住居　床下土坑　南西から
　　　　30号住居　床面全景　南西から
　　　　30号住居　カマド　南西から
ＰＬ． １6　縄文土器　遺構外出土状況
　　　　１号住穴列　北から
　　　　１号掘立柱建物（手前）と２号掘立柱建物（奥）全景　北から
　　　　１号井戸　南から
　　　　３号井戸　南から
ＰＬ． １７　６区東側に集中する土坑群　北から
　　　　３～６号土坑　北から
　　　　１１ ～ １４号土坑　東から
　　　　８・１１ ～ １5号土坑　北から
　　　　１6 ～ ２3・２8号土坑　北から
ＰＬ． １8　１号土坑　北から
　　　　９号土坑　南から
　　　　3２号土坑　北から
　　　　33号土坑　北西から
　　　　3４号土坑　西から
　　　　36号土坑　北から
　　　　3７号土坑　南西から
　　　　38号土坑　東から
　　　　39・４0号土坑　西から
　　　　４１号土坑　西から
　　　　４２号土坑　西から
　　　　４3号土坑　南から



　　　　４４・４5号土坑　南西から
　　　　４6号土坑　南から
　　　　４７号土坑　南から
ＰＬ． １9　４8号土坑　西から
　　　　４9号土坑　西から
　　　　50号土坑　西から
　　　　5１号土坑　西から
　　　　5２号土坑　西から
　　　　53・58号土坑　南西から
　　　　5４号土坑　西から
　　　　55号土坑　西から
　　　　56号土坑　東から
　　　　5７号土坑　東から
　　　　59号土坑　西から
　　　　6１号土坑　西から
　　　　6２号土坑　西から
　　　　63号土坑　西から
　　　　6４号土坑　西から
ＰＬ． ２0　65号土坑　東から
　　　　66号土坑　南西から
　　　　6７号土坑　東から
　　　　68号土坑　西から
　　　　69号土坑　南から
　　　　７0号土坑　南から
　　　　７１号土坑　南から
　　　　７２号土坑　南から
　　　　７3号土坑　西から
　　　　７４号土坑　東から
　　　　７5号土坑　南から
　　　　７6号土坑　西から
　　　　７７号土坑　西から
　　　　７8号土坑　西から
　　　　７9号土坑　西から
ＰＬ． ２１　80・8１号土坑　南西から
　　　　8２・83・86号土坑　南東から
　　　　8４号土坑　西から
　　　　86号土坑　西から
　　　　8７号土坑　東から
　　　　88号土坑　東から
　　　　89号土坑　東から
　　　　90号土坑　東から
　　　　9１・9２号土坑　南西から
　　　　93号土坑　西から
　　　　9４号土坑　西から
　　　　95・96号土坑　西から
　　　　9７・98・１２７号土坑　東から
　　　　99号土坑　北から
　　　　１00号土坑　北から
ＰＬ． ２２　１0１号土坑　南から
　　　　１0２号土坑　南から
　　　　１03号土坑　西から
　　　　１0４号土坑　西から
　　　　１05号土坑　北から
　　　　１06号土坑　西から
　　　　１0７号土坑　南から
　　　　１08号土坑　北から
　　　　１09号土坑　南東から
　　　　１１0号土坑　南から
　　　　１１２号土坑　南東から
　　　　１１3号土坑　西から
　　　　１１４号土坑　東から
　　　　１１5号土坑　東から
　　　　１１6号土坑　南東から
ＰＬ． ２3　１１７号土坑　西から
　　　　１１8号土坑　西から
　　　　１１9号土坑　西から

　　　　１２0号土坑　西から
　　　　１２２号土坑　北から
　　　　１２3号土坑　東から
　　　　１２４・１30号土坑　西から
　　　　１２5号土坑　西から
　　　　１２6号土坑　北から
　　　　１２6号土坑　東から
　　　　１２７号土坑　西から
　　　　１２8号土坑　南から
　　　　１２9号土坑　西から
　　　　１3１号土坑　西から
　　　　１3２号土坑　南東から
ＰＬ． ２４　１33号土坑　西 から
　　　　１3４号土坑　西から
　　　　１35号土坑（６号井戸）　南西から
　　　　１36号土坑（５号井戸）　西から
　　　　１3７号土坑（４号井戸）　北西から
　　　　１3７号土坑（４号井戸）　東から
　　　　１3７号土坑（４号井戸）　東から
　　　　１38号土坑　南から
　　　　１39号土坑　南から
　　　　１４0号土坑　北東から
　　　　１４１号土坑　南西から
　　　　１４２号土坑　南東から
　　　　１４3号土坑　南東から
　　　　１４４号土坑　南東から
　　　　１４5号土坑　南東から
ＰＬ． ２5　１４７号土坑　南東から
　　　　１5１号土坑　南から
　　　　１5２号土坑　東から
　　　　１53号土坑　北から
　　　　１55号土坑　西から
　　　　１59号土坑　東から
　　　　１60号土坑　東から
　　　　１6１号土坑　東から
　　　　１6２・１63号土坑　東から
　　　　１6４号土坑　西から
　　　　１65号土坑　東から
　　　　１66号土坑　北から
　　　　１７0号土坑　南から
　　　　１７0号土坑　北西から
　　　　１７２号土坑　東から
ＰＬ． ２6　１７3号土坑　東から
　　　　１７４号土坑　東から
　　　　１７5号土坑　東から
　　　　１７6号土坑　西から
　　　　１７７号土坑　東から
　　　　１７8号土坑　北から
　　　　１80号土坑　南西から
　　　　１8１号土坑　北西から
　　　　１83号土坑　南から
　　　　１8４号土坑　東から
　　　　１85号土坑　南から
　　　　１86号土坑（７号井戸）　南から
ＰＬ． ２７　１号溝　北から
　　　　２号溝　南から
　　　　２号溝　北から
　　　　３号溝　北から
　　　　４号溝　北から
ＰＬ． ２8　５・６号溝　北から
　　　　８・９号溝　東から
　　　　１0号溝　南から
　　　　１２号溝北側　南から
　　　　１3号溝　西から
　　　　１４号溝北側　北から
　　　　１４号溝南側　北から



ＰＬ． ２9　１２・１5号溝　南東から
　　　　１5号溝　北西から
　　　　１9号溝　北から
　　　　２0号溝　西から
　　　　２２号溝　　北西から
　　　　１２号溝南側・２3号溝　北から
　　　　２４号溝　北東から
　　　　２5・２6号溝　東から
ＰＬ． 30　１区　Ａｓ－Ｂ下面　東から
　　　　１区　Ａｓ－Ｂ下面　南東から
　　　　１区　Ａｓ－Ｂ下　水田全景　西から
　　　　１区　Ａｓ－Ｂ下　水田　南から
　　　　１区　Ａｓ－Ｂ下　水田　西から
ＰＬ． 3１　１区　Ａｓ－Ｂ下　水田面　北西から
　　　　１区　Ａｓ－Ｂ下　水田面　北西から
　　　　１区　Ａｓ－Ｂ下　水田　東から
　　　　１区　Ａｓ－Ｂ下　水田　南西から
　　　　１区　南東壁　東寄土層断面
　　　　１区　南東壁　中央南寄土層断面
　　　　１区　南東壁　南端土層断面
　　　　１区　南西端　旧河道跡　南東から
ＰＬ． 3２　旧石器試掘　Ｎｏ． １１　土層断面　南西から
　　　　旧石器試掘　Ｎｏ． ２１　土層断面　南西から
　　　　旧石器試掘　Ｎｏ． ２5　土層断面　南西から
　　　　旧石器試掘　Ｎｏ． ２７　土層断面　南西から
　　　　旧石器試掘　Ｎｏ． 3４　土層断面　南西から
　　　　旧石器試掘　Ｎｏ． ４0　土層断面　南西から
　　　　旧石器試掘　Ｎｏ． ４6　土層断面　南西から

　　　　旧石器試掘　Ｎｏ． 50　土層断面　南西から
ＰＬ． 33　縄文時代遺構外出土土器
ＰＬ． 3４　縄文時代遺構外出土土器
　　　　弥生時代遺構外出土土器
ＰＬ． 35　２・３・６号住居出土土器
ＰＬ． 36　６・７・８・９号住居出土土器
ＰＬ． 3７　１0・１１・１２・１3・１４・１5号住居出土土器
ＰＬ． 38　１5・１6・１７・１8・１9・２0号住居出土土器
ＰＬ． 39　２１・２２号住居出土土器
ＰＬ． ４0　２3号住居出土土器
ＰＬ． ４１　２3・２４号住居出土土器
ＰＬ． ４２　２４・２5・２6・２７・２8・２9・30号住居出土土器
ＰＬ． ４3　１・２6号土坑、１号溝出土陶磁器類
ＰＬ． ４４　１・２・３・４・１１・１４・２２・２5号溝出土陶磁器類
ＰＬ． ４5　古代以降遺構外出土遺物
ＰＬ． ４6　縄文・弥生時代遺構外出土石器
　　　　６・８・９・２0・２１・２２号住居出土石製品類
ＰＬ． ４７　２１・２４・２5号住居出土石製品類
　　　　１・１6号土坑出土石製品
　　　　１号溝出土石製品
ＰＬ． ４8　古代以降遺構外出土石製品
ＰＬ． ４9　２・６・１４・１5・２１・２3・２４・２７号住居出土鉄製品類
　　　　１号溝出土鉄製品
　　　　１6号土坑出土鉄・銅製品
　　　　近世以降遺構外出土銅製品・古銭
ＰＬ． 50　２3号住居出土銅製容器
ＰＬ． 5１　２3号住居出土銅製容器Ｘ線写真
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第１章　調査の経緯・経過と方法

第１節　調査に至る経緯

　北関東自動車道（伊勢崎～県境）建設に伴う伊勢崎イン

ターチェンジから栃木県境までの１７．７ｋｍの発掘調査が

開始されたのは平成１２年度である。北関東自動車道（伊

勢崎～県境）建設事業予定地の埋蔵文化財発掘調査が行

われるまでには、平成７年から調査を開始した北関東自

動車道（高崎～伊勢崎）の発掘調査事業を平成１２年７月ま

でに終了し、１２月まで基礎整理作業を行うこととなって

いた。平成１２年６月、日本道路公団、群馬県土木部、群

馬県教育委員会、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

の４者による協議において、道路公団から橋梁下部工事

等の工事優先区間等の一部について、平成１２年８月から

発掘調査実施の要請があった。これを受けて当事業団は

用地解決状況、残土置き場の確保、側道と本線の調査地

区分の検討等、調査実施への準備を進めた。平成１２年８

第２節　調査の方法と経過

　１　調査の方法

　向矢部遺跡の調査対象地内は、道水路によって各調査

区を区分したため、一部の調査区は入り組む形となって

いる。調査対象地（路線）は南西から北東に延び、各調査

月１日、日本道路公団、群馬県教育委員会、当事業団の

３者による「北関東自動車道（伊勢崎～県境）建設事業に

伴う埋蔵文化財発掘調査に関する協定書」を締結し、ま

た、協定書に基づく道路公団と当事業団による平成１２年

度発掘調査の契約が結ばれ、発掘調査は伊勢崎市書上遺

跡から着手となった。

　本遺跡の発掘調査については、平成１6年７月から実施

し、平成１７年３月に調査を終了した。

第１図　遺跡位置図（国土地理院　地勢図１:２00，000「宇都宮」（平成１6年８月１日発行）使用）
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第２図　調査区および隣接遺跡位置図
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　２　調査の経過

　本調査は、平成１6年７月１日から平成１７年３月3１まで

を発掘調査期間とし、工場跡地の産業廃棄物撤去といっ

た準備作業の後、現地における調査を開始したのは７月

５日からである。

　調査対象地内を大きく１区、２区、３～６区とし、未

買地箇所の存在も考慮した結果、北東端の６区から３区

までの南西側へ、順次調査を展開する予定で安全対策を

講じながら表土掘削を開始した。同時に、３区から６区

の南東側と北西側に試掘トレンチを設定し、土層の堆

積状況および遺構の存在を確認しながら調査を進行させ

た。なお、６区の東隅となる三角地については、後日の

調査とした。

　遺構確認作業は、５・６区の表土除去が終了した場所

から開始し、７月２0日からは遺構掘削作業に移った。特

に、６区は工場の跡地であったために、工場の基礎等に

よる攪乱が著しく、遺構の残存状況は極めて悪く、遺構

確認にも時間を要した。また、中・近世以降と考えられ

たクランクする１号溝、南北に走向する２・３号の大溝

の存在から、遺構掘削にもかなりの時間を要した。

　８月１７日からは４区の遺構確認作業を開始し、その後

に５・６区から続く２号溝等の遺構掘削作業を行った。

９月１3日に調査当初からの担当であった黒澤照弘が、田

村博と交代となった。また、３区の遺構確認作業を開始

したのも同日からである。

　１0月６日には連日の大雨、同月２0日には台風により、

相次いで調査区内が冠水し、調査の進行の妨げとなった

が、その間の１0月１４日に４～６区を対象にラジコンヘリ

による空中写真撮影を行った。同月２２日には６区の未調

査部分であった東端の三角地の表土掘削を開始し、表土

除去後に遺構確認および遺構掘削作業を行った。

　本調査の後半に予定していた１・２区調査の前段とし

て、１0月２７日より１・２区の試掘調査を開始する。試掘

調査に当たっては、１・２区間の水路に鉄板を敷設し、

トレンチを設定した上で３日間の予定で行った。試掘の

結果、一段低い１区では、薄くＡｓ－Ｂ軽石が残存している

と共に、その直下に水田耕土が存在することが判明し

た。台地上の南西斜面となる２区では、住居や土坑、溝

等の遺構の存在が確認された。この試掘結果から、２区

区は鹿島浦遺跡（太田インターチェンジ）に隣接する南西

端側から順に設定され、１区は南西端の一段低い低地部、

２区は南西斜面となる台地上、続く３～６区は台地の北

東斜面となり、６区の北東端は矢部遺跡に接する。なお、

２区の一部に未買地が存在したため、協議の上で調査を

行った。

　調査に用いたグリッドは、５ｍ×５ｍを基本とした。

グリッドの呼称は、本遺跡特有の名称を設定せずに、国

家座標Ⅸ系（旧日本測地系）を用い、Ｘ・Ｙ座標の下３桁

をそれに当てて表記することとし（Ｘ＝36．４80、Ｙ＝－

39．350の場合、４80－350）、その南東隅のポイント座標を

グリッド名とした。さらに、地点を細かく表示する場合

は、この下３桁の数字をそのまま用いた（例：５ｍない

し１0ｍにこだわらず、１ｍ単位で４8１－35２と表している）。

　予想される遺構が、住居や土坑、溝等であったため、

調査方法に特殊なものはなく、ごく標準的な方法を用い

た。その概略は以下の通りである。

　表土除去は、基本的に重機を用いた。表土除去終了後

は、ジョレンを用いて遺構確認を行い、確認できた遺構

について調査を行った。遺構の種類には、住居、掘立柱

建物のほか、土坑、井戸、溝、ピット、柱穴列であり、

住居は土層観察のための十字のベルトおよびカマド観察

用のベルトを設定し、土坑は半裁して土層観察を行う等、

それぞれに適した方法を用いた。数の多いピットについ

ては、先ず半裁し、遺構と判断されたものに限って記録

することとし、土層も類別して注記した。遺構名は、調

査区にかかわらず、遺構の種類毎に通し番号で表した。

遺構の測量は、平面図・断面図共に作業員による手実測

を主としたが、調査期間の短縮を図るため一部は測量業

者に委託して行った。縮尺は、１／１0、１／２0、１／４0を基本

とし、それぞれの遺構の性格に合わせて適宜使用した。

写真撮影は、６×７白黒、35㎜白黒、35㎜カラーリバー

サルの３種類を基本とした。調査区の全景写真は、調査

の進展にあわせて業者委託し、ラジコンヘリによる空中

撮影を行った。

　遺構の調査が終了した後、台地上におけるローム層の

堆積が良好であったため、旧石器時代の試掘調査を行っ

た。調査は、２×４ｍのトレンチを台地上の全域（面積

の４％に相当）に設けて行ったが、遺構・遺物とも検出

されなかった。
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第３節　基本土層

　本遺跡の地形は、調査区の南西端となる１区は一段低

い低地部で調査前は水田、２区は南西斜面となる台地上

で調査前は畑、続く３～６区は台地の北東斜面となり調

査前は畑・宅地として利用されていた。このため、各調

査記によって多少の差が見られる。ここでは、南西端の

１区、台地上南西斜面の２区、台地上の３区、北東斜面

の６区における遺構確認面までの土層を確認する。

　１区では、表土に現在の水田耕作土および鉄分沈着層

となるⅠ・Ⅱ層が覆い、Ⅲ・Ⅳ層の灰黄褐色土、Ⅴ層の

鈍い褐色土、Ⅵ層の褐灰色土、Ⅶ層の暗褐色土が堆積し、

Ⅲ～Ⅶ層は共にシルト質で、Ⅳ～Ⅵ層の下部には鉄分の

沈着および沈着層が見られ、水田の耕地であったことが

窺える。さらに、Ⅷ層のシルト質な暗褐色土、Ⅸ層にお

いてはシルト質な黒褐色土と砂層・橙灰色粘土層が薄く

互層となって堆積している。このⅨ層の堆積のあり方は、

洪水等に起因した水性堆積の状況が想定される。そして

Ⅹ層のＡｓ－Ｂ混土層となる暗褐色土が堆積し、ⅩⅠ層とし

て浅間山を給源とする１008年降下のＡｓ－Ｂ軽石層（純層）が

0．5 ～１ｃｍ前後と薄く堆積しており、その下面はＡｓ－Ｂ下

水田面となりシルト質の粘性の強い黒色土でⅩⅡ層とな

る。

　２区の２４号住居付近では、Ⅰ層に表土（耕作土）となる

暗褐色土が厚く堆積し、その下はⅡ層の黄褐色土がロー

ム漸移層となり、以下がローム土となる。

　３区の１２２号土坑付近では、Ⅰ層に表土（耕作土）とな

る暗褐色土があり、Ⅱ層に暗褐色土の混入物のあまり見

られない層が堆積する。ただし、この層は台地全体に確

認することはできず、２区ではみられない。そして、Ⅲ

層の黄褐色土がローム漸移層となり、この層以下がロー

ム土となる。

　６区の５号住居付近では、上層に工場跡地の攪乱土・

盛り土があり、その下に旧耕作土（旧表土）となる白色軽

石粒をやや多く含む砂質なⅠ層の暗褐色土があり、Ⅱ層

として遺物包含層で白色軽石粒をやや多く含む黒褐色土

が堆積する。この層は、先の３区１２２号土坑付近のⅡ層

に対応する土層と思われる。そして、Ⅲ層の黄褐色土が

ローム漸移層となり、この層以下がローム土となる。

の一部に存在する未買地箇所の調査について協議が図ら

れた。

　１１月４日より、ローム層上面までの調査が終了した６

区から旧石器時代の試掘調査を開始した。同月１１日には、

３・４区を対象にラジコンヘリによる空中写真撮影を行

う。同月２４日から１区の表土掘削を開始し、１２月７日よ

り遺構確認作業に入った結果、予測されたＡｓ－Ｂ下水田が

検出されるに至った。

　一方、調査が進行していく中で、埋め戻しを開始した

のは１２月１3日からで、全ての調査が終了した６区から、

順次３区までの間を継続させた。

　１２月２0日より２区の表土掘削を開始し、遺構確認作業

に入ったのは、１区の水田調査を終了した１月１3日から

である。なお、１２月２２日を年末の現地作業終了日とし、

明けて１月７日より現地作業を再開した。

　１月１４日に１区を対象にラジコンヘリによる空中写真

撮影を行い、２月２3日には２区を対象に空中写真撮影を

行った。２区の旧石器時代の試掘調査を開始したのは３

月１0日からで、旧石器時代の遺構・遺物が検出されるこ

となく、同月１8日には調査を終了した。その後、１・２

区の埋め戻しを開始し、現地における発掘調査の全ての

作業を終了したのは３月２8日である。

第１章　調査の経緯・経過と方法
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Ⅱ
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Ⅳ
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盛り土

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅸ

１区 ２区　２４ 号住居付近 ３区　１２２ 号土坑付近 ６区　５号住居付近

第８図　基本土層図

第３節　基本土層
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１区　
Ⅰ　褐灰色土　表土（現在の水田耕土）。粘性が強い。
Ⅱ　鈍い赤褐色土　シルト質で、粘性あり。鉄分の沈着が強い。
Ⅲ　灰黄褐色土　シルト質で、粘性あり。
Ⅳ　灰黄褐色土　シルト質で、粘性あり。３層より鉄分の沈着が多くみられる。
Ⅴ　鈍い褐色土　シルト質で、粘性あり。下部に鉄分の沈着が強い。
Ⅵ　褐灰色土　シルト質で、粘性が強い。下面に薄く鉄分の沈着層がみられる。
Ⅶ　暗褐色土　シルト質で、粘性あり。やや黒味が強い。
Ⅷ　暗褐色土　シルト質で、砂質ぎみ。やや粘性あり。
Ⅸ　黒褐色土　シルト質で、黒褐色土を主とし、砂層・橙灰色粘土層が薄く互層となる。
Ⅹ　暗褐色土　１5層に近似するが、Ａｓ－Ｂをより多く含み、下面にＡｓ－Ｂの純層が堆積する。
ⅩⅠ　Ａｓ－Ｂ層　浅間山を給源とする降下火山軽石。
ⅩⅡ　黒色土　シルト質な粘性の強い水田耕土

２区　２４号住居付近
Ⅰ　暗褐色土　表土（現代の耕作土）。
Ⅱ　暗黄褐色土　ローム漸移層。
Ⅲ　黄褐色土　ローム土で下位ほど硬く締まっている。

３区　１２２号土坑付近
Ⅰ　暗褐色土　表土。（耕作土）
Ⅱ　暗褐色土　混入物のあまり見られない堆積層。
Ⅲ　暗黄褐色土　ローム漸移層。
Ⅳ　黄褐色土　ローム土で下位ほど硬く締まっている。

６区　５号住居付近
Ⅰ　暗褐色土　旧表土（旧耕作土）。白色軽石粒をやや多く含み、砂質。
Ⅱ　黒褐色土　土器片が出土する遺物包含層。白色軽石粒をやや多く含む。
Ⅲ　暗黄褐色土　ローム漸移層。
Ⅳ　黄褐色土　ローム土で下位ほど硬く締まっている。



第２章　遺跡の地理的環境と歴史的環境

第１節　地理的環境

　本遺跡のある太田市は、関東地方北西部に位置してい

る。この地域は大別して、山地・火山地・丘陵地・台地

および低地に分けられる。山地としては、南西に関東山

地、北東に足尾山地が分布しており、火山地としては赤

城山・榛名山がある。丘陵地は関東山地の北から東の前

縁に低い山々が連続的に分布している。台地は丘陵地の

下方に広がり、それらの台地を刻みながら利根川と支流

の渡良瀬川が流れ、河川によって完新世に入ってから形

成された沖積低地が広がっている。

　太田市域を見ると、市の北東部に、この地域において

最も顕著な地形である、八王子丘陵と金山丘陵が存在し

ている。八王子丘陵は北西から南東方向にのびる分離

丘陵で、長楕円形を呈している。長さ約７㎞、幅約２．8

㎞、最高点は２93．9ｍである。金山丘陵も平野に孤立す

る分離丘陵で、最高点は２35．8ｍである。八王子丘陵の

南東に位置し、現在はごく低い鞍部を境として離れてい

るものの、かつては一続きだったと考えられている。い

ずれの丘陵も元々は足尾山地の延端部であったものに断

層が生じ、さらに大間々扇状地を形成した渡良瀬川が約

２４，000年前ころから流路を東へ変えたことにより、現在

の独立した丘陵になったとされている。

　八王子・金山丘陵の西には大間々扇状地が存在してい

る。大間々扇状地は、渡良瀬川の谷口、旧大間々町を扇

頂とし、太田－伊勢崎を結ぶ線（標高50 ～ 55ｍ）を扇端と

する、南北約１8㎞、扇端の幅約１3㎞の大規模な扇状地で

ある。この扇状地は、大きく西半部の桐原面と東半部の

藪塚面の新旧２面からなっている。桐原面は扇頂の旧大

間々町桐原から伊勢崎市東部、旧境町にかけて発達する

古期扇状地で、藪塚面とは比高４～６ｍの緩斜面状段丘

崖で分けられ、境界部を早川が南下している。この面に

は厚さ２ｍ以上の上部・中部ローム層が堆積している。

藪塚面は大間々市街地から旧笠懸町、旧薮塚本町、旧新

田町へと発達する新期扇状地で、厚さ１ｍ前後の上部

ローム層に覆われる。

　八王子・金山丘陵の東には渡良瀬川扇状地が存在し、

本遺跡はこの扇状地上に立地する。渡良瀬川扇状地は八

王子・金山丘陵と足尾山地の間に広がる扇状地で、桐生

市赤岩橋付近（標高１２0ｍ）を扇頂部とし、太田市下小林

から足利市御厨地区（標高30ｍ）を扇端部とする、南北１8

ｋｍ・東西７．5ｋｍを測る大規模扇状地である。「太田市

史通史編自然」によると、扇状地はⅠ～Ⅲ面に区分され、

最古期のⅠ面が八王子丘陵から金山丘陵の東麓に沿って

細長く分布し、その東側にⅡ面が、さらにその東、現河

道側に扇状地Ⅲ面が広がる。その形成年代はⅠ面がＡｓ－Ｂ

Ｐ降下以前に遡り、Ⅱ面は洪積世末の再堆積ローム、Ⅲ

面については完新世の所産とされている（１）。

　この区分に従うと、当遺跡は扇状地Ⅱ面にあり、南西

端および北東端は旧河道ならびに沖積低地の後背低地Ⅰ

に位置していることが解る。このため、１区の低地部位

外となる２～６区にはロームが堆積し、そのローム下に

も砂質層や礫層が存在していることが理解できる。

　しかしながら、北関東自動車道関連の発掘調査の結果、

降下テフラの堆積に齟齬が生じており、再検討の余地が

生じている（２）。太田市八ヶ入遺跡（３）や東長岡戸井口

遺跡（４）では暗色帯を切る洪積世の再堆積ローム、及び、

その上面のＡｓ－YＰを確認しており、より複雑な地形発達

が予想されることになり、図の修正が必要とされる。

　八王子・金山丘陵以東の北関東自動車道関連の発掘調

査では、西から、峯山・萩原・古氷条里制水田跡・二の宮・

八ヶ入・大道西・大道東・楽前・鹿島浦・向矢部・矢部・

只上深町・新島・道原の１４遺跡、関連事業に伴い東今泉

鹿島遺跡の発掘調査がなされている。先に刊行された『大

道東遺跡（１）』（２009　群馬県埋蔵文化財調査事業団）で

は、八ヶ入遺跡での暗色帯以上のローム層が通常堆積し

た細石刃石器群の出土地点と、それより東の河川性再堆

積ロームの堆積地点が存在したことから、渡良瀬川変流

（東遷）に伴う侵食による地形であることを指摘し、東長

岡戸井口遺跡例を挙げ同段階の台地が金山丘陵東縁に広

がり、太田市竜舞地区の岩宿面に続く地形面であるとし

ている。また、沢口原図においては、扇状地Ⅰ面を大道

西・大道東２遺跡の所在する東今泉の台地が該当するが

詳細は明らかでなく、太田市史通史編の図１－２４の３地

第２章　遺跡の地理的環境と歴史的環境
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太田市史 1996＜沢口原図＞

点ではＡｓ－ＢＰの堆積が確認されている点、扇状地Ⅱ面は

矢部遺跡以西が該当する点、扇状地Ⅲ面では縄文から古

代の集落が発見されている点を挙げ、渡良瀬川の東遷に

は途中時期に矢場川付近を流れる段階があり、扇状地Ⅲ

面が細分される可能性が高いことを示唆し、加えて金山

丘陵末端の台地縁辺（古氷条里制水田跡・八ヶ入）を除く

東今泉の台地の一部に、従来の地形区分を見直す必要が

生じていることを報告している。

　しかし、当遺跡が扇状地Ⅱ面にあるということは変わ

らないと考えられる。今後、これらの発掘調査成果を総

合することにより、この地域における扇状地の地形発達

の詳細が判明し、地域発達の様相解明が期待できると考

えられる。

第９図　渡良瀬川扇状地の地質区分

註

第１節　地理的環境

11

（１）澤口　宏　１99７「第６節　平野の地形・地質」『太田市史　通史編　
自然』　太田市

（２）岩崎泰一　２009「１　自然環境」『大道東遺跡（１）』  群馬県埋蔵文
化財調査事業団

（３）関口博幸　２009『八ヶ入遺跡Ⅰ』  群馬県埋蔵文化財調査事業団
（４）木津明博　１999『東長岡戸井口遺跡』  群馬県埋蔵文化財調査事業団
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第１0図  遺跡周辺地形分類図
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第２節　歴史的環境

　向矢部遺跡は、渡良瀬川中流右岸に位置し、渡良瀬川

と八王子丘陵・金山丘陵に挟まれた渡良瀬川扇状地上に

存在する。以下、当遺跡周辺の歴史的環境を、時代を追っ

て述べることにする。

　（１）旧石器時代

　渡良瀬川扇状地地域での旧石器時代の遺跡は少なく、

石刃および石刃製ナイフ形石器を伴う石刃石器群が、東

長岡戸井口遺跡から出土している。扇状地西端部に位置

する八ヶ入遺跡からは、湧別技法による細石刃群が出土

している。また、本遺跡の北に隣接する矢部遺跡２区か

らは、チャート製の剥片が出土している。

　本遺跡からやや離れるが、扇状地の西側となる八王子・

金山丘陵間の鞍部にあたる場所にも旧石器時代の遺跡が

点在する。峯山遺跡では、チャート製の石器群と黒曜石

製の切出形ナイフ形石器を組成する石器群との２つの文

化層が確認されている。また、強戸口峯山遺跡では、硬

質頁岩性の荒屋型彫刻刀形石器が採集されている。さら

に、八王子丘陵の焼山遺跡も旧石器時代の遺跡として知

られている。

　渡良瀬川左岸においても旧石器時代の遺跡は少なく、

平石遺跡からチャート製の石器が出土している程度であ

る。

　（２）縄文時代

　渡良瀬川流域の縄文期遺跡は、渡良瀬扇状地Ⅰ面に多

く見られる。扇状地の地質区分に従えば、より新期の太

田市東部域の扇状地面には縄文遺跡は存在しないという

ことになるが、この地域は地盤沈降が著しく、渡良瀬の

氾濫層に厚く覆われ、その実態は不明である。

　太田市域の縄文遺跡は八王子丘陵、及び、その周辺部

台地、大間々扇状地Ⅱ面・由良台地等の台地縁辺部に多

く立地している。渡良瀬川扇状地上では、金山丘陵東部

北寄りの下宿遺跡に検出された草創期の土坑が最も古い

遺構で、爪形文土器を出土している。

　早期では、金山丘陵北東部の東今泉鹿島遺跡で押型文

土器が、鹿島浦遺跡で押型文土器および野島式土器が、

　（３）弥生時代

　渡良瀬川流域における弥生時代の遺跡は極めて少ない

とされ、金山丘陵北東部の小丸山遺跡で遺物の散布が認

められるほか、同東部の磯之宮遺跡で中期の住居が検出

されており、さらに東の渡良瀬川流域付近の八幡山・芋

の森遺跡で中期の土器が確認されている程度である。し

かし、金山丘陵や八王子丘陵周辺、沖積地内の低台地上

においては、中期の遺跡・資料が増加してきている実態

がある。本遺跡周辺においても、渡良瀬川沿いの道原遺

矢部遺跡においても条痕文土器が出土している。

　前期では、金山丘陵東部南寄りの細田遺跡と同南東部

の下小林上遺跡および東長岡戸井口遺跡、北部丘陵沿い

の二の宮遺跡で集落が、東今泉鹿島遺跡で土坑が検出さ

れており、鹿島浦遺跡においても関山式・黒浜式・諸磯

式土器が、楽前遺跡でも諸磯式土器が出土している。ま

た、矢部遺跡では諸磯式土器が、渡良瀬川沿いに位置す

る道原遺跡では黒浜式・諸磯式土器が出土している。

　中期前半の遺構検出例は少なく、東長岡戸井口遺跡の

みである。鹿島浦遺跡や楽前遺跡、道原遺跡では、五領ヶ

台式・阿玉台式・勝坂式土器が出土している。

　中期後半から後期初頭にかけての時期になると、金山

丘陵北東部の大道東遺跡から楽前遺跡および鹿島浦遺跡

にかけて数多くの住居や土坑等の遺構が検出され、大集

落の体をなし、多量の遺物も出土している。また、東長

岡戸井口遺跡でも同様である。さらに、道原遺跡からも

加曽利Ｅ式期の集落が、矢部遺跡においては中期後半～

後期初頭の土坑が検出されている。

　後期前葉以降になると遺跡は減少し、堀之内式土器を

出土させる遺跡には大道東遺跡、楽前遺跡、鹿島浦遺跡、

矢部遺跡、道原遺跡がある。

　晩期ではさらに減少し、楽前遺跡と道原遺跡に僅かに

出土が見られるのみである。

　渡良瀬川左岸では前期までの遺跡が多く、宿居館跡か

ら撚糸文系の土器や前期の土坑が、平石遺跡からも撚糸

文系土器を含む草創期から前期の遺物が出土しており、

春日遺跡からは前期の集落が検出されている。しかし、

中期以降の遺跡は少なく、遺構もほとんど検出されてい

ない。
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　（４）古墳時代

　古墳時代前期になると、八王子・金山丘陵西部におい

て遺跡の分布が急激に増加する。渡良瀬川扇状地上では

多くはないが、集落は八王子丘陵南東際の丸山北遺跡で

確認されているほか、金山丘陵東部にやや離れて位置す

る磯之宮・矢場向・駒形・駒形南遺跡や、南東部にやや

離れて位置する下小林上遺跡で検出されている。他に東

今泉鹿島遺跡で前期末から中期初頭にかけての集落がみ

られ、竪穴住居１１軒がまとまって検出されている。他の

遺構としては、古氷条里制水田跡で前期の土器が多量に

出土した溝が検出されている。墳墓においては、古墳と

して金山丘陵東部に前方後円墳で全長80ｍの矢場薬師塚

古墳、同じく前方後方墳で全長１１７．8ｍの藤本観音山古

墳が、周溝墓には渡良瀬川沿いの道原遺跡や金山丘陵南

東部の細田遺跡で方形周溝墓が見られる。しかし、全体

的に遺跡数は少なく、丘陵の西部とは大きく異なってい

る。渡良瀬川左岸では前期の遺跡はさらに少なく、春日

遺跡で方形周溝墓が検出されている以外は、確実に前期

と断定できる遺構のある遺跡はほとんどない。

　中期以降、遺跡は次第に増加する傾向にあり、後期に

なると集落が増加するだけでなく、古墳も多く存在、さ

らには須恵器窯等の生産遺跡が見られるようになる。

　中期の集落は前述の東今泉鹿島遺跡や八ヶ入遺跡な

ど、金山丘陵北東部地域や、丘陵東部のやや離れた位置

にある、旧太田工業高校北裏遺跡や前期から続く駒形遺

跡・矢場遺跡、丹羽倉遺跡等で住居や遺物が検出されて

いる。中期の古墳は少なく、丘陵南東部に天神山・女体

山古墳がある。他に中期とわかる古墳は、円墳で径60ｍ

の上小林稲荷山古墳があり、金山丘陵東部からやや離れ

て位置する。

　後期の集落は、金山丘陵北東部の大道東および楽前付

近に１00軒以上住居が集中しており、金山丘陵で開始さ

れた須恵器等の生産との関連が窺える。他に八王子丘陵

　（５）奈良・平安時代

　この時期なると、集落は広範囲で見られるようになる。

金山丘陵北東部では、古墳時代後期に楽前、大道東遺跡

に限られていた集落が大きく広がり、二の宮、八ヶ入、

大道西、東今泉鹿島、鹿島浦、猿楽、向矢部、矢部の各

跡で中期、矢部遺跡で中期・後期の土器が出土しており、

さらに大道東遺跡においても僅かではあるが後期の土器

片が出土している。

　渡良瀬川左岸でも弥生時代の遺跡は少なく、大前西山

遺跡で遺物の散布が認められる程度である。

南東裾部、金山丘陵南東部等で見られるが、遺跡数は少

なく、検出住居数も多くない。渡良瀬川左岸地域におい

ても同様である。

　古墳は、群集墳が多く築造されるようになり、中期以

前に比べ数が圧倒的に増えている。分布が多いのは、金

山丘陵北東部から八王子丘陵南東部にかけての地域や、

金山丘陵南東部、金山丘陵南西部、金山丘陵から東にや

や離れた矢場川流域等であり、渡良瀬川左岸にも多くの

古墳群が存在している。金山丘陵北東部では、亀山京塚

古墳、家型石棺を有する今泉口八幡山古墳、菅ノ沢御廟

古墳、東毛地域唯一の終末期方墳である巖穴山古墳等が

集中しており、この時期この地域の中心的な場所であっ

たことが窺え、金山丘陵の窯跡群との関連も考えられる。

金山丘陵南東部では、丘陵の裾に沿って金井口古墳群、

亀山古墳群、内並木古墳群、馬塚古墳群、寺ヶ入古墳群、

東山古墳群とほぼ間断なく続き、やや東に離れて焼山古

墳群もある。矢場川流域には、かつて90基が存在したと

される矢場川古墳群があり、前期前方後方墳である藤本

観音山古墳や、前期前方後円墳の矢場薬師塚古墳、後期

前方後円墳である勢至堂裏古墳、淵ノ上古墳等もこれに

含まれている。渡良瀬川左岸では、足利市街地北の丘陵

部に物見古墳群、東山古墳群、西宮西古墳群、吾妻古墳

群、立岩古墳群、足利公園古墳群等が存在している。

　生産遺跡は、金山丘陵北東部を中心に検出されている。

菅ノ沢遺跡、八幡窯跡群、辻小屋窯跡群、亀山須恵器窯

跡等、須恵器窯が４0基以上確認されており、この時期の

一大生産地であったといえよう。操業開始時期は、表採

資料等から６世紀前半まで遡ると考えられるが、大規模

に生産されるようになるのは６世紀中ごろ以降で、７世

紀前半までの間に丘陵東裾から北裾にかけて集中して30

基ほど存在している。７世紀末から８世紀初頭になると、

丘陵西側に移動して操業しており、この時期に大きく窯

場が移動している。
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遺跡から、多数の住居が検出されている。他の地域も、

基本的には古墳時代後期の集落からさらに広がっている

状況で、金山・八王子丘陵と渡良瀬川間の大部分で集落

が見られるようになっている。これに対し、渡良瀬川左

岸ではこの時代の集落も少なく、宇津木遺跡で竪穴住居

が検出されている程度である。

　北関東自動車道関連の八ヶ入、大道西、大道東、鹿島

浦の各遺跡からは、道路遺構が検出されている。幅約１3

ｍで両側に側溝をもち、４遺跡間の約１ｋｍをほぼ直線

で結んでいる。上野国内での東山道駅路は、現在の碓氷

峠のあたりから安中を抜け、国府推定地である前橋市元

総社町付近まで直線的に進むルート（国府ルート）が推定

されているが、東部では東西に直線的に延びる古代道路

２本が発掘調査により確認されている。その内、南側の

道路遺構は、「牛堀・矢ノ原ルート」と呼ばれており、幅

約１3ｍの規模を持ち、７世紀後半～８世紀代のものと考

えられている道路で、西部の高崎市や玉村町で検出され

ている道路につながるとされ、東山道駅路であると推定

されている。北側の道路遺構は、幅約１２ｍで、「下新田ルー

ト」呼ばれ、延長上に佐位郡家である伊勢崎市三軒屋遺

跡と新田郡家である天良七道遺跡があるため、郡家同士

をつなぐ伝路であるという説や、牛堀・矢ノ原ルートが

廃絶された後の東山道駅路であるという説などがある。

北関東自動車道で検出された道路遺構は、規模や位置か

ら牛堀・矢ノ原ルートになる可能性が高い。これまでに

確認されている金山丘陵以西のルートは、東西方向やや

北向きの走向であるが、金山丘陵以東のルートは、やや

南向きの走向になっており、丘陵を境に走向が変わって

いる。

　寺院・官衙については、金山丘陵北西の寺井・天良地

区から小金井・市野井にかけての地域に、古代寺院や地

方官衙跡に比定される遺跡が多く存在している。この地

域は、『和名抄』によれば、「新田郡」に属すと考えられ、

新田郡の郡家と推定される天良七堂遺跡や、寺院跡では

８世紀中葉の小規模寺院である釣堂遺跡や、７世紀後半

の創建と推定される寺井廃寺がある。この天良七堂遺跡

については、これまでに幾度かの調査が行われている。

昭和30年の調査では、南北１6ｍ、東西７ｍの６間×３間

の南北棟大型総柱礎石建物跡が検出され、付近から炭化

米が多数出土しており、この大型総柱礎石建物跡が新田

郡家正倉院を形成する倉庫群の内の一棟と考えられ、こ

の遺跡が新田郡家の位置である可能性が指摘された。平

成１9年の調査では、一辺が50ｍ前後に及ぶ長大な掘立柱

建物跡を西で３棟、東と北で２棟づつ、南に１棟の計８

棟が確認され、掘立柱建物跡に取り付く柵列から一辺が

１00ｍ前後の逆台形ないし方形の規模であることが判明

した。また、中央には礎石建物跡や、区画内部が石敷き

であったことも確認され、建物の変遷から４回の立て替

えが想定された。出土した土器から、７世紀後半から９

世紀にかけてのものと考えられ、さらに確認された遺構

は、『上野国交替実録帳』にみる新田郡庁の記述に合致す

る内容をもっている。天良七堂遺跡の調査は、その後も

進められている。一方、当遺跡が位置する金山丘陵東部

は「山田郡」に属すと考えられており、山田郡の郡家は金

山丘陵北部の「古氷」の地であると推定されていることか

ら、当遺跡周辺は山田郡の中心地域と考えられる。郡家

の存在を裏付ける遺構・遺物が検出された遺跡はないが、

北関東自動車道関連の遺跡である八ヶ入、大道西、大道

東、楽前、鹿島浦、矢部の各遺跡からは、三彩陶器片・

軒丸瓦片・円面硯・獣脚円面硯・漆紙文書といった遺物

が出土していることから、近隣に寺院や官衙的施設の存

在を窺わせる状況がみられる。

　生産遺跡については、金山丘陵において、前代に開始

された須恵器生産が引き続き行われている。前述のよう

に、７世紀末から８世紀初頭に丘陵西側に窯場が移動し

ていると考えられているが、金山丘陵の北にある八王子

丘陵南東部でも須恵器の生産が行われるようになり、丸

山北窯跡などで須恵器が焼成されている。また、丸山腰

巻遺跡では、丘陵ではなく台地を利用して構築された須

恵器窯が検出されている。そして、峯山遺跡の北側には、

寺井廃寺に供給したと考えられている萩原瓦窯がある。

　さらにこの時期には、鉄生産も開始される。場所は少

し離れるが、太田市旧薮塚本町域にある西野原遺跡では、

７世紀後半～末に操業されたと考えられる大規模な製鉄

遺構群（製鉄炉（箱形炉）、排滓場、竪穴状遺構、粘土採

掘坑、鍛冶遺構等）が検出されており、金山丘陵北端部

の峯山遺跡からも８世紀初頭の製鉄炉（箱形炉）、鍛冶遺

構が検出されている。また、９世紀の竪形炉として著名

な金山丘陵北東部の菅ノ沢Ｉ遺跡、さらに北西部の高太

郎Ⅰ･Ⅱ遺跡等で製鉄炉（竪形炉）や炭窯が、寺中遺跡で
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　（６）中世以降

　中世の城郭としては、金山城がある。これは金山丘陵

上にある山城であり、文明元（１４69）年岩松家純によって

築城された。以後、享禄元（１5２8）には岩松氏の重臣横瀬

氏へ（主君である岩松守純を追放して、自ら金山城主と

なった横瀬成繁は、「由良」の姓を名乗り、戦国大名由良

氏による当地支配が、その後しばらく続く。）、さらに天

正１２（１58４）には後北条氏へと城主が変わっており、そ

の間東毛地区の中心的な城として重要な役割を果たした

が、天正１8（１590）年に後北条氏が滅亡した後は廃城と

なった。その城域は広大で、山頂部に実城を置き、山頂

部から延びる西尾根に西城を、北に延びる観音山に北城

を、南の中八王子山には八王子山の砦を構える、複合的

城郭である。山頂部の実城域に日の池・月の池の大池を

持ち、石垣・石敷き通路・石組み排水路・石組み井戸な

ど山城としては珍しい石組みの施設を有する。発掘調査

は平成４（１99２）年度から行われ、その結果を受けて史跡

整備が行われている。

　さらに、中世の城館跡については、金山城をはじめと

して、萩原館跡、丸山の砦跡、矢田堀館跡、只上の砦跡、

矢部城跡、国済寺城跡、市場城跡、狸ケ入館跡、今泉城

跡、東金井城跡、富田館跡、宗金寺環濠遺構、植木野城

跡、本矢場城跡等が、金山丘陵北部から東部にかけて多

く存在している。

　北関東自動車道関連の発掘調査で中世以降の遺構の検

出される遺跡については、八ヶ入、大道西、大道東、鹿

島浦、矢部、道原の各遺跡があり、特に大道西遺跡では

１４・１5世紀を中心とした掘立柱建物群が多数検出され、

は鍛冶遺構が検出されている。また、渡良瀬川左岸でも

春日遺跡から、鋳造炉の可能性のある炉が検出されてい

る。

　水田跡では、古氷条里制水田跡でＡｓ－Ｂ下水田が確認さ

れているが、畦畔が方形に走向しており、条里地割に乗っ

ていると考えられている。水田の開削時期は奈良時代後

半から平安時代前半と考えられており、この時期に条里

地割が導入されたことが判明している。また、金山丘陵

以西となる上強戸遺跡群、大鷲遺跡、成塚遺跡をはじめ

とした多くの遺跡で、Ａｓ－Ｂ下水田が検出されている。

複数の屋敷地の存在が確認されている。

　渡良瀬川左岸地域には中世以降の遺跡が多く、宿居館

跡、山下本郷館跡、大前堀之内館跡等の居館跡や、鹿島

薬師廃寺、智光寺跡、緑町廃寺、連岱寺跡、宝憧寺跡等

の寺院跡が分布している。
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第１１図　周辺遺跡位置図（国土地理院１:２5，000地形図「上野境」「足利南部」「桐生」「足利北部」使用）
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第１表　周辺遺跡一覧表
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番号 遺跡名
旧
石
器

集落 ･ 溝等○ 墳墓● 生産跡□ 水田 ･ 畠■ 遺物のみ△
備考 文献縄文 弥生 古墳 奈

良
平
安

中
世

近
世草 早 前 中 後 晩 中 後 前 中 後

１ 向矢部遺跡 △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ 古墳後期～平安集落 3２･33･3４･35･50

２ 矢部遺跡 △ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○
縄文中～後期土坑　奈良平安集落
　漆紙文書出土

２8･２9･3７･４3･４6･
４７･４9

３ 只上深町遺跡
○
■

■ 平安集落 ･ 畠 ２9･４6･４７

４ 新島遺跡 ○ ○ ○
当該遺跡　奈良平安集落　古墳後
期～平安畠

４9

５ 道原遺跡 △ ○ △ △ △
●
■

● ○ ○ ○
縄文中期集落　古墳前期方形周溝
墓　古墳　平安時代道路

４6･４７

６
国済寺城跡 

（道原城跡）
 ○ １6世紀　堀　土居 60

７ 市場古墳群 ● 後期群集墳 １
８ 八幡林遺跡 △ 古墳遺物散布 ４４
９ 市場城跡 ○ 二重堀、土居　１6世紀 60
１0 市場稲荷山古墳 ● 後期円墳　径3２ｍ　６世紀前半 １
１１ 高瀬前原遺跡 △ 縄文遺物散布 ４４
１２ 高瀬台遺跡 △ 縄文遺物散布 ４４
１3 源氏屋敷跡 ○ 源氏屋敷の字名　遺構不明 6２･63
１４ 猿楽遺跡 ● ○ ○ 後期古墳群　奈良平安集落 １･38･４２
１5 矢部城跡 ○ １6世紀　堀　土居　碑 60
１6 只上の砦跡 ○ １6世紀　堀 60
１７ 七日市古墳群 ● 古墳後期 ４４

１8 丸山古墳群 ●
６世紀末～７世紀前半前方後円墳
１基　円墳８基

１

１9 流作場遺跡 ○
○
●

古墳中後期集落　埴輪棺 １･２２

２0 吉祥寺遺跡 時期不明ピット群 ２２
２１ 諏訪古墳 ● 後期円墳 ４４

２２ 反丸遺跡 ○
○
●

古墳後期集落　古墳　祭祀遺構 １･２２･53

２3 原宿川向遺跡 △ 古墳遺物散布 ４４
２４ 落内遺跡 ○ ○ 古墳後期・奈良集落 １･２5
２5 宮の上遺跡 △ 古墳遺物散布 ２5
２6 丸山北遺跡 ○ 古墳前期集落 ２４
２７ 丸山の砦跡 ○ １6世紀　腰郭　烽火台 60
２8 丸山遺跡 △ 弥生・古墳遺物散布 ４４

２9 丸山腰巻遺跡
□
○

須恵窯１基 36

30 小丸山遺跡 △ 縄文～平安遺物散布　瓦塔出土 １
3１ 二の宮遺跡 ○ ○ ○ 縄文前期集落　奈良平安集落 53
3２ 古氷条里制水田跡 ○ ■ Ａｓ－Ｂ下水田 １･53
33 寺中遺跡 □ 平安鍛冶遺構 １
3４ 寺前遺跡 ○ 古墳集落 １6
35 上宿遺跡 ○ ○ 古墳・平安集落 38
36 東田遺跡 ○ 平安集落 ２７
3７ 矢田堀前田遺跡 時期不明土坑等 ２5
38 矢田堀館跡 ○ １6世紀　堀　土居　戸口 60
39 矢田堀古墳群 ● 終末期群集墳 ４４

４0 巌穴山古墳 ●
１辺30ｍ方墳　複式構造横穴式石
室　７世紀中葉

１･２１

４１ 大道西遺跡 ○ ○ ○ 東山道駅路　馬形埴輪出土 ２3・5４

４２ 楽前遺跡 △ ○ ○ △ ○ ○ ○
縄文中期～後期集落　古墳後期～
平安集落

１･２5･２6･２７･30･
3１･5２

４3 大道東遺跡 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○
縄文中期～後期集落　古墳後期～
平安集落　東山道駅路

１･55

４４ 鹿島浦遺跡 △ ○ △ ○ ○ ○ 奈良平安集落　東山道駅路 56

４5 東今泉鹿島遺跡 △ ○ ○ ○
○
■

縄文前期土坑　古墳前期末～平安
集落　漆紙文書出土

5１

４6 八ケ入遺跡 △ ○ ○ ○ ○
古墳中期・奈良平安集落　東山道
駅路

5７

４７ 菅ノ沢Ⅱ遺跡 ○ 灰原　須恵器出土 ２１
４8 菅ノ沢御廟古墳 ● 直径30ｍ円墳　横穴式石室 １

４9 今泉口八幡山古墳 ●
前方後円墳　横穴式石室　家形石
棺　６世紀末～７世紀初

１･１6

50 菅ノ沢古墳群 ● 円墳５　７世紀 １･２１
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5１ 八ヶ入窯跡 △ 灰原　須恵器・鉄滓出土 ４４
5２ 諏訪ヶ入遺跡 △ 灰原　須恵器出土 ４４

53 菅ノ沢Ⅰ遺跡
□
●

□ 須恵窯、炭窯、製鉄炉、古墳 １･ ３･ ６･２１

5４ 菅ノ沢Ⅲ遺跡 □ 生産遺跡 ４４
55 川西遺跡 □ 須恵窯 ４４
56 八幡Ⅰ遺跡 □ 須恵窯４基　灰原 ２0
5７ 八幡Ⅳ遺跡 □ 窯　灰原 ２0
58 八幡Ⅱ遺跡 □ 窯２基　灰原 ２0
59 八幡Ⅴ遺跡 □● 窯　灰原　円墳１基 ２0
60 八幡Ⅲ遺跡 □ 窯１基　灰原 ２0
6１ 狸ヶ入Ⅱ遺跡 △ 灰原　須恵器出土 ４４
6２ 辻小屋遺跡 □ 須恵窯４基 １
63 辻小屋窯跡群 □ 須恵窯４基 ２0
6４ 大長谷遺跡 □ 須恵窯 １9
65 狸ヶ入Ⅰ遺跡 □ 窯１基 ４４
66 狸ケ入館跡 ○ 堀　土居　戸口 60
6７ 今泉城跡 ○ １6世紀　堀　土居 60
68 入宿Ⅱ遺跡 △ 灰原 ２0
69 入宿Ⅰ遺跡 △ 灰原 ２0
７0 入宿Ⅲ遺跡 △ 灰原　須恵器出土 ２0
７１ 母衣埴輪窯跡 □ 埴輪窯 １
７２ 金井口埴輪窯跡 □ 埴輪窯３基以上 １
７3 聖天沢遺跡 ● ● 円墳　横穴式石室　　中世墓 ５
７４ 丸屋敷の砦 ○
７5 西山古墳群 ● 終末期群集墳 １
７6 金井口古墳群 ● ４４
７７ 東金井城跡 ○ １5･１6世紀　堀　土居　戸口　腰郭 60
７8 亀山古墳群 ● 後期群集墳 １
７9 亀山京塚古墳 ● 後期円墳　陶棺　６世紀中 １
80 亀山窯跡 □ 須恵窯２基　灰原 １
8１ 金井口遺跡 △ △ □ □ 埴輪窯２基　製鉄窯１基 ９
8２ 宿裏遺跡 △ △ 古墳・平安遺物散布 １１

83 下宿遺跡　 ○ ○ ○ ○
縄文草創期土坑　古墳前期・平安
集落　中世溝

１0･１２･１3

8４ 正郷遺跡 △ 古墳遺物散布 ４４
85 富田館跡 ○ １6世紀　堀･土居･戸口 60
86 堂目木遺跡 □ ● １0世紀小鍛冶　中世火葬墓 ２6
8７ 宗金寺環濠遺構 ○ １6世紀　２重の堀 60
88 相方遺跡 △ 平安遺物散布地 １
89 植木野城跡 ○ １6世紀　堀・土居・戸口 ４４
90 駒形遺跡 ○ ○ ○ 古墳前期～中期集落 １･２４
9１ 磯之宮遺跡 ○ ○ ○ 弥生中期 ･ 古墳前期 ･ 平安集落 １･２5
9２ 上小林稲荷山古墳 ● 中期円墳　径60ｍ １･２5
93 八坂神社古墳 ● ４４

9４ 西浦遺跡 ○
○
●

● 平安集落　中世墓坑 ２5

95 安良岡古墳群 ● 後期群集墳 １
96 塚本遺跡 ○ 古墳集落 ４１
9７ 原店遺跡 △ 古墳遺物散布 ４４
98 塩ノ山遺跡 ● 円墳１基 １

99
焼山北遺跡 
焼山北古墳

△ △ △ ●△
旧石器～古墳遺物包蔵地　後期円
墳または帆立貝式古墳

１･ ２

１00 内並木古墳群 ● 円墳３基現存 １

１0１ 内並木遺跡 △ △ △
旧石器包蔵地　　灰原　須恵器出
土

１

１0２ 馬塚古墳群 ● 後期群集墳 １

１03
寺ヶ入遺跡 
寺ヶ入古墳群

● 円墳約30基現存 １･１４

１0４ 富士山古墳群 ● ４４
１05 東山古墳群 ● 終末期群集墳 １

１06 金山城跡 ○
１４69年築城　石垣・石敷き通路・
石組み排水路・石組み井戸等

１5･１７･１8

１0７ 高山古墳 ● 後期前方後円墳 １
１08 本陣跡 ○ 礎石建物　土坑 39
１09 宮内遺跡 △ ○ ○ ○ 古墳前期～後期・平安集落 ４0
１１0 浜町古墳群 ● 後期群集墳 １
１１１ 北田環濠遺構群 ○ 堀、二つの環濠 60

１１２
焼山南遺跡 
焼山古墳

△ △ △ △
●
△

△
旧石器～平安遺物包蔵地　後期前
方後円墳

１･ ２
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１１3 焼山古墳群 ●
前方後円墳１基（焼山古墳）　円墳
６基以上

１･ ２

１１４ 細田遺跡 △ ○ ● ○
旧石器包蔵地　古墳前期方形周溝
墓　縄文前期 ･ 平安集落

７･ ８

１１5 伊豆ノ山遺跡 △ 旧石器包蔵地 １
１１6 安良岡遺跡 △ 古墳遺物散布 ４４
１１７ 星ノ宮遺跡 △ 古墳遺物散布 ４４

１１8 東長岡戸井口遺跡 △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
縄文･古墳中期～平安集落　中世館
跡

４8

１１9 東長岡Ⅰ遺跡 △ △ 縄文・古墳散布地 ４４
１２0 東長岡金井町遺跡 ○ ○ ○ 縄文土坑　古墳前期溝　奈良集落 １

１２１
旧太田工業高校北裏
遺跡

○ 古墳中期集落 ４

１２２ 満所遺跡 △ 古墳遺物散布 ４４
１２3 新堀遺跡 △ 古墳遺物散布 ４４
１２４ 石原二ツ山古墳 ● ４４
１２5 雷遺跡 △ 縄文遺物包蔵地 59
１２6 大日山古墳 ● 35×４１ｍの円墳　礫槨　６世紀初 １
１２７ 大日山古墳群 ● ４４

１２8
下小林館跡 

（大倉城）
○ １5･１6世紀　堀･土居･戸口 60

１２9 下小林上遺跡 ○ ○ 縄文前期 ･ 古墳前期集落 59
１30 清水田遺跡 ○ ○ ○ ○ 古墳～平安集落 １･58
１3１ 清水田Ⅱ遺跡 ○ ○ ○ 古墳～平安集落 １
１3２ 登戸遺跡 △ 古墳遺物散布 ４４
１33 本矢場城跡 ○ 堀、土居、戸口　１6世紀 60
１3４ 相場観音経塚 ● 一字一石経塚　江戸中期か ４４
１35 矢場寄合遺跡 △ ○ △ 古墳後期集落 １
１36 稲荷宮遺跡 ○ 平安集落 ２４

１3７ 矢場氏累代の墓 ●
五輪塔・宝篋印塔等の墓石群　永
禄５年等の銘あり

４４･４5

１38 矢場向遺跡 ○ ○ 古墳前期・平安集落 １･２４

１39 芋の森遺跡 △ △ △ △
縄文・弥生土器・土師器・須恵器
散布

１

１４0 里矢場温井遺跡 △ 土師器・須恵器散布 １･6２
１４１ 駒形南遺跡 ○ ○ ○ 古墳前期・後期・奈良集落 １
１４２ 里矢場上屋敷館跡 ○ 中世館跡　土塁現存 6２

１４3
丹波倉遺跡 
杉原遺跡

△ △ △ △ 古墳中期土師器出土 １･6２

１４４ 矢場川古墳群 ● 約90基存在したか　現存数基 １･6２

１４5 矢場薬師塚古墳 ●
前期前方後円墳　全長80ｍ　４世
紀代か

１

１４6 鶴巻山古墳 ●
前期前方後方墳　全長４3ｍ　４世
紀後半

１

１４７
上宿古墳 

（勢至堂裏古墳）
 ●

前方後円墳　６世紀前半か　全長
４5ｍ

１･68

１４8 淵ノ上古墳 ● 後期前方後円墳　全長6４ｍ １
１４9 矢場川城跡 ○ 中世城郭　矢場国隆が築城か 6２
１50 新宿遺跡 △ △ 土師器・須恵器・埴輪散布 6２

１5１ 藤本観音山古墳 ●
前期前方後方墳　全長１１７．8ｍ　４
世紀中葉か

７７

１5２ 堀込新田遺跡 △ 土師器・須恵器散布 6２
１53 堀込宮前遺跡 △ 土師器散布 6２
１5４ 大将陣跡 ○ 伝源義家陣跡　遺構・遺物なし 6２

１55 南大町遺跡 ● ○ ○
古墳後期・古代集落　古墳前期方
形周溝遺構確認

１･6２･７6

１56 南大町古墳群 ● 現存なし　８基ほど存在したか 6２

１5７ 八幡山古墳群 ●
円墳７１基現存　直刀・金環・切子玉・
埴輪等出土

6２･７5･７8

１58 八幡山遺跡 △ △ 縄文・弥生土器散布 6２
１59 八幡八幡宮 ○ ○ 神社跡　江戸後期社殿現存　土塁 6２･７４

１60 神宮寺跡 ○
八幡八幡宮の別当寺院　現在は廃
寺

6２

１6１ 古河堤跡 ○ 近世渡良瀬川堤防 6２

１6２
水道山・足利公園古
墳群

● 後期群集墳　１6基以上存在か
6４･65･66･6７･68･
７8

１63 緑町廃寺 ○ 寺院跡　現在は宅地化 6２
１6４ 連岱寺跡 ○ 中世寺院跡 6２
１65 足利公園遺跡 △ 縄文土器・石器散布 6２
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１66 宝憧寺跡 ○ 寺院跡　溝検出　近世瓦出土 6２･65
１6７ 立岩遺跡 △ △ △ 縄文土器が主に散布 6２
１68 立岩古墳群 ● 円墳７基現存 6２
１69 吾妻古墳群 ● 円墳７基現存 6２
１７0 東山古墳群 ● 円墳７基現存 6２
１７１ 物見古墳群 ● 円墳１3基現存 6２
１７２ 中堀古墳群 ● 円墳１基現存 6２
１７3 西山古墳群 ● 円墳１基現存 6２
１７４ 丹南藩五十部陣屋跡 ○ 近世岡田家陣屋跡 6２
１７5 中山古墳群 ● 円墳３基現存 6２
１７6 離山遺跡 △ 縄文土器散布 6２
１７７ 山前駅遺跡 △ 土師器散布 6２

１７8 鹿島薬師廃寺 ○ ○
寺院跡　中世瓦・須恵器・板碑等
出土

6２

１７9 山下台遺跡 △ △ △ 土師器・中近世土器散布 6２
１80 山下本郷館跡 ○ 中世館跡　堀・土塁現存 6２
１8１ 春日岡古墳群 ● 方墳１基・円墳７基現存 6２

１8２ 春日遺跡 ○ ● □ ○ ○
縄文前期集落・古墳・古代鋳造炉
等検出

７0

１83 山王遺跡 △ △ △ △
縄文・古墳～平安・中近世の遺物
散布

6２

１8４ 智光寺跡 ○ 中世寺院跡　基壇・礎石建物検出 ７１

１85 平石遺跡 △ ○
縄文草創期～前期遺物出土　撚糸
文系土器多数

6４･69･７２･７8

１85 平石古墳群 ● 円墳３基現存 6２
１86 大平古墳群 ● １７基現存 6２

１8７ 宿居館跡 △ ○ △ △ △ ○ ○
縄文前期土坑・撚糸文系土器　中
世後半居館跡

７3

１88 宿古墳群 ● 円墳２基現存 6２
１89 大前堀之内館跡 ○ 中世館跡　小此木備中守の居館か ７9
１90 東台遺跡 △ △ 縄文土器・土師器・埴輪散布 6２
１9１ 台山遺跡 △ 縄文土器散布 6２
１9２ 宇津木遺跡 △ ○ ○ 奈良平安集落　中世堀検出 66
１93 大前西山遺跡 △ △ 縄文・弥生土器散布 69
１9４ 大前坂遺跡 △ 縄文土器散布 6２
１95 上山古墳群 ● ３基現存 6２
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第３章　検出された遺構と遺物

第１節　遺跡の概要

　本調査で検出された遺構・遺物には、縄文時代中期後

半の埋設土器が１箇所、奈良・平安時代（８世紀後半～

９世紀）の竪穴住居が3１軒、奈良時代以降の掘立柱建物

２棟、柱穴列２列、土坑１７２基、井戸７基、ピット530基、

溝２6条、水田１面がある。これらの各種の遺構の中でも、

水田はＡｓ－Ｂ軽石下に検出された水田で、１区とした南西

端の低地部からである。それ以外の遺構は、２～６区ま

での台地上に検出されたが、住居跡は２・３区に集中し、

５・６区では希薄となる。土坑は２・３区および６区の

東側に集中する。また、溝は中・近世に関わるものが主

体となり、大溝は南北方向ないし東西方向に走向をとる。

　本遺跡の南西約300ｍほどに、７世紀第３四半期から

８世紀第１四半期とされる東西方向に延びる東山道駅路

が位置し、集落が群在する。本遺跡での住居跡の構築が

やや新しい傾向にあるものの、本遺跡がそうした周囲に

群在する集落の一端であることは想像に難い。

第２節　旧石器時代の調査

　本調査地内において、ローム層の堆積が良好であった

２区から６区に至る台地上を対象として、旧石器時代の

試掘調査を行った。

　本遺跡周辺で旧石器時代の遺構・遺物を出土させた遺

跡には、本遺跡の南西で金山丘陵の北東麓に位置する八

ケ入遺跡において、Ａｓ－YＰ降下以前の細石刃石器群が検

出されている。また、国道50号線を挟んだ矢部遺跡にお

いても、ローム層中の礫層上面からチャート製の剥片が

出土している。

　１　試掘調査の結果

　調査は、第１２図に示すように、１0×１0ｍに対し、２×

４ｍのトレンチを台地上の全域に69カ所設定して行っ

た。

　八ケ入遺跡での細石刃石器群の検出例から、同等層位

までは、特に念を入れて試掘に当たった。しかし、いず

れの試掘トレンチからも、遺構・遺物は検出されなかっ

た。

　なお、ローム層中の記録は、南西斜面となる２区にお

いては国家座標のＸ＝36．４60ラインに位置する試掘トレ

ンチＮｏ6１・6４・68、中央から北東斜面にかかる３～６

区ではＸ＝36．500ラインに位置するＮｏ１１・１6・２１・２5・

3１・3４・４0・４6・50・53、Ｙ＝－39．330ラインに位置す

るＮｏ２3・２４・２5・２6・２７の各試掘トレンチで作成した。

　ローム層の堆積状況は、比較的良好であるが、全体的

に砂質気味で、基盤となるローム層下部には礫層を有す

る。１層としたローム漸移層となる暗黄褐色土上面から

は、縄文時代中期の土器片が出土している。２層の黄褐

色ローム土は、ソフトロームにあたるが下位ほど堅く締

まる。３層は青灰色の砂質分の多い堅く締まった粘性土

であるが、部分的により砂質の多い箇所や、やや黄灰色

気味となる箇所もあり、記録上は３・３－２・３－３・ロ

層と分層した。４層は黄褐色ローム土であるが、粘性お

よび締まりが共に弱い。この４層も、４・４－２層に分

層した。５層は暗黄褐色ローム土で、上層の４層より

も暗く、粘性も強い。６層は灰色砂質土で、７層は灰色

砂層となる。この灰色砂層は、下位の礫層間にもみられ

る。礫層は５層ないし７層下に検出されているが、Ｙ＝

－39．330ラインの試掘トレンチＮｏ２3・２４では礫層がみら

れない。同様に、Ｘ＝36．500ラインのＮｏ２１・４6・50にお

いても確認されていない。これら礫層のない地点では、

８層として暗黄褐色ローム土があり、部分的に層の上位

に小礫を混入させる箇所もある。９層は黄色砂質土とな

り、１0層以下は黄褐色粘質土と黄色粘質土が互層となる

堆積状況にあった。

第１節　遺跡の概要
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１　暗黄褐色土　ローム漸移層である。この上面から縄文中期（加
曾利Ｅ式）が散在する。

２　黄褐色土　ソフトロームであるが下位ほど硬く締まっている。
３　青灰色砂質粘性土　かなり硬く締まった、砂質分の多い粘性土。
３－２　青灰色砂質土　３層よりやや灰色が強く、粘性的な硬さが

ない。砂質分がかなり多い。
３－３　黄灰色砂質土　３層と３－２層を混在させ、灰色ぎみで砂質。
ロ　黄色土　２層と３層が混在し、全体に砂質ぎみで粘性があり、

硬く締まっている。
４　黄褐色土　土色は２層に近似するが、全体に軟らかい。
４－２　黄褐色土　４層とほぼ同質であるが、やや粘性ぎみ。
５　暗黄褐色土　４層よりも暗く、砂質が強い。
６　灰色砂質土　７層の砂を多量に混在させた砂質分の多い土。
７　灰色砂層
イ　黄褐色砂質土　７層の砂質を多量に混在させた土で、礫層との

間層となっている。
８　暗黄褐色土　５層に近似する。硬くしまったローム土。
９　黄色砂質土　イ層に類似する。層の上位ほど砂質が強い。
１0　黄褐色砂質土　７層とは異なる砂粒を層の下位に少量含み、粘

質が強い。
１１　黄色粘質土　砂粒をわずかに混在させる。粘質であるが弱い。
１２　黄褐色粘質土　１0層より褐色度が強く暗い。細砂を少量含むが

粘質は弱い。
１3　黄色粘質土　土色は１１層に近いが、砂粒を多く混在させる。
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　本遺跡周辺での縄文時代の遺構が確認されている遺跡

には、本遺跡の南東側に位置する国道１２２号道路改築に

伴う発掘調査を行った東今泉鹿島遺跡、本遺跡の南西に

隣接する鹿島浦遺跡、楽前遺跡、さらに西側に大道東遺

跡、八ケ入遺跡が、北側に矢部遺跡、道原遺跡がある。

この中でも、大道東遺跡から楽前遺跡にかけて、それと

道原遺跡には集落が存在する。出土した土器には、早期、

前期、中期、後期とあるが、中期後半の加曽利Ｅ３式土

器が主体をなし、後期初頭の称名寺式土器までを比較的

多く出土させている。

　一方、弥生時代の集落遺跡は、東毛地域では極めて少

なく、太田市の北西部に位置する西野原遺跡を挙げるの

みである、本遺跡の周辺では、南西側に八ケ入遺跡、北

側に矢部遺跡、道原遺跡があり、いずれの遺跡において

も中期後半の土器を出土させているが、遺構は検出され

ていない。

　本遺跡における縄文時代の遺構は、検出されていない。

出土した遺物は、全て遺構外からである。また、弥生時

代の遺物についても同様である。

第３節　縄文・弥生時代の遺構と遺物
本土層Ⅱ層（黒褐色土）下位からローム漸移層となるⅢ層

（暗黄褐色土）上位までの間からで、２・３区においては

ローム漸移層上位からである。また、奈良・平安時代の

住居および中・近世の土坑や溝からの出土もあるが、そ

れらの遺物も遺構外遺物として扱った。

（１）　縄文時代の土器（第１5 ～ １8図、ＰＬ．１6・33・3４）

　縄文時代の遺構外出土土器には、前期に中葉および後

葉の土器、中期に後葉から末葉の土器、後期に初頭から

前葉の土器がある。

　以下、各時期ごとに記述する。

ａ.前期の土器（第１6図１～ １２）

　１～ １0の胎土には繊維を含有する。１は突起状の小

波状を有する平口縁で、口端直下に半裁竹管による爪形

刺突をもつ平行沈線を巡らせ、以下にＬと１本付加のＲ

による羽状縄文が施される。２は頸部の括れ部に半裁竹

管による爪形刺突をもつ平行沈線を巡らせ、頸部に１本

付加のＲによる縄文が施される土器で、１と同一個体の

可能性がある。３は口縁部文様に半裁竹管による爪形刺

突をもつ平行沈線で、菱状の文様を描く。４は頸部の括

れ部に半裁竹管による平行沈線を巡らせ、Ｌの縄文が施

される。５は平口縁となる口縁以下に、ＬＲＬの縄文を

施す。６・８はＲＬの縄文を、７はＬＲＬの縄文を、９

はＬＲの縄文を施した胴部片である。１0は無文の大型の

底部で、底面径は１４ｃｍ前後を測り、高台が張り出すよう

に付くことから浅鉢土器の可能性をもつ。１１・１２の胎土

は無繊維で、胴部に細かなＬＲの縄文を施している。

　これら１～ １0は黒浜式に、１１・１２は諸磯ａ式に比定

される。

ｂ.中期の土器（第１5・１6・１8図１3 ～ ２8・5２）

　１3は波状口縁となる口縁部の波頂部で、口縁部に沈線

による渦巻き文を施す。１４は平口縁となる口縁部に沈線

で渦巻き文や楕円区画を配する。１5は平口縁となる口縁

部に隆帯と沈線で渦巻き文や楕円区画を配し、区画内に

ＲＬの縄文を施す。１6は大きく内反する波状口縁でキャ

リパー形を呈し、胴部上半に沈線による曲線的な渦巻き

文が描かれ、文様区画内にＲＬの縄文が施される。１７は

大きく内反する平口縁のキャリパー形を呈し、口縁部は

無文帯となり微隆帯を巡らせて区画する。胴部上半には

微隆帯と沈線による逆Ｕ字状の曲線的な文様が描かれ、

　１　遺構外出土遺物

　出土した縄文・弥生時代の遺構外遺物は、２～６区に

わたる台地上の広い範囲に、集中する状況もなく散漫に

出土している。これらの遺物を包含する層は、６区の基

第１5図　縄文土器　遺構外出土平面図

第３章　検出された遺構と遺物
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ＲＬの縄文が施される。１8・１9は胴部に沈線による懸垂

文を有し、区画内にＲＬの縄文が施される。２0 ～ ２２は

胴部上半に微隆帯と沈線による曲線的な渦巻き文が描か

れ、文様区画内にＲＬの縄文が施される。なお、２0の胴

部の括れ部で、上半の文様帯の区画部が横位にみられる。

２3は胴部に微隆帯で曲線的な文様が描かれている。２４・

２5は胴部に縦位の条線が施されている。２6 ～ ２8は同一

個体と思われ、胴部に微隆帯と沈線による曲線的な文様

や懸垂文が描かれ、ＲＬの縄文が施される。5２は胴部下

半に垂下する低い隆帯をもつ底部で、その出土状況は第

１5図に示したように、５区において土器の底部が逆位に

出土し、掘り込み等は検出されていない。

　これら１3 ～ ２8・5２は、加曽利Ｅ３・４式に比定される。

ｃ.後期の土器（第１７・１8図２9 ～ 5１）

　２9は直立する平口縁の口縁部が肥厚し、口縁部に横位

の沈線と円形刺突を施し、口縁部下に１条の沈線を巡ら

せて文様帯区画し、胴部にはＪ字文等の曲線的な文様が

沈線で描かれる。30は直立する平口縁の口縁部はやや広

目の無文帯となり、胴部にＪ字文等の曲線的な文様が沈

線で描かれ、文様区画内にＬＲの縄文が施される。3１は

外反ぎみの平口縁で、無文となる口縁部下に横位の沈線

をもつ。3２は外反ぎみの平口縁で、無文となる口縁部下

に横位の沈線を巡らせ、胴部には曲線的な文様を沈線で

描き、文様区画内にＬＲの縄文が施される。33は直立ぎ

みの平口縁で、幅狭な無文となる口縁部下に横位の沈線

を巡らせ、沈線下にＬＲの縄文を施す。3４は口縁部の把

手で、沈線による渦巻き文を有する。35は胴部に横位の

沈線と、沈線下にＬＲの縄文を施す。36は胴部に沈線で

Ｊ字ないしはＶ字状の文様を描き、文様区画内にＬＲの

縄文を施す。3７は胴部上半に沈線でＪ字状等の文様を描

き、文様区画内および胴下半にＬＲの縄文を施している。

38 ～ ４0も胴部に沈線でＪ字状等の曲線的な文様を描き、

文様区画内にＬＲの縄文を施す。４１は胴部に沈線で横位

および曲線的な文様を描く。４２ ～ ４9は胴部に沈線で曲

線的ないし直線的な文様を描くもので、４5にはＬＲの縄

文が施され、４７は沈線間に刺突を有する。50は頸部が大

きく外反し口縁部が屈曲する平口縁で、口縁部に２条の

沈線が巡り、頸部は広く無文帯となる。5１は頸部の括れ

部に３条の横位沈線と８字状貼付文をもち、貼付文下に

半円状の文様を有する。

　これら２9 ～ ４9は称名寺式に、50・5１は堀之内式に比

定される。

（２）　弥生時代の土器（第１8図53 ～ 56、ＰＬ．3４）

　53 ～ 56は弥生時代中期の土器で、いずれも４区から

出土している。

　53 ～ 55は同一個体の甕形を呈する土器と考えられ、

5４には頸部の無文帯が僅かに残る。頸部無文帯下には２

条単位の太い沈線を巡らせて文様帯を区画し、胴上半に

は同様の沈線で三角ないしは菱状の崩れた変形工字文が

描かれている。また、胴上半には地文に細かなＬＲの縄

文が施され、胴下半は無文となる。56は、条痕が施され

た胴部片である。

（３）　石器（第１9図、第２表、ＰＬ．４6）

  出土した石器は、量的に少ない。石鏃１点、打製石斧

６点、石鍬３点、石核１点、加工痕を有する剥片２点で、

他に剥片がある。図示したのはその一部で、表２に全て

の石器を掲載した。また、これらの石器は包含層中から

の出土であり、縄文・弥生時代の遺構に伴ってはいない。

  使用される石材は、石鏃と石核に黒曜石が、他の石器

にはホルンフェルスが主体を成しており、地域性を窺わ

せている。

  なお、石鍬とした３点は、その形態等から弥生時代の

石器の可能性がある。

第３節　縄文・弥生時代の遺構と遺物
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第１6図　縄文・弥生時代遺構外出土土器（１）
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第１７図　縄文・弥生時代遺構外出土土器（２）
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5２

第１8図　縄文・弥生時代遺構外出土土器（３）
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第１9図　縄文・弥生時代遺構外出土石器

第２表　縄文 ･ 弥生時代　遺構外出土石器計測 ･ 観察表
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挿図番号 
図版番号

Ｎｏ
器　　　種 
形態・素材

出土位置
長 

（ｃｍ）
幅 

（ｃｍ）
厚 

（ｃｍ）
重 

（ｇ） 
製作 ･ 使用状況 石　　材

第１9図 
ＰＬ．４6

１
石鏃　　　　
凹基無茎鏃

５区包含層 ２．3 １．5 0．４ 0．8 完成状態。右辺側「返し部」を欠損、加工状態は粗い。 黒曜石

第１9図 
ＰＬ．４6

２
打製石斧　　
短冊型

２区包含層 １２．3 6．3 ２．0 １７6．6 
完成状態。右側縁は直線的だが、左側縁は上端側が弱く抉
れ、装着部が上半側にあることが分かる。風化は激しく、
刃部摩耗・捲縛痕は不明瞭。

ホルンフェル
ス

第１9図 
ＰＬ．４6

３ 石鍬
５・６区　
包含層

１４．9 １１．3 ２．１ 50７．0 
完成状態？上端側に幅の狭い装着部を作出したもので、刃
部は直線的で、広鍬様を呈する。剥離面の稜・側縁のエッ
ジは新鮮で、使用されていない可能性が高い。

ホルンフェル
ス

第１9図 
ＰＬ．４6

４
打製石斧　　
分銅型　　　

５区包含層 ２４．8 9．0 5．４ １3１9．8 
未製品。上半部両側縁をノッチ状に抉り、装着部を作出し
ようとする意図は明らか。刃部作出は見られない。

ホルンフェル
ス

第１9図 
ＰＬ．４6

５
打製石斧　　
分銅型　　　

１号溝 9．5 6．6 １．9 9４．0 
完成状態。小型で、石斧本来の機能を果せたのか不明。装
着部は摩耗しており、属性的には実用品として理解されよ
う。

ホルンフェル
ス

第１9図 
ＰＬ．４6

６
石核　　　　
分割礫

３号溝 ４．７ 3．3 ７．７ １3４．3 
石核右辺で小片を剥離した痕跡があるだけで、明確な剥離
の痕跡は見られない。

黒曜石

 
ＰＬ．４6

７
打製石斧　　
分銅型　　　

２0号住居 １0．２ 6．１ １．5 １１１．5 
完成状態？器体中央の側縁をノッチ状に抉る。
エッジはシャープで未製品としての可能性も残る。

ホルンフェル
ス

 
ＰＬ．４6

８ 石鍬？
５・６区　
包含層

（8．5） （8．２） １．9 １１5．8 
未製品。破片であり詳細は不明だが、装着部の作り出し・
形態的な特徴から、上端側に幅の狭い装着部を作出するタ
イプの石鍬とすることができよう。

ホルンフェル
ス

 
ＰＬ．４6

９
打製石斧　　
分銅型　　　

５区包含層 １１．２ 5．5 １．４ １２6．0 
完成状態。上半部側縁をノッチ状に抉るタイプ。風化して
不明瞭だが、装着部は摩耗しているように見える。

ホルンフェル
ス

 
ＰＬ．４6

１0
打製石斧　　
分銅型　　　

包含層 8．9 8．１ ２．４ ２４8．４ 
未製品。幅広剥片の周辺部を粗く加工、抉れ部で破損して
いる。

ホルンフェル
ス

ＰＬ．４6 １１ 石鍬？ ４区包含層 （１４．２） （１１．3） １．8 ２85．6 完成状態？風化して刃部摩耗等は不明。刃部破片。
ホルンフェル
ス

１（１／１）

２

５

３

４６（１／２）



第４節　奈良時代以降の遺構と遺物

　本項で扱う遺構の中で、古代の集落を構成する竪穴住

居は、８世紀後半から９世紀代の時期に位置付けられる。

住居以外にも掘立柱建物や土坑、さらに井戸、溝、ピッ

ト等が数多く検出されているが、中世から近世・近代に

至る遺構も多数存在する。また、調査範囲の南端となる

１区からは、古代のＡｓ－Ｂ下水田が検出されている。

　本遺跡周辺での奈良・平安時代の集落が確認されてい

る遺跡としては、先ず、同じ「向矢部遺跡」として国道

１２２号道路改築に伴う発掘調査を行った本遺跡の東側に

位置する地点があげられ、本遺跡に南西に隣接する鹿島

浦遺跡、楽前遺跡、さらに西側に大道東遺跡、大道西遺跡、

八ケ入遺跡と続き、これらの遺跡からは東山道駅路も検

出されている。一方、本遺跡の西側に猿楽遺跡が、北側

に矢部遺跡が隣り合う。特に、矢部遺跡１区は、本遺跡

６区の北側に隣接する地点であり、集落構成上は同一の

集落としてみることができる。

　１　竪穴住居

　本調査で検出された竪穴住居は、８世紀後半から９世

紀代に位置付けられた住居である。各調査区での検出軒

数は、２区に２４軒、３区に３軒、５区に１軒、６区に３

軒の計3１軒である。その分布は、２・３区の南緩斜面に

比較的集中し、北関斜面となる４～６区では希薄となる。

６区の北側となる矢部遺跡１区においても、９世紀代の

住居が数軒検出されている。

　なお、本遺跡を特徴付ける遺物に、８世紀後半に位置

づけられる２3号住居からは銅製容器が出土している。ま

た、９世紀に位置づけられる２１号住居からは、２文字の

刻書をもつ紡錘車が出土している。

　以下、各遺構ごとに記載する。

１号住居　（第２0図、第４9表、ＰＬ． ４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，5４9 ～ 36，55１

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，２68 ～ 39，２７１

　形状：方形

　規模：長辺（１．65）ｍ　短辺２．05ｍ　壁高４3ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－83°－Ｅ

　床面積：（２．3１）㎡

　本住居は、調査範囲北東端の６区中央付近に位置し、

住居の西側は工場跡地のコンクリート基礎により壊され

ている。本住居の西南西１5ｍには、５号住居がある。

　住居の残存状態は、西壁は検出できなかったがほぼ良

好で、埋土は暗褐色土を主に、黒褐色土が壁際での三角

堆積をなし、埋土中のローム土の存在から人為的堆積と

考えられる。壁の状態は、直立ぎみに立ち上がり、掘り

込みは深い。床面はほぼ平坦であり、北壁際と南壁際に

は壁周溝をもつ。カマドを有する東壁際では、壁周溝は

検出されていない。周溝は、幅１0ｃｍ、深さ４ｃｍを測る。

カマドは東壁の中央南寄りに位置する。残存する規模は

全長１．08ｍ（焚き口から燃焼部長７9ｃｍ、煙道部長２9ｃｍ）、

幅8２ｃｍを測る。残存状態は比較的良好で、両袖部は住居

内に僅かに張り出し、燃焼部は住居壁の外側に大きく突

出する。また、燃焼部の壁上位は、被熱により焼土化し

ている。焚き口部付近はやや窪み、燃焼部へと続く。貯

蔵穴や柱穴は検出されていない。

　遺物の出土状況は、土師器の甕の胴部片が床面付近か

ら僅かに出土しているものの、ほとんどが埋土中からで

あり、出土量は土師器片が80片と少ない。また、図示で

きる遺物はなかった。

　出土土器から、本住居は９世紀後半と考えられる。

２号住居　（第２１ ～ ２3図、第３・４9表、ＰＬ． ４・35・４9）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，530 ～ 36，536

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，3１9 ～ 39，3２5

　形状：横長方形

　規模：長辺４．8ｍ　短辺3．85ｍ　壁高55ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－１２°－Ｗ

　床面積：１3．3４㎡

　本住居は、５区の北西側で６区との境付近に位置し、

南北方向に延びる２号溝の東側にあり、２号溝と一部を

重複する。この２号溝よりも本住居が旧い。周囲には同

時期の遺構はなく、本住居の東北東33ｍに５号住居があ

る。

　住居の残存状態は、住居の北西隅を２号溝と重複する

ものの、床面までの掘り込みも深く、かなり良好な状態

にある。埋土は、３層の黒暗褐色土、４層の明暗褐色土、

７層の明暗褐色土を主体に分層でき、埋土中にロームブ

第３章　検出された遺構と遺物
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ロックを混在させることから人為的堆積と考えられる。

壁の状態は、中部以下は比較的に直立ぎみとなるが、上

部は広がる傾向にある。掘り込みは深い。特に、南東隅

付近では、段（ステップ）状に大きく広がり、床面形状に

比べ上面プランはやや歪な形状となっている。床面は平

坦であり、壁周溝をもつ。壁周溝は、北壁のカマド部を

除いてほぼ全周し、幅２3ｃｍ前後、深さ１0ｃｍを測る。ただし、

北壁側は比較的浅い状態であった。カマドは北壁の中央

東寄りに位置する。残存する規模は全長２．４ｍ（焚き口か

ら燃焼部長9１ｃｍ、煙道部長１．４9ｍ）、幅２．0２ｍを測る。残

存状態は良好で、両袖部は住居内に大きく張り出し、燃

焼部は住居内にあり、煙道部が壁の外側に長く突出する。

また、焚き口部から燃焼部底面が窪む。さらに、断面観

察から、煙道部にはロームを主とした黄褐色土の天井部

が残存しており、天井下部は比熱し、焼土化しているこ

とも確認されている。残存する袖部は、暗灰色砂質土ブ

ロックを多く含む暗褐色土を土台とし、ロームを主とし

た黄褐色土等を積み上げて構築されている。なお、支脚

等は検出されていない。貯蔵穴はカマドの右側で、住居

の北東隅に位置する。長方形を呈し、規模は長軸9７ｃｍ、

短軸60ｃｍ、深さ１0ｃｍを測る。柱穴は検出されていない。

　床面下には、部分的ではあるが掘り方が確認された。

住居中央から西壁周溝付近に至る部分で、不整形に、底

面は凹凸状をなし、その埋土はロームを主体とする黄褐

色砂質土で、床面となる上面は堅く硬化していた。

　遺物の出土状況は、住居の北半に比較的多く、カマド

内およびカマド周辺に土器片が散在している。また、大

きさの様々な自然石が多い。しかし、出土した多くは埋

土中からであり、床面付近からは皆無であった。図示し

た１～３の須恵器杯３点は埋土中から、４の台付き甕の

脚、５の甕はカマド内からの出土である。６は鉄鏃の頸

部片で、埋土中からの出土である。他に、未掲載遺物と

して土師器片１08片、須恵器片３片が出土しており、量

的には少ない。

　出土土器から、本住居は９世紀第２四半期と考えられ

る。

第２0図　１号住居・カマド平面図

カマド
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１号住居
１　暗褐色土　白色軽石粒を少量、ローム小ブロックを微量含む。砂質ぎみ。
２　黄褐色土　ロームを主体とし、暗褐色土を混入。締まりやや弱い。
３　黒褐色土　ローム小ブロックを少量含む。

１号住居カマド
１　黄褐色土　ロームを主体とし、暗褐色土を少量含む。
２　暗褐色土　ローム粒を少量、焼土粒をやや多く含む。
３　暗褐色粘質土　２層に近似するが粘質。焼土粒を含む。
４　暗褐色土　ローム粒を含む。
５　暗褐色土　ローム粒を少量、焼土粒を微量含む。
６　黄褐色粘質土　ロームブロックを多量に含む。堅く締まる。
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２号住居
１　暗褐色土　ローム粒を混入するが、締まり弱い。（近世？ピット）
２　明暗褐色土　汚れたロームブロックを多量に混在させる。
３　黒暗褐色土　汚れたローム小ブロック、炭化物、焼土粒を少量含む。
４　明暗褐色土　３・５層より明るい。ロームブロックを多量に混在。
５　明暗褐色土　４層に近似するが、ローム粒を主体とする。
６　暗褐色土　炭化物、焼土粒を含み、やや粘質ぎみ。
７　明暗褐色土　８層よりやや暗い。ロームブロックを斑に混在。
８　明暗褐色土　７層よりやや明るい。ローム粒を多量に混在。
９　明褐色土　ロームを主体。壁の崩落土と思われる。
１0　暗褐色土　黄褐色粘土を混入する。
１１　黄褐色土　粘土を主体とし、暗褐色土を微量含む。
１２　黄褐色砂質土　ロームを主体とする。（掘り方覆土）
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２号住居カマド
１　明暗褐色土　

ローム粒・ブロックを斑に混在させる。
２　暗褐色土　

ローム粒、焼土粒を少量含む。
３　暗褐色土　

暗灰色砂質土小ブロックを少量、焼土粒を
微量含む。

４　黄褐色土　
ロームを主体とし、暗褐色土を少量混入。
下部は被熱し焼土化する。（残存煙道天井
部）

５　暗褐色土　
ローム、焼土粒を微量含む。

６　暗褐色土　
焼土粒・小ブロックを多く含む。

７　暗褐色土　
焼土粒を微量含む。

８　暗褐色土　
ロームブロックを多量混入。

９　暗褐色土　
焼土粒を少量含む。

１0　暗褐色土　
暗灰色砂質土ブロックをやや多く、炭化物
を少量含む。

１１　暗褐色土　
ローム土を少量含む。

１２　黄褐色土　
ロームを主体とし、暗褐色土を微量含む。
酸化鉄分を少量含む。（残存袖部）

１3　暗褐色土　
暗灰色砂質土ブロック、白色軽石粒を少量
含む。（残存袖部）

１４　暗褐色土　
暗灰色砂質土ブロックを多く、炭化物を少
量含む。（残存袖部）

２号住居Ｅ－Ｅ´（貯蔵穴）
暗褐色土　暗灰色砂質土小ブロックを少量含む。
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３号住居　（第２４・２5図、第４・４9表、ＰＬ． ４・35）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４85 ～ 36，４89

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４１0 ～ 39，４１5

　形状：方形

　規模：長辺3．8ｍ　短辺3．6ｍ　壁高２8ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－89°－Ｅ

　床面積：１0．２3㎡

　本住居は、３区西側に位置し、住居の西壁に１１9号土

坑、北東方向に延びる１４号溝とは対角状に重複する。土

層断面の観察から、これら重複する遺構よりも本住居が

旧い。周囲の同時期の遺構には、本住居の北東に１２9号

土坑、東に６号住居がある。

　住居の残存状態は、１１9号土坑および１４号溝と重複す

るものの、かなり良好な状態にある。埋土は暗褐色土を

主体にするが、２層に分層でき、埋土中に黄褐色粘土小

ブロックを混在させることから人為的堆積と考えられ

る。壁の状態は、やや傾斜をもって立ち上がる。床面は

平坦であり、特にカマド前から中央にかけて堅く踏み締

まっている。壁周溝は検出されていない。カマドは東壁

の中央南寄りに位置する。残存する規模は全長１．４5ｍ（焚

き口から燃焼部長４７ｃｍ、煙道部長98ｃｍ）、幅１．１１ｍを測

る。残存状態は良好であるが、左袖の一部を後世の攪乱

によって壊されている。左袖部は住居内に大きく張り出

すが、右袖は壁の一部を利用する形で僅かに出張る。燃

焼部は住居内にあり、煙道部が壁の外側に突出する。ま

た、焚き口部付近は底面が窪み、被熱による焼土化がみ

第２3図　２号住居出土遺物

第３表　２号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値（ｃｍ）
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第２3図 
ＰＬ．35

１
須恵器 
杯

埋土中　
１／２

口
底

１２．8 
6．6

高 3．6 細砂粒／酸化焔／
鈍い橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
外面に煤の付
着部分があ
る。

第２3図 
２

須恵器 
杯

埋土中　
底部～体部片

底 6．8 細砂粒・白粒／還
元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第２3図 
３

須恵器 
杯

埋土中　
底部～体部片

底 8．8 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切り

第２3図 
ＰＬ．35

４
土師器 
台付甕

カマド内　
脚部片

脚 9．6 細砂粒／良好／赤
褐

脚部は貼付、外面は器面剥離のため不鮮明、内面は上半が
ナデ、下半は横ナデ。

第２3図 
ＰＬ．35

５
土師器 
甕

カマド内口縁部
～胴部上位片

口 ２0．２ 細砂粒／良好／鈍
い黄橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

金属製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

長さ 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚さ 
（ｃｍ）

重さ
（ｇ）

特 徴　・　状 態 備　　考

第 ２3 図  
ＰＬ．４9

６
鉄器
鏃

埋土中　頸
部片

（6．6） 0．７ 0．４ （6．７） 頸部にねじれがみられる。錆化。

１

２

５

３

４ ６（１／２）



られる。さらに、断面観察から、残存する袖部は１0層の

暗褐色土を土台とし、ロームを主とした黄褐色土を積み

上げて構築されている。なお、支脚等は検出されていな

い。貯蔵穴、柱穴も検出されていない。

　遺物の出土状況は、住居内全体から散漫に出土してお

り、その大半が埋土中からで、出土量もあまり多くはな

い。図示した１の須恵器杯には体部外面に墨書（文字不明）

があり、２の甕は床面付近からの出土である。他に、未

掲載遺物として土師器片１83片、須恵器片5２片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀第３四半期と考えられる。

４号住居　（第２6図、第４9表、ＰＬ． ５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，5４２ ～ 36，5４3

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，２3２ ～ 39，２3４

　形状：方形

　規模：長辺（２．0）ｍ　短辺（１．７）ｍ　壁高35ｃｍ

　主軸方向：不明

　床面積：（１．１４）㎡

　本住居は、道路際で調査範囲の最も狭い６区の最東端

に位置する。調査範囲の北側沿いに東西方向に延びる１７

号溝と重複し、住居の一角（南西隅付近）を僅かに調査す

ることができた。本住居の西36ｍには、１号住居がある。

　住居の残存状態は、本住居より新しい１７号溝と大きく

重複することから、かなり悪い状態である。調査区東壁

での土層断面では、現地表下には厚く盛り土（客土）がな

され、その下に旧耕作土として１層の暗灰褐色土が堆積

し、１0層のローム漸移層上面まで達する。旧耕作土下に

は、まず２～６層までに分層された１７号溝の埋土が確認

でき、本住居の埋土は１７号溝埋土に壊された形で７・８

層の暗褐色土がある。また、この７層はローム漸移層を

切り込んでいることも確認できたが、人為的堆積かは不

明。僅かに検出された床面は、ほぼ平坦で、西壁際と南

壁際には壁周溝をもつ。周溝は、幅１5ｃｍ、深さ８ｃｍを測

る。カマド等については不明。

　出土遺物も極めて少なく、土師器片５片、須恵器片１

片のみで、図示できる遺物はなかった。

　不明な点も多いが、出土土器から本住居は９世紀代と

考えられる。

５号住居　（第２７図、第４9表、ＰＬ． ５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，5４0 ～ 36，5４４

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，２8４ ～ 39，２88

　形状：方形

　規模：長辺（3．8）ｍ　短辺（3．0）ｍ　壁高53ｃｍ

　主軸方向：不明

　床面積：（１0．0２）㎡

　本住居は、６区のほぼ中央に位置し、工場跡地のコン

クリート基礎に囲まれた僅かな範囲に検出された。この

ため、住居の南壁および南西隅は確認できたが、他の壁

は検出できていない。周囲の同時期の遺構には、本住居

の北東１5ｍに１号住居がある。

　住居の残存状態は、南壁以外の壁は検出できなかった

が、住居内部の大半が調査でき、床面までの掘り込みも

深く、かなり良好な状態にあると言える。調査区東壁の

土層断面では、工場跡地下に１層の暗褐色土が旧耕作土

としてあり、その下位に遺物包含層である２層の黒褐色

土が堆積する。２層の下は１１層としたローム漸移層であ

るが、本住居はこのローム漸移層を切り込む形で埋没し

ていることが確認できる。住居の埋土は、３層の暗灰褐

色土と４層の暗褐色土を主として、８層に分層すること

ができる。埋土中に、ローム小ブロックやローム土を堆

積させることから人為的堆積と考えられる。南壁の状態

は、やや傾斜をもって立ち上がる。床面は平坦であるが、

北側に焼土を伴うやや不定型な浅い窪みが検出されてい

る。この窪みの西脇には、長さ30ｃｍ程の自然石が出土し

ている。南壁際には、周溝は検出されていない。カマド

は不明であるが、北側の窪みがカマドの一部とは位置的

にも考え難い。また、鍛冶に関連する遺物は、全く出土

していないことから鍛冶炉の可能性もない。

　出土遺物も極めて少なく、土師器片２9片、須恵器片１

片のみで、図示できる遺物はなかった。

　不明な点も多いが、出土土器から本住居は９世紀代と

考えられる。

６号住居　（第２8 ～ 3４図、第５・４9表、ＰＬ． ５・35・36・

４6・４9）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４80 ～ 36，４88

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，395 ～ 39，４03

　形状：縦長方形

　規模：長辺6．9ｍ　短辺5．0ｍ　壁高53ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－７１°－Ｅ

　床面積：２3．２9㎡

　本住居は、３区の中央に位置し、住居の西側に１0１号

第４節　奈良時代以降の遺構と遺物
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３号住居
１　黒暗褐色土　

混入物がほとんどない。（１４号溝）
２　暗褐色土　

白色軽石、炭化物、焼土粒を含む。
３　暗褐色土　

２層より明るく、黄褐色粘土小ブロックを少量含み、
やや粘質。

３号住居カマド
１　暗褐色土　

黄褐色粘土小ブロックを少量含む。住居３層と同じ。
２　黄褐色土　

粘土を主体とし、暗褐色土を混入。焼土粒を少量含む。
３　暗褐色土　

黄褐色粘土小ブロックを少量、焼土粒を微量含む。
４　赤褐色土　

焼土粒、小ブロックを主体とし、暗褐色土を混入。
５　暗灰褐色土　

灰混じりの土。粒土粒、炭化物を微量含む。
６　暗褐色土　

焼土粒を少量含む。
７　赤褐色土　

焼土を主とし、暗褐色土を微量含む。
８　黄褐色土　

ロームを主体とし、暗褐色土を少量含む。（残存袖部）
９　暗褐色土　

焼土粒をやや多く含む。
１0　暗褐色土　

焼土粒、粘土粒を少量含む。（残存袖部）
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値（ｃｍ）  胎土 ／ 焼成 ／ 色調 成形・整形の特徴 摘　　要

第２5図 
ＰＬ．35

１
須恵器 
杯

埋土中　
口縁部片

細砂粒／還元焔／灰白 ロクロ整形、回転方は小片のため不明。
外面口縁部に墨
書、一部のため
判読不明。

第２5図 
ＰＬ．35

２
土師器 
甕

床面付近　
口縁部～胴部上
位片

口 １8．8 
細砂粒／良好／鈍い橙

内面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から
頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴
部はヘラナデ。

４号住居
１　暗灰褐色土　旧耕作土。白色軽石粒を少量含み、砂質。
２　暗褐色土　暗灰色の川砂をやや多く含む。（１７号溝）
３　暗灰色粘質土　川砂を少量含む。酸化鉄分を少量含み、若干砂質ぎみ。（１７号溝）
４　暗灰褐色土　暗褐色土を混入し、白色軽石粒を少量含む。（１７号溝）
５　明灰色粘質土　暗灰色粘質土を混入し、酸化鉄分を少量含む。（１７号溝）
６　暗褐色土　ローム粒・小ブロックをやや多く含む。（１７号溝）
７　暗褐色土　黒褐色土、白色軽石粒、ローム粒を少量含む。（４号住）
８　暗褐色土　ローム粒小ブロックを混入。（４号住）
９　黒褐色土　ローム小ブロックを少量、白色軽石粒を微量含む。
１0　黄褐色土　ローム漸移層。

１

２
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５号住居
１　暗褐色土　

旧耕作土。白色軽石粒をやや多く含み、砂質。
２　黒褐色土　

土器片が出土する遺物包含層。白色軽石粒をやや多く含む。
３　暗灰褐色土　

白色軽石粒を少量、焼土粒を微量含む。酸化鉄分を少量含む。
４　暗褐色土　

ローム粒小ブロックをやや多く、白色軽石粒を少量、焼土粒を微量含む。
酸化鉄分を含む。

５　黄褐色土　
ローム土を主体とし、暗褐色土を少量、焼土粒を微量含む。

６　暗褐色土　
白色軽石粒をやや多く、ローム粒を少量含む。

７　暗褐色土　
黒褐色土を混在させ、白色軽石粒をやや多く、ローム粒を少量含む。

８　暗褐色土　
白色軽石粒をやや多く、酸化鉄分、ローム粒を少量含む。焼土粒、炭化物
を微量含む。

９　黄褐色土　
ローム土を主体とし、暗褐色土を少量含む。

１0　黒褐色土　
ローム土を微量含む。炭化物、焼土粒を少量含む。

１１　黄褐色土　
ローム漸移層。

５号住居（焼土）Ｃ－Ｃ´
黒褐色土　

焼土ブロック、炭化物を少量含む。ローム粒を少量混入し、
やや灰色がかる。



土坑、北側に１03・１3１号土坑と近接する。また、１0２号

土坑とは、本住居内で重複するが、遺構確認時点で本住

居が旧いことが明確であった。周囲の同時期の遺構には、

本住居の北西に１２9号土坑、南東に96・１２７号土坑、西９

ｍに３号住居、東南東２0ｍに７号住居が点在する。

　住居の残存状態は、１0２号土坑と重複するものの、床

面までの掘り込みも深く、かなり良好な状態にある。埋

土は、１～４層の暗褐色土・黄褐色土を主体に分層でき、

埋土中にローム小ブロックを少量混在させることから人

為的堆積の可能性をもつ。壁の状態は、一部が急角度で

立ち上がるものの、西・南壁は周溝よりも大きく外側に

張り出す。また、北西隅付近でも、壁の位置が大きく外

側に張り出している。このため、周溝からする床面形状

に比べ、上面プランはかなり歪な形状となっている。床

面は平坦であり、周溝をもつ。周溝は、東壁のカマド部

を除いてほぼ全周し、幅２0ｃｍ前後、深さ１3ｃｍ前後を測る。

ただし、東壁側は比較的浅い状態であった。カマドは東

壁の中央やや南寄りに位置する。残存する規模は、全長

１．65ｍ（焚き口から燃焼部長68ｃｍ、煙道部長9７ｃｍ）、幅

７７ｃｍを測る。残存状態は比較的良好で、両袖部は残存し

ていなかったが、焚き口部から燃焼部底面の窪みが住居

内から壁の外側に僅かにかかり、煙道部が壁の外側に長

く突出する。また、断面観察から、煙道部にはロームを

主とした黄褐色土の天井部が残存しており、天井下部は

比熱し、焼土化していることも確認されている。なお、

この煙道部天井から続く、燃焼部の天井の一部と思われ

る部分が僅かに残存していた。支脚等は検出されていな

い。貯蔵穴はカマドの右側で、住居の南東隅に位置する。

長方形を呈し、規模は長軸１．１3ｍ、短軸４5ｃｍ、深さ１0ｃｍ

を測る。柱穴は検出されていない。

　床面下には、部分的ではあるが掘り方が確認された。

住居中央部を除く周囲に掘り方が認められ、特に南側か

ら東側にかけての床面下に著しい。底面は凹凸状をなし、

その埋土は黄褐色土を混在させた暗褐色土で、床面とな

る上面は堅く硬化していた。さらに、この床面下におい

て、カマドの左側に円形の床下土坑を検出した。規模は、

径85ｃｍ、深さ１5ｃｍを測る。

　遺物の出土量は、本調査の中では最も多い。表土との

兼ね合いもあるが、１層上位からは陶磁器類の出土（１

号土坑出土の第１２5図１0と接合した半胴甕片、遺構外出

土遺物として扱った第１6７図65 ～ 68の古銭等）もあった。

遺物の出土状況は、南西隅付近および北壁付近で出土量

がやや少ないものの、カマド周辺から中央部にかけてと

北西隅に集中する状況にあった。特に、カマド右脇にお

いては、住居の壁の外側の遺構確認面よりやや高い位置

から、壁際下の床面までの間に土器が集中して出土して

おり、接合・復元率も高い。図示した１9の甕は、壁の外

側遺物と壁際床直遺物との接合。２0の甕は、壁の外側遺

物と住居内出土の接合。２４の甕は壁の外側遺物を主に接

合している。一方、カマドの煙道部天井から続き、僅か

に残存した燃焼部天井の上面付近から出土した甕片、燃

焼部埋土中から出土した甕片、カマド右脇の床面から出

土した甕片、カマド周辺出土の甕片が接合したのが２１と

した甕である。こうした遺物の出土のあり方および接合

の状況、さらにカマドの燃焼部位置が住居壁の外側にか

かる点から推測すると、少なくともカマドを有する壁側

は、壁沿いに床よりも一段高いテラスを持っていた可能

性が高く、そのテラス上に土器（甕）があったと考えられ

るのではなかろうか。このことに付随して、カマド側の

住居壁は直立する壁建ちであったことも推測できよう。

　図示した遺物には、須恵器の杯１２点の内、３・６・１0

は床直出土で、５は内面に墨書を有するが文字不明。須

恵器椀の１１・１5も床直出土で、１１の内外面の一部に煤が

付着している。さらに、１の須恵器杯蓋、１6の灰釉陶器

瓶の底部片がある。土師器の甕も１２点と多く、コ字口縁

甕を主とする。なお、２４と２７は同一個体の可能性が高い。

金属製品には、3１の鉄鏃の頸部片、3２・33の鉄釘、3４の

刀子がある。石製品には、２9の砥石片（珪質粘板岩製）と、

30の孔を有する砥石（砥沢石製）ある。他に、未掲載遺物

として土師器片１７４8片、須恵器片２33片が出土している。

　出土土器から、本住居は９世紀第３四半期と考えられ

る。

７号住居　（第35・36図、第６・４9表、ＰＬ． ６・36）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４７２ ～ 36，４７6

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，3７２ ～ 39，3７8

　形状：縦長方形

　規模：長辺3．７ｍ　短辺3．１ｍ　壁高２0ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－8７°－Ｅ

　床面積：9．７７㎡

　本住居は、３区の東側に位置する。周囲に検出された
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６号住居
１　暗褐色土　白色軽石をやや多く、焼土粒を少量、炭化物を微量含む。砂質ぎみ。
２　暗褐色土　白色軽石を少量、焼土粒をやや多く含む。
３　暗褐色土　焼土・ローム粒をやや多く、炭化物を少量含む。白色軽石を微量含む。
４　暗褐色土　焼土粒をやや多く、ローム粒・炭化物を少量含む。白色軽石を微量含む。若干粘質。
５　暗褐色土　焼土粒・炭化物を微量、ローム小ブロックを少量含む。白色軽石をやや多く含む。
６　暗褐色土　白色軽石、５㎜大の礫を微量含む。
７　黒褐色土　白色軽石を微量、ローム粒を少量含む。若干粘質。
８　黒褐色土　暗褐色土小ブロックを少量混在させ、焼土粒・白色軽石を微量含む。
９　黄褐色土　暗褐色土・黒褐色土を混入。焼土粒・白色軽石を微量含む。
１0　暗褐色土　焼土・ローム粒を少量含む。
１１　暗褐色土　ローム粒を少量含む。
１２　黄褐色土　ローム土を主体とするが、暗褐色土を少量混入。堅く締まる。
１3　暗褐色土　焼土粒を微量含み、黄褐色土を混在する。上面は堅く硬化する。（掘り方覆土）

６号住居　貯蔵穴　Ｃ－Ｃ´
暗褐色土　焼土粒を少量、炭化物を微量含む。
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６号住居カマド
１　暗褐色土　ローム土を混入。焼土粒を少量含む。
２　黄褐色土　ローム土を主体とし、暗褐色土を混入。焼土粒・白色軽石粒を少量含む。
３　暗褐色土　ローム小ブロックを少量、焼土粒をやや多く含む。白色軽石粒を少量含む。
４　暗褐色土　焼土粒、灰を多く含む。上位に土器片を含む。
５　黄褐色土　ロームを主体とする。下部は被熱し、焼土化する。（残存煙道天井部）
６　暗褐色土　焼土粒・ブロックを少量含む。
７　黄褐色土　暗褐色土、焼土粒・ブロックをやや多く含む。
８　暗褐色土　焼土粒を微量含み、黄褐色土を混在する。住居１3層と同じ。（掘り方覆土）
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第3２図　６号住居出土遺物（２）
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第33図　６号住居出土遺物（３）
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０ 10㎝１:３

第3４図　６号住居出土遺物（４）

第５表　６号住居出土遺物観察表

使用面
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値（ｃｍ）
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第3１図 
１

須恵器 
杯蓋

埋土中　　　
天井部中ほど片

摘 3．0 細砂粒・粗砂粒・
長石／還元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。摘みは貼付、天井部は中ほどま
で回転ヘラ削り。

第3１図 
２

須恵器 
杯

埋土中　　　
口縁部～底部片

口
底

１２．４ 
７．0

高 3．3 細砂粒／還元焔／
灰オリーブ

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3１図 
ＰＬ．35

３
須恵器 
杯

床直　　　　
口縁部１／3欠損

口
底

１２．７ 
6．8

高 ４．0 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２図 
ＰＬ．35

４
須恵器 
杯

埋土中　　　
3／４

口
底

１２．8 
７．７

高 3．6 細砂粒・長石／還
元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２図 
ＰＬ．35

５
須恵器 
杯

埋土中　　　
口縁部～底部片

口
底

１２．8 
6．6

高 3．２ 細砂粒／還元焔／
灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

内面口縁部に
墨書、一部の
た め 判 読 不
能。

第3２図  
ＰＬ．35

６
須恵器 
杯
( 杓状 )

床直　　　　
４／5

口　１3．0×１１．２
高　７．0
底　3．6

細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２図 
ＰＬ．35

７
須恵器 
杯

埋土中　　　
２／3

口
底

１3．0 
７．0

高 3．8 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２図 
ＰＬ．35

８
須恵器 
杯

埋土中　　　
3／5

口
底

１3．0 
７．４

高 3．8 細砂粒・白粒／還
元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２図 
ＰＬ．35

９
須恵器 
杯

埋土中　　　
１／3

口
底

１3．１ 
７．8

高 3．5 細砂粒／還元焔／
暗灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２図 
ＰＬ．35

１0
須恵器 
杯

床直        
１／４

口
底

１3．４ 
７．0

高 3．４ 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２図 
ＰＬ．35

１１
須恵器 
椀

床直　　　　
２／3

口
底

１４．5 
７．5

高 ４．5 細砂粒／還元焔／
灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
内外面の一部
に煤が付着。

第3２図 
１２

須恵器 
杯

埋土中　　　
口縁部～底部片

口
底

１6．0 
9．0

高 ４．6 細砂粒／還元焔・
黒班／灰

ロクロ整形、回転右回り。底部回転ヘラ削り。

第3２図 
１3

須恵器 
杯

埋土中　　　
口縁部片

口 １２．6 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回りか。 

第3２図 
１４

須恵器 
杯

埋土中　　　
底部～体部片

底 ７．0 細砂粒・褐粒／還
元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第3２図 
ＰＬ．35

１5
須恵器 
椀

床直　　　　
口縁部１／４欠損

口
底

１5．１ 
７．9

高
台

７．6 
７．9

細砂粒・粗砂粒・
長石・角閃石／還
元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切り。

第3２図 
１6 灰釉陶器瓶

埋土中　　　底
部～胴部下位片

底
台

8．４ 
７．２

微砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘラナ
デ、胴部下位は回転ヘラ削り。

内面底部に降
灰が付着。

30

２７

２8

２9（１／２）
3１（１／２）

3２（１／２） 33（１／２）

3４（１／２）



遺構は極めて希薄で、重複もない。周囲の同時期の遺構

には、本住居の西北西１6ｍ付近に１２７号土坑、西北西２0

ｍに６号住居が点在する。

　住居の残存状態は良好であるが、床面までの掘り込み

はやや浅い。埋土は、１層の旧耕作土で上面が荒れ、暗

褐色土を主とした２～５層に分層できる。埋土中には、

ローム土を少量混在させることから人為的堆積の可能性

をもつ。壁の状態は、全体にやや傾斜をもって立ち上が

る。床面は平坦で、周溝をもつ。周溝は、カマドを有す

る東壁の北東隅付近から西壁中央南寄りまでと、南東隅

から南西隅付近までの間で、西壁際は連続せずに途切れ

る。幅１７ｃｍ、深さ５ｃｍ前後を測る。カマドは東壁の中央
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挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値（ｃｍ）
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第3２図 
１７

土師器 
甕

埋土中　　　
口縁部～胴部上
位片

口 １１．8 細砂粒／良好／鈍
い赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

内面口縁部に
煤が付着。

第3２図 
１8

土師器 
甕

埋土中　　　
口縁部～胴部上
位片

口 １４．４ 細砂粒・雲母／良
好／赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第33図 
ＰＬ．35

１9
土師器 
甕

カマド右側　
3／４

口
底

１9．４ 
４．6

高 
胴

２9．3 
２２．8

細砂粒多・雲母／
良好／赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部から底部はヘラ削り。内面
は底部から胴部はヘラナデ。

外面胴部下半
に粘土付着。

第3２図 
２0

土師器 
甕

カマド右側　
口縁部～胴部上
位片

口 １8．9 細砂粒／良好／に
ぶい赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第33図 
ＰＬ．35

２１
土師器 
甕

埋土中　　　
口縁部～胴部中
位

口
胴

２0．１ 
２3．２

細砂粒多・ガラス
質粒／良好／明赤
褐

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第33図 
２２

土師器 
甕

埋土中　　　
口縁部～胴部上
位片

口　２0．5  
細砂粒／良好／鈍い赤褐

口縁部から頸
部は横ナデ、
胴部はヘラ削
り。内面胴部
はヘラナデ。

第33図 
２3

土師器 
甕

埋土中　　　口縁
部～胴部上位片

口 ２0．6 細砂粒／良好／鈍
い赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第33図 
ＰＬ．35

２４
土師器 
甕

カマド右側上口
縁部～胴部中位

口
胴

２0．8 
２２．6

細砂粒／良好／赤
褐

内面胴部中位に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第33図 
２5

土師器 
甕

埋土中　　　口縁
部～胴部上位片

口 ２１．２ 細砂粒／良好／鈍
い橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第33図 
２6

土師器 
甕

埋土中　　　
底部～胴部下位

底 
４．２

細砂粒・雲母／良
好／褐灰

底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。 

第3４図 
ＰＬ．35

２７
土師器 
甕

埋土中　　　
底部～胴部下位

底 5．２ 細砂粒／良好／明
赤褐

底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。
外面の一部に
粘土付着。

第3４図 
ＰＬ．36

２8
土師器 
甕

埋土中　　　
口縁部～胴部上
位片

口 ２0．４ 細砂粒・褐粒／良
好／鈍い黄橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

金属製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

長さ 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚さ 
（ｃｍ）

重さ
（ｇ）

特 徴　・　状 態 備　　考

第3４図　 
ＰＬ．４9

3１
鉄器　　　　
鏃

埋土中　　
茎部～頸部
片

（5．２） １．0　 0．8　 （9．3） 頸部にねじれがみられる。錆化。

第3４図 
ＰＬ．４9

3２
鉄器　　　　
釘

埋土中　　
先端部片

（5．２） １．0 0．8 （9．3） 錆化が激しい。

第3４図　　
ＰＬ．４9

33
鉄器　　　　
釘

埋土中　　
先端部側片

（6．6） 0．5 0．5 （5．７） ねじれがみられる。錆化が進んでいる。

第3４図
ＰＬ．４9

3４
鉄器　　　　
刀子

埋土中　　
一部片

（２．8） 0．７ 0．3 （１．４） 錆化が激しい。内部が空洞化している。

石製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
器　　　種 
形態・素材

出土位置
長 

（ｃｍ）
幅 

（ｃｍ）
厚 

（ｃｍ）
重 

（ｇ） 
製作 ･ 使用状況 石　　材

第3４図 
ＰＬ．４6

２9
砥石　　　　
切り砥石　

埋土中 （6．5） （0．７） （3．７） １3．１　
層理面で薄く剥がれ、背面のみに使用面が残る。石材的に
は、仕上げ砥として多用されることが多い。

珪質粘板岩

第3４図 
ＰＬ．４6

30 砥石 埋土中 8．２　 3．４　 ２．0　 １08．７　
上端側小口部を除く各面を使用。上端側に径５㎜（最小径）
の孔を両側穿孔する。

砥沢石



南寄りに位置する。残存する規模は、全長１．5７ｍ（焚き

口から燃焼部長１．４9ｍ）、幅9４ｃｍを測る。残存状態はや

や良好。左袖の一部は残存していたが、右袖は残存して

いない。焚き口部から燃焼部底面の窪みが住居内にあり、

煙道部が壁の外側に突出する。また、断面観察から、残

存する袖部はロームを混在させた暗褐色土等で構築され

ている。支脚等は検出されていない。貯蔵穴はカマドの

右側で、住居の南東隅に位置する。楕円形を呈し、規模

は長軸30ｃｍ、短軸２3ｃｍ、深さ６ｃｍを測り、小さい。柱穴

は検出されていない。

　床面はローム面に構築されており、下部構造は検出さ

れていない。

　遺物の出土状況は、住居内全体から散漫に出土してお

り、その大半が埋土中からで、出土量は少ない。ただし、

カマド先端となる煙道部に、僅かに集中している。図示

した１～３の須恵器杯３点の内、２はカマド煙道部から

出土。４の須恵器椀は南西隅付近の周溝上面の床直。５

の甕はカマド煙道部からの出土である。他に、未掲載遺

物として土師器片４４片、須恵器片３片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀第２四半期と考えられ

る。

８号住居　（第3７ ～ ４0図、第７・４9表、ＰＬ． ６・36・４6）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４35 ～ 36，４39

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４１3 ～ 39，４１７

　形状：横長方形

　規模：長辺3．6ｍ　短辺２．95ｍ　壁高50ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－65°－Ｅ

　床面積：8．２8㎡

　本住居は、２区の南側で調査範囲境付近に位置し、東

西方向に延びる２0号溝の南側にあり、２0号溝と一部を重

複する。この２0号溝よりも本住居が旧い。また、住居の

西側が９号住居と重複する。プラン上での重複状況は、

南壁ラインがほぼ同一線上にあり、９号住居の西壁ライ

ンが本住居の東壁ラインに平行し、北壁ラインが僅かに

食い違いを生じていた。調査当初は１軒の住居として調

査を進めたが、床面の高さが両者で異なる点、さらに土

層断面の確認から両者は異なる住居であり、本住居が新

しいことを確認した。周囲の同時期の遺構には、本住居

の北西５ｍに１0号住居が、南西４ｍ程には30号住居が近

接する。

　住居の残存状態は、住居の北東隅を掠めるように２0号

溝と重複し、西側で９号住居と重複するものの、床面ま

での掘り込みが深く、かなり良好な状態にある。本住居

の埋土は、第3７図に示した１～４層に分層でき、暗褐色

土と黒褐色土を主としている。ちなみに、５・６層は重

複する９号住居の埋土である。埋土中には、ローム小ブ

ロックを多量に混在させることから人為的堆積と考えら

れる。壁の状態は、やや傾斜をもって立ち上がるが、カ

マドを有する東壁では下部は直立ぎみとなるが、上部は

広がる。また、南東隅では、南側に膨らみをもつように

出張る。床面は平坦であり、部分的に壁周溝が検出され

た。壁周溝は北壁から西壁にかけてで、幅１７ｃｍ前後、深

さ５ｃｍを測る。カマドは東壁の中央に位置する。残存す

る規模は、全長１．２6ｍ（焚き口から燃焼部長７４ｃｍ、煙道

部長5２ｃｍ）、幅１．09ｍを測る。残存状態は良好で、両袖

部は住居内に張り出し、焚き口部から燃焼部底面の窪み

が住居内から壁の外側に僅かにかかり、煙道部が壁の外

側に突出する。また、断面観察から、煙道部にはローム

を主とした黄褐色土の天井部が残存しており、天井下部

は比熱し、焼土化していることも確認されている。残存

する袖部は、ロームを掘り残して袖の芯とし、その周囲

にロームを混在ないし主とした暗褐色土・黄褐色土を積

み上げて構築されている。なお、支脚等は検出されてい

ない。貯蔵穴はカマドの右側で、住居の南東隅に位置す

る。楕円形を呈し、東壁に接するように横長に配置され、

規模は長軸85ｃｍ、短軸４3ｃｍ、深さ3１ｃｍを測る。柱穴は検

出されていない。

　床面はローム面に構築されており、掘り方は無いもの

の、床下土坑が検出されている。床下土坑は、南西隅付

近と貯蔵穴の西側に接した箇所に位置する。南西隅付近

の床下土坑は、長軸方向を西壁に平行した楕円形を呈し、

長軸１．２ｍ、短軸７3ｃｍ、深さ２3ｃｍを測る。貯蔵穴の西側

に接する床下土坑は、径50ｃｍと径60ｃｍの円形の２基から

なり、深さは両者２8ｃｍを測る。

　遺物の出土量は多いものの、調査当初の段階で重複す

る９号住居を合わせた１軒として埋土中の遺物を取り上

げたため、その帰属性は不明なものが多い。本住居遺物

として帰属の明確な遺物は6７点である。遺物の出土状況

は、カマド周辺から中央部にかけての範囲に比較的多く、

貯蔵穴周辺に目立つ。ただし、床直の遺物は少ない。ま
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７号住居
１　暗褐色土　

旧耕作土。白色軽石粒をやや多く含み、砂質。
２　暗褐色土　

白色軽石粒をやや多く、ローム粒を少量含む。
３　暗褐色土　

白色軽石粒を少量、ローム土少量含む。
４　暗褐色土　

ローム小ブロック、焼土粒、炭化物を微量含む。
５　暗褐色土　

ローム土をやや多く混入。

７号住居カマド
１　暗褐色土　

旧耕作土が混入し砂質ぎみ。白色軽石粒を微
量含む。

２　暗褐色土　
粘土粒、白色軽石粒、焼土粒を微量含む。

３　暗褐色土　
２層に似るがやや暗く、炭化物を微量含む。

４　赤褐色土　
焼土小ブロックを主体とし、暗褐色土を混入。

５　暗褐色土　
焼土粒を含みやや赤味がかる。ローム小ブ
ロックを少量含む。

６　暗褐色土　
ローム土を混在。焼土粒・炭化物を微量含む。

（残存袖部）
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た、カマド右脇となる貯蔵穴際の壁の外側位置から、図

示した１0の甕が纏まって出土しており、先述した６号住

居例に類する住居構造が推測される。

　図示した遺物には、１～３の須恵器杯、４の須恵器椀

がある。１４は須恵器の甑で南西隅付近の床下土坑から出

土し、２6・２8号住居出土の破片と接合しており、住居間

の関係を示している。ちなみに、この甑の内面底部付近

には、受け状の小孔を３カ所確認でき、２孔一対の小孔

と考えられる。５は土師器の小型台付き甕の脚部、６～

１3の甕はコ字口縁甕を主に８点と多く、６はカマド内か

らの出土である。９は貯蔵穴の西側に接する床下土坑か

ら出土している。他に、８・９号住居の帰属不明遺物を

含め、未掲載遺物として土師器片59７片、須恵器片１05片、

灰釉陶器１片が出土している。

　出土土器から、本住居は９世紀第３四半期と考えられ

る。

９号住居　（第3７・４１図、第８・４9表、ＰＬ． ６・36）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４3４ ～ 36，４38

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４１5 ～ 39，４１9

　形状：方形

　規模：長辺3．3ｍ　短辺（１．83）ｍ　壁高3７ｃｍ

　主軸方向：不明

　床面積：（４．７４）㎡

　本住居は、２区の南側で調査範囲境付近に位置し、東

西方向に延びる２0号溝の南側にあり、住居の東側が８号

住居と重複する。プラン上での重複状況は、先述した通

りで、調査当初は１軒の住居として調査を進めたが、床

面の高さが両者で異なる点、さらに土層断面の確認から

両者は異なる住居であり、本住居が旧いことを確認した。

周囲の同時期の遺構には、本住居の北西４ｍに１0号住居

が、南西３ｍ程に30号住居が近接する。

　住居の残存状態は、東側で８号住居と重複することか

第36図　７号住居出土遺物

第６表　７号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第36図 
１

須恵器 
杯

埋土中　　　
１／5

口
底

１２．４ 
8．0

高 3．3 細砂粒・褐粒／酸
化焔／鈍い赤褐

ロクロ整形、回転右回り。底部回転ヘラ削り。

第36図 
ＰＬ．36

２
須恵器 
杯

カマド内　　
４／5

口
底

１２．6 
７．４

高 ４．１ 細砂粒／酸化焔／
鈍い黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第36図 
ＰＬ．36

３
須恵器 
杯

埋土中　　　
完形

口
底

１２．７ 
７．9

高 3．6 細砂粒／酸化焔／
黄褐

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り後周囲を回転
ヘラ削り。

第36図 
ＰＬ．36

４
須恵器 
椀

床直　　　　
完形

口
底

１0．0 
6．5

高 
台

5．２ 
７．0

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切り。

第36図 
ＰＬ．36 ５

土師器 
甕

カマド内　　
口縁部～胴部上
位片

口 １8．6 細砂粒／良好／鈍
い橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

１

２ ３

４

５



ら、住居の西半が残存し、カマドの痕跡は確認されてい

ない。本住居の埋土は、第3７図に示した５・６層に分層

でき、暗褐色土を主としている。ちなみに、１～４層は

重複する８号住居の埋土である。埋土中には、ローム小

ブロックを多量に混在させることから人為的堆積と考え

られる。壁の状態は、僅かに傾斜をもって立ち上がる。

床面は、重複する８号住居の床面より１5ｃｍ程高い位置に

あり、平坦で壁周溝が検出された。壁周溝は残存する壁

際を全周し、幅１5ｃｍ前後、深さ５ｃｍを測る。カマドは残

存していない。

　床面はローム面に構築されており、掘り方等の下部構

造は検出されていない。

　出土した遺物についても、先述したようにその帰属は

不明なものが多く、本住居遺物として帰属の明確な遺物

は少ない。遺物の出土状況は、全体に散漫で、床直遺物

は少ない。図示した遺物には、１の須恵器杯、２の小型

台付き甕の脚部、３～５の甕で計５点である。３と４は

同一個体と考えられるコ字口縁甕であり、床直付近から

出土。他に、帰属の明らかな遺物には、未掲載遺物とし

て土師器片50片、須恵器片５片が出土している。

　出土土器から、本住居は９世紀第３四半期と考えられ

る。

１０号住居　（第４２・４3図、第９・４9表、ＰＬ． ６・3７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４39 ～ 36，４４3

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４２１ ～ 39，４２5

　形状：横長方形

　規模：長辺3．35ｍ　短辺（２．85）ｍ　壁高55ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－４5°－Ｅ

　床面積：（４．09）㎡

　本住居は、２区の南側に位置する。東西方向に延びる

２0号溝と大きく重複し、２0号溝の北側を併走する２４号溝

とも重複する。遺構確認時および２0号溝調査後に、本住

居の存在が明らかとなり、これら重複する両溝よりも本

住居が旧いことを確認している。周囲の同時期の遺構に

は、本住居の南東５ｍに８・９号住居が、南４ｍに30号

住居が、さらに北西５ｍに１5号住居が近接する。

　住居の残存状態は、２0号溝と大きく重複するため、住

居の南東隅から西壁中央にかけて帯状に残存していな

い。また、２４溝との重複では、住居の床面までの掘り込

みが深いことにより、カマドの上部が壊されるにとど

まっている。このため、残存するのは、カマドを含め

た住居の北半と、２0号溝底面を挟んだ住居の南西隅部分

である。埋土は、暗褐色土と黒褐色土を主に２～５層に

分層できる。ちなみに、１層は重複する２４号溝の埋土で

ある。埋土中には、ローム小ブロックを多く混在させる

ことから人為的堆積と考えられる。壁の状態は、直立ぎ

みに立ち上がる。床面は平坦であり、壁周溝は検出され

ていない。なお、南西隅付近のピットは、近世以降のも

のである。カマドは東壁の中央やや南寄りに位置する。

残存する規模は、全長１．36ｍ（焚き口から燃焼部長１．0１

ｍ、煙道部長35ｃｍ）、幅１．0７ｍを測る。残存状態は良好

で、両袖部は住居内に張り出し、焚き口部から燃焼部底

面の窪みが住居内から壁の外側に僅かにかかり、煙道部

が壁の外側に突出する。煙道の内側口の位置は、燃焼部

底面よりも一段高い位置から続く。また、断面観察から、

残存する袖部はロームを掘り残して構築したことがわか

る。支脚等は検出されていない。貯蔵穴は不明。

　床面はローム面に構築されており、掘り方等の下部構

造は検出されていない。

　遺物の出土状況は、その大半が埋土中からで、出土量

も少ない。図示した須恵器の杯１点も埋土中からである。

他に、未掲載遺物として土師器片４１片、須恵器片７片が

ある。

　出土土器から、本住居は９世紀第３四半期と考えられ

る。

１１号住居　（第４４・４5図、第１0・４9表、ＰＬ． ７・3７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４5１ ～ 36，４56

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４２0 ～ 39，４２４

　形状：縦長方形

　規模：長辺3．5ｍ　短辺3．0ｍ　壁高４７ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－７3°－Ｅ

　床面積：6．７8㎡

　本住居は、２区の中央付近に位置し、住居の東側が僅

かに１6１号土坑と重複する。遺構確認および土層断面の

確認から、本住居が新しいことを確認している。周囲の

同時期の遺構には、本住居の南西５ｍに重複する１5・１6

号住居がある。また、東側には総柱となる１・２号掘立

柱建物がある。

　住居の残存状態は、カマド煙道部の先端が僅かに１6１

号土坑と重複するものの、床面までの掘り込みも深く、
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８号住居　床下土坑１　Ｃ－Ｃ´
１　暗褐色土　焼土ブロックを多く、炭化物を含む。
２　明褐色土　ローム粒を多量に含む。
３　鈍い褐色土　ローム粒を含み、やや粘質。

８号住居　床下土坑２　Ｄ－Ｄ´
１　暗褐色土　焼土ブロックを多く含む。
２　鈍い褐色土　焼土ブロックを少量含み、粘質。

８・９号住居
１　暗褐色土　

白色軽石粒を少量含み、砂質。（８号住居）
２　黒褐色土　

ローム粒・白色軽石粒を少量、焼土粒を微量含
む。（８号住居）

３　暗褐色土　
ローム小ブロックを多量、焼土粒を少量含む。

（８号住居）
４　暗褐色土　

ローム小ブロック、焼土粒を少量含む。（８号
住居）

５　暗褐色土　
３層より明るい。ローム粒・小ブロックを多量、
焼土粒をやや多く含む。（９号住居）

６　暗褐色土　
ローム粒、焼土粒を少量含む。（９号住居）
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８号住居カマド
１　暗褐色土　ローム小ブロック、焼土粒を少量含む。住居４層と同じ。
２　黄褐色土　ローム土を主体とし、焼土粒を少量含む。
３　赤褐色土　焼土混入し、赤味がかる。焼土粒をやや多く含む。
４　黄褐色土　ローム土を主体とし、焼土混入し赤味がかる。
５　暗褐色土　焼土粒・ブロックを多量、炭化物を少量含む。
６　暗褐色土　ローム粒・小ブロックを多く、焼土粒を少量含む。
７　黄褐色土　ローム土を主体とし、堅く締まる。下部は被熱し、焼土化する。（残存煙道天井部）
８　暗褐色土　ローム土を多量に混在する。（残存袖部）
９　黄褐色土　ローム土を主体とし、暗褐色土・焼土粒を微量含む。（残存袖部）
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第４0図　８号住居出土遺物（２）
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第39図 
ＰＬ．36

１
須恵器 
杯

埋土中　　　
２／3　　　

口 
底

１3．２ 
6．9

高 ４．１ 細砂粒／還元焔／
灰オリーブ

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
口縁部に歪が
みられる。

第39図 
ＰＬ．36

２
須恵器 
杯

埋土中　　　
口縁部１／４欠損

口 
底

１3．２ 
７．0

高 ４．２ 細砂粒／酸化焔き
み／灰オリーブ

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第39図 
ＰＬ．36

３
須恵器 
杯

埋土中　　　
3／４

口
底

１２．0 
6．0

高 3．４ 細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第39図 
４

須恵器 
椀

埋土中　　　
口縁部～体部片

口
底

１４．8 
8．４

細砂粒・角閃石／
還元焔／灰黄

ロクロ整形、回転右回り。高台を有する形態。

第39図 
５

土師器 
台付甕

埋土中　　　
胴部下位～脚部
上位片

底 ４．5 細砂粒／良好／赤
褐

脚部は貼付か、胴部はヘラ削り、脚部は横ナデ。内面は胴
部がヘラナデ。

第39図 
ＰＬ．36

６
土師器 
甕

カマド内　　
１／２

口
底

２１．４ 
４．0

高
胴

２７．0 
２４．１

細砂粒／良好／鈍
い赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部から底部はヘラ削り。内面
は底部から胴部はヘラナデ。

第39図 
７

土師器 
甕

埋土中　　　
口縁部～胴部上
位片

口 １8．8 細砂粒／良好／に
ぶい赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第39図 
ＰＬ．36 ８

土師器 
甕

埋土中　　　
口縁部～胴部上
位片

口
胴

１9．0 
２１．７

細砂粒／良好／に
ぶい赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第39図 
９

土師器 
甕

床下土坑内　
口縁部～胴部上
位片

口 １9．6 細砂粒／良好／赤
褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第39図 
１0

土師器 
甕

埋土中　　　
口縁部～胴部上
位片

口 ２0．8 細砂粒・角閃石／
良好／明赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第39図 
１１

土師器 
甕

埋土中　　　
口縁部～胴部上
位片

口 ２0．0 細砂粒・ガラス質
／良好／鈍い赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第39図 
１２

土師器 
甕

埋土中　　　
口縁部～胴部上
位片

口 １9．8 細砂粒／良好／灰
褐

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第39図 
１3

土師器 
甕

埋土中　　　
口縁部～胴部上
位片

口 ２3．6 細砂粒／良好／明
赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第４0図 
ＰＬ．36 １４

須恵器 
甑

床下土坑内　
底部～胴部下位

底 １6．0 細砂粒・角閃石／
還元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。胴部は平行叩き痕が残る、底部
付近は回転ヘラ削り。

内面底部に２
孔一対の小孔
がある。

石製品
挿図番号 
図版番号

Ｎｏ
器種 

形態・素材
出土位置

長 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚 
（ｃｍ）

重 
（ｇ）

製作 ･ 使用状況 石材

第４0図 
ＰＬ．４6

１5
砥石　　　　
切り砥石　　

埋土中 （４．４） 5．４ ２．5 6２．5 四面使用。各面とも研ぎ減り、大きく変形している。 砥沢石

１5（１／２）

１４
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第４２図　１0号住居出土遺物

第４１図　９号住居出土遺物

第８表　９号住居出土遺物観察表

第９表　１0号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第４１図 
ＰＬ．36 １

須恵器 
杯

埋土中　　
口縁部を僅かに
欠損

口
底

１２．４ 
6．3

高 3．3 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
口縁部径やや
楕円形に歪
む。

第４１図 
ＰＬ．36

２
土師器 
台付甕

埋土中　　
脚部片

脚 １0．6 細砂粒／良好／暗
赤褐

内外面とも横ナデ。 

第４１図 
ＰＬ．36 ３

土師器 
甕

床直付近　　
口縁部～胴部上
半片

口
胴

１9．8 
２１．3

細砂粒／良好／鈍
い赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第４１図 
ＰＬ．36

４
土師器 
甕

床直付近　　
底部～胴部片

底
胴

3．8 
２0．0

細砂粒／良好／褐
灰

内面胴部中位に輪積み痕が残る。胴部と底部ヘラ削り。内
面はヘラナデ。

第４１図 
５

須恵器 
甕

埋土中　　　
口縁部片

細砂粒／還元焔／
灰

口縁部はロクロ整形、外面に２段の波状文が巡る。

土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第４２図 
ＰＬ．3７ １

須恵器 
杯

埋土中　　　
１／４

口
底

１２．0 
6．0

高 3．１ 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
内面と外面底
部は酸化焔焼
成。

１ ２

３

４

５

１
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１0号住居カマド
１　暗褐色土　ローム小ブロックをやや多く含む。住居４層と同じ。
２　黄褐色土　ローム土を主とし、暗褐色土を微量含む。
３　暗褐色土　焼土粒を少量、ローム粒を微量含む。

１0号住居
１　暗褐色土　

ローム粒を少量含む。（２４号溝）
２　暗褐色土　

１層よりも明るく、ローム粒を多く含む。
３　黒褐色土　

ローム粒・ブロックを含む。
４　暗褐色土　

ローム小ブロックをやや多く含む。
５　褐色土　

ロームブロック・ローム粒を多く含む。
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１１号住居
１　暗褐色土　

白色軽石粒を含む。
２　暗褐色土　

１層よりやや明るく、ローム粒・ロームブロックを
含む。やや粘質。

３　黒褐色土　
白色軽石粒を僅かに含む。

４　暗褐色土　
ローム粒・ロームブロックを多く含む。粘質。

１１号住居カマド
１　暗褐色土　

ローム粒、ロームブロックを多く含む。住居４層
と同じ。

２　暗褐色土　
白色軽石粒、焼土粒を少量含む。

３　暗褐色土　
ローム土を混入。焼土粒を微量含む。

４　黄褐色土　
ローム土を主体とし、焼土粒を少量含む。

５　暗褐色土　
焼土粒・小ブロックをやや多く、炭化物を少量含
む。

６　黄褐色土　
ローム土を主とし、暗褐色土を微量混入。（残存
袖部）

７　黄褐色土　
ローム土を主体とする。（残存袖部）

８　黄褐色土　
ローム土を主体とし、暗褐色土を混入。（残存袖部）
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第４5図　１１号住居出土遺物

第４6図　１２号住居出土遺物

第１0表　１１号住居出土遺物観察表

第１１表　１２号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第４5図 
ＰＬ．3７

１
須恵器 
杯蓋

床直　　　
天井部片

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。摘みは貼付が剥落、天井部は中
ほどまで回転ヘラ削り。

第４5図 
ＰＬ．3７

２
須恵器 
杯

床直付近　
１／２

口
底

１２．７ 
8．２

高 3．8 細砂粒・白粒／還
元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第４5図 
ＰＬ．3７

３
須恵器 
杯

埋土中　　
１／3

口
底

１3．3 
6．9

高 3．6 細砂粒／還元焔／
灰オリーブ

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラ削り。

第４5図 
４

須恵器 
鉢

埋土中　　
口縁部片

口 １5．6 細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。
鉄鉢 

第４5図 
ＰＬ．3７

５
土師器 
甕

埋土中　　
脚部片

脚 9．４ 細砂粒／良好／鈍
い橙

内外面とも横ナデ。

第４5図 
６

須恵器 
甕

埋土中　　
口縁部片

細砂粒／還元焔／
灰

口縁部はロクロ整形、外面に３段の波状文が巡る。

土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第４6図 
ＰＬ．3７

１
須恵器 
盤

カマド内　　
１／４

口
底

１７．１ 
１２．0

高
台

3．5 
１１．２

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘラナデ。

第４6図 
ＰＬ．3７ ２

土師器 
台付甕

カマド内　　　
胴部一部・脚部
欠損

口
底

１0．9 
3．8

胴 １１．9 細砂粒／良好／明
赤褐

脚部は貼付、口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。
内面胴部はヘラナデ。

第４6図 
ＰＬ．3７ ３

土師器 
甕

床直　　　　　
口縁部～胴部中
位

口
胴

１9．７ 
２１．１

細砂粒／良好／明
赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

６

１

２

３

４

５

１

２

３
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１２号住居
１　暗灰褐色土　

現代の耕作土。砂質。
２　暗褐色土　

白色軽石粒を少量含み、若干の砂質ぎみ。
３　暗褐色土　

白色軽石粒を微量、ローム小ブロックを少量含む。
４　暗褐色土　

白色軽石粒、ローム小ブロックを少量含む。

１２号住居カマド
１　暗褐色土　

白色軽石粒、ローム小ブロックを少量含む。住居
４層と同じ。

２　黄褐色土　
ローム土を主体とし、下層に焼土粒を多く含む。

３　暗褐色土　
焼土粒を少量含む。



良好である。埋土は１～４層に分層でき、暗褐色土を主

に３層の黒褐色土が堆積する。埋土中には、ロームブロッ

クを多く混在させることから人為的堆積と考えられる。

壁の状態は、全体に傾斜をもって立ち上がり、部分的に

傾斜が緩く上部が広がる。このため、プランがやや歪ん

だ形状を成す。床面は平坦で、周溝は検出されていない。

カマドは東壁のほぼ中央に位置する。残存する規模は、

全長１．４8ｍ（焚き口から燃焼部長85ｃｍ、煙道部長63ｃｍ）、

幅７0ｃｍを測る。残存状態は良好であるが、右袖の残りが

悪い。焚き口部から燃焼部底面の窪みが住居内にあり、

煙道部が壁の外側に突出する。また、断面観察から、残

存する袖部は、ロームを掘り残して袖の芯とし、その周

囲にロームを主とした黄褐色土を積み上げて構築されて

いる。支脚等は検出されていない。貯蔵穴および柱穴も

検出されていない。

　床面はローム面に構築されており、下部構造は検出さ

れていない。

　遺物の出土状況は、住居内全体から散漫に出土してお

り、その大半が埋土中からで、出土量は少ない。図示し

た１の須恵器杯蓋はカマド周辺の床直からの出土。２・

３は須恵器杯で、２は床直付近から出土。５の台付甕の

脚や６の甕は埋土中からである。他に、未掲載遺物とし

て土師器片96片、須恵器片3７片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀第３四半期と考えられ

る。

１２号住居　（第４6・４７図、第１１・４9表、ＰＬ． ７・3７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４４9 ～ 36，４5４

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４４0 ～ 39，４４5

　形状：縦長方形

　規模：長辺3．85ｍ　短辺3．03ｍ　壁高50ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－60°－Ｅ

　床面積：8．59㎡

　本住居は、２区の中央の西寄りに位置し、住居の東側

を１3号住居と重複する。遺構確認および土層断面の確認

から、本住居が新しいことを確認している。周囲の同時

期の遺構には、重複する１3号住居の東に１４号住居が重複

し、その東に１７号住居が近接する。また、本住居の北西

５ｍには１9号住居があり、住居が比較的集中する。

　住居の残存状態は良好で、床面までの掘り込みも深い。

埋土は２～４層までの３層に分層でき、暗褐色土を主と

している。埋土中には、ロームブロックを少量混在させ

ることから人為的堆積の可能性をもつ。壁の状態は、全

体に直立ぎみに立ち上がるものの、東壁は傾斜をもち上

部が広がる。床面は平坦で、南西隅付近に周溝が検出さ

れた。周溝は幅１8ｃｍ、深さ５ｃｍを測る。カマドは東壁の

ほぼ中央に位置する。残存する規模は、全長１．08ｍ（焚

き口から燃焼部長７3ｃｍ、煙道部長35ｃｍ）、幅１．１3ｍを測る。

残存状態は良好で、残りの悪い両袖部は住居内に僅かに

張り出し、焚き口部から燃焼部底面の窪みは住居内から

壁の外側に大きく張り出し、煙道部がさらに外側へ突出

する。また、断面観察から、残存する袖部は、ロームを

掘り残した状態にある。なお、焚き口部からやや大ぶり

な礫が出土しているが、支脚石とは考え難い。貯蔵穴お

よび柱穴も検出されていない。

　床面はローム面に構築されており、下部構造は検出さ

れていない。

　遺物の出土状況は、カマド前となる焚き口部付近に集

中するが、全体的には散漫で、その大半が埋土中からで

ある。図示した１の須恵器盤はカマド煙道部の埋土中か

ら、２の小型台付き甕は脚部を欠損し、カマド焚き口部

底面から逆位で出土。３の甕は焚き口部前の床面から出

土している。他に、未掲載遺物として土師器片30７片、

須恵器片４0片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀第１四半期と考えられ

る。

１３号住居　（第４8・４9図、第１２・４9表、ＰＬ． ７・８・3７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４４9 ～ 36，４55

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４3７ ～ 39，４４２

　形状：縦長方形

　規模：長辺４．0ｍ　短辺3．5２ｍ　壁高30ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－56°－Ｅ

　床面積：（１0．１3）㎡

　本住居は、２区の中央の西寄りに位置し、住居の東壁

カマド付近から南西隅にかけて１４号溝が重複し、住居の

西側を１２号住居、東側を僅かに１４号住居と重複する。遺

構確認および土層断面の確認から、１４号溝より本住居が

旧く、西側に重複する１２号住居とでは本住居が旧く、東

側の１４号住居とでは本住居が新しいことを確認してい

る。周囲の同時期の遺構には、重複する１４号住居の東に

１７号住居が近接し、本住居の北西８ｍには１9号住居が、
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南東５ｍには１6号住居があり、住居が集中する。

　住居の残存状態は、１４号溝によって帯状に東壁カマド

北側から南西隅にかけて壊され、住居の北西隅付近を１２

号住居に壊されているが、比較的良好と言えよう。埋土

は２～３層の２層に分層でき、暗褐色土を主としている。

埋土中には、ローム小ブロックを微量に混在させるが人

為的堆積かは不明。壁の状態は、全体が直立ぎみに立ち

上がる。床面は平坦で、壁際に周溝が検出された。周溝

は東壁のカマド部を除いてほぼ全周し、幅１8ｃｍ前後、深

さ１0ｃｍを測る。カマドは東壁の中央南寄りに位置する。

残存する規模は、全長１．２２ｍ（焚き口から燃焼部長65ｃｍ、

煙道部長5７ｃｍ）、幅8１ｃｍを測る。残存状態は、１４号溝に

より左袖を含むカマド北側が残存していないが、他は良

好。右袖部は住居内に僅かに張り出し、焚き口部から燃

焼部底面の窪みは住居内から壁の外側に大きく張り出

し、煙道部がさらに外側へ突出する。また、断面観察か

ら、残存する袖部は、僅かにロームを掘り残した芯をも

つ。特に、右袖には甕を逆位に置き、甕の外側にローム

を主とした黄褐色土を積み上げて袖を構築している。甕

内部には、ローム粒、暗灰色砂質土小ブロックを少量含

む暗褐色土が詰まっていた。支脚は検出されていない。

貯蔵穴および柱穴も検出されていない。

　床面下には、掘り方が確認された。掘り方はほぼ全面

に及び、底面はやや凹凸ぎみとなる。床面から底面まで

の深さは５～ １0ｃｍを測る。この掘り方覆土は、ローム粒・

ローム小ブロックを少量含む暗褐色土で、床面となる上

面は堅く硬化している。

　遺物の出土状況は、全体的に散漫で少なく、大半が埋

土中からである。図示した２の須恵器杯は、南東隅付近

の周溝上の床面出土である。５の甕はカマド内から出土

し、４の甕は先述したカマドの右袖材として出土したほ

ぼ完形品である。他に、未掲載遺物として土師器片１１5片、

須恵器片１２片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀第１四半期と考えられ

る。

１４号住居　（第50・5１図、第１3・４9表、ＰＬ． ８・3７・４9）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４5１ ～ 36，４56

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４33 ～ 39，４38

　形状：横長方形

　規模：長辺3．8７ｍ　短辺２．8７ｍ　壁高２5ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－７0°－Ｅ

　床面積：（9．２１）㎡

　本住居は、２区の中央に位置し、住居の北側を１４号溝

と、西側を僅かに１3号住居のカマドと重複し、南東隅は

１４0号土坑と重複する。遺構確認および土層断面の確認

から、１3号住居とでは本住居が旧く、１４0号土坑とにお

いても本住居が旧いことを、さらに１４号溝が最も新しい

こと確認している。周囲の同時期の遺構には、重複する

１3号住居の西に１２号住居が重複し、北東に１７号住居が近

接する。また、本住居の北西１0ｍには１9号住居、東１0ｍ

には１１号住居、南東５ｍには１6号住居があり、住居が集

中する。

　住居の残存状態は、１４号溝によって帯状に北東隅から

西壁北側にかけて壊され、住居の南東隅を１４0号土坑に

壊されているが、比較的良好と言えよう。埋土は３層に

分層でき、暗褐色土を主としている。埋土中には、ロー

ムブロックを多く混在させることから人為的堆積と考え

られる。壁の状態は、全体に直立ぎみに立ち上がり、壁

高は２5ｃｍとやや浅い。床面は平坦で、周溝は検出されて

いないが、床中央付近に楕円状の窪みが確認された。窪

みは、長軸63ｃｍ、短軸４２ｃｍを測り、底面はやや擂り鉢ぎ

みで深さ４ｃｍ程と浅く、焼土等は確認されていない。カ

マドは東壁の中央南寄りに位置する。残存する規模は、

全長１．１２ｍ（焚き口から燃焼部長6４ｃｍ、煙道部長４8ｃｍ）、

幅85ｃｍを測る。残存状態は良好で、両袖部は住居内に僅

かに張り出し、内壁が被熱し焼土化する。焚き口部から

燃焼部底面の窪みは住居内から壁の外側に僅かにかか

り、煙道部が外側へ突出する。また、断面観察から、残

存する袖部は、ロームを主とした黄褐色土を積み上げて

構築している。支脚は検出されていない。貯蔵穴および

柱穴も検出されていない。

　床面はローム面に構築されており、下部構造は検出さ

れていない。

  遺物の出土状況は、全体的に散漫で少なく、大半が埋

土中からである。図示した１・２の土師器杯および４の

須恵器甑の把手はカマド内から、３の須恵器杯は埋土中

から出土している。また、１の杯の口唇部には煤が付着

している。金属製品には、５の鉄釘？の１点がある。他に、

未掲載遺物として土師器片１8７片、須恵器片２6片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀第１四半期と考えられ
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１3号住居
１　暗褐色土　現代の耕作土。砂質。
２　暗褐色土　白色軽石粒を少量、焼土粒、ローム粒を微量含む。
３　暗褐色土　白色軽石粒、ローム小ブロックを微量含む。
４　暗褐色土　ローム粒・小ブロックを少量含む。上面は堅く硬

化する。（掘り方覆土）

１3号住居カマド
１　暗褐色土　

白色軽石粒、焼土粒、ローム粒を少量含む。住居２層と同じ。
２　暗茶褐色粘質土　

白色軽石粒、焼土粒を微量含む。粘質。
３　暗褐色土　

焼土粒・ブロックをやや多く含む。
４　黒褐色土　

ローム粒、焼土粒を微量含む。
５　暗褐色土　

焼土粒・小ブロックを少量含む。
６　黄褐色土　

ローム土を主体とし、暗褐色土が微量混入する。（残存袖部）
７　暗褐色土　

ローム粒、暗灰色砂質土小ブロックを少量含む。（残存袖部）
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第４9図　１3号住居出土遺物

第１２表　１3号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第４9図 
１

土師器 
杯

埋土中　　　　
口縁部～底部片

口 １２．8 細砂粒／良好／明
赤褐

口縁部横ナデ、体部上半ナデ、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第４9図 
ＰＬ．3７ ２

須恵器 
杯

床直　　　　　
口縁部を僅かに
欠損

口
底

１２．２ 
７．0

高 3．3 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第４9図 
３

土師器 
鉢

埋土中　　　　
口縁部～体部片

口 ２0．3 細砂粒／良好／明
赤褐

外面体部に輪積み痕が残る。口縁部横ナデ、口縁部下はナ
デ、体部はヘラ削り。内面は体部がヘラナデ。

第４9図 
ＰＬ．3７

４
土師器 
甕

カマド右袖　
3／5

口
底

１9．７ 
3．6

高 
胴

30．７ 
１9．9

細砂粒・褐粒／良
好／明赤褐

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴
部から底部はヘラ削り。内面は底部から胴部はヘラナデ。

第４9図 
ＰＬ．3７ ５

土師器 
甕

カマド内　　　
口縁部～胴部上
位片

口 ２0．5 細砂粒／良好／鈍
い黄橙

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、
胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

１

２

３

４

５
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１４号住居
１　暗褐色土　白色軽石粒をやや多く含む。
２　暗褐色土　１層よりやや明るく、ローム粒を含む。やや粘質ぎみ。
３　暗褐色土　ローム粒、ロームブロックを多く含む。粘質ぎみ。

１４号住居カマド
１　暗褐色土　

白色軽石粒、ローム粒を少量含む。住居２層と同じ。
２　黄褐色土　

ローム土を主とし、暗褐色土小ブロック・焼土粒を微
量含む。

３　暗褐色土　
焼土粒・小ブロックをやや多く含む。

４　黒褐色土　
炭化物、焼土粒を微量含む。

５　黄褐色土　
ローム土を主体とし、暗褐色土を微量混入。内壁が被
熱し焼土化する。（残存袖部）

６　黄褐色土　
ローム土を主体とし、暗褐色土を混入。５層より暗い。

（残存袖部）
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第5１図 
１

土師器 
杯

カマド内　　　
口縁部～底部片

口 １１．0 細砂粒／良好／明
黄褐

口縁部横ナデ、体部上半ナデ、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

内外の口唇部
に煤が付着。

第5１図 
２

土師器 
杯

カマド内　　　
口縁部～体部片

口 １４．8 細砂粒／良好／鈍
い橙

口縁部横ナデ、体部上半ナデ、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第5１図 
ＰＬ．3７

３
須恵器 
杯

埋土中　　　
１／5

口
底

１3．0 
8．0

高 3．5 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第5１図 
ＰＬ．3７

４
須恵器 
甑

カマド内　　　
把手片

細砂粒／還元焔／
灰

把手は貼付、上面はヘラ削り後基部にナデ、裏面・側面は
ヘラ削り。

金属製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

長さ 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚さ 
（ｃｍ）

重さ
（ｇ）

特 徴　・　状 態 備　　考

第 5１ 図 
ＰＬ．４9

５
鉄器　　　　
針？

埋土中　　
一部片

（3．9） 0．２　 0．１　 （0．７） 錆化が激しい。内部が空洞化している。

５（１／２）

１
２

３

４
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１5号住居
１　暗褐色土　

白色軽石粒を少量含む。砂質ぎみ。
２　暗褐色土　

白色軽石粒、ローム小ブロックを少量含む。
３　暗褐色土　

ローム粒・小ブロックを多く、焼土粒を少量含む。
４　黒褐色土　

ローム小ブロックを少量、焼土粒を微量含む。
５　暗褐色土　

ローム小ブロック、焼土粒を多量含む。

１5号住居カマド
１　暗褐色土　

白色の軽石粒、焼土ブロックを少量含む。住居１層
と同じ。

２　赤褐色土　
焼土ブロック、焼土粒子を主とする。

３　暗褐色土　
ローム粒・小ブロックをやや多く、焼土粒を含む。
住居３層と同じ。

４　暗褐色土　
ローム小ブロック・焼土ブロック・炭化物を含む。
住居５層と同じ。

５　赤褐色土　
焼土ブロック、焼土粒子を多量に含む。

６　暗褐色土　
僅かに焼土粒を含む。

７　黄褐色土　
ローム土を主体とし、焼土粒を微量含む。（残存袖部）
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８

９

１0

１１

１
２

３
４ ５



る。

１５号住居　（第5２・53図、第１４・４9表、ＰＬ． ８・3７・38・

４9）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４４5 ～ 36，４50

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４２5 ～ 39，４30

　形状：縦長方形

　規模：長辺3．5ｍ　短辺3．１２ｍ　壁高４４ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－5１°－Ｅ

　床面積：5．65㎡

　本住居は、２区の中央に位置し、住居の北隅から北西

壁にかけて１6号住居と重複する。土層断面の確認から、

本住居が新しいことを確認している。周囲の同時期の遺

構には、重複する１6号住居の西および北西に１２ ～ １４・

１７号住居が、北東に１１号住居、南東に１0号住居が近接す

る。

　住居の残存状態は良好で、床面までの掘り込みも深い。

埋土は、暗褐色土を主に４層の黒褐色土を含め、５層に

分層できる。埋土中には、ローム小ブロックを少量混在

させることから人為的堆積の可能性をもつ。壁の状態は、

全体にやや傾斜をもって立ち上がるものの、南壁中央に

は床面よりも一段高いステップを外側に有し、ステップ

周囲が大きく広がる。このため、住居プランが大きく歪

む。ちなみに、このステップ部分の埋土には、３層およ

び５層が堆積することから、住居に伴う施設であり、入

り口部の可能性をもつ。床面は平坦で、周溝は検出され

ていない。カマドは北東壁のほぼ中央に位置する。残存

する規模は、全長１．53ｍ（焚き口から燃焼部長７3ｃｍ、煙

道部長80ｃｍ）、幅１．56ｍを測る。残存状態は良好で、両

袖部は住居内に広く大きく張り出し、焚き口部から燃焼

部底面の窪みは住居内に位置し、煙道部は細く外側へ長

く突出する。また、焚き口部手前には径3７ｃｍ、深さ２0ｃｍ

程の円形の穴を有する。断面観察から、残存する袖部は、

第１４表　１5号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第53図 
１

土師器 
杯

埋土中　　　　
口縁部～体部片

口
底

１5．6 
8．8

高 3．8 細砂粒／良好／橙 
口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。

第53図 
ＰＬ．3７

２
須恵器 
杯

カマド内　　　
口縁部１／3欠損

口
底

１２．6 
5．8

高 3．6 細砂粒／酸化焔／
灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第53図 
ＰＬ．3７ ３

須恵器 
杯

埋土中　　　　
口縁部僅かに欠損

口
底

１3．１ 
７．0

高 3．9 
細砂粒・チャート
／酸化焔／鈍い黄
橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
内外面の底部
に「十」の墨
書。

第53図 
ＰＬ．3７

４
須恵器 
杯

埋土中　　　　
口縁部～底部片

口
底

１3．２ 
6．0

細砂粒／酸化焔／
鈍い橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第53図 
ＰＬ．3７

５
須恵器 
杯

床直　　　　
１／3

口
底

１3．8 
７．２

高 ４．７ 細砂粒多・角閃石
／還元焔／灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第53図 
６

須恵器 
杯

埋土中　　　　
底部～体部

底 5．４ 細砂粒・白粒／還
元焔／灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第53図 
ＰＬ．3７ ７

須恵器 
杯

埋土中　　　　
底部～体部

底 6．0 細砂粒・角閃石／
還元焔／灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
内面底部の一
部に漆が付
着。

第53図 
ＰＬ．3７ ８

須恵器 
杯

埋土中　　　　
底部～体部片

底 ７．0 細砂粒／還元焔／
灰黄褐

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
外面底部に墨
書。一部のた
め判読不能。

第53図 
ＰＬ．38

９
須恵器 
鉢

埋土中　　　　
3／４

口
底

１４．8 
７．１

高 ７．４ 細砂粒／酸化焔／
鈍い黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
鉄鉢。 

第53図 
ＰＬ．38 １0

須恵器 
長頸壷

埋土中　　　　
底部～胴部

底 
台

8．７ 
9．0

細砂粒・粗砂粒・
褐粒／還元焔／灰
黄褐

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、胴部下位に２段の
回転ヘラ削り。

第53図 
１１

土師器 
甕

埋土中　　　　
口縁部～胴部上
位片

口 １9．0 細砂粒／良好／明
赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

金属製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

長さ 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚さ 
（ｃｍ）

重さ
（ｇ）

特 徴　・　状 態 備　　考

 
ＰＬ．４9

１２ 椀形鍛冶滓
埋土中　　
１／２

径　４．0 １．5　 －
側縁が弧状となる極小の椀形鍛冶滓で、半面を欠く。上面
は平坦であるが、やや凹凸がある。下面は椀状。波面には
気孔が認められる。

磁着あり。



ロームを主とした黄褐色土で構築されている。支脚は検

出されていない。貯蔵穴および柱穴も検出されていない。

　床面はローム面に構築されているが、カマドの左側に

は径60ｃｍ、深さ１２ｃｍを測る床下土坑が検出された。

　遺物の出土状況は、全体的には散漫で、大半が埋土中

からである。なお、カマドの焚き口部付近の上位埋土中

には、長さ２0ｃｍ前後の円礫が６個纏まって出土している。

図示したのは、１の土師器杯、２～７の須恵器杯７点の

内、５は住居西隅付近の床面出土で、２はカマド内から

である。３は底部の内外面に「十」の墨書を有し、８も底

部外面に墨書（文字不明）がある。９は須恵器鉢。１0は須

恵器長頸壺。さらに、１１の甕がある。また、図示しなかっ

たが、埋土中から椀形鍛冶滓（第１４表、ＰＬ．４9）が出土し

ている。他に、未掲載遺物として土師器片338片、須恵

器片36片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀第４四半期と考えられ

る。

１６号住居　（第5４ ～ 5７図、第１5・４9表、ＰＬ． ８・38）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４４6 ～ 36，４5２

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４２７ ～ 39，４3４

　形状：縦長方形

　規模：長辺４．5ｍ　短辺3．４７ｍ　壁高４5ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－４8°－Ｅ

　床面積：１１．6４㎡

　本住居は、２区の中央に位置し、住居の南東隅から南

壁中央部にかけて１5号住居と重複する。土層断面の確認

から、本住居が旧い。周囲の同時期の遺構には、本住居

の西および北西に１２ ～ １４・１７号住居が、北東に１１号住居、

重複する１5号住居の南東に１0号住居が近接する。

　住居の残存状態は、南東隅から南壁中央部にかけて１5

号住居の西壁と接するように重複するが、床面までの掘

り込みも深く、比較的良好である。なお、北西隅は旧い

風倒木痕と重複していた。埋土は、１層の暗褐色土と２

～５層の黒褐色土を主に、５層に分層できる。埋土中に

は、ローム小ブロックを多く混在させることから人為的

堆積と考えられる。壁の状態は、全体にやや傾斜をもっ

て立ち上がるものの、北壁から東壁にかけての上部は広

がりぎみとなる。床面は平坦で、周溝は検出されていな

い。カマドは東壁の中央南寄りに位置する。残存する規

模は、全長１．２5ｍ（焚き口から燃焼部長７8ｃｍ、煙道部長

４７ｃｍ）、幅１．0２ｍを測る。残存状態は良好で、両袖部は

住居内に僅かに張り出し、両袖共に袖石を有する。焚き

口部から燃焼部底面の窪みは住居内から壁の外側に大き

く張り出し、さらに煙道部が外側へ突出する。袖石は、

両者共に長さ30ｃｍ程の長方体状の自然礫を使用してい

る。また、焚き口部前の床面から、長さ１9ｃｍ、幅７．5ｃｍ

程の被熱した棒状の自然礫が出土しており、支脚石と考

えられる。貯蔵穴はカマドの右側で、住居の南東隅に位

置する。楕円形を呈し、南壁に接するように縦長に配置

され、規模は長軸１．05ｍ、短軸60ｃｍ、深さ１5ｃｍを測る。

柱穴は検出されていない。

　床面はローム面に構築されているが、床中央から北東

側にかけて大型の床下土坑が検出された。床下土坑は、

やや不整な楕円状を呈し、規模は長軸２．４ｍ、短軸２．08ｍ、

深さ１0 ～ １７ｃｍを測り、底面はカマド前付近がやや深く

なる。

　遺物の出土状況は、全体的には散漫で、大半が埋土中

からである。図示した１・２の須恵器杯の内、１はカマ

ド左脇の床面出土で、２は住居北壁付近の床面出土であ

る。３～７の土師器甕５点の内、３は北西隅付近の床面

から、５～７はカマド内、４は床下土坑内からの出土で

ある。また、床下土坑からは鉄鏃の頸部小片が出土して

いる。他に、未掲載遺物として土師器片２93片、須恵器

片39片、緑釉陶器片１片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀第３四半期と考えられ

る。

１７号住居　（第58・59図、第１6・４9表、ＰＬ． ９・38）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４55 ～ 36，４59

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４30 ～ 39，４35

　形状：方形

　規模：長辺3．２ｍ　短辺（２．７5）ｍ　壁高3４ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－5１°－Ｅ

　床面積：（6．１２）㎡

　本住居は、２区の中央に位置し、住居の北壁部分を１４

号溝と重複する。遺構確認において、本住居が旧いこと

を確認している。周囲の同時期の遺構には、西側に１２

～ １４号住居・１４0号土坑が、南側に１5・１6号住居が重複

して在り、南東８ｍには１１号住居、北東１0ｍには１8号住

居が点在する。

　住居の残存状態は、１４号溝と重複するため、北壁を検
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１6号住居
１　暗褐色土　

白色軽石粒、ローム粒を少量含む。砂質ぎみ。
２　黒褐色土　

ローム粒・小ブロックをやや多く含む。
３　黒褐色土　

ローム小ブロックを少量、焼土粒を微量含む。
４　黒褐色土　

ローム粒・小ブロックをやや多く含む。
５　黒褐色土　

ローム小ブロックを少量含む。やや粘質ぎみ。
６　黄褐色土　

ローム土を主体とし、黒褐色土と焼土粒を少
量混入。（床下土坑覆土）

１6号住居カマド
１　暗褐色土　

ロームブロックをやや多く、焼土粒を微量含
む。住居３層と同じ。

２　黄褐色土　
ローム土を主体とし、下層はやや焼土化する。

（残存天井部？）
３　暗褐色土　

焼土粒・小ブロックを多く含む。ローム土混
入。

４　黒褐色土　
炭化物をやや多く、焼土粒を少量含む。
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第56図　１6号住居出土遺物（１）
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１ ２

３

４ ５
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第5７図　１6号住居出土遺物（２）

第58図　１７号住居出土遺物

第１6表　１７号住居出土遺物観察表

第１5表　１6号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第56図 
ＰＬ．38

１
須恵器 
杯

床直　　　　　
口縁部１／４欠損

口
底

１２．７ 
6．9

高
3．２ 細砂粒・白粒／還

元焔／灰オリーブ
ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第56図 
ＰＬ．38

２
須恵器 
杯

床直　　　　　
口縁部１／４欠損

口
底

１3．6 
７．0

高 3．8 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第56図
３

土師器 
甕

床直　　　　　口縁
部～胴部上位片

口 １3．0 細砂粒／良好／鈍
い赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第56図 
４

土師器 
甕

床下土坑内　　
口縁部～胴部上
位片

口 １9．8 細砂粒多／良好／
明赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第56図 
ＰＬ．38 ５

土師器 
甕

カマド内　　　
口縁部～胴部上
位片

口 
２0．２

細砂粒／良好／鈍
い赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第5７図 
ＰＬ．38 ６

土師器 
甕

カマド内　　　
口縁部～胴部上
位片

口 ２0．４ 細砂粒多／良好／
鈍い黄橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第5７図 
ＰＬ．38 ７

土師器 
甕

カマド内　　　
底部～胴部下半
片

底 5．２ 細砂粒多／良好／
鈍い赤褐

内面中位に輪積み痕が残る。底部と胴部はヘラ削り。内面
はヘラナデ。

土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第58図 
ＰＬ．38

１
土師器 
杯

カマド内　　　
１／3

口 
稜

１４．6 
１４．４

細砂粒／良好／鈍
い黄橙

口縁部横ナデ、体部 ( 稜下 ) 上半はナデ、下半から底部は
手持ちヘラ削り。

第58図 
ＰＬ．38

２
土師器 
杯

カマド内　　　
１／４　　　

口 １3．２ 細砂粒／良好／鈍
い黄橙

口縁部は横ナデ、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第58図 
３

須恵器 
杯蓋

カマド内　　　口
縁部～天井部片

口 １5．0 細砂粒・白粒／還
元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。摘みは貼付か、天井部は中ほど
まで回転ヘラ削り。

６

７

１ ２ ３
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１７号住居
１　暗褐色土　

白色軽石粒を少量含む。砂質ぎみ。
２　暗褐色土　

白色軽石粒、ローム小ブロックを少量含む。
３　暗褐色土　

ローム小ブロックを多く、黒褐色土ブロック
を少量含む。

１７号住居カマド
１　暗褐色土　

白色軽石粒、ローム小ブロックを少量含む。住居２層と同じ。
２　暗褐色土　

ローム小ブロック、焼土粒を多く含む。
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１8号住居
１　暗褐色土　

白色の軽石粒を含む。
２　暗褐色土　

１層よりやや明るく、ローム粒を含む。やや粘質ぎみ。
３　暗褐色土　

ローム粒・ブロックを多く含む。やや粘質ぎみ。
４　黒褐色土　

混入物なく、近世以降のピットか。
５　暗褐色土　

ローム粒、焼土粒を少量含む。堅く締まる。（旧床面埋土）

１8号住居カマド（新）
１　暗褐色土　

ローム粒・ブロックを多く、焼土粒を微量含む。住居３層
と同じ。

２　暗褐色土　
ローム小ブロックを少量、焼土粒を多く含む。

３　黒褐色土　
ローム粒を微量、焼土粒を少量含む。

４　黄褐色土　
ローム土を主体とし、暗褐色土を混入。（残存袖部）
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１8号住居　床下土坑
１　暗褐色土　

ローム粒を多量、焼土粒を微量含む。
２　暗褐色土　

ローム小ブロックを少量含む。

１8号住居カマド（旧）
１　暗褐色土　

ローム粒・小ブロックを多く、焼土粒を微量含む。
２　暗褐色土　

ローム粒、焼土粒・ブロックを少量含む。
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第6２図　１8号住居出土遺物

第１７表　１8号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第6２図 
ＰＬ．38 １

土師器 
杯

埋土中　　　　
底部小片

細砂粒／良好／鈍
い赤褐

底部は手持ちヘラ削り。 
外面底部に墨
書？判読不
能。

第6２図 
ＰＬ．38

２
須恵器 
杯

埋土中　　　　
１／3

口
底

１２．２ 
７．４

高 3．9 細砂粒／還元焔／
灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転ヘラ削り。

第6２図 
ＰＬ．38

３
須恵器 
杯

埋土中　　　　
１／４

口
底

１3．0 
6．0

高 ４．0 細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第6２図 
ＰＬ．38

４
土師器 
台付甕

埋土中　　　　
胴部下位～脚部

底 ４．6 細砂粒／良好／鈍
い赤褐

脚部は貼付か、脚部は内外面とも横ナデ。 

第6２図 
ＰＬ．38 ５

土師器 
甕

埋土中　　　　
口縁部～胴部上
位片

口
胴

１8．４ 
２１．２

細砂粒／良好／鈍
い赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第6２図 
ＰＬ．38 ６

土師器 
甕

埋土中　　　　
口縁部～胴部中
位片

口
胴

１9．8 
１9．3

細砂粒／良好／橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第6２図 
７

土師器 
甕

埋土中　　　　
口縁部～胴部上
位片

口 ２0．４ 細砂粒／良好／鈍
い橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第6２図 
８

土師器 
甕

床直　　　　　
口縁部～胴部上
位片

口
胴

２0．6 
２１．７

細砂粒／良好／明
赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面は頸部下
半から胴部にヘラナデ。

６

７

８

１
２ ３ ４

５



出することはできなかったが、床面の掘り込みも深く、

比較的良好である。埋土は、暗褐色土を主に３層に分層

できる。埋土中には、ローム小ブロックを少量混在させ

ることから人為的堆積の可能性をもつ。壁の状態は、全

体に傾斜をもって立ち上がる。床面は平坦で、周溝は検

出されていない。カマドは東壁の中央南寄りに位置する。

残存する規模は、全長１．35ｍ（焚き口から燃焼部長90ｃｍ、

煙道部長４5ｃｍ）、幅１．3２ｍを測る。残存状態は良好で、

両袖部は住居内に極僅かに張り出し、焚き口部から燃焼

部底面の窪みは住居内から壁の外側に大きく張り出し、

さらに煙道部が外側へ突出する。煙道の内側口の位置は、

燃焼部底面よりも一段高い位置から続く。また、燃焼部

底面の中央から、長さ２２ｃｍ、幅１１ ～ １７ｃｍの棒状礫が支

脚石として検出されている。貯蔵穴および柱穴は検出さ

れていない。

　床面はローム面に構築されており、下部構造は検出さ

れていない。

　遺物の出土状況は、全体的に散漫で、大半が埋土中か

らである。図示したのは、１・２の土師器杯、３の須恵

器蓋で、これらはカマド内から出土している。他に、未

掲載遺物として土師器片２35片、須恵器片４１片、灰釉陶

器片１片がある。

　出土土器から、本住居は８世紀第２四半期と考えられ

る。

１８号住居　（第60 ～ 6２図、第１７・４9表、ＰＬ． ９・38）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４6２ ～ 36，４6７

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４２0 ～ 39，４２４

　形状：縦長方形

　規模：長辺3．１４ｍ　短辺２．85ｍ　壁高30ｃｍ

　主軸方向：（新）Ｎ－53°－Ｅ

　　　　　  （旧）Ｎ－39°－Ｗ

　床面積：6．７3㎡

　本住居は、２区中央の東に寄った辺りに位置する。周

囲の同時期の遺構には、北東３ｍに２9号住居が近接し、

北西７ｍに２0号住居が、南西１0ｍに１７号住居、南８ｍに

１１号住居が点在する。

　住居の残存状態は、重複する遺構もなく、極めて良好

である。埋土は、暗褐色土を主とした３層に分層できる。

埋土中には、ロームブロックを混在させることから人為

的堆積の可能性をもつ。壁の状態は、全体にやや傾斜を

もって立ち上がる。床面は平坦で、周溝は検出されてい

ない。カマドは東壁の中央南寄りに位置する。残存する

規模は、全長１．２3ｍ（焚き口から燃焼部長89ｃｍ、煙道部

長3４ｃｍ）、幅6１ｃｍを測る。残存状態は良好で、両袖部は

住居内に極僅かに張り出し、焚き口部から燃焼部底面の

窪みは住居内から壁の外側に大きく張り出し、さらに煙

道部が外側へ突出する。断面観察から、残存する袖部は、

ロームを主とした黄褐色土で構築されている。支脚は検

出されていない。貯蔵穴はカマドの右側で、住居の南東

隅に位置する。楕円形を呈し、横長に配置され、規模は

長軸４8ｃｍ、短軸４１ｃｍ、深さ１3ｃｍを測る。柱穴は検出され

ていない。

　床面下は、全体が堅く締まった暗褐色土であり、掘り

方の存在を想定した。調査の結果、床面下は深さ１0ｃｍ前

後で、その底面は平坦なローム面が硬化しており、床面

状を呈していた。また、西壁際には長さ１．0ｍ程である

が、幅１７ｃｍ、深さ５ｃｍを測る周溝上の溝が検出された。

さらに、北壁中央において、カマドの残痕が検出される

に至り、本住居の旧い段階の住居であることが判明した。

つまり、北壁にカマドを有した横長方形の住居から、東

壁にカマドを持つ縦長方形の住居へと改築したこととな

る。なお、カマドの痕跡は、規模を全長１．１１ｍ（焚き口

から燃焼部長56ｃｍ、煙道部長55ｃｍ）、幅65ｃｍを測る。北

壁中央に突出した煙道部と、床面上に残る燃焼部底面の

窪みだけである。もう一つ、この旧住居調査時に、床下

土坑が南西隅に検出された。方形を呈し、一辺１．0ｍ前後、

深さ3２ｃｍを測るが、新旧のどちらに伴うかは不明。

　遺物の出土状況は、全体的に散漫でやや少なく、大半

が埋土中からである。図示したのは、底部外面に墨書（文

字不明）をもつ１の土師器杯、２・３の須恵器杯、４の

台付き甕の脚部、５～８の甕４点であるが、８の甕は床

直出土とカマド内出土の土器が接合している。他に、未

掲載遺物として土師器片１４0片、須恵器片１8片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀第１四半期と考えられ

る。

１９号住居　（第63・6４図、第１8・４9表、ＰＬ． ９・１0・38）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４55 ～ 36，４60

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４４７ ～ 39，４53

　形状：縦長方形

　規模：長辺3．85ｍ　短辺3．４5ｍ　壁高４0ｃｍ

第４節　奈良時代以降の遺構と遺物

79



０ ２ｍ１: 60

０ １ｍ１: 30

Ｂ Ｂ′Ｌ=４9．４0ｍ

１
２

3 ４

Ａ
Ａ

′
Ｌ=

４9
．４

0ｍ

１
２

3
４

カ
マ

ド

45
9

-4
48

45
9

-4
49

Ｃ
Ｃ

′

Ｄ Ｄ′

Ｄ Ｄ′Ｌ=４9．50ｍ

１ ２

3

４

5

6

７

Ｃ
Ｃ

′
Ｌ=

４9
．5

0ｍ

１
２

3

２２号溝

45
5

-4
50

46
0

-4
50

Ｃ
Ｃ

′

Ｂ Ｂ′

Ｄ Ｄ′

Ａ
Ａ

′

Ｄ′Ｄ

第63図　１9号住居・カマド平面図

カマド

第３章　検出された遺構と遺物

80

１9号住居
１　暗褐色土　

白色軽石粒をやや多く含む。
２　暗褐色土　

ローム粒をやや多く含む。やや粘質ぎみ。
３　暗褐色土　

ローム粒・ブロックを多く含む。やや粘質ぎ
み。

４　暗褐色土　
ローム小ブロックをやや多く、暗灰色砂質土
ブロックを少量含む。（掘り方覆土）

１9号住居カマド
１　暗褐色土　

白色軽石粒、ローム粒を含む。住居２層と同
じ。

２　暗褐色土　
ローム小ブロックをやや多く、焼土粒を少量
含む。

３　暗褐色土　
ローム小ブロック、焼土小ブロックを少量含
む。

４　黄褐色土　
ローム土を主とし、暗褐色土小ブロックを微
量含む。内壁が被熱し焼土化する。（残存袖部）

５　暗褐色土　
ローム土を混入。内壁が被熱し焼土化する。

（残存袖部）
６　黄褐色土　

ローム土を主とし、暗褐色土を少量混入。内
壁が被熱し焼土化する。（残存袖部）

７　黄褐色土　
ローム土を主とし、暗褐色土小ブロックを微
量含む。内壁が被熱し焼土化する。（残存袖部）



０ 10㎝１:３

　主軸方向：Ｎ－58°－Ｅ

　床面積：１0．8㎡

　本住居は、２区中央の北西に寄った辺りに位置し、調

査区の西側を沿うように走向するする２２号溝の東際にあ

り、住居の西壁を接するように２２号溝と重複する。遺構

確認時において、本住居が旧いことを確認している。周

囲の同時期の遺構には、南東６ｍに１２号住居が、北西１0

ｍに２１号住居が点在する。

　住居の残存状態は、西壁を接するように２２号溝と重複

するが、床面までの掘り込みも深く、極めて良好である。

埋土は、暗褐色土を主に３層に分層できる。埋土中には、

ローム粒・ブロックを多く混在させることから人為的堆

積と考えられる。壁の状態は、全体にやや傾斜をもって

立ち上がる。床面は平坦で、周溝は検出されていないが、

床中央南側に帯状の高まりが確認された。この高まりは

かなり堅く締まり、長さ１．２ｍ、幅４0ｃｍ、高さ５ｃｍ前後で、

頂部の幅は１２ｃｍを測り、南壁に沿うように、壁から４5ｃｍ

程離れて存在する。用途は不明であるが、先の１5号住居

の例から、入り口施設に関わる可能性もある。カマドは

東壁の中央に位置する。残存する規模は、全長１．２４ｍ（焚

き口から燃焼部長59ｃｍ、煙道部長65ｃｍ）、幅１．１ｍを測る。

残存状態は良好で、両袖部は住居内に大きく張り出し、

内壁が被熱し焼土化する。焚き口部から燃焼部底面の窪

みは住居内にあり、煙道部が外側へ突出する。断面観察

から、残存する袖部は、ロームを主とした黄褐色土と、

ロームを混在させた暗褐色土を積み上げて構築されてい

る。支脚は検出されていない。貯蔵穴および柱穴も検出

されていない。

　床面下には、掘り方が確認された。掘り方はほぼ全面

に及び、底面は平坦に近いが僅かに凹凸をもつ。床面か

ら底面までの深さは５～８ｃｍを測る。この掘り方覆土は、

ローム小ブロックと暗灰色砂質土ブロックを含む暗褐色

土で、床面となる上面は堅く硬化している。

　遺物の出土状況は、全体的に散漫で、大半が埋土中か

らである。図示できたのは、１の須恵器杯と２の須恵器

椀の２点のみである。他に、未掲載遺物として土師器片

２２9片、須恵器片38片がある。

　出土土器から、本住居は８世紀末から９世紀初頭と考

えられる。

２０号住居　（第65・66図、第１9・４9表、ＰＬ．１0・38・４6）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４6７ ～ 36，４７２

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４２9 ～ 39，４3４

　形状：横長方形

　規模：長辺3．5４ｍ　短辺２．95ｍ　壁高35ｃｍ

第6４図　１9号住居出土遺物

第１8表　１9号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第6４図 
１

須恵器 
杯

埋土中　　　　
１／5

口
底

１２．２ 
8．0

高 3．3 細砂粒／還元焔／
灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転ヘラ削り。

第6４図 
ＰＬ．38 ２

須恵器 
椀

埋土中　　　　
3／5

口
底

１5．8 
７．２

高 6．3 
細砂粒・粗砂粒・
角閃石／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

１

２



　主軸方向：Ｎ－９°－Ｗ

　床面積：8．１１㎡

　本住居は、２区北側の住居が集中する一群の南に位置

する。周囲の同時期の遺構には、北側１ｍに２8号住居が

近接し、北西に２４ ～ ２７・30号住居が集中し、東１0ｍに

２１号住居、南東６ｍに１8号住居が点在する。

　住居の残存状態は、重複する遺構もなく、極めて良好

である。埋土は、主に暗褐色土の１・２層と、褐色土の

３層に分層できる。埋土中には、ローム粒を多く混在さ

せることから人為的堆積の可能性をもつ。壁の状態は、

全体にやや傾斜をもって立ち上がる。床面は平坦で、周

溝は検出されていない。カマドは北壁中央に位置する。

残存する規模は、全長１．４ｍ（焚き口から燃焼部長１．08ｍ、

煙道部長3２ｃｍ）、幅１．0ｍを測る。残存状態は良好で、両

袖部は住居内に極僅かに張り出し、焚き口部から燃焼部

底面の窪みは住居内から壁の外側に大きく張り出し、さ

らに煙道部が外側へ突出する。断面観察から、残存する

袖部は、暗褐色土粘質土ブロックを多く含む暗褐色土と、

ロームを主とした黄褐色土で構築されている。支脚は検

出されていない。貯蔵穴および柱穴も検出されていない。

　床面はローム面に構築されており、下部構造は検出さ

れていない。

　遺物の出土状況は、全体的に散漫で、大半が埋土中か

らであるが、比較的カマド周辺部に多い状況であった。

図示した１09の須恵器の椀はカマド内出土で、１１0の土師

器の甕は北西隅付近の床面から出土している。他に、未

掲載遺物として土師器片２７４片、須恵器片3１片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀第１四半期と考えられ

る。

２１号住居　（第6７ ～ 69図、第２0・４9表、ＰＬ．１0・１１・39・

４6･４７・４9）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４6７ ～ 36，４７１

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４55 ～ 39，４59

　形状：横長方形

　規模：長辺3．05ｍ　短辺２．3７ｍ　壁高２8ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－７5°－Ｅ

　床面積：5．２5㎡

　本住居は、２区の最も西に位置し、調査区の西側を沿

うように走向するする２２号溝の東際にある。住居の西壁

を僅かに接するように２２号溝と重複する。遺構確認時に

おいて、本住居が旧いことを確認している。周囲の同時

期の遺構には、南東１0ｍに１9号住居が、北東１１ｍに２７号

住居、同１6ｍに２４号住居が点在する。

　住居の残存状態は、僅かに西壁を接するように２２号溝

と重複するが、床面までの掘り込みも深く、極めて良好

である。埋土は、褐色土を主とし、暗褐色土との４層に

分層できる。埋土中には、ローム小ブロックを多く混在

させることから人為的堆積と考えられる。壁の状態は、

全体にやや傾斜をもって立ち上がる。床面は平坦で、周

溝は検出されていない。カマドは東壁の中央南寄りに位

置する。残存する規模は、全長１．5２ｍ（焚き口から燃焼

部長１．２5ｍ、煙道部長２７ｃｍ）、幅４７ｃｍを測る。残存状態

は極めて良好で、両袖部は住居内に僅かに張り出し、両

袖共に袖石を有する。焚き口部から燃焼部底面の窪みは

住居内から壁の外側に大きく張り出し、さらに煙道部が

外側へ長く突出する。袖石には、右袖石に長さ２0ｃｍ程の

長方体状の自然礫を使用し、左袖石は長方体状に４面を

面取りして形状を整えた凝灰岩質の石材が用いられてい

る。また、断面観察から、残存する袖部は、袖石外側に

ロームを主とした黄褐色土を積み上げて構築している。

特に、燃焼部位置には大小２個体の甕が正位で出土して

おり、左側の甕の下部から支脚石が検出された。支脚石

には、棒状の自然礫が使用されている。貯蔵穴および柱

穴は検出されていない。

　床面はローム面に構築されており、下部構造は検出さ

れていない。

　遺物の出土状況は、全体的に散漫であるが、極めてカ

マド内における出土状態が良好であった。カマド燃焼部

位置に正位で出土した甕２点の内、左側に出土したのが

７でほぼ完形。右側が４の小型台付き甕で脚部を欠く完

形で出土。ただし、脚部は住居埋土からの出土で接合し

ている。また、焚き口部位置で横位で出土したのが５の

甕であり、半面を欠く半完形（２／3）である。１の土師器

高盤は、体部の内面が黒色処理された土器で、東に5４ｍ

程離れた２3号住居出土の土器片と接合している。さらに、

カマド右脇からは石製の紡錘車が出土し、カマド前の床

面上からは鉄製品片が出土している。紡錘車は蛇紋岩製

で、上面には「米」と「毛」の二文字の刻書文字が確認でき

る。なお、床面付近からは、大きめな炭化材が多く出土

している状況も認められた。図示していないが、厚板状

第３章　検出された遺構と遺物

82



０ １ｍ１: 30

０ ２ｍ１: 60

Ｂ Ｂ′Ｌ=４9．50ｍ

１
２

3

Ａ
Ａ

′
Ｌ=

４9
．5

0ｍ

１
２

3

４

カ
マ

ド

Ｄ Ｄ′Ｌ=４9．30ｍ

１

２
3

４
5

Ｃ
Ｃ

′
Ｌ=

４9
．3

0ｍ

１

２
3

２6号溝 ２8号住居

471
-429

468
-433

撹乱 Ｃ
′

Ｃ
Ａ

Ａ
′

Ｄ

Ｂ Ｂ′

トレンチ

Ｄ Ｄ′Ｄ′

４

１

470
-432

471
-432

Ｃ
Ｃ

′

Ｄ Ｄ′Ｄ

１

第65図　２0号住居・カマド平面図

カマド

第４節　奈良時代以降の遺構と遺物

83

２0号住居
１　暗褐色土　

白色軽石粒を含む。
２　暗褐色土　

１層よりも暗く、焼土粒を少量含む。
３　褐色土　

ローム粒を多く含む。
４　黄褐色土　

ローム粒子を多量に含む。

２0号住居カマド
１　褐色土　

ローム粒を多く、焼土粒を微量含む。住居３
層と同じ。

２　暗褐色土　
ローム小ブロックを少量、焼土粒を多く含む。

３　暗褐色土　
ローム粒、焼土粒を微量含む。

４　暗褐色土　
硬化した暗褐色土粘質土ブロックを多く含
む。（残存袖部）

５　黄褐色土　
ローム土を主とし、暗褐色土小ブロックを少
量含む。（残存袖部）
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第66図　２0号住居出土遺物

第１9表　２0号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第66図 
ＰＬ．38

１
須恵器 
杯

カマド内　　　
3／４

口
底

１3．２ 
8．6

高
台

４．5 
8．8

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部回転ヘラ削り。

第66図 
ＰＬ．38 ２

土師器 
甕

埋土中　　　　
口縁部～胴部中
位片

口
胴

２１．0 
２3．0

細砂粒／良好／橙 内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

外面胴部下半
に煤が付着。

第66図 
ＰＬ．38 ３

土師器 
甕

埋土中　　　　
口縁部～胴部上
位片

口 ２２．２ 細砂粒／良好／鈍
い黄橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第66図 
ＰＬ．38

４
土師器 
甕

床直　　　　　口縁
部～胴部中位片

口
胴

２3．0 
２3．8

細砂粒／良好／橙
内外面に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴部
はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

石製品
挿図番号 

図版番号
ＮＯ．

器種 

形態・素材
出土位置

長 

（ｃｍ）

幅 

（ｃｍ）

厚 

（ｃｍ）

重 

（ｇ）
製作 ･ 使用状況 石材

ＰＬ．４6 ５
砥石　　　　

切り砥石　
埋土中 (４．１) (２．１) (１．8) １２．9 背面・左側面に使用面（砥面）が残る。 砥沢石

１

２

３

４
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２１号住居
１　褐色土　

白色軽石粒、焼土粒、炭化物を含む。
２　褐色土　

黄褐色土の小ブロックを多く含む。
３　暗褐色土　

黄褐色土の小ブロックを含み、炭化物を多く、
焼土小ブロックを含む。

４　褐色土　
１・２層より明るく、ローム土を混入。

２１号住居カマド
１　褐色土　黄褐色土小ブロックを多く、白色軽石粒を少量含む。住居２層と同じ。
２　暗褐色土　焼土粒を微量含む。
３　褐色土　ローム土を混入。炭化物を少量含む。住居４層と同じ。
４　黄褐色土　ローム土を主体とし、暗褐色土を少量混入。（残存袖部）
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第69図　２１号住居出土遺物（２）
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第68図 
ＰＬ．39

１
土師器 
高盤

埋土中　　　　
杯身部底部片

細砂粒／良好／鈍
い黄橙

内面黒色処理。内外面ともヘラ磨き。

第68図 
ＰＬ．39

２
須恵器 
杯

埋土中　　　　
１／3　　　　

口
底

１４．6 
9．0

高 3．8 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
内面は酸化焔
焼成。

第68図 
ＰＬ．39

３
須恵器 
椀

埋土中　　　　口縁
部を僅かに欠損

口
底

１４．0 
8．0

高
台

5．5 
７．２

細砂粒・白粒／還
元焔／灰白

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切り。

第68図 
ＰＬ．39

４
土師器 
台付甕

カマド内　　　
ほぼ完形

口
脚

１0．8 
8．3

高
胴

１6．0 
１２．0

細砂粒／良好／鈍
い赤褐

脚部は貼付、、口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り、
脚部は横ナデ。内面胴部はヘラナデ。

第68図 
ＰＬ．39

５
土師器 
甕

カマド焚き口　
２／3

口
底

１9．8 
４．１

高
胴

２5．２ 
２２．6

細砂粒／良好／鈍
い赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部から底部はヘラ削り。内面
は底部から胴部はヘラナデ。

第68図 
ＰＬ．39

６
土師器 
甕

埋土中　　　　
１／２　　　　

口
底

１9．8 
４．２

高
胴

２6．１ 
２２．0

細砂粒／良好／赤
褐

内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴
部から底部はヘラ削り。内面は底部から胴部はヘラナデ。

第68図 
ＰＬ．39

７
土師器 
甕

カマド内　　　
ほぼ完形

口
底

１9．７ 
3．9

高
胴

２７．２ 
２１．8

細砂粒／良好／橙 内面胴部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴
部から底部はヘラ削り。内面は底部から胴部はヘラナデ。

石製品
挿図番号 

図版番号
ＮＯ．

器種 

形態・素材
出土位置

長 

（ｃｍ）

幅 

（ｃｍ）

厚 

（ｃｍ）

重 

（ｇ）
製作 ･ 使用状況 石材

第69図 

ＰＬ．４７
８ 紡錘車

カマド脇　

床付近
４．４ ４．４ １．6 ４8．9　

全面が丁寧に研磨され、上面には「米」と「毛」の二文字の刻

書文字がある。紡茎孔径：0．9ｃｍ
蛇紋岩

ＰＬ．４6
９ カマド袖石 カマド袖 (１9．8) １４．5 6．４ １835．3 

厚板状（幅１４㎝・厚さ６㎝）に加工、カマド構造材として使

用。被熱して破損するため全長は不明。
未固結凝灰岩

ＰＬ．４７
１0 カマド袖石 カマド袖 (１0．４) (１0．8) ― 5４４．２ 

厚板状に加工、カマド構造材として使用。被熱して破損す

るため全長は不明。
未固結凝灰岩

金属製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

長さ 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚さ 
（ｃｍ）

重さ
（ｇ）

特 徴　・　状 態 備　　考

第69図 
ＰＬ．４9

１１
鉄器　　　　
鏃

床直　　　
茎部片

（3．４） 0．6　 0．２　 （１．0） 錆化が激しい。

８（１／２）
１１（１／２）
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第７１図 
ＰＬ．39

１
須恵器 
杯

埋土中　　　　
完形

口
底

１２．0 
6．0

高 3．７ 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第７１図 
ＰＬ．39

２
須恵器 
杯

床直　　　　
3／４　　　　

口
底

１3．8 
6．8

高 ４．２ 細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第７１図 
ＰＬ．39

３
須恵器 
杯

埋土中　　　　
２／3　　　　

口
底

１3．１ 
７．２

高 3．４ 細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第７１図 
ＰＬ．39

４
須恵器 
杯

埋土中　　　　
１／４　　　　

口
底

１3．２ 
７．0

高 3．9 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第７１図 
ＰＬ．39

５
須恵器 
杯

床直　　　　
3／5　　　　

口
底

１3．6 
8．0

高 3．8 細砂粒・角閃石／
酸化焔／鈍い黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第７１図 
ＰＬ．39 ６

須恵器 
杯

床直　　　　
１／3　　　　

口
底

１４．１ 
７．７

高 ４．２ 細砂粒・褐粒／酸
化焔／鈍い黄褐

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。
外面口縁部に

「上●」の墨
書。

第７１図 
ＰＬ．39 ７

土師器 
甕

床直　　　　　
口縁部～胴部上
位片

口
胴

２0．0 
２２．6

細砂粒／良好／赤
褐

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第７１図 
ＰＬ．39 ８

土師器 
甕

埋土中　　　　
底部～胴部下半
片

底 6．0 細砂粒／良好／暗
赤褐

内面胴部に輪積み痕が残る。底部と胴部はヘラ削り。内面
はヘラナデ。

石製品
挿図番号 

図版番号
ＮＯ．

器種 

形態・素材
出土位置

長 

（ｃｍ）

幅 

（ｃｍ）

厚 

（ｃｍ）

重 

（ｇ）
製作 ･ 使用状況 石材

 

ＰＬ．４6
９

石製品　　　

不明
覆土中 ２．0　 １．6　 0．8　 3．6　 碁石様の玉石で、光沢面が広がる。 珪質頁岩

２２号住居
１　暗褐色土　現代の攪乱。漆喰状の白色粒を含む。
２　暗褐色土　焼土粒を少量含む。砂質ぎみ。
３　暗褐色土　ローム粒を少量、焼土粒、炭化物を微量含む。
４　黄褐色土　ローム土を主体とし、暗褐色土小ブロックを含む。
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に加工された未固結凝灰岩製の袖石材が２点（第２0表、Ｐ

Ｌ．４6・４７）ある。他に、未掲載遺物として土師器片１9２片、

須恵器片１6片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀第３四半期と考えられ

る。

２２号住居　（第７0・７１図、第２１・４9表、ＰＬ．１１・39・４6）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４65 ～ 36，４７0

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，39４ ～ 39，４00

　形状：方形

　規模：長辺４．７6ｍ　短辺４．0７ｍ　壁高２７ｃｍ

　主軸方向：不明

　床面積：１１．6㎡

　本住居は、２区東側の調査区境に位置し、住居の北東

部が２区と３区の間の道路部分となる調査区外に当た

る。周囲の同時期の遺構には、南側１ｍに２3号住居が近

接し、西１5ｍに２9号住居が、同２２ｍに１8号住居が点在す

る。

　住居の北東部が調査区外にあるものの、住居全体の約

２／3を調査することができ、残存状態は比較的良好と言

えよう。上層の一部に攪乱土が及んでいるが、埋土は２・

３層の暗褐色土を主に、４層の黄褐色土を含む３層に分

層できる。埋土中には、ローム粒を小量混在させるが人

為的堆積かは不明。壁の状態は、全体に直立ぎみに立ち

上がる。床面は平坦で、周溝は検出されていない。カマ

第７１図　２２号住居出土遺物
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ドは調査範囲内では検出できなかった。東壁にカマドを

有するとすれば、縦長方形を呈する住居となる。柱穴は

検出されていない。

　床面はローム面に構築されており、下部構造は検出さ

れていない。

　遺物の出土状況は、全体的に散漫でやや少なく、北西

隅付近には床直遺物が目立つ。図示したのは、１～６の

須恵器杯、７・８の甕であるが、２・５・６の須恵器杯

および７の土師器の甕は、いずれも北西隅付近の床面出

土である。なお、６の口縁部外面には「上●」の墨書があ

る。石製品としては、９とした光沢面が広がる碁石様の

玉石が出土している。他に、未掲載遺物として土師器片

１05片、須恵器片４７片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀第３四半期と考えられ

る。

２３号住居　（第７２ ～ ７７図、第２２・４9表、ＰＬ．１１ ～ １3・４0・

４１・４9 ～ 5１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４58 ～ 36，４6４

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，39７ ～ 39，４0４

　形状：縦長方形

　規模：長辺5．１２ｍ　短辺3．8４ｍ　壁高30ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－63°－Ｅ

　床面積：１７．8１㎡

　本住居は、２区の東側に位置し、重複する遺構はない。

周囲の同時期の遺構には、北側１ｍに２２号住居が近接し、

北西１3ｍに２9号住居が、同１７ｍに１8号住居、南西１9ｍに

１１号住居、同１0ｍに１号掘立柱建物が点在する。

　住居の残存状態は、極めて良好である。埋土は、暗褐

色土を主とした２～５層までの４層に分層できる。ただ

し、床面を覆う４層中には、炭化物および小炭化材が多

く出土していることが確認されている。埋土中には、ロー

ム粒を小量混在させるが人為的堆積かは不明。壁の状態

は、全体に直立ぎみないし僅かに傾斜をもって立ち上が

る。床面は平坦で、周溝が検出されている。周溝は、幅

１3ｃｍ、深さ５ｃｍ程を測り、東壁のカマド付近および南西

隅を除く壁際に巡る。また、床面中央のやや西側付近に

は、被熱による焼土化した部分が検出された。その形状

は不整で、長さ80ｃｍ、幅55ｃｍ程を測る。カマドは東壁の

中央南寄りに位置する。残存する規模は、全長１．38ｍ（焚

き口から燃焼部長１．08ｍ、煙道部長30ｃｍ）、幅１．１5ｍを

測る。残存状態は極めて良好で、両袖部は住居内に張り

出し、焚き口部から燃焼部底面の窪みは住居内から壁の

外側に大きく張り出し、さらに煙道部が外側へ僅かに突

出する。また、断面観察から、煙道部天井の残存と考え

られる焼土ブロック主体の赤褐色土が確認されている。

残存する袖部は、ロームを掘り残した状態にあり、袖先

端がやや低い。なお、燃焼部位置には燃焼部底面左側に

棒状の自然礫を用いた支脚石が検出され、右側には１１の

甕が正位で出土している。さらに、焚き口部となる両袖

間には、１２（ほぼ完形）・１3（ほぼ完形）・１5（口縁部か

ら胴部上半）の３個体の甕が横位に潰れた状態で出土し

ている。ちなみに、１3の口縁部は左袖側を向き左側に、

１5は口縁部が左側を向き中央に、１２は口縁部が左側を向

き右側に位置している。この３個体の甕の出土状況から、

鳥居状となる焚き口部天井に用いられた可能性が高く、

３個体の口縁部を同一方向（左向き）に連結させ、両端を

袖に架けて構築していたと思われる。貯蔵穴はカマドの

右側で、住居の南東隅に位置する。楕円形を呈し、隅壁

に接するように配置され、規模は長軸65ｃｍ、短軸5４ｃｍ、

深さ１0ｃｍを測る。また、貯蔵穴の西側７0ｃｍ程の南壁傍に

は、径50ｃｍ、深さ２0ｃｍの円形の土坑が検出されている。

　床面はローム面に構築されており、下部構造は検出さ

れていない。

　遺物の出土状況は、カマド周辺に多く集中し、カマド

内およびカマド前・右側における出土状態が極めて良好

であった。カマド燃焼部位置に正位で出土した甕１点、

焚き口部での甕３点は先述した通りで、カマド前の床面

上からは４の土師器杯、６の須恵器杯蓋、７の須恵器椀、

１0の甕が、カマド右袖際の床面から僅かに傾いた状態で

２0の銅製容器、そして９の甕、貯蔵穴と土坑の間の床面

から１４の大型の甕が出土し、土坑際の床面付近からは８

の小型台付き甕が出土している。また、北東隅付近の床

面からは、１9の鉄斧が出土している。なお、２0の銅製容

器は、側面に三角形状に３つの孔をもち、また鋲留め箇

所を有する。鋲留め部は、鉄鋲と銅鋲の２種類があり、

本来はこの部分に柄が付いたものと考えられる。図示し

た他の土師器杯や須恵器杯蓋、甕はカマド周辺からの埋

土中出土であるが、比較的下位から出土している。さら

に、これら出土遺物の内、２・３の土師器杯の一部には

煤が付着し、５の須恵器杯蓋の内面が平滑化しているこ

第３章　検出された遺構と遺物
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２3号住居
１　暗灰褐色土　

現代の攪乱。
２　暗褐色土　

ローム土を多量に混入。炭化物を少量含む。
３　暗褐色土　

ローム粒を少量、炭化物をやや多く含む。
４　暗褐色土　

ローム粒・焼土粒を少量、炭化物を多く含む。
５　暗褐色土　

ローム粒・炭化物を少量、焼土粒・小ブロックを多く
含む。

２3号住居カマド
１　暗灰褐色土　

現代の攪乱。住居１層と同じ。
２　暗褐色土　

ローム粒・小ブロックをやや多く、焼土粒・炭化物を
少量含む。

３　赤褐色土　
硬化した焼土ブロックを主体とし、暗褐色土を少量含
む。（残存天井部？）

４　暗褐色土　
焼土粒を少量、炭化物を微量含む。
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第７3図　２3号住居カマドおよび周辺遺物出土状態
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遺物の縮尺は任意
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第７４図　２3号住居出土遺物（１）
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第７5図　２3号住居出土遺物（２）
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第７6図　２3号住居出土遺物（３）
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第２２表　２3号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第７４図 
ＰＬ．４0

１
土師器 
杯

埋土中　　　　
3／４　　　　

口 １２．２ 高 3．3 細砂粒／良好・燻
／鈍い赤褐

口縁部は横ナデ、体部はナデ、底部は手持ちヘラ削り。

第７４図 
ＰＬ．４0

２
土師器 
杯

埋土中　　　　
４／5　　　　

口 １3．0 高 3．２ 細砂粒／良好／橙 口縁部横ナデ、体部上半ナデ、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

内外面尾の一
部に煤が付
着。

第７４図 
ＰＬ．４0

３
土師器 
杯

埋土中　　　　
3／４　　　　

口 １3．8 高 ４．１ 細砂粒／良好／鈍
い橙

口縁部横ナデ、体部上半ナデ、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

内面の一部に
煤が付着。

第７４図 
ＰＬ．４0

４
土師器 
杯

床直　　　　　
ほぼ完形

口 １４．3 高 ４．0 細砂粒／良好・燻
／鈍い橙

口縁部横ナデ、体部上半ナデ、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第７４図 
ＰＬ．４0

５
須恵器 
杯蓋

埋土中　　　　
ほぼ完形

口
摘

１6．２ 
４．6

高 ２．７ 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。摘みは貼付、天井部は中ほどま
で回転ヘラ削り。

内面は平滑
化、転用硯と
して二次利用
か。

第７４図 
ＰＬ．４0

６
須恵器 
杯蓋

床直　　　　　
完形

口
摘

１9．７ 
3．9

高 ４．9 細砂粒／還元焔・
黒班／灰

ロクロ整形、回転右回り。摘みは貼付、天井部は中ほどま
で回転ヘラ削り。

第７４図 
ＰＬ．４0

７
須恵器 
椀

床直　　　　　
ほぼ完形

口
底

１8．5 
9．8

高 6．２ 
細砂粒・粗砂粒・
長石・角閃石／還
元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。底部と体部下位は回転ヘラ削り。

第７４図 
ＰＬ．４0

８
土師器 
台付甕

床直付近　　　
４／5　　　　

口
脚

9．6 
5．6

高 8．9 細砂粒／良好／灰
黄褐

内面 ( 脚部除く ) 黒色処理。脚部は貼付、口縁部から胴部
上半は横ナデ、下半から脚部はヘラ削り、裾部はナデ。内
面胴部はヘラナデ。

裾部は磨滅で
擦り減ってい
る。

第７４図 
ＰＬ．４0

９
土師器 
甕

床直　　　　
3／5　　　　

口
底

１5．6 
6．0

高
胴

１8．9 
１9．5

細砂粒／良好／鈍
い赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部から底部はヘラ削り。内面
は底部から胴部はヘラナデ。

第７４図 
ＰＬ．４１

１0
土師器 
甕

床直　　　　
４／5　　　　

口
底

２２．5 
４．8

胴 １8．8 細砂粒／良好／赤
褐

口縁部は横ナデ、胴部から底部はヘラ削り。内面は底部か
ら胴部はヘラナデ。

第７5図 
ＰＬ．４１

１１
土師器 
甕

カマド内　　　
3／5　　　　

口
底

２２．6 
6．0

高 
胴

3２．２ 
２0．3

細砂粒・粗砂粒・
角閃石／良好／鈍
い赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部から底部はヘラ削り。内面
は底部から胴部はヘラナデ。

外面頸部下に
煤が付着。

第７5図 
ＰＬ．４１

１２
土師器 
甕

カマド焚き口　
3／４　　　　

口
底

２3．0 
5．１

高 
胴

3１．6 
２１．0

細砂粒／良好／橙 口縁部は横ナデ、胴部から底部はヘラ削り。内面は底部か
ら胴部はヘラナデ。

第７5図 
ＰＬ．４１

１3
土師器 
甕

カマド焚き口
3／４　　　　

口
底

２４．４ 
４．２

高 
胴

33．3 
２１．２

細砂粒／良好／明
黄褐

口縁部は横ナデ、胴部から底部はヘラ削り。内面は底部か
ら胴部はヘラナデ。

外面の胴部下
半は器面磨滅
のため単位不
明。

第７6図 
ＰＬ．４0

１４
土師器 
甕

床直　　　　
４／5　　　　

口
底

２3．5 
４．0

高 
胴

3２．７ 
２9．0

細砂粒／良好／明
黄褐

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部から
底部はヘラ削り。内面は底部から胴部はヘラナデ。

第７5図 
ＰＬ．４0

１5
土師器 
甕

カマド焚き口　
口縁部～胴部中
位

口 ２3．6 細砂粒／良好／鈍
い黄橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第７6図 
ＰＬ．４0

１6
土師器 
甕

埋土中　　　　
口縁部～胴部上
位片

口 ２3．0 細砂粒／良好／鈍
い黄褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第７6図 
１７

土師器 
甕

埋土中　　　　
底部～胴部下位

底 ７．5 細砂粒／良好／鈍
い黄橙

底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。 

第７6図 
１8

土師器 
甕

埋土中　　　　
底部～胴部下位

底 9．0 細砂粒／良好／鈍
い黄褐

底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。 

金属製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

長さ 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚さ 
（ｃｍ）

重さ
（ｇ）

特 徴　・　状 態 備　　考

第７6図 
ＰＬ．４9

１9
鉄器　　　　
斧

床直　　　
完形

8．9　 ４．3　 １．5　 １４0．１　 錆化が進んでいるが、良好な残存状態。

第７７図 
ＰＬ．50

２0
銅製品　　　
鉄柄銅製杓

カマド右袖
脇床直　　
鉄柄・本体
の一部を欠

２１．9 ２0．3 0．１ ２７２．７ 

本体の容器部は、口端部の一部を欠くが、ほぼ完形。口縁
部は外側に１ｃｍほど屈曲し、底部は丸底を呈する。器厚は
極めて薄い。一部に歪みをもつ。側面には、６個の鋲留め

（鉄鋲４、銅鋲２）と、上部を頂点とした三角形状に３孔を
有し、さらに細い銅鋲留め１個があ。内面には、凹凸状の
痕跡が横位方向に浅く連続的に連なっている状況が数段み
られる。また、内面には、炭化状の付着物が認められる。



とから転用硯として二次利用の可能性をもつ。他に、未

掲載遺物として土師器片２７２片、須恵器片２片がある。

　一方、先述した床面の焼土化した部分であるが、その

範囲が不整である点、床面を覆う埋土中に炭化材等が多

く認められた点、出土遺物に製鉄関連遺物が全く認めら

れない点等の状況から、焼失に伴う被熱の可能性が考え

られよう。

　出土土器から、本住居は８世紀第３四半期と考えられ

る。

２４号住居　（第７8 ～ 80図、第２3・４9表、ＰＬ．１3・１４・４１・ 

４２・４７・４9）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４７４ ～ 36，４７9

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４39 ～ 39，４４3

　形状：縦長方形

　規模：長辺（４．0）ｍ　短辺3．55ｍ

　　　　壁高90ｃｍ（遺構確認面から55ｃｍ）

　主軸方向：Ｎ－１6°－Ｗ

　床面積：（１0．98）㎡

　本住居は、２区の北端の調査区境に位置し、本調査で

最も住居が重複する場所にある。遺構確認でも明確なプ

ランが確定できず、そのため調査時には、２４Ａ号住居と

して調査を行った。本住居と重複する住居との状況は、

本住居の北東隅の調査区境に２6号住居が、南東部に２5号

住居が重複し、さらに本住居の東側には２5・２6号住居の

下から検出された3１号住居（調査時には、先に２４Ｂ号住

居、後に3１号住居としていた。）が重複する。これらの重

複する新旧は、土層断面の確認から、本住居が最も新し

く、２5・２6号住居は何れも本住居より旧く、最も旧いの

が3１号住居であることを確認している。周囲の同時期の

遺構には、調査区境の西側に２７号住居が近接し、南東８

ｍに２0・２8号住居が、南西１6ｍに２１号住居がある。

　住居の残存状態は極めて良好であるが、北壁はぎりぎ

り調査区外となるため検出できなかった。北壁近くの土

層断面観察では、表土下から住居の掘り込みが確認でき、

掘り込みの深さは90ｃｍを超していたものと想定される。

埋土は、２～５層の暗褐色土を主とした４層に分層でき

る。また、重複する住居の中で、掘り込みも最も深い。

埋土中には、ローム粒・ブロックを混在させることから

人為的堆積と考えられる。壁の状態は、直立ぎみないし

僅かに傾斜をもって立ち上がる。床面はほぼ平坦で、東

壁際に浅い周溝をもつ。周溝は、幅１0ｃｍ、深さ２～４ｃｍ

を測る。カマドは東壁にはなく、北壁近くの土層断面に

現れているのが確認されていることから、北壁のほぼ中

央に位置しているものと考えられる。残存する規模の全

長は不明であるが、幅１．05ｍを測る。土層断面の状況か

らすると、両袖部は９層のロームを主とした黄褐色土で、

住居内に張り出し、内壁が被熱し焼土化している。焚き

口部は住居内で窪む。カマド埋土となる７・８層の上層

には、６層としたロームを主とした黄褐色土があること

から、天井部が崩落せずに残存している可能性が高い。

貯蔵穴や柱穴は、検出されていない。

　床面下には、掘り方が確認された。掘り方はほぼ全面

に及び、底面は凹凸をもつ。床面から底面までの深さは

概ね５～ １0ｃｍを測るが、南西隅では不整形に深くなっ

ている。また、住居中央に楕円形を呈す床下土坑をもち、

規模は長軸１．７ｍ、短軸１．１8ｍ、深さ２0ｃｍを測る。この

掘り方覆土は、１0層のローム小ブロックと暗灰色砂質土

小ブロックを含む暗褐色土で、床面となる上面は堅く硬

化している。

　遺物の出土量は、本調査の中で６号住居に次いで多い。

しかし、床面出土の遺物は極めて少なく、そのほとんど

が埋土中からの出土である。図示した８の須恵器皿は床

直出土、他は埋土中からで内面を黒色処理した１の土師

器鉢、２～４の須恵器杯、４・７の須恵器椀、６の体部

側面に１対の把手が付く須恵器双耳杯、９～ １４の小型

甕・台付き甕・甕がある。この内、１１・１４の甕は掘り方

覆土からの出土である。さらに、石製品として１5の砥沢

石製の砥石が、鉄製品として１6の刀子片、１７の紡錘車の

軸部が欠落した円盤部が出土している。他に、未掲載遺

物として土師器片１5４5片、須恵器片１90片がある。

　出土土器には９世紀第２から第３四半期のものが含ま

れるが、遺構の重複から本住居は９世紀第３四半期と考

えられる。

２５号住居　（第8１ ～ 83図、第２４・４9表、ＰＬ．１3・１４・４２・

４７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４７２ ～ 36，４７8

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４3４ ～ 39，４４１

　形状：縦長方形

　規模：長辺5．5ｍ　短辺４．5ｍ　壁高４７ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－9１°－Ｅ
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　床面積：（１3．７４）㎡

　本住居は、２区の北側に位置し、本調査で最も住居が

重複する場所にある。本住居と重複する遺構の状況は、

東西方向に延びる２5号溝が本住居の南壁から西壁にかけ

て重複し、本住居の北西部に２４号住居が、さらに北西下

には２４・２5号住居とも重複する3１号住居が重複する。こ

れらの重複する新旧は、遺構確認および土層断面の確認

から、２5号溝より本住居が旧く、２４号住居より本住居が

旧く、3１号住居より新しいことを確認している。周囲の

同時期の遺構には、北側の調査区境に位置する２6号住居、

北西の調査区境に位置する２７号住居、東３ｍに２8号住居、

南東４ｍに２0号住居が近接する。

　住居の残存状態は、東西方向に延びる２5号溝によって

帯状に南壁から西壁にかけて壊され、さらに北西部では

２４号住居によって１／４程を壊されているが、床面までの

掘り込みも深く比較的良好と言えよう。埋土は、１層と

した近世以降のピット埋土、２層とした２5号溝埋土を確

認し、３～６層の暗褐色土を主とした４層に分層でき

る。埋土中には、灰色砂質土小ブロックを多く混在させ

ることから人為的堆積と考えられる。壁の状態は、全体

にやや傾斜をもって立ち上がるものの、南壁西半は外側

に大きく広がる。また、東壁辺においても、カマドの南

側となる南東隅が食い違い状となる。このため、住居プ

ランが大きく歪む。床面はほぼ平坦で、周溝は検出され

ていない。カマドは東壁の中央南寄りに位置するものの、

その軸は東壁に対しやや南東方向にずれる。残存する規

模は、全長１．6２ｍ（焚き口から燃焼部長７8ｃｍ、煙道部長

8４ｃｍ）、幅98ｃｍを測る。残存状態はあまり良くない。左

袖部は住居内に僅かに張り出すが、右袖部は残存してい

ない。焚き口部から燃焼部底面の窪みは住居内から壁の

外側に張り出し、さらに煙道部が外側へ長く突出する。

断面観察から、残存する袖部は、ロームを掘り残した芯

に、ロームを主とした黄褐色土と、暗灰色砂質土と暗褐

色土を混在させた暗褐色砂質土を積み上げて構築してお

り、袖部の内壁は被熱による焼土化が確認できた。また、

燃焼部位置中央には、長さ２3ｃｍ、幅１４ｃｍの半截した自然

礫を用いた支脚石が検出されている。貯蔵穴は検出され

ていない。

　床面はローム面に構築されているが、床中央に床下土

坑が検出された。床下土坑は楕円状を呈し、規模は長軸

１．55ｍ、短軸0．93ｍ、深さ85ｃｍを測り、底面中央には径

２７ｃｍの凹みをもち、埋土上面は堅く硬化していた。また、

床下土坑の南側に径60ｃｍ前後、深さ１5ｃｍ、北東側に径50

ｃｍ、深さ30ｃｍの円形のピット２基を検出したが、その位

置等から柱穴とは考え難い。

　遺物の出土状態は、他の遺構と重複することから、住

居の東半に多い傾向ではあるが、床面出土の遺物は少な

く、そのほとんどが埋土中からの出土である。図示した

３の須恵器杯は床面出土で、６の甕は床面付近からの出

土。他に須恵器の杯２点、土師器の甕３点の内、４は２6

号住居出土の土器片と接合している。また、７は須恵器

杯の底部を転用した紡錘車で、北壁際の床面付近からの

出土で、中央に孔をもち、周縁部は丁寧に研磨され、表

裏面は使用による摩滅が認められる。さらに、床中央の

床面付近からは、８の細粒輝石安山岩製の台石が出土し

ている。他に、未掲載遺物として土師器片365片、須恵

器片４２片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀第３四半期と考えられ

る。

２６号住居　（第8４ ～ 86図、第２5・４9表、ＰＬ．１４・４２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４７8 ～ 36，４8１

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４3４ ～ 39，４４0

　形状：縦長方形

　規模：長辺（４．5）ｍ　短辺（２．２）ｍ　壁高50ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－７5°－Ｅ

　床面積：（４．86）㎡

　本住居は、２区の北端の調査区境に位置し、本調査で

最も住居が重複する場所にある。調査区境にあるため、

住居の北半は調査区外となり、南半のみの調査となった。

重複する他の住居との状況は、本住居の西端を２４号住居

と、さらに２5号住居と同様に本住居の西側床下に3１号住

居が重複する。これらの重複する新旧は、土層断面の確

認から、本住居跡は２４号住居より旧く、3１号住居より新

しいことを確認している。周囲の同時期の遺構には、南

隣に２5号住居が近接し、重複する２４号住居の西側に２７号

住居が、南東５ｍに２8号住居、同９ｍに２0号住居がある。

　住居の残存状態は良好であるが、北半は調査区外とな

り、南西隅は２４号住居との重複により検出できなかった。

土層断面の観察では、表土下から住居の掘り込みが確認

でき、埋土は２～５層の暗褐色土を主に黒褐色土との４

第４節　奈良時代以降の遺構と遺物
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２４号住居
１　暗褐色土　現代の耕作土（表土）。
２　暗褐色土　白色軽石粒を少量含む。ローム粒、焼土粒を微量含む。
３　暗褐色土　２層より明るい。ロームブロックをやや多く、焼土粒を少量含む。
４　暗褐色土　白色軽石粒、ローム小ブロックを微量含む。
５　暗褐色土　ローム粒・小ブロック、暗灰色砂質土小ブロックを多く含む。焼土粒を微量含む。
６　黄褐色土　ローム土を主体とし、暗褐色土を少量混入。焼土粒を微量含む。（カマド残存天井部？）
７　暗褐色土　ローム小ブロック、焼土ブロックをやや多く含む。
８　暗褐色土　ローム小ブロックを少量、焼土粒を微量含む。
９　黄褐色土　ロームを主体とし、内壁が被熱し焼土化する。（残存袖部）
１0　暗褐色土　ローム土を多く、暗灰色砂質土小ブロックを少量含む。上面は堅く硬化する。（掘り方覆土）
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第７9図　２４号住居出土遺物（１）
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第80図　２４号住居出土遺物（２）
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第７9図 
１

土師器 
鉢

埋土中　　　　
口縁部～体部上
位片

口 ２１．７ 細砂粒／酸化焔／
鈍い黄橙

内面黒色処理。口縁部横ナデ、体部はヘラ削り。内面は横
位のヘラ磨き。

第７9図 
ＰＬ．４１

２
須恵器 
杯

埋土中　　　　
口縁部１／3欠損

口
底

１２．8 
8．0

高 3．3 細砂粒／酸化焔／
鈍い黄橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

外面の口縁部
から体部の大
半は煤けてい
る。

第７9図 
ＰＬ．４１

３
須恵器 
杯

埋土中　　　　
１／3　　　　

口
底

１２．9 
７．9

高 3．0 細砂粒・白粒／還
元焔・黒班／灰

ロクロ整形、回転右回り。底部回転ヘラ削り。

第７9図 
ＰＬ．４１

４
須恵器 
杯

埋土中　　　　
１／２　　　　

口
底

１3．8 
７．6

高 3．5 細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第７9図 
ＰＬ．４１

５
須恵器 
椀

埋土中　　　　
１／3　　　　

口
底

１6．４ 
１１．0

高 5．２ 細砂粒／還元焔／
灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り後周囲と体部
下位を回転ヘラ削り。

第７9図 
ＰＬ．４１

６
須恵器 
双耳杯

埋土中　　　　
１／２　　　　

口
底

１3．４ 
8．0

高
台

5．6 
8．5

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。高台と把手は貼付、底部は回転
ナデ。

第７9図 
ＰＬ．４１

７
須恵器 
椀

埋土中　　　　
２／5　　　　

口
底

１４．２ 
７．8

細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、打ち欠きか。底部
は回転糸切り後ナデ。

第７9図 
ＰＬ．４２

８
須恵器 
皿

床直　　　　　
口縁部１／3欠損

口
底

１２．6 
6．8

高
台

２．6 
７．１

細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘラナデ。

第７9図 
ＰＬ．４２

９
土師器 
甕

埋土中　　　　
口縁部～胴部上
位片

口 １１．４ 細砂粒／良好／明
赤褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第７9図 
１0

土師器 
台付甕

埋土中　　　　
胴部下位～脚部
上位

底 ４．４ 
細砂粒／良好／橙

脚部は貼付、胴部はヘラ削り、脚部横ナデ。内面胴部はヘ
ラナデ。

第７9図 
１１

土師器 
甕

掘り方　　　　
口縁部～頸部片

口 ２0．４ 細砂粒／良好／鈍
い橙

口縁部から頸部は横ナデ。内面も横ナデ。 

第７9図 
１２

土師器 
甕

埋土中　　　　
口縁部～胴部上
位片

口 ２１．４ 細砂粒／良好／鈍
い黄褐

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第７9図 
１3

土師器 
甕

埋土中　　　　
口縁部～胴部上
位片

口 ２0．0 細砂粒／良好／橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第７9図 
１４

土師器 
甕

掘り方　　　　
底部～胴部下位
片

底 ４．5 細砂粒／良好／橙 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。 

石製品
挿図番号 

図版番号
ＮＯ．

器種 

形態・素材
出土位置

長 

（ｃｍ）

幅 

（ｃｍ）

厚 

（ｃｍ）

重 

（ｇ）
製作 ･ 使用状況 石材

第80図 

ＰＬ．４７
１5

砥石　　　　

切り砥石
埋土中 5．5　 6．0　 6．１　 ２68．6　

四面使用。 下端･小口部は欠損後、 欠損面を研磨整形、 使

用している。
砥沢石

金属製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

長さ 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚さ 
（ｃｍ）

重さ
（ｇ）

特 徴　・　状 態 備　　考

第80図 
ＰＬ．４9

１6
鉄器　　　　
刀子

埋土中　　
両端部欠損

（9．9） １．3　 0．４　 （１４．１） 錆化が進んでいる。

第80図 
ＰＬ．４9

１７
鉄器　　　　
紡錘車

埋土中　　
円盤部

径　４．１ 0．２ 0．４ (１0．5) 軸部は欠落し、孔だけが残る。

１6（１／２）１5

１７（１／２）
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２5号住居
１　黒褐色土　ローム小ブロックを少量含む。（近世以降のピット）
２　暗褐色土　砂質が強い。（２5号溝）
３　暗褐色土　白色軽石粒、焼土粒を少量含む。
４　暗褐色土　３層よりやや明るい。白色軽石粒を微量、焼土粒を少量含む。
５　暗褐色土　暗く、焼土粒をやや多く含み、炭化物を少量含む。
６　暗褐色土　焼土粒を少量、灰色砂質土小ブロックを多く含む。
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第83図 
ＰＬ．４２

１
須恵器 
杯

埋土中　　　　
１／3　　　　

口
底

１４．9 
9．0

高 ４．6 細砂粒・白粒／還
元焔／灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラ削り。

第83図 
２

須恵器 
杯

埋土中　　　　
底部～体部片

底 6．0 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

第83図 
３

須恵器 
杯

床直　　　　　
底部～体部下位

底
台

9．２ 
8．７

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転糸切り
後周囲を回転ヘラナデ。

第83図 
ＰＬ．４２

４
土師器 
甕

埋土中　　　　
口縁部～胴部上
位片

口 １9．6 細砂粒・軽石粒／
良好／鈍い黄橙

口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第83図 
ＰＬ．４２

５
土師器 
甕

埋土中　　　　
口縁部～胴部上
半片

口
胴

２0．0 
２２．8

細砂粒／良好／橙 口縁部から頸部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘ
ラナデ。

第83図 
６

土師器 
甕

床直　　　　　
底部～胴部下位
片

底 ４．７ 細砂粒／良好／明
赤褐

底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。 

第83図 
ＰＬ．４２

７
土製品 
紡錘車

床直付近　　　
一部欠損

径　5．8×5．２　
孔　0．8　 
厚　0．8　
重　２４．8

細砂粒／酸化焔／
灰黄褐

椀底部の転用、椀はロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、
底部は回転糸切り。

表裏とも使用
によって摩
滅。

石製品
挿図番号 

図版番号
ＮＯ．

器種 

形態・素材
出土位置

長 

（ｃｍ）

幅 

（ｃｍ）

厚 

（ｃｍ）

重 

（ｇ）
製作 ･ 使用状況 石材

第83図 

ＰＬ．４７
８

台石　　　　

楕円礫
床付近 30．3　 ２７．１　 9．0　 １0500．0　

背面側・中央付近に弱い打痕があるほか、周辺部が摩耗す

る。表裏面とも被熱して礫面が黒く変色。

細粒輝石安山

岩

２5号住居カマド
１　暗褐色土　

ローム小ブロックをやや多く、焼土粒を少量含む。
２　暗褐色土　

焼土粒・小ブロックを多く、ローム粒を少量含む。
３　暗褐色土　

焼土粒を微量含む。
４　黄褐色土　

ローム土を主体とし、暗褐色土小ブロックを少量含む。
内壁が被熱し焼土化する。（残存袖部）

５　暗褐色砂質土　
暗灰色砂質土と暗褐色土の混土。（残存袖部）
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第83図　２5号住居出土遺物
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２6号住居
１　暗褐色土　

現代の耕作土（表土）。
２　暗褐色土　

白色軽石粒を少量、焼土粒を微量含む。
３　黒褐色土　

２層より暗い。白色軽石粒、焼土粒、暗灰色砂質土
小ブロックを少量含む。

４　暗褐色土　
ロームブロックを多く、焼土粒を少量含む。

５　暗褐色土　
ローム土、焼土粒を多く含む。

６　暗褐色土　
暗灰色砂質土小ブロックを少量含む。（ピット埋土）

７　暗褐色土　
暗褐色砂質土小ブロックを多く含む層と、焼土粒を
含む層とが、薄く互層に堅く版築される。（貼床土）

８　暗褐色土　
暗灰色砂質土小ブロックを多く含む。しまりあり。

（3１号住居埋土）

２6号住居カマド
１　暗褐色土　

ロームブロック、焼土粒を含む。住居４層と同じ。
２　黄褐色土　

ローム土を主体とし、暗褐色土ブロックを少量含む。
３　暗褐色土　

焼土粒・ブロックを少量含む。
４　暗褐色土　

焼土粒を多く含み、暗灰色砂質土を少量混入。
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２４号住居　床下土坑
暗褐色土　ローム粒・小ブロックを多く、暗灰色砂質土小ブ

ロック、焼土粒を少量含む。 ２5号住居　床下土坑
１　暗褐色土　

ローム粒、暗灰色砂質土小ブロックを少量、焼土粒を微量含む。
２　暗褐色砂質土　

暗灰色砂質土を混入し、ロームブロックを多く含む。



０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:３

第86図　２6号住居出土遺物

第8７図　２７号住居出土遺物

第２5表　２6号住居出土遺物観察表

第２6表　２７号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第86図 
ＰＬ．４２

１
土師器 
甕

埋土中　　　　
口縁部～胴部上
位片

口 １8．0 細砂粒・雲母／良
好／鈍い赤褐

口縁部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴部
はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第86図 
ＰＬ．４２

２
土師器 
甕

埋土中　　　　口縁
部～胴部上位片

口 ２１．0 細砂粒／良好／鈍
い黄褐

外面頸部に輪積み痕が残る。口縁部から頸部は横ナデ、胴
部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第86図 
３

須恵器 
甕

埋土中　　　　胴部
上位片

細砂粒・粗砂粒／
還元焔／灰

外面は降灰付着で不明、内面にはアテ具痕が残る。

金属製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

長さ 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚さ 
（ｃｍ）

重さ
（ｇ）

特 徴　・　状 態 備　　考

第8７図 
ＰＬ．４9

２
鉄器　　　　
鏃

埋土中　　
頸部片

（４．0） 0．8　 0．6　 （3．9） 頸部にねじれ？錆化が激しい。

土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第8７図 
ＰＬ．４２

１
須恵器 
杯蓋

床直　　　　
４／5　　　　

口
摘

１6．２ 
3．７

高 3．４ 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。摘みは貼付、天井部は中ほどま
で回転ヘラ削り。

１

２

３

２（１／２）

１
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２７号住居
１　暗褐色土　現代の耕作土（表土）。
２　暗褐色土　暗灰色砂質土ブロック、焼土粒を少量含む。
３　暗褐色土　暗灰色砂質土ブロックをやや多く、焼土粒を少量含む。
４　暗褐色土　暗灰色砂質土ブロック、焼土粒を多く含む。
５　暗褐色土　ローム粒を多く含む。
６　黄褐色土　ローム土と暗褐色土の混土。焼土粒を多く含む。
７　暗褐色土　暗褐色土層と暗灰色土砂質ブロックを含む層とが、３㎝程の厚さで互層状に版築される。（貼床土）
８　暗褐色土　暗灰色砂質土ブロックを多く、焼土粒を微量含む。（床下土坑）
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２8号住居
１　暗褐色土　

白色軽石粒を多く、焼土粒を微量含む。
２　暗褐色土　

１層よりやや暗く、白色軽石粒を微量含む。

２8号住居カマド
１　暗褐色土　

焼土粒を少量、ローム粒を微量含む。
２　黄褐色土　

ローム土を主体とし、暗褐色土を少量混入。
３　暗褐色土　

ロームブロック、焼土粒を少量含む。



０ 10㎝１:３

層に分層される。埋土中には、暗灰色砂質土小ブロック

を少量混在させることから人為的堆積と考えられる。壁

の状態は、やや傾斜をもって立ち上がるが、東壁のカマ

ド脇では上部がやや広がる。床面はほぼ平坦であるが、

西側ではやや高目となり、掘り込みは深い。周溝は検出

されていない。カマドは東壁の中央南寄りに位置してい

ると思われる。残存する規模は、全長１．83ｍ（焚き口か

ら燃焼部長83ｃｍ、煙道部長１．0ｍ）、幅１．２3ｍを測る。残

存状態は極めて良好で、両袖部は住居内に僅かに張り出

し、焚き口部から燃焼部底面の窪みは住居内から壁の外

側に大きく張り出し、さらに煙道部が外側へ突出する。

残存する袖部は、ロームの掘り残しによる。支脚は検出

されていない。貯蔵穴はカマドの右側で、住居の南東隅

に位置する。円形を呈し、規模は径60ｃｍ、深さ38ｃｍを測

る。また、カマド前付近にはピットが２基検出され、共

に径30ｃｍ、深さ４5ｃｍを測る。さらに、南壁際にもピット

が検出されており、径４0ｃｍ、深さ４0ｃｍを測る。これらの

ピットは、柱穴になるかは不明。

　床面はローム面に構築されているが、西側のやや高目

となった床面下には3１号住居が存在し、その埋土上面に、

厚さ１0ｃｍ程の貼り床が確認された。貼り床は、暗褐色砂

質土小ブロックを多く含む層と、焼土粒を含む層とを、

薄く互層状に堅く版築されており、3１号住居と重複する

範囲に及んでいる。

　調査範囲の割に、遺物の出土量は多いものの、床面出

土の遺物は極めて少なく、そのほとんどが埋土中からの

出土である。図示できたのは、１・２の土師器の甕と、

３の須恵器甕だけである。他に、未掲載遺物として土師

器片55７片、須恵器片７４片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀第３四半期と考えられ

る。

２７号住居　（第8７・88図、第２6・４9表、ＰＬ．１４・４２・４9）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４７5 ～ 36，４７8

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４４3 ～ 39，４４8

　形状：方形

　規模：長辺（４．38）ｍ　短辺（１．２）ｍ　壁高30ｃｍ

　主軸方向：不明

　床面積：（２．96）㎡

　本住居は、２区の北端の調査区境に位置する。住居の

北側の大半が調査区外にあり、調査できたのは南側の僅

かな部分である。重複する遺構はなく、周囲の同時期

の遺構には、東側に２４号住居が近接し、その東側に２5・

２6・3１号住居が２４号住居と重複する。また、南東１２ｍに

２0・２8号住居が、南西１１ｍに２１号住居がある。

第90図　２8号住居出土遺物

第２７表　２8号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第90図 
ＰＬ．４２

１
土師器 
杯

床直付近　　　
完形

口 １3．0 高 3．２ 細砂粒／良好／橙 口縁部横ナデ、体部上半ナデ、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第90図 
ＰＬ．４２

２
須恵器 
杯蓋

カマド内　　　　
3／４　　　　

口
底

１２．２ 
5．４

高 3．７ 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

１ ２



　調査できたのは南側の僅かな部分で、東壁の一部から

南壁および南西隅までの全体の約１／3以下であり、カマ

ドも検出されていない。土層断面の観察では、表土下か

ら住居の掘り込みが確認でき、埋土は２～５層の暗褐色

土を主とした４層に分層できる。埋土中には、暗灰色砂

質土ブロックを混在させることから人為的堆積と考えら

れる。壁の状態は、直立ぎみないしやや傾斜をもって立

ち上がるが、南壁の西側では床面よりも僅かに高いス

テップを有してやや外側に張り出す。床面は平坦で、南

壁際に周溝が検出されている。周溝は、壁際からステッ

プの内側を巡り、幅１3ｃｍ、深さ８ｃｍを測る。カマドは、

調査範囲内では検出できなかったが、土層断面での６層

がカマドに関わる埋土の可能性があり、東壁にカマドを

有すると考えられる。

　床面下には、掘り方が確認された。掘り方はほぼ全面

に及び、底面は概ね平坦である。床面から底面までの深

さは１２ ～ ２４ｃｍを測り、その覆土は暗褐色土層と暗灰色

土砂質ブロックを含む層とが、３㎝程の厚さで互層状に

版築され、床面となる上面が堅く硬化した貼り床となっ

ている。また、底面中央に床下土坑をもち、形状は不明

であるが長さ１．１２ｍ、深さ30ｃｍを測る。南東隅において

は、円形を呈する径４8ｃｍ、深さ２0ｃｍを測る落ち込みを検

出しており、位置的に貯蔵穴の可能性もある。さらに、

径30ｃｍ、深さ４４ｃｍを測るピットが１基検出されている。

　調査範囲が狭く、遺物の出土量も多くはない。埋土中

からの出土が多く、図示した１の須恵器杯蓋が唯一床面

から出土した。また、床下土坑から不明な鉄製品片１点

が出土している。他に、未掲載遺物として土師器片8７片、

須恵器片２７片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀後半と考えられる。

２８号住居　（第89・90図、第２７・４9表、ＰＬ．１5・４２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４７１ ～ 36，４７5

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４２8 ～ 39，４33

　形状：縦長方形

　規模：長辺3．２9ｍ　短辺２．9ｍ　壁高36ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－85°－Ｅ

　床面積：8．１9㎡

　本住居は、２区の北側に位置し、住居の中央を東西に

延びる２5号溝が重複する。遺構確認および土層断面の確

認から、２5号溝より本住居が旧いことを確認している。

周囲の同時期の遺構には、２0号住居が南に近接し、北西

３ｍに２5号住居とその西に２４・3１号住居が重複する。ま

た、南東９ｍには１8・２9号住居がある。

　住居の残存状態は、住居中央を南北に分断するように、

２5号溝によって帯状に東壁カマド北側から西壁にかけて

壊されいるが、比較的良好と言えよう。埋土は２層に分

層でき、暗褐色土を主としている。埋土中には、ローム

粒やロームブロック等を含まないことから自然堆積の可

能性をもつ。壁の状態は、直立ぎみないしやや傾斜をもっ

て立ち上がるが、東壁辺ではやや食い違いぎみである。

床面は平坦で、周溝は検出されていない。カマドは東壁

の南寄りに位置する。残存する規模は、全長１．0４ｍ（焚

き口から燃焼部長７6ｃｍ、煙道部長２8ｃｍ）、幅７5ｃｍを測る。

残存状態は、２5号溝により左袖を含むカマド北側が残存

していないが、他は良好。右袖部は住居内に僅かに張り

出し、焚き口部から燃焼部底面の窪みは住居内から壁の

外側に大きく張り出し、煙道部がさらに外側へ突出する。

支脚は検出されていない。貯蔵穴および柱穴も検出され

ていない。

　床面はローム面に構築されており、下部構造は検出さ

れていない。

　遺物の出土量は極めて少なく、床面出土遺物も甕片が

３点のみであった。図示した１の土師器の杯は南東隅壁

際の床面付近から、２の須恵器杯蓋はカマドの上部から

の出土である。他に、未掲載遺物として土師器片35片、

須恵器片１片がある。

　出土土器から、本住居は８世紀後半と考えられる。

２９号住居　（第9１ ～ 93図、第２8・４9表、ＰＬ．１5・４２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４6７ ～ 36，４７3

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４１3 ～ 39，４２0

　形状：縦長方形

　規模：長辺5．0ｍ　短辺４．0ｍ　壁高53ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－63°－Ｅ

　床面積：１6．0１㎡

　本住居は、２区の北東側に位置し、住居の北壁付近を

東西に延びる２5・２6号溝と、カマド先端部を１４１号土坑

が重複する。遺構確認および土層断面の確認から、いず

れの遺構よりも本住居が旧いことを確認している。周囲

の同時期の遺構には、西９ｍに２8号住居、同１0ｍに２0号

住居が、南西3．5ｍに１8号住居があり、南東１3ｍに２3号
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住居、東１5ｍに２２号住居が点在する。

　住居の残存状態は、２6号溝によって住居の北壁の一部

を、１４１号土坑によって東壁に位置するカマドの先端部

を壊されいるが、かなり良好である。埋土は、暗褐色土

を主に、２層の黒褐色土および４層の黄褐色土を含め、

６層に分層できる。埋土中には、ローム土やローム小ブ

ロックを各層に混在させることから人為的堆積と考えら

れる。壁の状態は、直立ぎみないしやや傾斜をもって立

ち上がり、掘り込みは深い。床面はほぼ平坦で、周溝が

検出されている。周溝は、北壁際から西壁際および南壁

際中央まで巡り、東壁にはなく、幅１5ｃｍ前後、深さ６ｃｍ

を測る。カマドは東壁の中央南寄りに位置する。残存す

る規模は、全長１．２8ｍ（焚き口から燃焼部長４8ｃｍ、煙道

部長80ｃｍ）、幅１．４8ｍを測る。残存状態は、１４１号土坑に

より先端となる煙道部を僅かに壊され、さらに左袖の一

部を近世以降のピットに壊されているが、比較的に良好

である。両袖部は住居内に僅かに張り出し、焚き口部か

ら燃焼部底面の窪みは住居内から壁の外側に大きく張り

出し、煙道部がさらに外側へ突出する。断面観察から、

残存する袖部は、ロームを主とした黄褐色土と、ローム

小ブロックを多く含む黒褐色土を積み上げて構築してい

る。支脚は検出されていない。貯蔵穴および柱穴も検出

されていない。

　床面はローム面に構築されているが、２基の床下土坑

が検出された。１号床下土坑は床南東部のカマド前付近

で、南北方向に長軸をもつ楕円状を呈し、規模は長軸１．

3ｍ、短軸90ｃｍ、深さ２0ｃｍを測り、埋土は黒褐色土であっ

た。２号床下土坑は床北東部にあり、北壁と同方向の東

北東に長軸をもつ楕円状を呈し、規模は長軸１．７２ｍ、短

軸１．２6ｍ、深さ30ｃｍを測り、埋土は黒褐色土と暗褐色土

で、上層は堅く硬化していた。

　遺物の出土状況は、全体的に散漫で、床面出土遺物は

極めて少なく、大半が埋土中からである。図示した１の

土師器杯は東壁際の床面付近から、３の須恵器杯蓋は南

壁西寄りの壁際から、２の土師器杯および４の甕は南西

隅からで４は床面付近から出土している。また、５の甕

はカマドの燃焼部底面からの出土で、６の甕は２号床下

土坑内からの出土である。他に、未掲載遺物として土師

器片１93片、須恵器片１２片がある。

　出土土器から、本住居は８世紀第２四半期と考えられ

る。

３０号住居　（第9４・95図、第２9・４9表、ＰＬ．１5・４２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４3１ ～ 36，４36

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４１9 ～ 39，４２４

　形状：縦長方形

　規模：長辺3．７ｍ　短辺２．9ｍ　壁高４5ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－6１°－Ｅ

　床面積：１3．７5㎡

　本住居は、２区南側の調査範囲境付近に位置する。住

居の北側から西側にかけて大きく風倒木痕があり、この

為、遺構確認時には住居プランを確定しずらく、不確定

なプランのまま調査を進行した。その結果、風倒木痕は

比較的浅く、本住居より新しい時期のもので、風倒木痕

の下に住居の壁を検出することができた。また、住居の

南側には１38号土坑が、東側には１39号土坑が重複する。

遺構確認および土層断面の確認から、いずれの土坑より

も本住居が旧いことを確認している。周囲の同時期の遺

構には、本住居の北東３ｍに９号住居およびその東に８

号住居が重複し、北４ｍ程には１0号住居がある。

　住居は、風倒木痕によって住居の北西側の大部分の上

部を壊され、１38号土坑には南壁と床の一部を、１39号土

坑にはカマドと東壁の上部を壊されている。しかし、残

存状態は、比較的良好と言えよう。埋土は、２層の黄褐

色土と、３・４層とした暗褐色土の３層に分層できる。

埋土中には、ローム土やローム小ブロックを各層に混在

させることから人為的堆積と考えられる。壁の状態は、

全体に直立ぎみに立ち上がり、掘り込みは深い。床面は

平坦で、周溝は検出されていない。カマドは東壁の中央

やや南寄りに位置する。残存する規模は、全長8４ｃｍ（焚

き口から燃焼部長5４ｃｍ、煙道部長30ｃｍ）、幅１．１２ｍを測

る。残存状態は、１39号土坑により上部を壊されているが、

概ね良好である。右袖部は残存しないが、左袖部は住居

内に僅かに張り出し、焚き口部から燃焼部底面の窪みは

住居内から壁の外側に大きく張り出し、煙道部がさらに

外側へ突出する。断面観察から、残存する袖部は、ロー

ムを掘り残した状態にある。支脚は検出されていない。

貯蔵穴および柱穴も検出されていない。

　床面はローム面に構築されており、下部構造は検出さ

れていない。

　遺物の出土量は極めて少なく、図示できたのは１の須
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恵器甕片と、土製品として２の土錘のみである。他に、

未掲載遺物として土師器片１７片、須恵器片８片がある。

　出土土器から、本住居は９世紀後半と考えられる。

３１号住居　（第8４・96図、第４9表、ＰＬ．１４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝36，４７5 ～ 36，４80

　　　　　　　Ｙ軸＝－39，４3７ ～ 39，４４0

　形状：方形

　規模：長辺（3．9）ｍ　短辺（１．35）ｍ　壁高１７ｃｍ

　主軸方向：Ｎ－７４°－Ｅ

　床面積：（3．9２）㎡

　本住居は、２区の北端の調査区境に位置し、本調査で

最も住居が重複する場所にある。遺構確認でも明確なプ

第9１図　２9号住居平面図
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２9号住居
１　暗褐色土　ローム小ブロック、黒褐色土小ブロックを少量含む。
２　黒褐色土　ローム小ブロックを多く、暗褐色土を少量混入。
３　暗褐色土　ローム小ブロックを少量含む。
４　黄褐色土　ローム土を主体とし、暗褐色土を少量混入。
５　暗褐色土　ローム粒、焼土粒を少量含む。
６　暗褐色土　ローム小ブロックを多く含む。
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掘り方

カマド
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２9号住居カマド
１　暗褐色土　ローム小ブロックを多く、焼土粒を微量含む。住居６層と同じ。
２　暗褐色土　ローム小ブロック、焼土小ブロックをやや多く含む。
３　黄褐色土　ローム土を主体とし、下層は被熱し焼土化する。（天井部？）
４　黄褐色土　ローム土を主体とし、焼土粒を多く含む。
５　暗褐色土　焼土粒・小ブロックを多く、炭化物を少量含む。
６　黄褐色土　ローム土を主体とし、暗褐色土を少量混入。やや粘質。（残存袖部）
７　黒褐色土　ローム粒・小ブロックを多く含む。（残存袖部）
８　暗黒褐色土　ローム小ブロックを多く含む。（近世以降のピット）

２9号住居　床下土坑１
黒褐色土

ローム粒・小ブロックを少量、焼土粒を微量含む。

２9号住居　床下土坑２
１　黒褐色土　

ローム小ブロックを少量含む。堅く硬化する。
２　暗褐色土　

ローム粒・小ブロックを多く含む。
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第93図　２9号住居出土遺物

第２8表　２9号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第93図 
ＰＬ．４２

１
土師器 
杯

床直付近　　　
ほぼ完形

口 
稜

１5．6 
１２．9

高 ４．0 細砂粒/良好/明赤
褐

口縁部横ナデ、体部（稜下）から底部は手持ちヘラ削り。

第93図 
ＰＬ．４２

２
土師器 
杯

埋土中　　　
１／４　　　　

口 １5．6 細砂粒／良好／鈍
い橙

口縁部は横ナデ、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第93図 
ＰＬ．４２

３
須恵器 
杯蓋

埋土中　　　　
3／４　　　　

口
摘

１6．0 
４．４

高 3.5 細砂粒・角閃石/
還元焔/灰

ロクロ整形、回転左回り。摘みは貼付、天井部は中ほどま
で回転ヘラ削り。

第93図 
ＰＬ．４２

４
土師器 
壺

床直付近　　　
底部～胴部下半

底 
胴

４．6 
１４．１

細砂粒・褐粒/良
好/鈍い赤褐

底部は木葉痕が残る、胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

第93図 
５

土師器 
甕

カマド内　　　
口縁部～胴部上
位片

口 ２１．8 細砂粒/良好/明黄
褐

外面口縁部に輪積み痕が残る。口縁部は横ナデ、胴部はヘ
ラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第93図 
６

土師器 
甕

２号床下土坑　
口縁部～胴部上
位片

口 ２４．3 細砂粒/良好/橙 
口縁部は横ナデ、胴部はヘラ削り。内面胴部はヘラナデ。

第93図 
７

土師器 
甕

埋土中　　　　
底部～胴部下位
片

底 5．７ 
細砂粒/良好/赤褐 底部と胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。

６

７

１

２
３

４

５
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第9４図　30号住居・カマド平面図

カマド
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30号住居　
１　暗褐色土　

黒褐色土ブロック、ロームブロックをやや
多く含む。（風倒木痕）

２　黄褐色土　
ローム土を主体とし、暗褐色土小ブロック
を少量含む。

３　暗褐色土　
白色軽石粒を微量、ローム粒を少量含む。

４　暗褐色土　
ローム粒・小ブロックを多く、黒褐色土小
ブロックを少量含む。

30号住居カマド
１　暗褐色土　

ローム小ブロック、焼土小ブロックを少量
含む。

２　黄褐色土　
ローム土を主体とし、下層に焼土ブロック
を多く含む。

３　黄褐色土　
ローム土を主体とし、暗褐色土、焼土粒を
少量含む。

４　暗褐色土　
ローム小ブロック、焼土粒を少量含む。炭
化物を微量含む。

５　暗褐色土　
ローム小ブロック多く混在。



０ 10㎝１:３

０ ２ｍ１: 60

47
6

-4
37

47
8

-4
40

２6号住居

２４号住居

２5号住居

ランが確定できず、先述した２5・２6号住居の床面下に検

出されたことで確定できた住居であったため、調査時に

は、先に２４Ｂ号住居、後に3１号住居として調査を行った

経緯がある。本住居との重複状況は、本住居の西半の大

部分が２４号住居と重複して壊され、カマドを含めた南東

部は２5号住居が上位に重複し、さらに北東部は２6号住居

が上位に重複する。これらの重複する新旧は、土層断面

の確認から、本住居が最も旧いことが確認されている。

周囲の同時期の遺構には、重複する２４号住居の西側に２７

号住居が、南東６ｍに２8号住居、同７ｍに２0号住居があ

る。

　住居の残存状態は、２４ ～ ２6号住居との重複によりか

なり悪い。また、北壁は調査区外となり検出できなかっ

た。第8４図の土層断面にあるように、２6号住居の貼り床

の下に、８層とした本住居の埋土が残るのみで、埋土は

暗灰色砂質土小ブロックを多く含む暗褐色土であり、人

為的堆積と考えられる。残存する東壁の状態は、傾斜を

もって立ち上がる。床面はほぼ平坦で、周溝は検出され

ていない。カマドは東壁の中央南寄りに位置するが、残

存状態は極めて悪く、痕跡のみであった。規模は、全

長9７ｃｍ（焚き口から燃焼部長58ｃｍ、煙道部長39ｃｍ）、幅

７5ｃｍを測る。痕跡は、焚き口部から燃焼部と考えられる

底面の窪みと、それに続く外側への煙道部である。貯蔵

穴はカマドの右側で、住居の南東隅に位置する。円形を

呈し、規模は径55ｃｍ、深さ８ｃｍを測る。

　床面はローム面に構築され、残存する範囲内に下部構

造はない。

　遺物の出土量も極めて少ない。僅かに、土師器の甕片

が貯蔵穴付近の床面から出土しているのみである。図示

できる遺物はなかった。

　遺構の重複から、本住居は９世紀第３四半期以前と考

えられる。

第95図　30号住居出土遺物

第96図　3１号住居平面図

第２9表　30号住居出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第95図 
１

須恵器 
甕

埋土中　　　　
胴部片

細砂粒／還元焔／
灰

外面は平行叩き後間隔をあけて３条の凹線が巡る。内面は
同心円状アテ具痕が残る。

第95図 
ＰＬ．４２

２
土製品 
土錘

埋土中　　　　完形
長
孔

3．１ 
0．3

径
重

１．6 
9．6

微砂粒／良好／明
赤褐

両端は径１．１㎝の平坦をつくる、孔は斜めにとおっている。

２（１／２）

１



　２　掘立柱建物・柱穴列

　本調査で検出された掘立柱建物は２棟のみで、共に２

区から検出されている。建物の方向性や埋土等から、両

者はあまり時間差のないほぼ同一時期の建物と考えられ

る。

　一方、建物として認定しきれなかったピット列につい

ては、「柱穴列」として扱った。２列あり、６区から検出

されている。

　以下、各遺構ごとに記載する。

１号掘立柱建物　（第９７図、第５２表、ＰＬ．１６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５１ ～ ３６，４５６

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，４０９ ～ ３９，４１５

　桁行方向　 ：　 Ｎ－６９°－Ｗ

　本掘立柱建物は２区の中央東寄りにあり、周囲には各

住居や多くの土坑が点在し、南側には２号掘立柱建物が

近接する。規模は梁行２間（３．３ｍ）×桁行３間（４．４ｍ）の

長方形を呈する総柱の建物で、Ｐ１～Ｐ９の９本の柱穴

が検出されている。桁行方向は西北西を向く。各柱間の

距離は、ほぼ均等に梁行間１．６５ｍ、桁行間２．２ｍを測る。

　各柱穴の規模および埋土は、Ｐ１が径２８ｃｍ、深さ１７ｃｍ

を測り、暗褐色土でローム小ブロックをやや多く含む。

Ｐ２が径３０ｃｍ、深さ２５ｃｍを測り、暗褐色土でローム粒・

小ブロックをやや多く含む。Ｐ３が径３４ｃｍ、深さ３６ｃｍを

測り、暗褐色土でローム小ブロックを少量含む。Ｐ４が

径４２ｃｍ、深さ４６ｃｍを測り、暗褐色土でローム粒を微量含

む。Ｐ５が径４５ｃｍ前後、深さ２４ｃｍを測り、暗褐色土でロー

ム小ブロックをやや多く含む。Ｐ６が径３５ｃｍ、深さ２５ｃｍ

を測り、黒褐色土でローム小ブロックを少量含む。Ｐ７

が径３０ｃｍ前後、深さ２９ｃｍを測り、暗褐色土でローム粒・

小ブロックをやや多く含む。Ｐ８が径３８ｃｍ、深さ２６ｃｍを

測り、黒褐色土で ローム粒・小ブロックをやや多く含む。

Ｐ９が径３３ｃｍ、深さ２６ｃｍを測り、黒褐色土  ローム粒・

小ブロックをやや多く含む。なお、側柱柱穴に比べ、中

央の柱穴がやや大きいのが特徴といえる。

　出土遺物がなく、時期の特定は難しいが、周辺の状況

等から古代の可能性がある。

２号掘立柱建物　（第９８図、第５２表、ＰＬ．１６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４４５ ～ ３６，４５０

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，４１０ ～ ３９，４１６

　桁行方向　 ：  Ｎ－８２°－Ｗ

　本掘立柱建物は２区の中央東寄りにあり、周囲には各

住居や多くの土坑が点在し、北側には１号掘立柱建物が

近接する。規模は梁行２間（３．０ｍ）×桁行３間（５．１ｍ）の

長方形を呈する総柱の建物で、北西隅と南東隅に位置す

る柱穴を欠くが、Ｐ１～Ｐ７の７本の柱穴が検出されて

いる。桁行方向は西北西を向く。先の１号掘立柱建物と

比べると、規模はやや大きく､ 若干不整ぎみで、方向が

僅かにずれる。

　各柱間の距離は、梁行間１．４５ｍと１．５５ｍ、桁行間２．３５

ｍと２．７５ｍを測る。各柱穴の規模および埋土は、Ｐ１が

径３０ｃｍ、深さ２４ｃｍを測り、暗褐色土でローム粒を微量含

む。Ｐ２が径２９ｃｍ、深さ１３ｃｍを測り、暗褐色土でローム

粒を微量含む。Ｐ３が径４０ｃｍ前後、深さ１５ｃｍを測り、暗

褐色土でローム粒を少量含む。Ｐ４が径５０ｃｍ、深さ２６ｃｍ

を測り、暗褐色土でローム粒を少量含む。Ｐ５が径４０ｃｍ

前後、深さ３２ｃｍを測り、暗褐色土でローム小ブロックを

少量含む。Ｐ６が径３７ｃｍ、深さ１２ｃｍを測り、暗褐色土で

ローム土を僅かに混入。Ｐ７が径２８ｃｍ前後、深さ２７ｃｍを

測り、暗褐色土でローム粒を少量含む。なお、側柱柱穴

に比べ、中央の柱穴がやや大きい点は、１号掘立柱建物

と同様な特徴といえる。

　出土遺物がなく、時期の特定は難しいが、周辺の状況

等から古代の可能性がある。

１号柱穴列　（第９９図、ＰＬ．１６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５５７ ～ ３６，５６０

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，３１１ ～ ３９，３１５

　本柱穴列は調査範囲の最北端となる６区北西端にあ

り、周囲は攪乱が著しく、僅かに遺構確認できた狭い範

囲内での検出であった。そのため、３本の柱穴が等間隔

で並んでいる状況が確認できたものの、遺構の全容は明

らかではなく、建物の可能性も判然としない。柱穴列の

方向は東北東を向く。規模は長さ３．８ｍで、柱間１．９ｍを

測り、各柱穴は径３０ｃｍ前後、深さ２５ｃｍ前後を測る。各柱

穴の埋土は、暗褐色土でロームブロックを多く含み、粘

質である。

　出土遺物もなく、時期の特定は難しい。
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２号柱穴列　（第９９図）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０９ ～ ３６，５１３

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，２８１ ～ ３９，２８４

　本柱穴列は６区南側の土坑が集中する場所にあり、５

号溝の西側に沿うように位置し、付近には１・１５・２５・

２６号土坑がある。検出された柱穴は計５本で、Ｐ１～３

は長さ３．７ｍを測り、Ｐ１・２の柱間は１．５５ｍ、Ｐ２・

３の柱間は２．１５ｍを測る。このＰ２・３の東側に平行し

てＰ４・５があり、Ｐ２・５およびＰ３・４の柱間は１．

１ｍを測る。このことから、Ｐ１～３で柱穴列、Ｐ２～

５で１間×１間の掘立柱建物、或いはＰ１～５が掘立柱

建物を構成する柱穴である可能性もあり、判然としない。

ちなみに、Ｐ１～３の方向は北北東を向く。各柱穴の規

模は、径２７ｃｍ前後、深さ１５ ～ ３０ｃｍを測る。埋土は黒褐

色土で、白色軽石粒を少量含み、やや砂質ぎみ。なお、

埋土からすると、Ｐ２・３の間に位置するＰ６も一連の

可能性がある。

　出土遺物もなく、時期の特定は難しい。

第９７図　１号掘立柱建物平面図
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第９８図　２号掘立柱建物平面図
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第９９図　１・２号柱穴列平面図

１号柱穴列

２号柱穴列
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　３　土坑

　本調査で検出された土坑は、調査時には１～ １８６号ま

での番号を付したが、遺構種別の変更や欠番等を割愛す

ると１７２基を数える。この内、古代の土坑は９基と少なく、

近世土坑６４基、近世以降の土坑３２基、近代土坑１５基、時

期不明の土坑５２基である。全体的に土坑出土の遺物は少

なく、小片の出土にとどまっている例がほとんどで、近

世以降の陶磁器類片を出土させる土坑が３８基ある。特に、

調査区北端となる６区では近世・近代に帰属する３０基余

の土坑が集中して検出され、中でも１６号土坑は不整な大

型長方形を呈している等、この場所の特異性を示してい

る。また、５区の南端および西端、４区と５区の境付近、

３区では１２号溝の西側に集中し、２区では調査区全体に

散漫に検出されている。なお、古代の土坑は２・３区で

検出されている。

　以下、各土坑ごとに記載する。

１号土坑　（第１００・１２５図、第３０・５０表、ＰＬ．１８・４３・

４７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１４、Ｙ軸＝－３９，２８０

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、１５号

土坑および５号溝と重複する。平面形状は円形を呈し、

規模は径１．０ｍ、深さ２７ｃｍを測る。底面は平坦。重複す

る５号溝より本土坑が新しく、１５号土坑とは判然としな

い。埋土中からは、多量の遺物が出土している。

　出土遺物には、図示した１の土師器杯、陶磁器類とし

て２～６の碗類、７の杯、８・９の灯火受台、１０の半胴甕、

１１の火鉢、釜輪１点がある。これらは、肥前磁器、瀬戸・

美濃磁器、京・信楽系陶器、瀬戸・美濃陶器、在地系土

器からなる。なお、１０の半胴甕は、本土坑から遠く離れ

た３区の６号住居の埋土上層から出土した破片と接合し

ている。石製品には１３の雲母石英片岩製の板碑片がある。

一方、未掲載遺物としては、近世の国産磁器２９片、国産

施釉陶器２片、近現代の陶磁器類４５片、ガラス１６片、不

明な鉄製品の小片１点が出土している。

　出土した陶磁器が江戸末から明治初期の所産であるこ

とから、本土坑の時期は近世以降である。

２号土坑　（第１００・１２６図、第３１・５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２４、Ｙ軸＝－３９，２７０

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、平面

形状は円形を呈し、規模は径１．１５ｍ、深さ１８ｃｍを測る。

底面はやや凹凸ぎみ。埋土はやや砂質な暗褐色土と、褐

灰色土に分層される。埋土中に黄褐色の地山ブロックを

混在させることから、人為的堆積と考えられる。

　出土遺物は図示した常滑陶器の甕片があり、他に未掲

載遺物として須恵器の小片が出土している。本土坑の時

期は不明。

３号土坑　（第１０１図、第５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２２、Ｙ軸＝－３９，２７５

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、残存

状態は悪い。東側は不明であるが、平面形状は方形を呈

すると考えられ、残存する規模は長軸１．４７ｍ、短軸（１．

０６）ｍ、深さ１０ｃｍを測る。長軸方向はほぼ南北を向く。

底面はほぼ平坦。埋土はやや砂質な暗褐色土と、粘質な

鈍い黄褐色土に分層される。埋土中に黄褐色の地山ブ

ロックを混在させることから、人為的堆積と考えられる。

　出土遺物には、未掲載遺物として土師器片と近現代の

陶磁器片があり、本土坑の時期は近代か。

４号土坑　（第１０１図、第５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２０、Ｙ軸＝－３９，２７６

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、５号

土坑と重複する。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸１．

３８ｍ、短軸０．８２ｍ、深さ１８ｃｍを測る。長軸方向は北北東

を向く。底面は平坦。埋土はやや砂質な暗褐色土で、黄

褐色の地山ブロックが均質に混入することから、人為的

堆積と考えられる。土層断面の観察から、５号土坑より

本土坑が旧い。

　出土遺物には、未掲載遺物として土師器の小片、近世

の国産磁器片、在地系焙烙・鍋４片があり、本土坑の時

期は近世と考えられる。

５号土坑　（第１０１図、第５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１９、Ｙ軸＝－３９，２７５

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、西側

に４号土坑、東側に６号土坑と重複する。平面形状は長

方形を呈し、規模は長軸１．２２ｍ、短軸（０．５）ｍ、深さ８ｃ

ｍを測る。長軸方向は北北東を向く。底面は平坦。埋土

はやや砂質な暗褐色土で、黄褐色の地山ブロックを少量

混入することから、人為的堆積と考えられる。土層断面

の観察から、４号土坑より本土坑が新しく、６号土坑よ

りも旧い。
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　遺物の出土はなく、本土坑の時期は不明。

６号土坑　（第１０１図、第５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２０、Ｙ軸＝－３９，２７４

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、西側

が５号土坑と重複する。平面形状は長方形を呈し、規模

は長軸１．３５ｍ、短軸０．７５ｍ、深さ１５ｃｍを測る。長軸方向

は北北東を向く。底面は平坦。埋土はやや砂質な暗褐色

土で、地山ブロックを僅かに含むことから、人為的堆積

と考えられる。土層断面の観察から、５号土坑より本土

坑が新しい。

　遺物の出土はなく、本土坑の時期は不明。

７号土坑　（第１０１図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２２、Ｙ軸＝－３９，２７８

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、残存

状態は悪い。平面形状は概ね長方形を呈し、規模は長軸

１．５３ｍ、短軸０．９５ｍ、深さ３ｃｍを測り、浅い。長軸方向

は北北東を向く。底面は平坦。埋土はやや砂質な暗褐色

土で、地山ブロックを僅かに含むことから、人為的堆積

と考えられる。

　遺物の出土はなく、本土坑の時期は不明。

８号土坑　（第１００図、第５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１３、Ｙ軸＝－３９，２７４

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にある。上面

の平面形状は長方形を呈し、長軸１．６８ｍ、短軸１．１５ｍを

測るが、底面状況は中央が径８０ｃｍの円形を成し、４７ｃｍの

深さをもつ。本来の土坑は、この中央部の円形土坑であっ

たと考えられる。底面は平坦。埋土はやや砂質な暗褐色

土を主とし、３層に分層できる。埋土中に黄褐色の地山

ブロックを混在させることから、人為的堆積と考えられ

る。

　出土遺物には、未掲載遺物として近世の在地系焙烙・

鍋１片のみで、本土坑の時期は近世か。

９号土坑　（第１０２・１０３図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２２、Ｙ軸＝－３９，２８４

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、西側

に３号溝が接する。平面形状は長方形を呈し、規模は長

軸１．３１ｍ、短軸０．９５ｍ、深さ１８ｃｍを測る。長軸方向は東

西を向く。底面はほぼ平坦。埋土はやや砂質な暗褐色土

で、黄褐色の地山ブロックを少量混入することから、人

為的堆積と考えられる。

　出土遺物には、未掲載遺物として近世の国産磁器１片、

在地系焙烙・鍋１片があり、本土坑の時期は近世と考え

られる。

１０号土坑　（第１０２・１０３図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２３、Ｙ軸＝－３９，２８４

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、西側

が３号溝と重複する。平面形状は長方形を呈し、規模は

長軸１．０３ｍ、短軸０．７８ｍ、深さ１３ｃｍを測る。長軸方向は

西北西を向く。底面は平坦。埋土はやや砂質な暗褐色土

で、黄褐色の地山ブロックを少量混入することから、人

為的堆積と考えられる。重複関係は不明。

　出土遺物には、未掲載遺物として土師器の小片、近世

の国産磁器１片、近現代の陶磁器１片があり、本土坑の

時期は近世以降と考えられる。

１１号土坑　（第１０４・１０５・１２７図、第３２・５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１６、Ｙ軸＝－３９，２７６

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、全体

が１２号土坑と重複する。平面形状は不明であるが、土層

断面からの規模は長さ（０．８４）ｍ、深さ４８ｃｍを測る。埋土

はやや砂質な黒褐色土と、粘質な暗褐色土の２層からな

る。埋土中に地山ブロックを混在させることから、人為

的堆積と考えられる。土層断面の観察から、１２号土坑よ

り本土坑が新しい。

　出土遺物には図示した志戸呂陶器の灯明皿、他に未掲

載遺物として土師器の小片があり、本土坑の時期は近世

以降と考えられる。

１２号土坑　（第１０４・１０５図、第５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１６、Ｙ軸＝－３９，２７６

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、１１号

土坑、南側が１３号土坑、東側が４号溝と重複する。平面

形状は大型な円形を呈し、規模は径３．０ｍ、深さ６０ｃｍを

測る。底面は平坦。埋土はやや砂質な黒褐色土および鈍

い黄褐色土を主体に、４層に分層できる。埋土中に地山

ブロックを混在させることから、人為的堆積と考えられ

る。また、土層断面の観察から、１１・１３号土坑より本土

坑が旧く、４号溝より新しい。

　出土遺物は未掲載遺物に近世の国産施釉陶器１片のみ

で、本土坑の時期は近世か。

１３号土坑　（第１０４・１０５図、第５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１５、Ｙ軸＝－３９，２７６
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　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、北側

を１２号土坑と重複する。平面形状は不明であるが、土層

断面では南北方向１．５５ｍ、深さ３０ｃｍを測る。底面は平坦。

埋土はやや砂質な暗褐色土で、黄褐色の地山ブロックを

多量に混入することから、人為的堆積と考えられる。土

層断面の観察から、１２号土坑より本土坑が新しい。

　出土遺物には、未掲載遺物として近世の国産施釉陶器

１片、在地系焙烙・鍋１片、近現代の土器類４片があり、

本土坑の時期は近世以降と考えられる。

１４号土坑　（第１０４・１０５・１２８図、第３３・５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１４、Ｙ軸＝－３９，２７６

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にある。平面

形状は長方形を呈し、規模は長軸１．４ｍ、短軸（０．９６）ｍ、

深さ２１ｃｍを測る。長軸方向は西北西を向く。底面は概ね

平坦。埋土はやや砂質な暗褐色土で、黄褐色の地山ブロッ

クを混入することから、人為的堆積と考えられる。

　出土遺物には図示した美濃陶器の皿、他に未掲載遺物

として須恵器の小片、近世の国産磁器１片、在地系焙烙・

鍋１片、近現代の陶磁器類２片があり、本土坑の時期は

近世以降と考えられる。

１５号土坑　（第１０４・１０５・１２９・１３０図、第３４・５０表、ＰＬ． 

１７・４３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１２、Ｙ軸＝－３９，２７８

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、西側

に１号土坑と重複する。平面形状は不整円形を呈し、規

模は径２．５ｍ、深さ６８ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は砂

質な暗褐色土で、地山ブロックを多量に混入することか

ら、人為的堆積と考えられる。１号土坑との重複関係は

不明。埋土中からは、多量の遺物が出土している。

　出土遺物には図示した１・２の碗類（肥前磁器、瀬戸・

美濃磁器）、３の摺り絵皿（美濃陶器）、４の火鉢（在地系

土器）、５の平瓦、６・７の十能瓦があり、他に未掲載

遺物として土師・須恵器片、近世の国産磁器９片、国産

施釉陶器３片、近現代の陶磁器５２片、土器類４３片、瓦１０

片、十能瓦１４片、ガラス４片がある。

　本土坑の時期は近世以降と考えられる。

１６号土坑　（第１０２・１０３・１３１図、第３５・５０表、ＰＬ．１７・

４７・４９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２２、Ｙ軸＝－３９，２８０

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、１７

～ ２３号土坑と重複する。平面形状は不整な大型長方形

を呈し、規模は長軸６．９ｍ、短軸３．９５ｍ、深さ２５ｃｍを測る。

長軸方向は北北東を向く。底面は平坦。埋土はやや砂質

な暗褐色土で、黄褐色の地山ブロックを混入することか

ら、人為的堆積と考えられる。土層断面の観察から、い

ずれの土坑より本土坑が新しい。

　出土遺物には、未掲載遺物として土師器１９片、近世の

国産磁器２４片、国産施釉陶器９片、在地系焙烙・鍋２片、

近現代の陶磁器９８片、土器類６４片、瓦１片、十能瓦１片、

ガラス７片がある。また、石製品には、図示した１～３

の切り砥石があり、１は使用されていない可能性をもつ。

さらに、金属製品として、図示した４の下端部がフック

状となる鉄製品、５・６の環状の鉄製品、７の銅製品の

煙管雁首がある。特に、５の環状鉄製品の内側には、近

現代の染付磁器が挟まっている。金属製品の未掲載遺物

には、棒状および不明な鉄製品片がある。

　本土坑の時期は近世以降と考えられる。

１７号土坑　（第１０２・１０３図、第５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２０、Ｙ軸＝－３９，２８３

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、１６・

１８号土坑と重複する。平面形状は方形を呈すると思われ、

残存する規模は長軸１．９ｍ、短軸（１．０）ｍ、深さ１５ｃｍを測

る。長軸方向は北北東を向く。底面は平坦。埋土は鈍い

黄褐色土で、黄褐色の地山ブロックを多く混入すること

から、人為的堆積と考えられる。土層断面の観察から、

１６号土坑より本土坑が旧く、１８号土坑より新しい。

　出土遺物は未掲載遺物の十能瓦１片のみで、本土坑の

時期は不明。

１８号土坑　（第１０２・１０３図、第５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２１、Ｙ軸＝－３９，２８３

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、１６・

１７号土坑の底面下に検出された。残存状態は極めて悪く、

平面形状は長方形を呈する。規模は長軸（１．５）ｍ、短軸１．

１７ｍ、深さ７ｃｍを測る。長軸方向は西北西を向く。底面

は平坦。埋土はやや砂質な暗褐色土で、黄褐色の地山ブ

ロックを多く混入することから、人為的堆積と考えられ

る。土層断面の観察から、１６・１７号土坑より本土坑が旧い。

　遺物の出土はなく、本土坑の時期は不明。

１９号土坑　（第１０２・１０３図、第５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２１、Ｙ軸＝－３９，２８０
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　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、１６号

土坑の底面下に検出された。平面形状は正方形を呈し、

規模は一辺０．９５ｍ、深さ２２ｃｍを測り、北北東を向く。底

面は平坦。埋土はやや砂質な暗褐色土で、黄褐色の地山

ブロックを多量に混入することから、人為的堆積と考え

られる。土層断面の観察から、１６号土坑より本土坑が旧

い。

　遺物の出土はなく、本土坑の時期は不明。

２０号土坑　（第１０２・１０３・１３２図、第３６・５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２４、Ｙ軸＝－３９，２７９

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、１６号

土坑の底面下に２３号土坑と共に検出された。平面形状は

長方形を呈し、規模は長軸０．９８ｍ、短軸０．７８ｍ、深さ１０

ｃｍを測り、長軸は東西方向を向く。底面は平坦。１６号土

坑より本土坑が旧いと考えられるが、２３号土坑との関係

は不明。

　出土遺物は図示した瀬戸・美濃陶器の灯明皿のみで、

本土坑の時期は近世以降と考えられる。

２１号土坑　（第１０２・１０３図、第５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２５、Ｙ軸＝－３９，２７９

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、１６号

土坑の底面下に２２号土坑と共に検出された。平面形状は

長方形を呈し、規模は長軸０．９２ｍ、短軸０．７２ｍ、深さ９

ｃｍを測り、長軸は東西方向を向く。底面は平坦。１６号土

坑より本土坑が旧いと考えられるが、２２号土坑との関係

は不明。

　遺物の出土はなく、本土坑の時期は不明。

２２号土坑　（第１０２・１０３図、第５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２５、Ｙ軸＝－３９，２８０

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、１６号

土坑の底面下に２１号土坑と共に検出された。平面形状は

方形を呈し、規模は長軸０．９５ｍ、短軸０．８５ｍ、深さ１０ｃｍ

を測り、長軸は東西方向を向く。底面はほぼ平坦。埋土

はやや砂質な暗褐色土で、黄褐色の地山ブロックを多量

に混入することから、人為的堆積と考えられる。土層断

面の観察から、１６号土坑より本土坑が旧いが、２１号土坑

との関係は不明。

　遺物の出土はなく、本土坑の時期は不明。

２３号土坑　（第１０２・１０３図、第５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２４、Ｙ軸＝－３９，２８０

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、１６号

土坑の底面下に２０号土坑と共に検出された。平面形状は

方形を呈し、規模は長軸（０．６５）ｍ、短軸０．７ｍ、深さ４ｃ

ｍを測り、長軸は東西方向を向く。底面はほぼ平坦。埋

土はやや砂質な暗褐色土で、黄褐色の地山ブロックを多

量に混入することから、人為的堆積と考えられる。土層

断面の観察から、１６号土坑より本土坑が旧いが、２０号土

坑との関係は不明。

　遺物の出土はなく、本土坑の時期は不明。

２５号土坑　（第１０５図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０９、Ｙ軸＝－３９，２８１

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、西側

が５号溝と重複する。平面形状は方形を呈し、規模は長

軸（０．８３）ｍ、短軸０．７５ｍ、深さ１１ｃｍを測る。長軸方向は

西北西を向く。底面は平坦。埋土はやや砂質な暗褐色土

で、黄褐色の地山ブロックを混入することから、人為的

堆積と考えられる。土層断面の観察から、５号溝より本

土坑が新しい。

　出土遺物には、未掲載遺物として須恵器の小片、近世

の国産磁器２片、近現代の陶磁器１片がある。本土坑の

時期は近世以降と考えられる。

２６号土坑　（第１０５・１３３図、第３７・５０表、ＰＬ．４３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１０、Ｙ軸＝－３９，２８１

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、土坑

の中央付近を５号溝が重複する。平面形状は方形を呈し、

規模は長軸０．９５ｍ、短軸０．８５ｍ、深さ２０ｃｍを測る。長軸

方向は西北西を向く。底面は平坦。埋土はやや砂質な暗

褐色土で、黄褐色の地山ブロックを混入することから、

人為的堆積と考えられる。土層断面の観察から、５号溝

より本土坑が新しい。

　出土遺物には図示した瀬戸・美濃陶器の灯明皿があり、

他に未掲載遺物として土師器・須恵器片、中世の在地系

鉢・鍋１片、近世の国産磁器１片、在地系焙烙・鍋２片

が出土している。

　本土坑の時期は近世以降と考えられる。

２７号土坑　（第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１３、Ｙ軸＝－３９，２８２

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にある。平面

形状は円形を呈し、規模は径０．７ｍ、深さ２７ｃｍを測る。

底面はやや凹凸。埋土はやや砂質な暗褐色土で、黄褐色
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の地山ブロックを多く含むことから、人為的堆積と考え

られる。

　出土遺物には未掲載遺物に近現代の陶磁器１片があ

り、本土坑の時期は近代か。

２８号土坑　（第１０２・１０３・１３４図、第３８・５０表、ＰＬ．１７）

　位置（座標）：Ｘ軸＝＝３６，５２７、Ｙ軸＝－３９，２８０

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、南側

に１６号土坑と隣接する。平面形状は長方形を呈すると思

われるが、不明な点が多い。規模は長軸３．４ｍ、短軸（１．

７２）ｍ、深さ３３ｃｍを測り、長軸は東西方向を向く。底面

は平坦。また、西側および１６号土坑と隣接する南側には

付随する落ち込みが存在し、１６号土坑と同一な埋土とな

る。このことから、１６号土坑と同一な遺構である可能性

もある。

　出土遺物には、図示した１・２の碗類（瀬戸・美濃磁器、

肥前磁器か）、３の瓶（肥前磁器）があり、他に未掲載遺

物として近現代の陶磁器２片、土器類６点がある。また、

金属製品には未掲載遺物の棒状の鉄製品片が出土してい

る。

　本土坑の時期は近代か。

２９号土坑　（第１０１図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２３、Ｙ軸＝－３９，２７６

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、土坑

の中央付近を６号溝が重複する。平面形状は長方形を呈

し、規模は長軸（１．９）ｍ、短軸０．９ｍ、深さ１９ｃｍを測る。

長軸方向は北北東を向く。底面はほぼ平坦。埋土はやや

砂質な暗褐色土で、黄褐色の地山ブロックを僅かに含む

ことから、人為的堆積と考えられる。土層断面の観察か

ら、６号溝より本土坑が新しい。

　遺物の出土はなく、本土坑の時期は不明。

３０号土坑　（第１０１図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２５、Ｙ軸＝－３９，２７５

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、西側

を６号溝が重複する。平面形状は方形を呈し、規模は長

軸１．３６ｍ、短軸０．６９ｍ、深さ１５ｃｍを測る。長軸方向は北

北東を向く。底面は平坦。埋土はやや粘質な暗褐色土で、

黄褐色の地山ブロックを多く含むことから、人為的堆積

と考えられる。土層断面の観察から、６号溝より本土坑

が旧い。

　遺物の出土はなく、本土坑の時期は不明。

３１号土坑　（第１０４・１０５図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１７、Ｙ軸＝－３９，２７４

　本土坑は６区南側の土坑が集中する場所にあり、西側

が４号溝と重複する。平面形状は長方形を呈し、規模は

長軸１．６３ｍ、短軸（０．６３）ｍ、深さ５ｃｍを測る。長軸方向

は北北東を向く。底面はほぼ平坦。埋土は粘質な暗褐色

土で、黄褐色の地山ブロックを多く含むことから、人為

的堆積と考えられる。土層断面の観察から、４号溝より

本土坑が旧い。

　遺物の出土はなく、本土坑の時期は不明。

３２号土坑　（第１０６図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９１、Ｙ軸＝－３９，３０９

　本土坑は５区南東側にあり、付近には３４・３６・３７号土

坑が点在する。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸２．

１７ｍ、短軸１．１５ｍ、深さ１７ｃｍを測る。長軸方向は西北西

を向く。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、ロームブ

ロックを少量混入することから、人為的堆積と考えられ

る。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

３３号土坑　（第１０６図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１９、Ｙ軸＝－３９，２９２

　本土坑は５区東側にあり、付近には４４ ～ ４６号土坑が

点在する。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸１．７４ｍ、

短軸１．４２ｍ、深さ３３ｃｍを測る。長軸方向は北東を向く。

底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土と黒褐色土を主に、４

層に分層できる。埋土中にロームブロックを混在させる

ことから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

３４号土坑　（第１０６図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９０、Ｙ軸＝－３９，３１２

　本土坑は５区南東側にあり、付近には３２・３６・３７号土

坑や２号井戸が点在する。平面形状は長方形を呈し、規

模は長軸２．８８ｍ、短軸１．５５ｍ、深さ２７ｃｍを測る。長軸方

向は北北東を向く。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、

ロームブロックを僅かに含むことから、人為的堆積と考

えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。
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３６号土坑　（第１０６図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８９、Ｙ軸＝－３９，３１７

　本土坑は５区南東側にあり、付近には３４・３７号土坑や

２号井戸が点在する。平面形状は長方形を呈し、規模は

長軸１．６７ｍ、短軸０．８３ｍ、深さ６ｃｍを測る。長軸方向は

西北西を向く。底面はほぼ平坦。中央付近にはピットを

有するが、ピットは新しい。土坑の埋土は暗褐色土で、

ロームブロックを多量に混在することから、人為的堆積

と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

３７号土坑　（第１０６図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８８、Ｙ軸＝－３９，３１５

　本土坑は５区南東側にあり、付近には３４・３６号土坑や

２号井戸が点在する。平面形状は長方形を呈し、規模は

長軸１．０７ｍ、短軸０．６３ｍ、深さ５ｃｍを測る。長軸方向は

北西を向く。底面は平坦。中央付近にはピットを有する

が、ピットは新しい。土坑の埋土は暗褐色土で、ローム

ブロックを多量に混在することから、人為的堆積と考え

られる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

３８号土坑　（第１０７図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８３、Ｙ軸＝－３９，３２０

　本土坑は５区南東側にあり、付近には３９ ～ ４２号土坑

が点在する。平面形状は楕円形を呈し、規模は長軸２．２１

ｍ、短軸０．９７ｍ、深さ１６ｃｍを測る。長軸方向は南北を向

く。底面は平坦。北側にはピットを有する。埋土は暗褐

色土と明暗褐色土に分層でき、ローム粒を含むものの人

為的堆積かは不明。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

３９号土坑　（第１０７図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８２、Ｙ軸＝－３９，３２３

　本土坑は５区南東側にあり、付近には３８・４１・４２号土

坑が点在し、４０号土坑と重複する。平面形状は長方形を

呈し、規模は長軸１．８ｍ、短軸１．２８ｍ、深さ１３ｃｍを測る。

長軸方向は西北西を向く。底面は平坦。埋土は暗褐色土

で、ロームブロックを多量に含むことから、人為的堆積

と考えられる。土層断面の観察から、４０号土坑より本土

坑が新しい。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

４０号土坑　（第１０７図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８２、Ｙ軸＝－３９，３２２

　本土坑は５区南東側にあり、付近には３８・４１・４２号土

坑が点在し、３９号土坑と重複する。平面形状は方形を呈

し、規模は長軸（０．５３）ｍ、短軸１．１８ｍ、深さ１４ｃｍを測る。

長軸方向は北北東を向く。底面は平坦。埋土は暗褐色土

で、ローム粒を少量含むものの人為的堆積かは不明。土

層断面の観察から、３９号土坑より本土坑が旧い。

　遺物には未掲載遺物の土師器小片が僅かに出土してい

るが、本土坑の時期は、埋土から近世と考えられる。

４１号土坑　（第１０７図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８０、Ｙ軸＝－３９，３２４

　本土坑は５区南東側にあり、付近には３８ ～ ４０・４２号

土坑が点在する。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸

１．７７ｍ、短軸１．０５ｍ、深さ４２ｃｍを測る。長軸方向は北北

東を向く。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ローム小ブ

ロックを少量含むことから、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物の土師器小片が出土しているが、

本土坑の時期は、埋土から近世と考えられる。

４２号土坑　（第１０７図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８６、Ｙ軸＝－３９，３２４

　本土坑は５区南東側にあり、付近には３８ ～ ４１号土坑

が点在する。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸１．１ｍ、

短軸０．６７ｍ、深さ１２ｃｍを測る。長軸方向は北北東を向く。

底面は凹凸ぎみ。埋土は暗褐色土で、汚れたロームブロッ

クを含むことから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

４３号土坑　（第１０７図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５９、Ｙ軸＝－３９，３５７

　本土坑は４区南側で、１３号溝の南側にある。平面形状

は円形を呈し、規模は径１．３５ｍ、深さ４３ｃｍを測る。底面

はほぼ平坦。埋土は明暗褐色土と暗褐色土を主に、３層

に分層できる。埋土中にロームブロックを多量に混在さ

せることから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。
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４４号土坑　（第１０８図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１６、Ｙ軸＝－３９，２９３

　本土坑は５区東側にあり、４６号土坑に隣接し、４５号土

坑と重複する。平面形状は方形を呈し、規模は長軸１．５８

ｍ、短軸（１．２５）ｍ、深さ２６ｃｍを測る。長軸方向は北北東

を向く。底面はほぼ平坦。埋土は明褐色土で、ローム粒

を多量に、ローム小ブロックを少量混在させることから、

人為的堆積と考えられる。土層断面の観察から、４５号土

坑より本土坑が新しい。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は近代か。

４５号土坑　（第１０８図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１７、Ｙ軸＝－３９，２９４

　本土坑は５区東側にあり、４４号土坑と重複する。平面

形状は長方形を呈し、規模は長軸２．５ｍ、短軸１．５２ｍ、

深さ４２ｃｍを測る。長軸方向は北西を向く。底面は平坦。

埋土は明褐色土を主に、３層に分層できる。埋土中にロー

ムブロックを多量に混在させることから、人為的堆積と

考えられる。土層断面の観察から、４４号土坑より本土坑

が旧い。

　遺物には未掲載遺物として土師・須恵器の小片、近現

代の陶磁器６片、土器類２片、瓦１片が出土し、他に不

明な鉄製品片１点が出土している。

　本土坑の時期は近代か。

４６号土坑　（第１０８図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１５、Ｙ軸＝－３９，２９２

　本土坑は５区東側にあり、４４号土坑に隣接する。平面

形状は円形を呈し、規模は径０．９８ｍ、深さ１３ｃｍを測る。

底面は概ね平坦。埋土は暗褐色土で、ロームブロックを

混在することから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

４７号土坑　（第１０７図、第５０表、ＰＬ．１８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２５、Ｙ軸＝－３９，２９５

　本土坑は５区東側にあり、付近には３３・４８号土坑が点

在する。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸１．２７ｍ、

短軸０．９ｍ、深さ１２ｃｍを測る。長軸方向は西北西を向く。

底面は平坦。埋土は明暗褐色土で、ローム粒を多量に含

み、炭化物を混入。人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

４８号土坑　（第１０８図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２５、Ｙ軸＝－３９，２９０

　本土坑は５区東側にあり、付近には３３・４７号土坑が点

在する。平面形状は円形を呈し、規模は径１．２６ｍ、深さ

５１ｃｍを測る。底面はほぼ平坦。埋土は明暗褐色土を主に、

３層に分層できる。埋土中にロームブロックを混在させ

ることから、人為的堆積と考えられる。

　出土遺物には、未掲載遺物として土師器の小片、近世

の国産磁器１片、近現代の陶磁器１１片、土器類４片、瓦

２片、十能瓦１片、ガラス１片がある。本土坑の時期は、

近世以降と考えられる。

４９号土坑　（第１０８図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１１、Ｙ軸＝－３９，３４６

　本土坑は５区中央部にあり、付近には５０ ～ ５２号土坑

が点在し、８号溝と重複する。平面形状は長方形を呈し、

規模は長軸１．２６ｍ、短軸１．０ｍ、深さ１２ｃｍを測る。長軸

方向は北北東を向く。底面は平坦。埋土は明暗褐色土で、

ローム粒を多量に含むことから、人為的堆積と考えられ

る。土層断面の観察から、８号溝より本土坑が新しい。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、遺構の重複から

近世以降と考えられる。

５０号土坑　（第１０９図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１０、Ｙ軸＝－３９，３４２

　本土坑は５区中央部にあり、付近には４９・５１・５２号土

坑が点在し、８号溝と重複する。平面形状は楕円形を呈

し、規模は長軸１．５ｍ、短軸１．２ｍ、深さ２５ｃｍを測る。長

軸方向は北北西を向く。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、

ロームブロックを少量含むことから、人為的堆積と考え

られる。土層断面の観察から、８号溝より本土坑が新し

い。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、遺構の重複から

近世以降と考えられる。

５１号土坑　（第１０９図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１１、Ｙ軸＝－３９，３３９

　本土坑は５区中央部にあり、付近には４９・５０・５２号土

坑が点在し、８号溝と重複する。平面形状は楕円形を呈

し、規模は長軸１．６５ｍ、短軸１．３ｍ、深さ４０ｃｍを測る。

長軸は東西方向を向く。底面は擂り鉢ぎみ。埋土は暗褐

色土で、ローム大ブロックを多量に混在することから、

人為的堆積と考えられる。土層断面の観察から、８号溝
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より本土坑が新しい。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、遺構の重複から

近世以降と考えられる。

５２号土坑　（第１０９図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０６、Ｙ軸＝－３９，３４６

　本土坑は４区北側にあり、付近には４９・５０・５３・５９号

土坑が点在し、９号溝と重複する。平面形状は円形を呈

し、規模は径１．２５ｍ、深さ１２ｃｍを測る。底面は平坦。埋

土は暗褐色土で、混入物少ない。人為的堆積かは不明。

土層断面の観察から、９号溝より本土坑が新しい。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、不明。

５３号土坑　（第１０９図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０４、Ｙ軸＝－３９，３４２

　本土坑は４区北側にあり、５８・５９号土坑と近接し、９

号溝と重複する。平面形状は円形を呈し、規模は径０．９５

ｍ、深さ３８ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は明褐色砂礫土

と暗褐色土の２層に分層できる。人為的堆積と考えられ

る。土層断面の観察から、９号溝より本土坑が新しい。

　出土遺物には、未掲載遺物に近現代の陶磁器６片、ガ

ラス１片がある。本土坑の時期は近代か。

５４号土坑　（第１１０図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０６、Ｙ軸＝－３９，３３７

　本土坑は４区北側にあり、付近には５５ ～ ５７号土坑が

点在する。平面形状は円形を呈し、規模は径０．６５ｍ、深

さ９ｃｍを測る。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土を主に、

３層に分層できる。埋土中にロームブロックを多量に混

在させることから、人為的堆積と考えられる

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

５５号土坑　（第１１０図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０４、Ｙ軸＝－３９，３３７

　本土坑は４区北側にあり、付近には５４・５６・５７号土

坑が点在する。平面形状は円形を呈し、規模は径０．７６

ｍ、深さ１３ｃｍを測る。底面はほぼ平坦で、焼土化して

いる。埋土は暗褐色土で、炭化物を多く混入する。人

為的堆積かは不明　遺物の出土はない。本土坑の時期

は、埋土から近代か。

５６号土坑　（第１１０図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０３、Ｙ軸＝－３９，３３７

　本土坑は４区北側にあり、付近には５４・５５・５７号土坑

が点在する。平面形状は円形を呈し、規模は径０．６３ｍ、

深さ２２ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、炭化

物と小礫を混入する。人為的堆積の可能性あり。

　出土遺物には、未掲載遺物に近現代の陶磁器１７片があ

る。さらに、底面から鉄製の桶の箍が出土している。本

土坑の時期は近代か。

５７号土坑　（第１１０図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０４、Ｙ軸＝－３９，３３９

　本土坑は４区北側にあり、付近には５４ ～ ５６号土坑が

点在する。平面形状は円形を呈し、規模は径０．５５ｍ、深

さ１０ｃｍを測る。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、ロー

ム粒と炭化物を多く混入する。人為的堆積の可能性あり。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近代か。

５８号土坑　（第１０９図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０３、Ｙ軸＝－３９，３４２

　本土坑は４区北側にあり、５３号土坑と近接する。平面

形状は円形を呈し、規模は径０．６８ｍ、深さ８ｃｍを測る。

底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ローム粒と炭化物を多

く混入する。人為的堆積の可能性あり。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近代か。

５９号土坑　（第１０９図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０４、Ｙ軸＝－３９，３４３

　本土坑は４区北側にあり、５３号土坑と近接する。平面

形状は楕円形を呈し、規模は長軸０．９３ｍ、短軸０．６８ｍ、

深さ１７ｃｍを測る。長軸方向は北北東を向く。底面はほぼ

平坦。埋土は暗褐色土で、ロームブロックを少量混入す

ることから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世以

降と考えられる。

６０号土坑　　３号井戸に変更。

６１号土坑　（第１１０図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１７、Ｙ軸＝－３９，３６１

　本土坑は５区西側にあり、付近には３号井戸や６２・６３

号土坑が点在する。平面形状は円形を呈し、規模は径０．

８５ｍ、深さ８ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、

ローム粒・ロームブロックを少量含むことから、人為的

堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

６２号土坑　（第１１０図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１３、Ｙ軸＝－３９，３６４
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　本土坑は５区西側にあり、付近には３号井戸や６１・６３

号土坑が点在する。平面形状は楕円形を呈し、規模は長

軸１．０ｍ、短軸０．８５ｍ、深さ１８ｃｍを測る。長軸方向は北

北東を向く。底面は平坦。埋土は暗黒褐色土と明褐色土

の２層に分層できる。埋土中にロームブロックを多量に

混在させることから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

６３号土坑　（第１１０図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１２、Ｙ軸＝－３９，３６６

　本土坑は５区西側にあり、付近には６１・６２・６４号土坑

が点在する。平面形状は方形を呈し、規模は長軸１．１２ｍ、

短軸１．０ｍ、深さ２１ｃｍを測る。長軸は東西方向を向く。

底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、ローム小ブロック

を少量混入することから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

６４号土坑　（第１１０図、第５０表、ＰＬ．１９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１３、Ｙ軸＝－３９，３７２

　本土坑は５区西側にあり、付近には６１ ～ ６３号土坑が

点在する。平面形状は円形を呈し、規模は径０．８１ｍ、深

さ５２ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は暗褐色土を主に、４

層に分層できる。埋土中にロームブロックを多量に混在

させることから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

６５号土坑　（第１１０図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０２、Ｙ軸＝－３９，３８６

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には６６ ～ ６９号土坑が点在し、１６号溝と重複する。

平面形状は円形を呈し、規模は径１．１ｍ、深さ４７ｃｍを測る。

底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ローム小ブロックを混

入することから、人為的堆積と考えられる。土層断面の

観察から、１６号溝より本土坑が新しい。

　遺物には未掲載遺物に土師・須恵器の小片が僅かに出

土しているが、本土坑の時期は埋土から近世と考えられ

る。

６６号土坑　（第１１１図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０２、Ｙ軸＝－３９，３８３

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には６５・６７・６８号土坑が点在し、１３・１６号溝と重複

する。平面形状は円形を呈し、規模は径０．８６ｍ、深さ１５

ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ローム粒・

ブロックを少量混入することから、人為的堆積と考えら

れる。重複関係は不明。

　遺物には未掲載遺物に土師器片・小片が僅かに出土し

ているが、本土坑の時期は埋土から近世と考えられる。

６７号土坑　（第１１１図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０１、Ｙ軸＝－３９，３８７

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には６５・６６・６８・６９号土坑が点在する。平面形状は

円形を呈し、規模は径１．０２ｍ、深さ１７ｃｍを測る。底面は

ほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、ローム粒・ブロックを少

量混入することから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

６８号土坑　（第１１１図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５００、Ｙ軸＝－３９，３８８

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には６５・６７・６９号土坑が点在する。現代の畑に一部

を壊されるが、平面形状は円形を呈し、規模は径０．８３ｍ、

深さ１１ｃｍを測る。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、

ローム粒・ブロックを少量混入することから、人為的堆

積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

６９号土坑　（第１１１図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５００、Ｙ軸＝－３９，３９０

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には６７・６８・７１号土坑が点在する。現代の畑に一部

を壊されるが、平面形状は円形を呈し、規模は径０．８５ｍ、

深さ２２ｃｍを測る。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、

ローム小ブロックを少量混入することから、人為的堆積

と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

７０号土坑　（第１１１図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９５、Ｙ軸＝－３９，３９６

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には７１ ～ ７３・１０５号土坑が点在する。平面形状は長
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方形を呈し、規模は長軸１．４５ｍ、短軸０．９６ｍ、深さ１２ｃｍ

を測る。長軸方向は西北西を向く。底面は平坦。埋土は

暗褐色土で、ローム粒・ブロックを少量混入することか

ら、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に須恵器の小片が僅かに出土して

いるが、本土坑の時期は埋土から近世と考えられる。

７１号土坑　（第１１１図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９９、Ｙ軸＝－３９，３９４

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には６９・７０・７２号土坑が点在する。現代の畑に一部

を壊されるが、平面形状は円形を呈し、規模は径１．０ｍ、

深さ１３ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ロー

ム粒を多く混入することから、人為的堆積の可能性あり。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が少量出

土しているが、本土坑の時期は埋土から近世と考えられ

る。

７２号土坑　（第１１１図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９４、Ｙ軸＝－３９，３９４

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には７０・７３・８４号土坑が点在する。現代の畑に一部

を壊されるが、平面形状は円形を呈し、規模は径０．６７ｍ、

深さ６ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ロー

ムブロックを混入することから、人為的堆積と考えられ

る。

　遺物には未掲載遺物に土師器片が僅かに出土している

が、本土坑の時期は埋土から近世と考えられる。

７３号土坑　（第１１１図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９４、Ｙ軸＝－３９，３９２

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には７０・７２・８４号土坑が点在する。現代の畑に一部

を壊されるが、平面形状は円形を呈し、規模は径０．８０ｍ、

深さ２４ｃｍを測る。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、

ローム小ブロックを少量混入することから、人為的堆積

と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、近世と考えられ

る。

７４号土坑　（第１１１図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８９、Ｙ軸＝－３９，３９０

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には８２ ～ ８４号土坑が点在する。現代の畑に一部を

壊されるが、平面形状は円形を呈し、規模は径１．０２ｍ、

深さ２５ｃｍを測る。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、

ローム小ブロックを少量混入することから、人為的堆積

と考えられる。

　出土遺物には土師器片と須恵器小片、近現代の土器類

１片があり、本土坑の時期は近代か。

７５号土坑　（第１１２図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９３、Ｙ軸＝－３９，３８２

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西際にあり、

付近には７６・７７・７９号土坑が点在する。平面形状は楕円

形を呈し、規模は長軸０．９ｍ、短軸０．６３ｍ、深さ１３ｃｍを

測る。長軸方向は西北西を向く。底面は平坦。埋土は暗

褐色土で、ロームブロックを混在し、炭化物が多い。人

為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世以

降と考えられる。

７６号土坑　（第１１２図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９２、Ｙ軸＝－３９，３８２

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西際にあり、

付近には７５・７７ ～ ７９号土坑が点在する。平面形状は方

形を呈し、規模は長軸０．６ｍ、短軸０．５５ｍ、深さ７ｃｍを

測る。長軸方向は西北西を向く。底面はほぼ平坦。埋土

は暗褐色土で、ローム粒を含み、炭化物が多い。人為的

堆積かは不明。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世以

降と考えられる。

７７号土坑　（第１１２図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９１、Ｙ軸＝－３９，３８４

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西際にあり、

付近には７６・７８ ～ ８１号土坑が点在する。平面形状は方

形を呈し、規模は長軸０．５５ｍ、短軸０．５ｍ、深さ７ｃｍを

測る。長軸方向は北西を向く。底面はほぼ平坦。埋土は

暗褐色土で、ローム粒を含み、炭化物が多い。為的堆積

かは不明。

　遺物には未掲載遺物に土師器片が僅かに出土している

が、本土坑の時期は埋土から近世以降と考えられる。

７８号土坑　（第１１２図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９０、Ｙ軸＝－３９，３８３

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西際にあり、

付近には７６・７７・８０・８１号土坑が点在する。平面形状は
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方形を呈し、規模は長軸０．５５ｍ、短軸０．５５ｍ、深さ７ｃｍ

を測る。底面はやや擂り鉢状。埋土は暗褐色土で、ロー

ム粒を含み、炭化物が多い。人為的堆積かは不明。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世以

降と考えられる。

７９号土坑　（第１１２図、第５０表、ＰＬ．２０）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９４、Ｙ軸＝－３９，３８３

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には７５ ～ ７７号土坑が点在する。平面形状は方形を

呈し、規模は長軸１．１５ｍ、短軸１．０３ｍ、深さ４８ｃｍを測る。

長軸方向は北北東を向く。底面は平坦。埋土は暗黄褐色

土で、ローム小ブロックを多量に混在することから、人

為的堆積と考えられる。

　出土遺物には、未掲載遺物として近世の国産施釉陶器

１片、近現代の十能瓦１片があり、本土坑の時期は近世

以降と考えられる。

８０号土坑　（第１１２図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９０、Ｙ軸＝－３９，３８６

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には７７・７８・８２・８３・８６号土坑が点在し、８１号土坑

と重複する。平面形状は円形を呈し、規模は径０．８７ｍ、

深さ１６ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ロー

ム小ブロックを少量混入することから、人為的堆積と考

えられる。土層断面の観察から、８１号土坑より本土坑が

新しい。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、重複から近世と

考えられる。

８１号土坑　（第１１２図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９０、Ｙ軸＝－３９，３８５

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には７７・７８・８２・８３・８６号土坑が点在し、８０号土坑

と重複する。平面形状は楕円形を呈し、規模は長軸（０．

８７）ｍ、短軸０．７８ｍ、深さ２３ｃｍを測る。長軸方向は北西

を向く。底面はほぼ平坦。埋土は明暗褐色土で、ローム

粒・小ブロックを少量混入することから、人為的堆積と

考えられる。土層断面の観察から、８０号土坑より本土坑

が旧い。

　遺物には未掲載遺物に土師器片が僅かに出土している

が、本土坑の時期は埋土から近世と考えられる。

８２号土坑　（第１１２図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９８、Ｙ軸＝－３９，３８７

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には７４・８０・８１号土坑が点在し、８３・８６号土坑と隣

接する。平面形状は方形を呈し、規模は長軸０．７ｍ、短軸０．

６２ｍ、深さ１５ｃｍを測る。長軸方向は北北東を向く。底面

はやや凹凸ぎみ。埋土は暗褐色土で、ローム小ブロック

を混在することから、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物にガラス等を出土させていること

から、本土坑の時期は、近代以降と考えられる。

８３号土坑　（第１１２図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９７、Ｙ軸＝－３９，３８７

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には７４・８０・８１号土坑が点在し、８２・８６号土坑と隣

接する。平面形状は楕円形を呈し、規模は長軸０．８１ｍ、

短軸０．６５ｍ、深さ６ｃｍを測る。長軸方向は北西を向く。

底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、ロームブロックを

少量混入することから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世以

降と考えられる。

８４号土坑　（第１１２図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９２、Ｙ軸＝－３９，３９４

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には７２・７３号土坑が点在する。現代の畑に一部を壊

されるが、平面形状は円形を呈し、規模は径１．０ｍ、深

さ１７ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ローム

小ブロックを少量混入することから、人為的堆積と考え

られる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

８６号土坑　（第１１２図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９７、Ｙ軸＝－３９，３８６

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には７４・８０・８１号土坑が点在し、８２・８３号土坑と隣

接する。平面形状は円形を呈し、規模は径１．１７ｍ、深さ

２４ｃｍを測る。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、ロー

ム小ブロックを混入することから、人為的堆積と考えら

れる。

　遺物には未掲載遺物に土師・須恵器小片が出土し、他

に不明な鉄製品片１点が出土している。本土坑の時期は、
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埋土から近世と考えられる。

８７号土坑　（第１１３図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８４、Ｙ軸＝－３９，３９１

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には８８ ～ ９２号土坑が点在する。平面形状は円形を

呈し、規模は径０．９３ｍ、深さ８ｃｍを測る。底面は平坦。

埋土は暗褐色土で、ローム小ブロックを少量混入するこ

とから、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師・須恵器の小片、中世の国

産焼物片が出土しており、本土坑の時期は近世以降と考

えられる。

８８号土坑　（第１１３図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８３、Ｙ軸＝－３９，３９４

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には８７・８９ ～ ９２号土坑が点在する。平面形状は円

形を呈し、規模は径１．０５ｍ、深さ２２ｃｍを測る。底面は西

側に段を有するが平坦。埋土は暗褐色土で、ローム小ブ

ロックを少量混入することから、人為的堆積と考えられ

る。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が僅かに

出土しているが、本土坑の時期は埋土から近世と考えら

れる。

８９号土坑　（第１１３図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８６、Ｙ軸＝－３９，３９４

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には８７・８８・９０ ～ ９２号土坑が点在する。平面形状

は方形を呈し、規模は長軸０．９ｍ、短軸０．９ｍ、深さ１３ｃｍ

を測る。長軸方向は北西を向く。底面は平坦。埋土は暗

褐色土で、ローム小ブロックを少量混入することから、

人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

９０号土坑　（第１１３図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８５、Ｙ軸＝－３９，３９３

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には８７・８８号土坑が点在し、８９・９１・９２号土坑と近

接する。平面形状は楕円形を呈し、規模は長軸０．８５ｍ、

短軸０．６５ｍ、深さ１２ｃｍを測る。長軸方向は北西を向く。

底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、ローム小ブロック

を少量混入することから、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が少量出

土しているが、本土坑の時期は埋土から近世と考えられ

る。

９１号土坑　（第１１３図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８４、Ｙ軸＝－３９，３９８

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には８７ ～ ８９号土坑が点在し、９０号土坑と近接、９２

号土坑と重複する。平面形状は方形を呈し、規模は長軸０．

６５ｍ、短軸（０．５２）ｍ、深さ５ｃｍを測る。長軸方向は北東

を向く。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、ロームブ

ロックを少量混入することから、人為的堆積と考えられ

る。土層断面の観察から、９２号土坑より本土坑が新しい。

　遺物には未掲載遺物に土師器片が僅かに出土している

が、本土坑の時期は埋土から近世と考えられる。

９２号土坑　（第１１３図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８４、Ｙ軸＝－３９，３９８

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には８７ ～ ８９号土坑が点在し、９０号土坑と近接、９１

号土坑と重複する。平面形状は円形を呈し、規模は径（０．

６５）ｍ、深さ８ｃｍを測る。底面は西寄りが凹む。埋土は

暗褐色土で、ロームブロックを少量混入することから、

人為的堆積と考えられる。土層断面の観察から、９１号土

坑より本土坑が旧い。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

 ９３号土坑　（第１１３図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８０、Ｙ軸＝－３９，３９５

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には西に６号住居、東に９４号土坑がある。平面形状

は円形を呈し、規模は径０．９５ｍ、深さ２６ｃｍを測る。底面

はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、ローム小ブロックを多

量に含むことから、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が僅かに

出土しているが、本土坑の時期は埋土から近世と考えら

れる。

９４号土坑　（第１１３図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７９、Ｙ軸＝－３９，３９４

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には９３・９５ ～ ９８・１２７号土坑が点在する。平面形

状は楕円形を呈し、規模は長軸０．６８ｍ、短軸０．５２ｍ、

第３章　検出された遺構と遺物

134



深さ８ｃｍを測る。長軸は南北方向を向く。底面はほぼ

平坦。埋土は暗褐色土で、ロームブロックを少量混入す

ることから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

９５号土坑　（第１１３図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７９、Ｙ軸＝－３９，３９３

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には９３・９４・９７・９８・１２７号土坑が点在し、９６号土

坑と重複する。平面形状は円形を呈し、規模は径０．９ｍ、

深さ１２ｃｍを測る。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、

ローム小ブロックを含み、焼土粒を多く含む。人為的堆

積と考えられる。土層断面の観察から、９６号土坑より本

土坑が新しい。

　遺物には未掲載遺物ではあるが土師器片が多く出土し

ており、本土坑の時期は古代と考えられる。

９６号土坑　（第１１３図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７８、Ｙ軸＝－３９，３９３

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には９３・９４・９７・９８・１２７号土坑が点在し、９５号土

坑と重複する。平面形状は不整形で、複数の土坑が重複

している可能性もある。規模は長軸２．２ｍ、短軸１．０ｍ、

深さ１４ｃｍを測る。長軸方向は東北東を向く。底面は３カ

所に分かれ、それぞれがほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、

ローム小ブロックを少量含み、焼土粒を僅かに混入する。

人為的堆積と考えられる土層断面の観察から、９５号土坑

より本土坑が旧い。

　遺物には未掲載遺物ではあるが土師器片が出土してお

り、本土坑の時期は古代と考えられる。

９７号土坑　（第１１３図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７７、Ｙ軸＝－３９，３９５

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には９３ ～ ９６号土坑が点在し、９８・１２７号土坑と重複

する。平面形状は円形を呈し、規模は径０．６ｍ、深さ１２ｃ

ｍを測る。底面はやや擂り鉢状。埋土は明暗褐色土で、ロー

ム粒・ブロックを多く含むことから、人為的堆積と考え

られる。土層断面の観察から、９８・１２７号土坑より本土

坑が新しい。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が僅かに

出土しているが、本土坑の時期は重複から近世と考えら

れる。

９８号土坑　（第１１３図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７７、Ｙ軸＝－３９，３９５

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には９３ ～ ９６号土坑が点在し、９７・１２７号土坑と重複

する。平面形状は円形を呈し、規模は径０．７８ｍ、深さ１５

ｃｍを測る。底面はやや擂り鉢状。埋土は暗褐色土で、ロー

ム小ブロックを少量含むことから、人為的堆積と考えら

れる。土層断面の観察から、９７号土坑より本土坑が旧く、

１２７号土坑より新しい。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

９９号土坑　（第１１４図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７６、Ｙ軸＝－３９，３９７

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には重複する９７・９８・１２７号土坑と１００号土坑が点在

する。平面形状は楕円形を呈し、規模は長軸１．２１ｍ、短

軸０．９ｍ、深さ１８ｃｍを測る。長軸方向は北西を向く。底

面は平坦。埋土は暗褐色土で、ローム小ブロックを僅か

に混入することから、人為的堆積の可能性あり。

　出土遺物は未掲載遺物に近現代の陶磁器１片があり、

本土坑の時期は近代か。

１００号土坑　（第１１４図、第５０表、ＰＬ．２１）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７７、Ｙ軸＝－３９，４０１

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

調査区境に位置し、北側に６号住居や１０１号土坑がある。

北側のみの調査で、平面形状は不明。調査区境の規模は

長さ１．２８ｍ、深さ２７ｃｍを測る。底面は中央がやや凹む。

埋土は暗褐色土で、砂質ぎみで、締まりが弱い。人為的

堆積かは不明。

　遺物の出土はなく、時期も不明。

１０１号土坑　（第１１４図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８２、Ｙ軸＝－３９，４０３

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

６号住居の西側に隣接する。平面形状は円形を呈し、規

模は径０．９８ｍ、深さ３２ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は暗

黄褐色土で、ロームブロックを多量に混在させることか

ら、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片が出土しているが、本

土坑の時期は埋土から近世と考えられる。
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１０２号土坑　（第１１４図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８４、Ｙ軸＝－３９，４０１

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

６号住居と重複する。平面形状は円形を呈し、規模は径

０．８７ｍ、深さ１９ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は暗黒褐色

土で、ローム小ブロックを少量含むことから、人為的堆

積と考えられる。遺構確認時点で、埋土の土色から６号

住居より本土坑が新しいことが明確であった。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

１０３号土坑　（第１１４図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８８、Ｙ軸＝－３９，４００

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

１０４号土坑に近接し、６号住居と接するように近接する。

平面形状は円形を呈し、規模は径０．８３ｍ、深さ１５ｃｍを測

る。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、ローム小ブロッ

クを僅かに含むことから、人為的堆積の可能性あり。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

１０４号土坑　（第１１４図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８８、Ｙ軸＝－３９，４０１

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

６号住居や１０３号土坑と近接する。平面形状は円形を呈

し、規模は径０．８５ｍ、深さ１２ｃｍを測る。底面は平坦。埋

土は暗褐色土で、ロームブロックを含むことから、人為

的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が出土し

ているが、本土坑の時期は埋土から近世と考えられる。

１０５号土坑　（第１１４図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９２、Ｙ軸＝－３９，４０３

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には１０６・１０７・１２６・１２９号土坑が点在する。平面形

状は長方形を呈し、規模は長軸０．９７ｍ、短軸０．７７ｍ、深

さ３２ｃｍを測る。長軸方向は西北西を向く。底面はほぼ平

坦。埋土は暗褐色土で、汚れたロームブロックを僅かに

混入することから、人為的堆積の可能性あり。

　遺物には未掲載遺物に土師器片が僅かに出土している

が、本土坑の時期は埋土から近世と考えられる。

１０６号土坑　（第１１４図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９２、Ｙ軸＝－３９，３９９

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には１０５・１０７・１３１号土坑が点在する。平面形状は

長方形を呈し、規模は長軸０．９５ｍ、短軸０．６７ｍ、深さ３１

ｃｍを測る。長軸方向は北北東を向く。底面はほぼ平坦。

埋土は暗褐色土で、下位に汚れたロームブロックを少量

混入することから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

１０７号土坑　（第１１４図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９６、Ｙ軸＝－３９，４０３

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には１０５・１０６・１０８・１２９号土坑が点在し、１４号溝と

重複する。また、本土坑の西側は、浅い土坑状の落ち込

みとも重複する。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸

１．２３ｍ、短軸０．９５ｍ、深さ３１ｃｍを測る。長軸方向は西北

西を向く。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、混入物

少なく、暗い。人為的堆積かは不明。１０８号土坑の埋土

に近似する。土層断面の観察から、西側の落ち込みより

も旧く、１４号溝より新しい。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が出土

し、他に不明な鉄製品片１点が出土している。本土坑の

時期は、重複から近世以降と考えられる。

１０８号土坑　（第１１５図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９７、Ｙ軸＝－３９，４０７

　本土坑は３区西端にあり、付近には１０７・１２９号土坑が

点在する。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸１．２７ｍ、

短軸１．０８ｍ、深さ３１ｃｍを測る。長軸方向は西北西を向く。

底面は平坦。埋土は暗褐色土で、混入物少なく、暗い。

人為的堆積かは不明。１０７号土坑の埋土に近似する。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が出土し

ているが、本土坑の時期は埋土から近世以降と考えられ

る。

１０９号土坑　（第１１５図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９５、Ｙ軸＝－３９，４１５

　本土坑は３区西端の調査区境にあり、付近には１１０・

１１２・１３２号土坑が点在する。平面形状は楕円形を呈し、

規模は長軸０．９５ｍ、短軸０．８ｍ、深さ１１ｃｍを測る。長軸

方向は北東を向く。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ロー

ム小ブロックを含むことから、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が僅かに
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出土しているが、本土坑の時期は埋土から近世以降と考

えられる。

１１０号土坑　（第１１５図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９３、Ｙ軸＝－３９，４１５

　本土坑は３区西端にあり、付近には１０９・１１２・１３２号

土坑が点在する。平面形状は楕円形を呈し、規模は長軸

０．８８ｍ、短軸０．７７ｍ、深さ１５ｃｍを測る。長軸方向は北北

東を向く。底面はやや擂り鉢状。埋土は暗褐色土で、ロー

ムブロックを少量含む。混入物少なく、暗い。人為的堆

積の可能性あり。１０７号土坑の埋土に近似する。

　遺物には未掲載遺物に須恵器片が僅かに出土している

が、本土坑の時期は埋土から近世以降と考えられる。

１１２号土坑　（第１１５図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９４、Ｙ軸＝－３９，４１６

　本土坑は３区西端の調査区境にあり、付近には１０９・

１１０・１１３・１３２号土坑が点在する。調査区境のため全掘

はできなかったが、平面形状は楕円形を呈し、規模は長

軸（１．６２）ｍ、短軸１．５７ｍ、深さ３３ｃｍを測る。長軸は南北

方向を向く。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ローム小

ブロックを少量含むことから、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師器小片と須恵器片が僅かに

出土しているが、本土坑の時期は埋土から近世と考えら

れる。

１１３号土坑　（第１１５図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９２、Ｙ軸＝－３９，４１９

　本土坑は３区西端にあり、付近には１１２・１３２号土坑が

点在する。平面形状は円形を呈し、規模は径０．８５ｍ、深

さ２２ｃｍを測る。底面は概ね平坦。埋土は明暗褐色土で、

ローム粒を多く含み、明るい。人為的堆積の可能性あり。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

１１４号土坑　（第１１５図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８８、Ｙ軸＝－３９，４２３

　本土坑は３区西端の調査区境にあり、付近には１１５・

１１６号土坑が点在する。調査区境のため全掘はできなかっ

た。平面形状は不明で、規模は壁際の長さ０．９６ｍ、深さ

３７ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は黒褐色土で、ローム粒・

小ブロックを少量含むことから、人為的堆積と考えられ

る。また、土層断面の観察からは、１層の表土下から、

３層の暗褐色土および４層のローム漸移層まで掘り込ん

でいる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片が出土しているが、本

土坑の時期は埋土から近世と考えられる。

１１５号土坑　（第１１５図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８８、Ｙ軸＝－３９，４２２

　本土坑は３区西端にあり、付近には１１４・１１６号土坑が

点在する。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸１．１ｍ、

短軸０．９５ｍ、深さ１５ｃｍを測る。長軸方向は北東を向く。

底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土。人為的堆積かは不明。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１１６号土坑　（第１１５図、第５０表、ＰＬ．２２）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８９、Ｙ軸＝－３９，４２０

　本土坑は３区西端にあり、付近には１１４・１１５・１１７号

土坑が点在する。平面形状は楕円形を呈し、規模は長軸

１．０５ｍ、短軸０．８３ｍ、深さ１６ｃｍを測る。長軸方向は北西

を向く。底面は平坦。埋土は暗褐色土。人為的堆積かは

不明。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が出土し

ているが、本土坑の時期は不明。

１１７号土坑　（第１１６図、第５０表、ＰＬ．２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８８、Ｙ軸＝－３９，４１６

　本土坑は３区西端にあり、付近には３号住居、１１６・

１１８ ～ １２０号土坑が点在する。平面形状は円形を呈し、

規模は径０．９５ｍ、深さ１４ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は

暗褐色土で、混入物がない。人為的堆積かは不明。

　遺物には未掲載遺物に土師・須恵器片が僅かに出土し

ているが、本土坑の時期は埋土から近世と考えられる。

１１８号土坑　（第１１６図、第５０表、ＰＬ．２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８８、Ｙ軸＝－３９，４１５

　本土坑は３区西端にあり、付近には３号住居、１１７・

１１９・１２０号土坑が点在する。平面形状は方形を呈し、規

模は長軸０．６６ｍ、短軸０．５５ｍ、深さ３１ｃｍを測る。長軸方

向は西北西を向く。底面は擂り鉢ぎみ。埋土は暗褐色土

で、ロームブロックを含むことから、人為的堆積と考え

られる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

１１９号土坑　（第１１６図、第５０表、ＰＬ．２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８６、Ｙ軸＝－３９，４１５

　本土坑は３区西端にあり、付近には１１７・１１８・１２０・
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１２２号土坑が点在し、３号住居と僅かに重複する。平面

形状は円形を呈し、規模は径０．８５ｍ、深さ１５ｃｍを測る。

底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ロームブロックを少量

含むことから、人為的堆積と考えられる。遺構確認時点

で、埋土の土色が３号住居より明るく、本土坑が新しい

ことが明確であった。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世と

考えられる。

１２０号土坑　（第１１６図、第５０表、ＰＬ．２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９０、Ｙ軸＝－３９，４１５

　本土坑は３区西端にあり、付近には３号住居、１１７ ～

１１９号土坑が点在する。平面形状は方形を呈し、規模は

長軸１．５２ｍ、短軸１．４２ｍ、深さ１８ｃｍを測る。長軸は東西

方向を向く。底面は概ね平坦。埋土は暗褐色土で、混入

物がほとんどない。人為的堆積かは不明。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が出土し

ているが、本土坑の時期は埋土から近世と考えられる。

１２２号土坑　（第１１６図、第５０表、ＰＬ．２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８４、Ｙ軸＝－３９，４１６

　本土坑は３区西端の調査区境にあり、付近には３号住

居、１１７ ～ １１９号土坑が点在する。調査区境のため全掘

はできなかった。平面形状は不明で、規模は壁際の長さ

１．２ｍ、深さ４５ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、

砂質ぎみで、締まりがやや弱い。人為的堆積かは不明。

また、土層断面の観察からは、１層の表土下から、３層

の暗褐色土および４層のローム漸移層をも掘り込んでい

る。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世以

降と考えられる。

１２３号土坑　（第１１６図、第５０表、ＰＬ．２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８３、Ｙ軸＝－３９，４１１

　本土坑は３区西端にあり、付近には３号住居、１２４・

１３０号土坑が重複して点在する。平面形状は円形を呈し、

規模は径１．０ｍ、深さ３８ｃｍを測る。底面はやや擂り鉢ぎみ。

埋土は暗褐色土で、混入物がほとんどない。人為的堆積

かは不明。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が出土し

ているが、本土坑の時期は埋土から近世と考えられる。

１２４号土坑　（第１１６図、第５０表、ＰＬ．２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８６、Ｙ軸＝－３９，４０９

　本土坑は３区西端にあり、３号住居の東側に近接し、

付近には１２３・１２５・１２８号土坑が点在し、１３０号土坑と重

複する。平面形状は方形を呈し、規模は一辺が０．９２ｍ、

深さ１７ｃｍを測るが、長軸は不明。底面は平坦。埋土は暗

褐色土で、混入物ほとんどなく、暗い。人為的堆積かは

不明。土層断面の観察から、１３０号土坑より本土坑が新

しい。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、重複から近世と

考えられる。

１２５号土坑　（第１１６図、第５０表、ＰＬ．２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８６、Ｙ軸＝－３９，４０５

　本土坑は３区西端にあり、付近には１０４・１２６・１２８号

土坑が点在する。平面形状は楕円形を呈し、規模は長軸

１．６３ｍ、短軸１．４１ｍ、深さ３８ｃｍを測る。長軸方向は北西

を向く。底面はほぼ平坦。埋土は灰黄褐色土と暗褐色土

の２層に分層できる。埋土中にロームブロックを多量に

混在させることから、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片が出土しているが、本

土坑の時期は埋土から近世と考えられる。

１２６号土坑　（第１１７図、第５０表、ＰＬ．２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９０、Ｙ軸＝－３９，４０６

　本土坑は３区西端にあり、付近には１０５・１２５・１２８・

１２９号土坑が点在する。平面形状は大型の不整な方形を

呈し、規模は長軸４．２２ｍ、短軸２．２５ｍを測るものの、深

さは８ｃｍと浅い。長軸は東西方向を向く。底面はやや凹

凸をもつ。埋土は暗褐色土で、混入物少なく、締まりが

弱い。人為的堆積かは不明。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が僅かに

出土しているが、本土坑の時期は埋土から近世と考えら

れる。

１２７号土坑　（第１１３図、第５０表、ＰＬ．２１・２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７７、Ｙ軸＝－３９，３９５

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

付近には９３ ～ ９６号土坑が点在し、９７・９８号土坑と重複

する。平面形状は円形を呈し、規模は径０．９７ｍ、深さ２５

ｃｍを測る。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、９８号土

坑より暗く、焼土粒を僅かに混入する。人為的堆積かは

不明。土層断面の観察から、９７・９８号土坑より本土坑が

最も旧い。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、重複および埋土
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から古代と考えられる。

１２８号土坑　（第１１７図、第５０表、ＰＬ．２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８９、Ｙ軸＝－３９，４０８

　本土坑は３区西端にあり、付近には３号住居、１２６号

土坑や重複する１２４・１３０号土坑が点在し、１４号溝と重複

する。平面形状は楕円形を呈し、規模は長軸（１．９１）ｍ、

短軸０．６７ｍ、深さ４０ｃｍを測る。長軸は東西方向を向く。

底面は平坦。埋土は暗褐色土で、混入物少なく、やや粘

質。人為的堆積かは不明。土層断面の観察から、１４号溝

より本土坑が旧い。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１２９号土坑　（第１１７図、第５０表、ＰＬ．２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９３、Ｙ軸＝－３９，４０４

　本土坑は３区西端にあり、付近には１０５・１０７・１０８・

１２６・１２８号土坑が点在し、１４号溝と重複する。平面形状

は大型の方形を呈し、規模は長軸２．２７ｍ、短軸２．０ｍ、

深さ１７ｃｍを測る。長軸方向は北東を向く。底面は平坦で、

堅く締まっている。カマド等の施設はなく、住居とは異

なる。埋土は暗褐色土で、混入物少なく、やや粘質。人

為的堆積かは不明。土層断面の観察から、１４号溝より本

土坑が旧い。

　遺物には未掲載遺物ではあるが土師器片・小片と須恵

器片が少量出土しており、本土坑の時期は古代と考えら

れる。

１３０号土坑　（第１１６図、第５０表、ＰＬ．２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８６、Ｙ軸＝－３９，４０９

　本土坑は３区西端にあり、３号住居の東側に近接し、

付近には１２３・１２５・１２８号土坑が点在し、１２４号土坑と重

複する。平面形状は方形を呈し、規模は長軸１．５５ｍ、短

軸１．０９ｍ、深さ２３ｃｍを測る。長軸方向は西北西を向く。

底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ロームブロックを少量

含むことから、人為的堆積と考えられる。土層断面の観

察から、１２４号土坑より本土坑が旧い。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が僅かに

出土しているが、本土坑の時期は埋土から近世と考えら

れる。

１３１号土坑　（第１１７図、第５０表、ＰＬ．２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８９、Ｙ軸＝－３９，４００

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の西側にあり、

６号住居の北側に隣接し、付近には１０３ ～ １０５号土坑が

点在する。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸２．０８ｍ、

短軸０．８３ｍ、深さ２０ｃｍを測る。長軸方向は北北東を向く。

底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、ロームブロックを

混入することから、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が僅かに

出土しているが、本土坑の時期は不明。

１３２号土坑　（第１１７図、第５０表、ＰＬ．２３）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９３、Ｙ軸＝－３９，４１６

　本土坑は３区西端にあり、付近には１０９・１１０・１１２・

１１３号土坑が点在する。平面形状は楕円形を呈し、規模

は長軸１．１２ｍ、短軸０．６２ｍを測り、深さは６１ｃｍとかなり

深い。長軸方向は北東を向く。埋土は暗褐色土で、ロー

ムブロックを少量含むことから、人為的堆積と考えられ

る。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世以

降と考えられる。

１３３号土坑　（第１１８図、第５０表、ＰＬ．２４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７４、Ｙ軸＝－３９，３７８

　本土坑は３区を東西に分断する１２号溝の東側にあり、

付近には７号住居がある。平面形状は楕円形を呈し、規

模は長軸１．０６ｍ、短軸０．９１ｍ、深さ１３ｃｍを測る。長軸方

向は北北西を向く。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土と

黄褐色土の２層に分層できる。埋土中にローム土を混在

させることから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１３４号土坑　（第１１８図、第５０表、ＰＬ．２４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５４１、Ｙ軸＝－３９，２９６

　本土坑は６区中央にあり、南北に走向する１号溝と重

複する。平面形状は不整な方形を呈し、規模は長軸（１．

８５）ｍ、短軸１．７５ｍ、深さ３２ｃｍを測る。長軸は東西方向

を向く。底面は平坦。埋土は黒褐色土を主に、２層に分

層できる。埋土中にローム小ブロックを少量混在させる

ことから、人為的堆積と考えられる。土層断面の観察か

ら、１号溝より本土坑が旧い。

　遺物には未掲載遺物に土師器片、近世の在地系焙烙・

鍋片が出土しており、本土坑の時期は近世と考えられる。

１３５号土坑　　６号井戸に変更。

１３６号土坑　　５号井戸に変更。

１３７号土坑　　４号井戸に変更。
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１３８号土坑　（第１１８図、第５０表、ＰＬ．２４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４３２、Ｙ軸＝－３９，４１９

　本土坑は２区南側にあり、付近には重複する８・９号

住居、１３９・１７２・１７８・１７９号土坑が点在し、３０号住居と

重複する。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸３．２９ｍ、

短軸１．０ｍ、深さ３８ｃｍを測る。長軸は東西方向を向く。

底面は平坦。埋土は黒褐色土を主に、３層に分層でき、

全体に締まりが弱い。埋土中にローム小ブロックを多量

に混在させることから、人為的堆積と考えられる。遺構

確認時点で、埋土の土色等が３０号住居とは異なり、本土

坑が新しいことは明確であった。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が出土し

ているが、本土坑の時期は埋土から近世以降と考えられ

る。

１３９号土坑　（第１１８図、第５０表、ＰＬ．２４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４３４、Ｙ軸＝－３９，４１９

　本土坑は２区南側にあり、付近には重複する８・９号

住居、１３８・１７２・１７８・１７９号土坑が点在し、３０号住居と

重複する。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸３．５１ｍ、

短軸０．９４ｍ、深さ３７ｃｍを測る。長軸は東西方向を向く。

底面は平坦。埋土は明褐色土と黄褐色土の２層に分層で

き、全体に締まりが弱い。埋土中にローム小ブロックを

密に混在させることから、人為的堆積と考えられる。遺

構確認時点で、埋土の土色等が３０号住居とは異なり、本

土坑が新しいことは明確であった。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、埋土から近世以

降と考えられる。

１４０号土坑　（第１１９図、第５０表、ＰＬ．２４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５２、Ｙ軸＝－３９，４３４

　本土坑は２区中央にあり、付近には１３・１６・１７号住居、

１８０号土坑がある。なお、１４号住居の南東隅に重複する。

平面形状は楕円形を呈し、規模は長軸２．４２ｍ、短軸１．５８

ｍ、深さ４９ｃｍを測る。長軸は東西方向を向く。底面は擂

り鉢状。埋土は黒褐色土と暗褐色土の２層に分層できる。

埋土中にローム粒を含むことから、人為的堆積の可能性

あり。遺構確認時点で、埋土の土色等が１４号住居とは異

なり、本土坑が新しいことは明確であった。

　遺物には未掲載遺物ではあるが土師・須恵器片を多く

出土していることから、本土坑の時期は古代の可能性も

ある。

１４１号土坑　（第１１９図、第５０表、ＰＬ．２４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７０、Ｙ軸＝－３９，４１３

　本土坑は２区東側にあり、付近には１４２・１４６・１８３号

土坑が点在し、２９号住居と重複する。平面形状は長方形

を呈し、規模は長軸２．９５ｍ、短軸０．９９ｍ、深さ１８ｃｍを測

る。長軸方向は北北西を向く。底面は平坦。埋土は黒褐

色土で、ローム粒・小ブロックを多く含み、締まりが弱

い。人為的堆積と考えられる。遺構確認時点で、埋土の

土色等が２９号住居とは異なり、さらに住居のカマドを壊

していることから、本土坑が新しいことは明確であった。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片、近世の

国産施釉陶器片が出土しており、本土坑の時期は近世と

考えられる。

１４２号土坑　（第１１９図、第５０表、ＰＬ．２４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４６６、Ｙ軸＝－３９，４１０

　本土坑は２区東側にあり、付近には１４１・１４３・１４６・

１４７号土坑が点在する。平面形状は長方形を呈し、規模

は長軸１．３５ｍ、短軸１．１ｍ、深さ１８ｃｍを測る。長軸方向

は北北東を向く。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ロー

ム粒をやや多く、黒褐色土粒を少量含む。締まりやや弱

い。人為的堆積の可能性あり。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１４３号土坑　（第１１９図、第５０表、ＰＬ．２４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４６３、Ｙ軸＝－３９，４１１

　本土坑は２区東側にあり、付近には１４２・１４４ ～ １４７・

１５５号土坑が点在する。平面形状は長方形を呈し、規模

は長軸１．７６ｍ、短軸１．３２ｍ、深さ３３ｃｍを測る。長軸方向

は北北東を向く。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ロー

ム粒を多量に、黒褐色土ブロックをを少量含む。締まり

やや弱い。人為的堆積の可能性あり。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片、時期不

明の土器類片（近世以降と思われる）が出土しており、本

土坑の時期は近世以降と考えられる。

１４４号土坑　（第１１９図、第５０表、ＰＬ．２４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４６１、Ｙ軸＝－３９，４０８

　本土坑は２区東側にあり、付近には２３号住居、１４３・

１４５・１４７・１５８号土坑が点在する。平面形状は長方形を

呈し、規模は長軸１．４５ｍ、短軸０．７５ｍ、深さ１８ｃｍを測る。

長軸方向は北北東を向く。底面は平坦。埋土は暗褐色土

で、ローム小ブロック・白色軽石粒を少量含む。人為的
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堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１４５号土坑　（第１１９図、第５０表、ＰＬ．２４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４６１、Ｙ軸＝－３９，４１３

　本土坑は２区東側にあり、付近には１４２ ～ １４４・１５５号

土坑が点在する。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸

１．０５ｍ、短軸０．８５ｍ、深さ１６ｃｍを測る。長軸方向は北北

東を向く。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ローム粒を

少量含む。人為的堆積の可能性あり。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１４６号土坑　（第１２０図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４６７、Ｙ軸＝－３９，４１５

　本土坑は２区東側にあり、付近には２９号住居、１４１ ～

１４３号土坑が点在する。平面形状は長方形を呈し、規模

は長軸０．８８ｍ、短軸０．５２ｍ、深さ１５ｃｍを測る。長軸方向

は北東を向く。底面はやや凹凸あり。埋土は暗褐色土と

黄褐色土の２層に分層できる。全体に締まりがやや弱い。

埋土中にローム小ブロックを密に混在させることから、

人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１４７号土坑　（第１２０図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４６３、Ｙ軸＝－３９，４０５

　本土坑は２区東側にあり、付近には２３号住居、１４２ ～

１４４・１５８号土坑が点在する。平面形状は楕円形を呈し、

規模は長軸１．７１ｍ、短軸０．９ｍ、深さ２３ｃｍを測る。長軸

方向は北北東を向く。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、

ローム小ブロックを多く、白色軽石粒を少量含む。人為

的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１４８号土坑　（第１２０図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５６、Ｙ軸＝－３９，４０３

　本土坑は２区東側にあり、付近には２３号住居、１５６ ～

１５８号土坑が点在する。平面形状は円形を呈し、規模は

径１．２５ｍ、深さ７ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は暗褐色

土で、ローム粒・小ブロックを多く含むことから、人為

的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１５０号土坑　（第１２０図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７７、Ｙ軸＝－３９，４２３

　本土坑は２区北側で、１４号溝と２５号溝が交差する北側

にある。平面形状は円形を呈し、規模は径１．０１ｍ、深さ

２７ｃｍを測る。底面は平坦であるが、時期の新しいピット

と重複する。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が僅かに

出土しているが、本土坑の時期は不明。

１５１号土坑　（第１２０図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８２、Ｙ軸＝－３９，４３２

　本土坑は２区北側の調査区境にあり、付近には２６号住

居、１５２・１５３・１８４号土坑が点在する。全掘できなかったが、

平面形状は円形を呈すると思われ、規模は径０．８４ｍ、深

さ２２ｃｍを測る。底面はやや凹凸ぎみ。埋土は暗褐色土で、

ローム小ブロックを多く含み、砂質ぎみ。人為的堆積と

考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師器小片が僅かに出土してい

るのみで、本土坑の時期は不明。

１５２号土坑　（第１２０図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８１、Ｙ軸＝－３９，４３３

　本土坑は２区北側の調査区境にあり、付近には２６号住

居、１５１・１５３・１８４号土坑が点在する。平面形状は方形

を呈し、規模は一辺１．０５ｍ、深さ２５ｃｍを測る。辺の方向

は北東を向く。底面はやや凹凸をもつ。埋土は黒褐色土

と黄褐色土の２層に分層できる。埋土中にローム土を主

に混在させることから、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片、近現代

の陶磁器片が出土しており、本土坑の時期は近代か。

１５３号土坑　（第１２０図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４８０、Ｙ軸＝－３９，４３２

　本土坑は２区北側の調査区境にあり、付近には２６号住

居、１５１・１５２・１８４号土坑が点在する。平面形状は円形

を呈し、規模は径０．８５ｍ、深さ２５ｃｍを測る。底面は中央

が凹む。埋土は暗褐色土で、白色軽石粒を少量含み、や

や砂質ぎみ。人為的堆積かは不明。

　遺物には未掲載遺物に土師器片が僅かに出土している

のみで、本土坑の時期は不明。

１５５号土坑　（第１２０図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４６０、Ｙ軸＝－３９，４１５

　本土坑は２区東側にあり、付近には１４３・１４５・１５９・

１６１号土坑が点在する。平面形状は長方形を呈し、規模

は長軸１．４５ｍ、短軸０．８２ｍ、深さ８ｃｍを測る。長軸方向

は北北東を向く。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土で、
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ローム粒を少量含み、やや砂質ぎみ。人為的堆積かは不

明。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１５６号土坑　（第１２０図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５４、Ｙ軸＝－３９，４０４

　本土坑は２区東側にあり、付近には１号掘立柱建物、

１４８・１５７・１５８号土坑が点在する。平面形状は楕円形を

呈し、規模は長軸１．１７ｍ、短軸０．９５ｍ、深さ４７ｃｍを測る。

長軸方向は東西を向く。底面は中央が凹む。埋土は暗褐

色土を主に、３層に分層できる。埋土中にローム土を混

在させることから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１５７号土坑　（第１２１図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５６、Ｙ軸＝－３９，４０６

　本土坑は２区東側にあり、付近には１４４・１４８・１５６・

１５８号土坑が点在する。平面形状は円形を呈し、規模は

径１．４ｍ、深さ２５ｃｍを測る。底面はほぼ平坦。埋土は暗

褐色土で、ローム粒・小ブロックを多く含むことから、

人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１５８号土坑　（第１２１図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５７、Ｙ軸＝－３９，４０７

　本土坑は２区東側にあり、付近には１４４・１４８・１５６・

１５７号土坑が点在する。平面形状は円形を呈し、規模は

径１．１３ｍ、深さ２１ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は黒褐色

土で、ローム粒・小ブロックを少量含むことから、人為

的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物ではあるが土師器片を多量に出土

させていることから、本土坑の時期は古代の可能性があ

る。

１５９号土坑　（第１２１図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５７、Ｙ軸＝－３９，４２１

　本土坑は２区中央にあり、付近には１１号住居、１６０ ～

１６２・１６６号土坑が点在する。平面形状は長方形を呈し、

規模は長軸１．８９ｍ、短軸１．５３ｍ、深さ６９ｃｍを測る。長軸

方向は東北東を向く。底面は概ね平坦。埋土は暗褐色土

を主に、３層に分層できる。埋土中にローム小ブロック

を多く混在させることから、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片が僅かに出土している

が、本土坑の時期は不明。

１６０号土坑　（第１２１図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５４、Ｙ軸＝－３９，４５２

　本土坑は２区中央にあり、付近には１号掘立柱建物、

１６１ ～ １６３・１７３号土坑が点在する。平面形状は円形を呈

し、規模は径０．８ｍ、深さ７５ｃｍを測る。底面は中央が大

きく凹む。埋土は暗褐色土を主に、２層に分層できる。

埋土中にローム小ブロックを少量混在させることから、

人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片が僅かに出土している

が、本土坑の時期は不明。

１６１号土坑　（第１２１図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５４、Ｙ軸＝－３９，４１９

　本土坑は２区中央にあり、付近には１５９・１６０・１６２ ～

１６４号土坑が点在し、１１号住居のカマドと僅かに重複す

る。平面形状は方形を呈し、規模は一辺が１．４５ｍ、深さ

３７ｃｍを測る。辺の方向は北北西を向く。底面は北側が一

段低くなるが平坦。埋土は暗褐色土を主に、２層に分層

できる。埋土中にローム小ブロックを少量混在させるこ

とから、人為的堆積と考えられる。遺構確認時点で、１１

号住居のカマドに壊されていたことから、本土坑が住居

より旧いことは明らかであった。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は、重複から古代と

考えられる。

１６２号土坑　（第１２１図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５２、Ｙ軸＝－３９，４１９

　本土坑は２区中央にあり、付近には１１号住居、１５９ ～

１６１・１６４・１７３号土坑が点在し、１６３号土坑と重複する。

平面形状は方形を呈し、規模は長軸０．９２ｍ、短軸０．８７ｍ、

深さ２２ｃｍを測る。長軸方向は北北西を向く。底面は概ね

平坦。埋土は暗褐色土で、ローム粒・小ブロックを少量

含むことから、人為的堆積と考えられる。土層断面の観

察から、１６３号土坑より本土坑が旧い。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１６３号土坑　（第１２１図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５２、Ｙ軸＝－３９，４１９

　本土坑は２区中央にあり、付近には１１号住居、１５９ ～

１６１・１６４・１７３号土坑が点在し、１６２号土坑と重複する。

平面形状は円形を呈し、規模は径１．２２ｍ、深さ１３ｃｍを測

る。底面は平坦。埋土は黒褐色土で、白色軽石粒・ロー

ム粒を微量含むことから、人為的堆積の可能性あり。土
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層断面の観察から、１６２号土坑より本土坑が新しい。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１６４号土坑　（第１２１図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５１、Ｙ軸＝－３９，４２１

　本土坑は２区中央にあり、１１号住居の南側に近接し、

付近には１６１ ～ １６３・１６５号土坑が点在する。平面形状は

長方形を呈し、規模は長軸１．７７ｍ、短軸１．２５ｍ、深さ２５

ｃｍを測る。長軸方向は北東を向く。底面はほぼ平坦。埋

土は暗褐色土を主に、２層に分層できる。埋土中にロー

ム小ブロックを混在させることから、人為的堆積と考え

られる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が僅かに

出土しているが、本土坑の時期は不明。

１６５号土坑　（第１２２図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４４８、Ｙ軸＝－３９，４２４

　本土坑は２区中央にあり、付近には１１・１５・１６号住居、

１６２ ～ １６４号土坑が点在する。平面形状は長方形を呈し、

規模は長軸１．１６ｍ、短軸０．９７ｍ、深さ２８ｃｍを測る。長軸

方向は北北西を向く。底面は中央が凹む。埋土は暗褐色

土と黄褐色土の２層に分層できる。埋土中にローム小ブ

ロックを少量混在させることから、人為的堆積と考えら

れる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１６６号土坑　（第１２２図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５７、Ｙ軸＝－３９，４２７

　本土坑は２区中央にあり、付近には１７号住居、１５９・

１８０号土坑が点在する。平面形状は長方形を呈し、規模

は長軸２．０４ｍ、短軸１．７８ｍ、深さ４７ｃｍを測る。長軸方向

は北東を向く。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土を主に、

３層に分層できる。埋土中にローム小ブロックを少量混

在させることから、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が出土し

ているが、本土坑の時期は不明。

１６７号土坑　（第１２２図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５８、Ｙ軸＝－３９，４３７

　本土坑は２区中央にあり、付近には１４・１７号住居があ

る。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸１．４５ｍ、短軸０．

９１ｍ、深さ３７ｃｍを測る。長軸方向は北北西を向く。底面

は平坦。埋土は暗褐色土を主に、２層に分層できる。人

為的堆積かは不明。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片が出土し

ているが、本土坑の時期は不明。

１７０号土坑　（第１２２図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４６６、Ｙ軸＝－３９，４２５

　本土坑は２区中央にあり、付近には１８号住居、１８２号

土坑が点在する。平面形状は円形を呈し、規模は径１．０９

ｍ、深さ１１ｃｍを測る。底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土

で、ローム粒を微量に含む。人為的堆積かは不明。

　遺物には未掲載遺物に土師器片小片が僅かに出土して

いるのみで、本土坑の時期は不明。

１７１号土坑　（第１２２図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４４５、Ｙ軸＝－３９，４３１

　本土坑は２区中央にあり、重複する１５・１６号住居の南

側に位置する。平面形状は長方形を呈し、規模は長軸１．

７ｍ、短軸１．３４ｍ、深さ４４ｃｍを測る。長軸方向は北西を

向く。底面は段をもつがほぼ平坦。埋土は暗褐色土を主

に、３層に分層できる。埋土中にローム小ブロックを混

在させることから、人為的堆積と考えられる。

　遺物には未掲載遺物ではあるが土師器片と須恵器小片

を多量に出土させていることから、本土坑の時期は古代

の可能性がある。

１７２号土坑　（第１２２図、第５０表、ＰＬ．２５）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４３８、Ｙ軸＝－３９，４２５

　本土坑は２区南側にあり、２０号溝の南側に近接し、付

近には３０号住居、１３９号土坑がある。平面形状は楕円形

を呈し、規模は長軸１．２８ｍ、短軸０．８５ｍ、深さ５５ｃｍを測る。

長軸方向は北北西を向く。底面は中央がやや凹む。埋土

は暗褐色土を主に、４層に分層できる。埋土中にローム

小ブロックを混在させることから、人為的堆積と考えら

れる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片を僅かに

出土しているが、本土坑の時期は不明。

１７３号土坑　（第１２３図、第５０表、ＰＬ．２６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５２、Ｙ軸＝－３９，４１５

　本土坑は２区中央にあり、付近には１・２号掘立柱建

物、１６０・１６２・１６３号土坑が点在する。平面形状は円形

を呈し、規模は径０．８ｍ、深さ２６ｃｍを測る。底面は平坦。

埋土は暗褐色土と黄褐色土の２層に分層できる。埋土中

にローム土を主に混在させることから、人為的堆積と考

えられる。
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　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１７４号土坑　（第１２３図、第５０表、ＰＬ．２６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４３５、Ｙ軸＝－３９，４１０

　本土坑は２区南側にあり、付近には８・９号住居、

１７５・１７９・１８１号土坑が点在し、１９号溝と重複する。平

面形状は円形を呈し、規模は径１．３５ｍ、深さ３６ｃｍを測る。

底面は平坦。埋土は暗褐色土で、ローム粒・小ブロック

を多く、黒褐色土小ブロックを少量含むことから、人為

的堆積と考えられる。遺構確認時点で、埋土の土色等が

１９号溝とは異なり、１７９号土坑と同様に本土坑が旧いこ

とは明らかであった。

　遺物には未掲載遺物に須恵器片、近世の在地系焼き物

片を出土させており、本土坑の時期は近世か。

１７５号土坑　（第１２３図、第５０表、ＰＬ．２６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４３３、Ｙ軸＝－３９，４１１

　本土坑は２区南側の調査区境にあり、付近には１７４・

１７８・１７９・１８１号土坑がある。平面形状は楕円形を呈し、

規模は長軸１．５５ｍ、短軸１．２４ｍ、深さ２９ｃｍを測る。長軸

方向は東北東を向く。底面は平坦。埋土は黒褐色土で、

ローム粒・小ブロックをやや多く含むことから、人為的

堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１７６号土坑　（第１２３図、第５０表、ＰＬ．２６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４３５、Ｙ軸＝－３９，４３２

　本土坑は２区南側にあり、付近には１７２・１７７号土坑が

点在する。平面形状は楕円形を呈し、規模は長軸１．４２ｍ、

短軸１．０３ｍ、深さ４３ｃｍを測る。長軸は南北方向を向く。

底面はほぼ平坦。埋土は暗褐色土を主に、２層に分層で

きる。埋土中にローム小ブロックを多く混在させること

から、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１７７号土坑　（第１２３図、第５０表、ＰＬ．２６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４３２、Ｙ軸＝－３９，４３１

　本土坑は２区南側にあり、付近には１７６号土坑がある。

一部を攪乱により壊されている。平面形状は楕円形を呈

し、規模は長軸１．６３ｍ、短軸０．８７ｍ、深さ２５ｃｍを測る。

長軸方向は北北西を向く。底面は平坦。埋土は黒褐色土

と暗褐色土の２層に分層できる。また、埋土中には、礫

が多く混入していたことから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１７８号土坑　（第１２３図、第５０表、ＰＬ．２６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４３０、Ｙ軸＝－３９，４１４

　本土坑は２区南側の調査区境にあり、付近には１３８・

１３９・１７４・１７５・１７９・１８１号土坑が点在する。全掘でき

なかったが、平面形状は長方形を呈すると思われ、確認

できた規模は長軸（１．８）ｍ、短軸１．０３ｍ、深さ２３ｃｍを測る。

長軸方向は北北東を向く。底面は平坦。埋土は黒褐色土

で、ローム粒・小ブロックを少量含むことから、人為的

堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１７９号土坑　（第１２３図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４３３、Ｙ軸＝－３９，４１３

　本土坑は２区南側にあり、付近には８・９号住居、

１３８・１７４・１７５・１７８・１８１号土坑が点在し、１９号溝と重

複する。平面形状は楕円形を呈し、規模は長軸１．４ｍ、

短軸１．０ｍ、深さ１５ｃｍを測る。長軸方向は北西を向く。

底面は平坦。埋土は黒褐色土で、ローム粒・小ブロック

を微量に含むことから、人為的堆積の可能性あり。土層

断面の観察から、１９号溝より本土坑が旧い。

　遺物には未掲載遺物に土師器片と須恵器小片、近現代

の陶磁器片を出土させており、本土坑の時期は近代か。

１８０号土坑　（第１２４図、第５０表、ＰＬ．２６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４５４、Ｙ軸＝－３９，４３３

　本土坑は２区中央にあり、１４・１７号住居に近接し、付

近には１４０・１６６・１６７号土坑が点在する。平面形状は長

方形を呈し、規模は長軸１．８３ｍ、短軸０．８２ｍ、深さ３３ｃｍ

を測る。長軸方向は北西を向く。底面は平坦。埋土は暗

褐色土を主に、３層に分層できる。埋土中にローム小ブ

ロックを少量混在させることから、人為的堆積と考えら

れる。

　遺物には未掲載遺物ではあるが土師・須恵器片を多く

出土させていることから、本土坑の時期は古代の可能性

がある。

１８１号土坑　（第１２４図、第５０表、ＰＬ．２６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４３４、Ｙ軸＝－３９，４０８

　本土坑は２区南側の調査区境にあり、付近には１７４・

１７５・１７８・１７９号土坑が点在する。全掘できなかったが、

平面形状は円形を呈すると思われ、確認できた規模は径

１．２ｍ、深さ３２ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は黒褐色土で、

ローム小ブロックをやや多く含むことから、人為的堆積
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と考えられる。

　遺物には未掲載遺物に土師器片を僅かに出土している

が、本土坑の時期は不明。

１８２号土坑　（第１２４図、第５０表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４６７、Ｙ軸＝－３９，４２８

　本土坑は２区中央にあり、付近には２０号住居、１７０号

土坑が点在する。平面形状は円形を呈し、規模は径１．０３

ｍ、深さ２２ｃｍを測る。底面は平坦。埋土は暗褐色土で、

白色軽石粒を微量に含む。人為的堆積かは不明。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１８３号土坑　（第１２４図、第５０表、ＰＬ．２６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７４、Ｙ軸＝－３９，４１６

　本土坑は２区東側にあり、付近には２９号住居、１４１号

土坑が点在し、２５号溝と重複する。平面形状は長方形を

呈し、規模は長軸１．９３ｍ、短軸１．１１ｍ、深さ３１ｃｍを測る。

長軸方向は西北西を向く。底面は平坦。埋土は黒褐色土

で、白色軽石粒を微量に含む。人為的堆積かは不明。遺

構確認時点で、埋土の土色等が２５号溝と異なり、本土坑

が旧いことは明らかであった。

　出土遺物には未掲載遺物に近現代の陶磁器２片、瓦３

片があり、本土坑の時期は近代か。

１８４号土坑　（第１２４図、第５０表、ＰＬ．２６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７８、Ｙ軸＝－３９，４３２

  本土坑は２区北側にあり、付近には２５・２６号住居、１５１

～ １５３号土坑が点在する。平面形状は円形を呈し、規模

は径０．９７ｍ、深さ４１ｃｍを測る。底面は平坦であるが、中

央がピット状に凹む。埋土は暗褐色土で、白色軽石粒・

ローム小ブロックを少量、焼土粒を微量に含む。人為的

堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１８５号土坑　（第１２４図、第５０表、ＰＬ．２６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４４３、Ｙ軸＝－３９，４４０

　本土坑は２区中央にあり、１２・１３号住居の南側に位置

する。平面形状は楕円形を呈し、規模は長軸１．０ｍ、短軸０．

６３ｍ、深さ３７ｃｍを測る。長軸方向は北東を向く。底面は

平坦。埋土は黒褐色土と暗褐色土を主に、４層に分層で

きる。埋土中にロームブロックを多く混在させることか

ら、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。本土坑の時期は不明。

１８６号土坑　　７号井戸に変更。
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１
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4
号
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１
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０ 50㎝１:20
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遺物の縮尺は任意

第１００図　１・２・８号土坑平面図

１号土坑

２号土坑 ８号土坑
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１　暗褐色土　やや砂質。黄褐色の地山ブロックを含む。
２　褐灰色土　やや砂質。黄褐色の地山ブロックが散在。

１　暗褐色土　やや砂質。黄褐色の地山ブロックを僅かに含む。
２　暗褐色土　１層に近似。地山ブロックを少量含む。
３　暗褐色土　１層に近似。１～２㎝φの地山ブロックを均質

に含む。
４　暗褐色土　１層に近似。２～５㎝φの地山ブロックが混入。

５
７２ ３ ４

８

９

１０

１１
１２
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１
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１
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１
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０ １ｍ１:40

１６号土坑
２６号土坑
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２９号土坑

第１０１図　３～７・２９・３０号土坑平面図

３号土坑

４・５・６号土坑

７号土坑

２９号土坑

３０号土坑
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１　暗褐色土　やや砂質。黄褐色の地山ブロックを僅かに含む。
２　鈍い黄褐色土　粘質。黄褐色の地山ブロックを多く含む。

１　暗褐色土　やや砂質。黄褐色の地山ブロックを僅かに含む。
( ６号土坑)

２　暗褐色土　１層に近似。地山ブロックを少量含む。(５号土坑)
３　暗褐色土　１層に近似。１～２㎝φの地山ブロックが均質に

混入。( ４号土坑)

暗褐色土　やや砂質。黄褐色の地山ブロックを僅かに含む。

１　暗褐色土　やや砂質。１㎝φ未満の黄褐色の地山ブロック、
白色軽石を僅かに含む。（２９号土坑）

２　暗褐色土　粘質。暗褐色の地山ブロックを僅かに含む。（６
号溝）

１　暗褐色土　粘質。暗褐色の地山ブロックを僅かに含む。
（６号溝）

２　暗褐色土　やや粘質。地山ブロックを多く含む。（３０号土坑）
３　黒褐色土　やや粘質。地山ブロックを含む（ピット？）
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第１０２図　９・１０・１６ ～ ２３・２８号土坑平面図
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第１０４図　１１ ～ １５・３１号土坑平面図
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１１

～
１５
・
３１
号
土
坑
土
層
断
面
図
、
２５
・
２６
号
土
坑
平
面
図

１１
～

１５
号
土
坑

１１
・
１２
号
土
坑
、
４
号
溝

２５
・
２６
号
土
坑

３１
号
土
坑
、
４
号
溝

２５
号
土
坑

２６
号
土
坑
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１１
～

１５
号
土
坑
Ａ
－
Ａ
´
、
１１
・
１２
号
土
坑
・
４
号
溝
Ｂ
－
Ｂ
´

１
　
黒
褐
色
土
　
や
や
砂
質
。
ほ
ぼ
均
質
で
白
色
軽
石
が
層
上
部
に
混
在
。
(１
１号

土
坑
)

２
　
暗
褐
色
土
　
粘
質
。
ほ
ぼ
均
質
。
１
㎝
φ
程
の
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
が
僅
か
に
混
入
。
(１
１号

土
坑
)

３
　
黒
褐
色
土
　
や
や
砂
質
。
白
色
軽
石
混
在
。
１
㎝
φ
程
の
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
が
混
在
。
(１
２号

土
坑
)

４
　
鈍
い
黄
褐
色
土
　
６
層
を
主
体
に
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
と
黒
褐
色
土
が
混
在
。
(１
２号

土
坑
)

５
　
暗
褐
色
土
　
３
層
を
主
体
に
、
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
と
６
層
が
混
在
。
(１
２号

土
坑
)

６
　
鈍
い
黄
褐
色
土
　
砂
礫
層
。
１
～

１０
㎝
φ
程
の
砂
礫
が
多
量
に
混
在
。
(１
２号

土
坑
)

７
　
黒
褐
色
土
　
や
や
砂
質
。
白
色
軽
石
が
層
上
部
に
僅
か
に
み
ら
れ
る
。（

４
号
溝
）

８
　
暗
褐
色
土
　
粘
質
。
層
下
部
に
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
(約

１
㎝
φ
)が

混
入
。（

４
号
溝
）　

９
　
暗
褐
色
土
　
や
や
砂
質
。
黄
褐
色
の
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
く
含
む
。（

１３
号
土
坑
）

１０
　
暗
褐
色
土
　
や
や
砂
質
。
黄
褐
色
の
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
僅
か
に
含
む
。（

１４
号
土
坑
）

１１
　
暗
褐
色
土
　
砂
質
。
１
～
５
㎝
φ
の
礫
と
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
く
含
む
。（

１５
号
土
坑
）

１
　
黒
褐
色
土
　
や
や
砂
質
。
黄
褐
色
の
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
。（

４
号
溝
）

２
　
鈍
い
黄
褐
色
土
　
粘
質
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
く
含
む
。（

４
号
溝
）

３
　
暗
褐
色
土
　
粘
質
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
。
(３
１号

土
坑
)

暗
褐
色
土
　

　
や
や
砂
質
。１

～
３
㎝
φ
程
の
黄
褐
色
の
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
。

暗
褐
色
土
　

　
や
や
砂
質
。１

～
３
㎝
φ
程
の
黄
褐
色
の
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
。
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Ａ
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Ａ
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１

２２

Ｂ Ｂ′Ｌ=４９．００ｍ

０ １ｍ１:40

第１０６図　３２ ～ ３４・３６・３７号土坑平面図

３２号土坑 ３３号土坑

３４号土坑

３６・３７号土坑

３６号土坑

３７号土坑
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暗褐色土　ロームブロックを少量含む。  

１　暗褐色土　ローム粒を多く含む。
２　黒褐色土　混入物少なく黒くしまっている。
３　明暗褐色土　ローム小ブロックを多く含み、１層より明るい。
４　黒褐色土　ローム粒を少量含み、２層よりやや明るい。

暗褐色土　ローム小ブロックを僅かに混入する。

１　暗褐色土　ローム粒を含み、軟質。（ピット）
２　暗褐色土　汚れたロームブロックを多く混在。

暗褐色土　汚れたロームブロックを多く混在。
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２
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′
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第１０７図　３８ ～ ４３・４７号土坑平面図

３８号土坑 ３９・４０号土坑

４１号土坑 ４３号土坑

４２号土坑 ４７号土坑
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１　暗褐色土　混入物はない。
２　明暗褐色土　ローム粒を少量含む。

１　暗褐色土　汚れたロームブロックを多く含む。（３９号土坑）
２　暗褐色土　ローム粒を少量含み、１層より暗い。（４０号土坑）

暗褐色土　下位に少量のローム小ブロックを混入。

１　明暗褐色土　ローム小ブロックを多量に混在。
２　暗褐色土　混入物は少ない。
３　明暗褐色土　ローム粒を多量に含み明るい。

暗褐色土　汚れたロームブロックを含む。 明暗褐色土　ローム粒を多く含み、炭化物を混入。
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１

２

３
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′
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１
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-345

Ａ

Ａ
′

8号溝

０ １ｍ１:40

第１０８図　４４ ～ ４６・４８・４９号土坑平面図

４４ ～ ４６号土坑 ４６号土坑

４４・４５号土坑

４８号土坑 ４９号土坑
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１　明褐色土　ローム粒を多く含み、ローム小ブロックを少量混在。（４４号土坑）
２　明褐色土　ローム粒、ブロックを多量に混在させる。（４５号土坑）
３　明暗褐色土　ローム粒を混在させ、２層よりやや暗く、締まっている。（４５号土坑）
４　明褐色土　ロームブロックを多量に混在させる。２層より暗い。（４５号土坑）

暗褐色土　ローム粒、ブロックを混在する。

１　明暗褐色土　ローム粒を多く含む。
２　明褐色土　ロームブロックを多量に混在し、堅く締まる。
３　明暗褐色土　ローム粒、黒色土ブロックを混在し、締まる。

１　明暗褐色土　混入物少ない。ローム粒多し。（４９号土坑）
２　明褐色土　ローム粒・ブロックを混入。（８号溝）
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第１０９図　５０ ～ ５３・５８・５９号土坑平面図

５０号土坑 ５１号土坑

５３・５８・５９号土坑

５２号土坑

５３号土坑

５８号土坑

５９号土坑
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１　暗褐色土　ロームブロックを少量混入。（５０号土坑）
２　暗褐色土　５０号土坑よりやや明るい。（８号溝）

１　暗褐色土　ローム大ブロックを多量に混在。（５１号土坑）
２　暗褐色土　ロームブロックを少量含む。（８号溝）

１　明褐色砂礫層　細かい砂礫を主体とする。（５３号土坑）
２　暗褐色土　ローム小ブロックを少量含む。（５３号土坑）
３　暗黒褐色土　混入物少ない黒土。（９号溝）

１　暗褐色土　混入物少ない。（５２号土坑）
２　暗黒褐色土　混入物少ないが、１層より黒い。（９号溝）

暗褐色土　ローム粒・炭化物を多く混入。

暗褐色土　ロームブロックを少量混入。
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０ １ｍ１:40

第１１０図　５４ ～ ５７・６１ ～ ６５号土坑平面図

５４号土坑 ５５号土坑 ５６号土坑

５７号土坑 ６１号土坑 ６２号土坑

６４号土坑 ６３号土坑

６５号土坑
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１　暗褐色土　炭化物、小礫を混入。
２　暗褐色土　１層より明るいが、混入物は少

ない。
３　明褐色土　ロームブロックを多量に含む。

暗褐色土　炭化物を多く混入。

暗褐色土　炭化物・小礫を少量混入。

暗褐色土　ローム粒・炭化物を多く混入。

暗褐色土　ローム粒・ブロックを少量混入。
１　暗黒褐色土　ロームブロックを少量混入。
２　明褐色土　ロームブロックを多量に含む。

１　明暗褐色土　現代の耕作土。
２　暗褐色土　ローム小ブロックを多量に

混在。
３　黄色土　ロームを主体とする。
４　暗褐色土　２層より黒く、ローム小ブ

ロックを混入。

暗褐色土　ローム小ブロックを少量混入。

１　明暗褐色土　現代の耕作土。
２　暗褐色土　上位ほどローム小ブロックを

多く混入する。
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第１１１図　６６ ～ ７４号土坑平面図

６６号土坑 ６７号土坑 ６８号土坑

６９号土坑 ７０号土坑 ７１号土坑

７２号土坑 ７３号土坑 ７４号土坑
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暗褐色土　ローム粒・ブロックを少量混入。

１　明暗褐色土　現代の耕作土。
２　暗褐色土　ローム粒・ブロックを少量混入。

１　明暗褐色土　現代の耕作土。
２　暗褐色土　ローム粒・ブロックを

少量混入。

１　明暗褐色土　現代の耕作土。
２　暗褐色土　ローム小ブロックを少量混在。

１　明暗褐色土　現代の耕作土。
２　暗褐色土　ローム粒・小ブロックを少量混在。

１　明暗褐色土　現代の耕作土。
２　暗褐色土　ローム粒を多く混在。

１　明暗褐色土　現代の耕作土。
２　暗褐色土　ロームブロックを混入。 １　明暗褐色土　現代の耕作土。

２　暗褐色土　ローム小ブロックを少量混入。 １　明暗褐色土　現代の耕作土。
２　暗褐色土　ローム小ブロックを少量混入。
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第１１２図　７５ ～ ８４・８６号土坑平面図

７５号土坑 ７６号土坑 ７７号土坑
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暗褐色土　ロームブロックを混入。炭化
物を多く含む。

暗褐色土　ローム粒を含み、炭化物が多い。 暗褐色土　ローム粒を含み、炭化物が多い。

暗褐色土　ローム粒を含み、炭化物が多い。

暗黄褐色土　ローム小ブロックをかなり多量
に混在させる。

１　暗褐色土　ローム小ブロックを少量混入
する。（８０号土坑）

２　明暗褐色土　ローム粒・小ブロックを少
量混入し、１層より明るい。

（８１号土坑）

１　暗褐色土　
ローム小ブロックを混在。

（８２号土坑）
２　明暗褐色土　

現代の耕作土。
３　暗褐色土　

ローム小ブロックを混在。
（８６号土坑）

暗褐色土　ロームブロックを少量混入する。

１　明暗褐色土　現代の耕作土。
２　暗褐色土　ローム小ブロックを少量混入する。
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第１１３図　８７ ～ ９８・１２７号土坑平面図

８７号土坑 ８８号土坑 ８９号土坑

９０号土坑 ９１・９２号土坑 ９３号土坑
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暗褐色土　ローム小ブロックを少量混入する。

暗褐色土　ローム小ブロックを少量混入する。

暗褐色土　ローム小ブロックを少量混入する。

暗褐色土　ローム小ブロックを少量混入する。

１　暗褐色土　ロームブロックを少量混入す
る。（９１号土坑）

２　暗褐色土　１層よりやや明るく、ローム
ブロックを少量混入する。（９２号土坑）

暗褐色土　ローム小ブロックを多量に含む。

暗褐色土　ローム小ブロックを少量混入する。

１　暗褐色土　ローム小ブロックを僅かに、焼土
粒を多く含む。（９５号土坑）

２　暗褐色土　ローム小ブロックと焼土粒を含
み、１層より暗い。（９６号土坑）

１　明暗褐色土　ローム粒・ブロックを多く
含む。（９７号土坑）

２　暗褐色土　ローム小ブロックを少量含む。
（９８号土坑）

３　暗褐色土　２層より暗く、焼土粒を僅か
に含む。（１２７号土坑）
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第１１４図　９９ ～ １０７号土坑平面図

９９号土坑 １００号土坑 １０１号土坑
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暗褐色土　ローム小ブロックを僅かに含む。 １　暗褐色土　表土。
２　暗褐色土　砂質ぎみで、締まりが弱い。
３　黄褐色土　ローム漸移層。

暗黄褐色土　ロームブロックを多量に含む。

暗黒褐色土　ローム小ブロックを少量に含む。

暗褐色土　ローム小ブロックを僅かに含む。

暗褐色土　ロームブロックを混入。

暗褐色土　汚れたロームブロックを僅かに含む。
暗褐色土　下位に汚れたロームブロックを

少量含む。

１　暗褐色土　２層より明るく、ロームブロッ
クを混入。

２　暗褐色土　混入物少なく暗い。１０８号土坑
と近似。（１０７号土坑）
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第１１５図　１０８ ～ １１０・１１２ ～ １１６号土坑平面図

１０８号土坑 １０９号土坑 １１０号土坑

１１２号土坑 １１３号土坑 １１５号土坑
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暗褐色土　
　混入物少なく暗い。１０７号土坑と近似。

暗褐色土　ローム小ブロックを少量含む。

暗褐色土　ローム小ブロックを少量含む。

暗褐色土　ローム小ブロックを少量含む。

明暗褐色土　ローム粒を多く混入し明るい。

暗褐色土  混入物少ない。

１　暗褐色土　表土。（耕作土）
２　黒褐色土　ローム粒・小ブロックを少量含む。締まりやや弱い。（１１４号土坑）
３　暗褐色土　混入物のあまり見られない堆積層。

暗褐色土  混入物少ない。
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第１１６図　１１７ ～ １２０・１２２ ～ １２５・１３０号土坑平面図

１１７号土坑 １１８号土坑 １１９号土坑

１２０号土坑 １２２号土坑 １２３号土坑

１２５号土坑１２４・１３０号土坑
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暗褐色土　混入物なし。

暗褐色土　ロームブロックを含む。

暗褐色土　ロームブロックを少量含む。

暗褐色土　混入物なし。

１　暗褐色土　表土。（耕作土）
２　暗褐色土　若干砂性を帯び、締まりやや弱い。
３　暗褐色土　混入物のあまり見られない堆積層。

暗褐色土　混入物はほとんどない。

１　暗褐色土　２層より暗く、混入物ほとんどない。（１２４号土坑）
２　暗褐色土　ロームブロックを少量含む。（１３０号土坑）

１　灰黄褐色土　灰黄色ロームブロックを多量に混在。
２　暗褐色土　混入物少ない。
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第１１７図　１２６・１２８・１２９・１３１・１３２号土坑平面図
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暗褐色土　混入物少なく、締まりが弱い。

１　暗黒褐色土　２層より黒く、砂質ぎみ。（１４号溝）
２　暗褐色土　混入物少ない。（１２８号土坑）

暗褐色土　ロームブロックを含む。

１　暗黒褐色土　黒く、砂質ぎみ。（１４号溝）
２　暗褐色土　１層よりやや明るい。混入物少なく、やや

粘質。（１２９号土坑）

暗褐色土　ロームブロックを少量含む。
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第１１８図　１３３・１３４・１３８・１３９号土坑平面図
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１　暗褐色土　ローム土、炭化物を含む。
２　黄褐色土　暗褐色土を少量含む。

１　黒褐色土　
砂質ぎみ。ローム粒をやや多く、
白色軽石粒を微量含む。

２　黒褐色土　
ローム粒、小ブロックを少量含み、
白色軽石粒を微量含む。

１　暗褐色土　ローム小ブロックを多量含む。
２　黒褐色土　ローム粒を微量含む。
３　暗褐色土　ローム小ブロックを多量含む。

１　暗褐色土　ローム粒を少量含み、砂質ぎみ。
２　黄褐色土　ローム小ブロックを密に、暗褐色土を少

量含む。焼土粒を微量含む。
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第１１９図　１４０ ～ １４５号土坑平面図

１４０号土坑 １４１号土坑

１４２号土坑 １４４号土坑

１４３号土坑 １４５号土坑
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１　黒褐色土　白色の軽石粒を含む。やや粘質。
２　暗褐色土　ローム粒を含む。

黒褐色土　ローム粒・小ブロックをやや多く含む。

暗褐色土　ローム粒をやや多く、黒褐色土粒を少量含む。 暗褐色土　ローム小ブロック・白色軽石粒を少量含む。

暗褐色土　ローム粒を多量に、黒褐色土小ブロックを少量含む。

暗褐色土　ローム粒を少量含む。
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第１２０図　１４６ ～ １４８・１５０ ～ １５３・１５５・１５６号土坑平面図

１４６号土坑 １４７号土坑 １４８号土坑

１５０号土坑 １５１・１５２号土坑 １５１号土坑
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１　暗褐色土　ローム小ブロックを多く含む。
２　黄褐色土　暗褐色土を少量含む。

暗褐色土　ローム小ブロックをやや多く、
白色軽石粒を少量含む。

暗褐色土　ローム粒・小ブロックを多く含む。

暗褐色土
　ローム小ブロックを多く含み、砂質ぎみ。

１　黒褐色土　白色軽石粒・ローム小ブロックを少量含む。
２　黄褐色土　ローム土を主体とし、暗褐色土を少量含む。

暗褐色土　白色軽石粒を少量含む。
暗褐色土　ローム粒を少量含む。

１　暗褐色土　白色軽石粒を少量、ローム小ブ
ロックを微量含む。

２　暗褐色土　ローム土を多く含み、明るい。
３　黄褐色土　ローム土を主体とし、暗褐色土

小ブロックを少量含む。
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第１２１図　１５７ ～ １６４号土坑平面図
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暗褐色土　ローム粒・小ブロックを多く含む。

黒褐色土　ローム粒・小ブロックを少量
含む。やや粘質。

１　暗褐色土　白色軽石粒を少量含む。やや
砂質。

２　暗褐色土　白色軽石粒・ローム小ブロッ
クを少量含む。

３　暗褐色土　ローム小ブロックをやや多
く、白色軽石粒を微量含む。

１　暗褐色土　白色軽石粒を少量含む。
２　暗褐色土　白色軽石粒を微量、ローム

粒・小ブロックを少量含む。

１　黒褐色土　白色軽石粒・ローム粒を微量含む。（１６３号土坑）
２　暗褐色土　ローム粒・小ブロックを少量含む。（１６２号土坑）

１　暗褐色土　白色軽石粒を少量含む。
２　暗褐色土　黒褐色・ローム小ブロックを少量含む。 １　暗褐色土　白色軽石粒を微量、ローム小ブロックを少量含む。

２　暗褐色土　ローム小ブロックをやや多く含む。
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３４

０ １ｍ１:40

第１２２図　１６５ ～ １６７・１７０ ～ １７２号土坑平面図

１６５号土坑 １６６号土坑

１６７号土坑 １７１号土坑

１７０号土坑
１７２号土坑
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１　暗褐色土　ローム小ブロックを少量、白色
軽石粒を微量含む。

２　黄褐色土　黒褐色小ブロックを少量含む。

１　暗褐色土　
白色軽石粒を少量、ローム粒を
微量含む。

２　暗褐色土　
白色軽石粒を微量、ローム小ブ
ロックを少量含む。

３　黄褐色土　
ローム土を主体に、暗褐色土を
少量含む。

１　暗褐色土　白色軽石粒を少量、焼土粒を微量含む。
２　暗褐色土　白色軽石粒・焼土粒を微量含む。

１　暗褐色土　白色軽石粒を少量、焼土粒を微量含む。やや粘質。
２　暗褐色土　白色軽石粒・焼土粒を微量、ローム粒を少量含む。
３　黒褐色土　ローム小ブロックをやや多く含む。

暗褐色土　ローム粒を微量含む。

１　暗褐色土　白色軽石粒を少量、ローム粒を
微量含む。

２　暗褐色土　ローム粒を少量含む。
３　暗褐色土　ローム粒・白色軽石粒を微量含

む。
４　暗褐色土　ローム小ブロックを少量含む。
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Ａ′

Ａ Ａ′Ｌ=４９．５０ｍ

１
２

435
-410

１９号溝

Ａ

Ａ
′

Ａ Ａ′Ｌ=４９．６０ｍ

Ａ Ａ′Ｌ=４９．６０ｍ

434
-410

Ａ

Ａ
′

調査区外

435
-433

Ａ
Ａ
′

Ａ
Ａ
′

Ｌ=４９．５０ｍ

１

２

430
-413

Ａ

Ａ′

調査区外
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１
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′
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１
２ 撹乱
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′

１９号
溝

Ａ Ａ′Ｌ=４９．６０ｍ

１ ２２

０ １ｍ１:40

第１２３図　１７３ ～ １７９号土坑平面図

１７３号土坑 １７４号土坑 １７５号土坑

１７６号土坑 １７８号土坑

１７７号土坑 １７９号土坑
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１　暗褐色土　白色軽石粒・ローム
小ブロックを微量含む。

２　黄褐色土　ロームを主体に、暗
褐色土小ブロックを少量含
む。

暗褐色土　ローム粒・小ブロックを多く、黒褐色土小ブロッ
クを少量含む。 黒褐色土　ローム粒・小ブロックをやや多

く含む。若干粘質。

１　暗褐色土　ローム小ブロックを多く、白色軽石粒を微量含む。
２　暗褐色土　ローム粒を微量含む。

１　暗褐色土　表土。砂質やや強い。
２　黒褐色土　ローム粒・小ブロックを少量含む。

１　黒褐色土　ローム粒を微量含む。やや粘質。
２　暗褐色土　ローム粒をやや多く含む。

１　黒褐色土　ローム粒を少量含む。やや粘質。（１９号溝）
２　黒褐色土　ローム粒・小ブロックを微量含む。（１７９号土坑）



455
-432

Ａ

Ａ′

Ａ Ａ′Ｌ=４９．５０ｍ

１
２３

Ａ Ａ′
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１
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２
３
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３

０ １ｍ１:40

434
-408

Ａ

Ａ′

調査区外

475
-415

Ａ

Ａ′

２５号溝

第１２４図　１８０ ～ １８５号土坑平面図

１８０号土坑 １８１号土坑

１８２号土坑 １８３号土坑

１８４号土坑 １８５号土坑
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１　暗褐色土　白色軽石粒を少量、ローム粒を微量含む。
２　黒褐色土　ローム粒・小ブロックを少量含む。やや粘質。
３　暗褐色土　ローム土を多量に混入。

１　暗褐色土　表土。砂質やや強い。
２　黒褐色土　ローム小ブロックをやや多く含む。

暗褐色土　白色軽石粒を微量含む。

黒褐色土　白色軽石粒を微量含む。

暗褐色土　ローム小ブロックを少量、焼土粒を微量含む。

１　暗灰色砂質土　
表土。（耕作土）

２　黒褐色土　
ロームブロックを微量含む。粘質。

３　黒褐色土　
ローム土を混入。

４　暗褐色土　
ロームブロックをやや多く含む。
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第１２５図　１号土坑出土遺物
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６

７
８

９

１３

１ ２ ３ ４

５

１２（１/４）

１０（１/４）

１１（１/４）
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第１２６図　２号土坑出土遺物

第３０表　１号土坑出土遺物観察表

第３１表　２号土坑出土遺物観察表
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土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値(ｃｍ)
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第１２５図 
ＰＬ．４３

１
須恵器 
杯

埋土中　　　　
口縁部～底部片

口
底

９．４ 
６．９

高 ２．０ 細砂粒／酸化焔／
鈍い橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転ヘラナデか。

石製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
器種 

形態・素材
出土位置

長 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚 
（ｃｍ）

重 
（ｇ）

製作 ･使用状況 石材

第１２５図 
ＰＬ．４７

１３ 板碑片 埋土中 （１４．４） （９．７） ２．３ ３６２．６ 
加工意図は不明だが、左辺側に敲打・摩耗痕がある。板碑
としての外形は右辺側下半のみ残り、裏面側には横位工具
痕がある。

雲母石英片岩

陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種類 
器種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第１２５図 
ＰＬ．４３

２
肥前磁器　　　
小碗

埋土中　　
ほぼ完形

６．９ ３．０ ４．９ 白
高台はやや高い。外面の主文様は花と折れ枝、裏文様は不
明文様を２カ所に描く。高台脇と高台境に細線による２重
圏線。やや焼成不良で不規則な貫入がはいる。

第１２５図 
ＰＬ．４３

３
肥前磁器　　　　
碗

埋土中　　
ほぼ完形

９．５ ４．０ ４．８ 灰白 外面は雪輪梅樹文。高台内に不明銘。 波佐見系

第１２５図 
ＰＬ．４３

４
瀬戸・美濃磁器　
端反碗　

埋土中　　
体部１/３欠

９．８ ３．８ 
４．９ ～
５．０

白

外面は３方の唐草文間に不明文様を配する。不明文様は素
地に釘彫りで文様を描いた後に濃みを入れる。口縁部内面
に幅広と細線による圏線各１条。底部内面、２重圏線内に
不明文様。

第１２５図 
ＰＬ．４３

５
瀬戸・美濃磁器　
端反碗

埋土中　　
ほぼ完形

１０．３ ４．０ ５．３ 白
器壁やや厚い。外面に不明文様を上下に入れ替え、各３カ
所に描く。口縁部内面に幅広と細線による圏線各１条。底
部内面、２重圏線内に不明文様。

第１２５図 
６

瀬戸・美濃磁器　
端反碗

埋土中　　
１/４

(１１．０) ― ― 白
口縁部小さく外反。外面に丸文。口縁部内面は幅広と細線
各１条の圏線。

第１２５図 
ＰＬ．４３

７ 肥前磁器か杯
埋土中　　
完形

６．５ ３．１ ４．３ 白
答鐘弱翁、牧童の一節「笛弄晩風三両聲」、「笛は晩風に弄
す三両声」を記し、表に草と笛を吹く牧童、牛を描く。高
台内に「○○造」の銘。○は判読不能。

第１２５図 
ＰＬ．４３

８
京・信楽系陶器灯
火受台

埋土中　　
口縁部１/２
欠

(８．７) ６．０ 
４．９ ～
５．３

灰白

受け部を１カ所「Ｕ」字状に抉る。脚底部外面から脚外面下
端は回転篦削り。脚端部内面から柱部外面下端まで透明に
近い灰釉。細かい貫入がはいる。脚底部中央付近を外面側
から細かく打ち欠いて円孔を開ける。二次加工後の用途は
不明。

第１２５図    
ＰＬ．４３

９
京・信楽系陶器灯
火受台

埋土中　　
口縁部１/２
欠

(８．１) ５．２ ５．７ 灰白
受け部を１カ所「Ｕ」字状に抉る。脚底部外面から脚外面下
端は回転篦削り。脚端部内面から柱部外面下端まで透明に
近い灰釉。細かい貫入がはいる。

第１２５図 
ＰＬ．４３

１０
瀬戸・美濃陶器半
胴甕

埋土中　　
ほぼ完形

１９．０ １３．０ １２．８ 
鈍い黄
橙

口縁部外面下に２条の凹線。口縁端部は内側に突出し、端
部上面は平坦。口縁端部上面に目痕５カ所。体部外面中位
以下は回転篦削り。内面から体部外面下位に柿釉。

第１２５図 
ＰＬ．４３

１１
在地系土器　　
火鉢

埋土中　　
体部１/３　
底部完

(２７．１) ２０．７ １３．４ 暗灰
断面暗灰色、器表付近浅黄橙色、外面器表暗灰色から黒色、
内面器表浅黄橙色から暗灰色。高台は貼り付け。外面は回
転施文具により施文。口縁端部のみ磨き。

第１２５図 
ＰＬ．４３

１２
在地系土器　　
釜輪

埋土中　　
１/４

(４１．４) ― ５．４ 灰黄褐
内側の立ち上がりは高い。底面は丸みを有し、「○」の押印
を連続して施す。

陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種類 
器種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第１２６図 
１

常滑陶器　　　
甕

埋土中　　
肩部片

― ― ― 灰 外面器表は橙色。外面に押印状の叩き目。 中世

１（１/４）
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０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:３

第１２９図　１５号土坑出土遺物（１）

第１２７図　１１号土坑出土遺物

第１２８図　１４号土坑出土遺物

第３２表　１１号土坑出土遺物観察表

第３３表　１４号土坑出土遺物観察表
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陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種類 
器種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第１２７図 
１

志戸呂陶器　　
灯火受皿

埋土中　　
１/４

（１０．４） （５．２） ２．５ 
鈍い赤
褐

受け部は口縁部より高い。受け部に２カ所アーチ状の抉り
を入れる。体部外面下半以下は回転篦削り。内面から口縁
部外面に錆釉。

陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種類 
器種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第１２８図 
１

美濃陶器　　　
皿

埋土中  
１/８

（１１．４） ― ― 黄灰
外面口縁部以下は回転篦削り。内外面に灰釉。貫入がはい
る。底部欠損のため摺り絵は認められないが、御深井製品
であろう。

４（１/４）

１

１

１
２

３
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第１３０図　１５号土坑出土遺物（２）
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６（１/４）

７（１/４）

５（１/４）
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第１３１図　１６号土坑出土遺物

第３４表　１５号土坑出土遺物観察表

第３５表　１６号土坑出土遺物観察表
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陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種類 
器種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第１２９図 
１

肥前磁器　　　
碗

埋土中  
口縁部１/２
欠

（９．６） ４．０ ５．１ 灰白 外面に雪輪梅樹文。高台内に不明銘。呉須は黒っぽく発色。

第１２９図 
２

瀬戸・美濃磁器飯
碗

埋土中  
完形

１１．３ ３．８ ６．０ 白 外面に呉須？で松を描き、松ぼっくりを赤で描く。 近現代

第１２９図 
３

美濃陶器　　　
摺り絵皿

埋土中  
底部

― ７．０ (１．８)
オリー
ブ黄

底部内面鉄絵具による型紙摺り。線が細く、鉄絵具も薄い
ため文様は不鮮明。内面に灰釉。細かい貫入がはいる。底
部内面に目痕３カ所。いわゆる御深井。

第１２９図 
４

在地系土器　　
火鉢

埋土中  
１/４

(４２．３) (２９．８) ２２．３ 
黒褐・
鈍い黄
褐

断面黒褐色、器表付近にぶい黄褐色、器表黒色。外面中位
に凹線を２条廻らし、その下に回転施文具より細かい格子
状文を施す。施文後に、簡略化した獅子の取っ手を貼り付
け。外面格子状文部より上位は磨き調整。外面の格子状文
以外から口縁端部内面に黒色物を塗布。口縁端部内面には
黒色物が垂れた痕跡が残る。いわゆる塗り物。高台端部は
擦れか人為的な擦りにより平坦となる。

近現代

第１３０図 
５

瓦　　　　　　
平瓦

埋土中  
完形

縦２３．４ 横２１．３ 厚１．７
鈍い褐・
黒褐

下面は型板の跡が残り、上面はナゼ板による撫で。のし瓦
か。

第１３０図 
６

瓦　　　　　　
十能瓦

埋土中  
１/４欠

縦２７．０
横２６．３
～ ２９．７

厚１．１
黒・灰
黄

凸面には型肌痕が残る。凹面は撫でで、四周は直線的な撫
で。

第１３０図 
７

瓦　　　　　　
十能瓦

埋土中  
２/３

縦２０．２ 横― 厚１．２
黒・灰
黄

凸面には型肌痕が残る。凹面は撫でで、四周は直線的な撫
で。

石製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
器種 

形態・素材
出土位置

長 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚 
（ｃｍ）

重 
（ｇ）

製作 ･使用状況 石材

 
ＰＬ．４７

１
砥石　　　　
切り砥石　　

埋土中 （７．９） ３．７ （３．５） １６２．９ 
上端小口部に平鑿状の工具痕。 被熱･剥落して不明瞭だが､ 左側
面は砥石特有の光沢面がなく、使用されていない可能性が高い。

流紋岩

第１３１図 
ＰＬ．４７

２
砥石　　　　
切り砥石　

埋土中 (６．４) ２．９ ２．０ ５６．１ 
表裏面を砥面として使用。両側面は割り取り後、磨き整形
を施す。裏面側右辺はタガネ状工具により面取り。

砥沢石

第１３１図 
ＰＬ．４７

３
砥石　　　　
切り砥石　　

埋土中 (４．８) (３．８) (０．９) ２１．６ 背面側に使用面が残る砥石破片。 珪質頁岩

金属製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

長さ 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚さ 
（ｃｍ）

重さ
（ｇ）

特 徴　・　状 態 備　　考

第１３１図 
ＰＬ．４９

４
鉄製品
不明

埋土中　　
完形か

８．７　 ２．５ ０．６ ２８．７ 下端部はフック状。錆化が激しい。

第１３１図 
ＰＬ．４９

５
鉄製品
環状品

埋土中　　
完形

径　６．３ － ０．５ －
錆化が激しい。環状の鉄製品内に近現代染付磁器が偶然挟
まる。

第１３１図 
ＰＬ．４９

６
鉄製品
環状品

埋土中　　
完形

径　４．９ １．１ ０．４ ２８．３ 錆化が激しい。

第１３１図 
ＰＬ．４９

７
銅製品
煙管雁首

埋土中　　
火皿欠損

(４．８) １．１ － １１．９ 羅宇挿入部は膨らみを持ち、端部に横線廻る。

５

２（１/２）

３（１/２）

４（１/２）

６（１/２）

７（１/２）



０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:３

第１３２図　２０号土坑出土遺物

第１３３図　２６号土坑出土遺物

第１３４図　２８号土坑出土遺物

第３７表　２６号土坑出土遺物観察表

第３６表　２０号土坑出土遺物観察表

第３８表　２８号土坑出土遺物観察表
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陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種類 
器種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第１３４図 
１

瀬戸・美濃磁器小
碗

埋土中  
底部

― ２．９ ― 白
内面と高台内は透明釉、体部から高台外面はクローム青磁
釉。体部外面に緑色の銅板転写による文様。

近現代

第１３４図 
２ 肥前磁器か碗

埋土中  
１/４

（６．４） （４．０） ５．３ 白
高台端部を除く外面に呉須釉。口縁部外面に簡略化した雷
文帯。

第１３４図 
３

肥前磁器　　　
瓶

埋土中  
１/４

(８．０) ― ― 灰白
口縁部は受け口状を呈する。内外面の釉は青みがかり、胎
土も十分磁化していない。

焼成不良

陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種類 
器種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第１３３図 
ＰＬ．４３

１
瀬戸・美濃陶器灯
火皿

埋土中  
口縁部２/３
欠

（８．６） ３．４ ２．３ 浅黄
口縁部外面以下は回転篦削りで、高台は碁笥底状に削る。
内面から口縁部外面に飴釉。口縁端部内外面に油煙付着。

陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種類 
器種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第１３２図 
１

瀬戸・美濃陶器灯
火受皿

埋土中  
１/４

（１０．２） （５．４） ２．０ 灰白
受け部を１カ所「Ｕ」字状に抉る。口縁部外面以下は回転篦
削り。全面錆釉を施釉後に口縁部外面以下を拭う。

１

１

１

２
３



　４　井戸

　検出された井戸は、２区で１基、５区で４基、６区で

２基の計７基である。その時期は、後述する大溝の底面

から検出されるなど、溝よりも旧いことが明らかとなっ

ており、中世ないし近世と考えられる。なお、砂質なロー

ム土を掘り込んだ井戸であるため、崩落の危険から完掘

できた井戸は少ない。同様に、工場跡地にあっては、基

礎のコンクリート等により完掘できていない。

　以下、各井戸ごとに記載する。

１号井戸　（第１３５図、第５３表、ＰＬ．１６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５３８、Ｙ軸＝－３９，２７４

　本井戸は６区中央東寄りにあり、南北に走向する３号

溝の東側で、近世以降の土坑群の北側に位置する。本井

戸の上部には、工場跡の基礎コンクリートがあり、崩落

の危険が及ばない範囲での調査を行った。上面は径３．８

ｍ程の円形を呈し、断面形状は上方が開く漏斗状となる。

縦坑部の径は２．１ｍと広く、大型の井戸の可能性が高い。

しかし、崩落の危険から、調査は南半のみとし、深さも

１ｍ程で終了した。底面は検出されていない。埋土は、

やや砂質な黒褐色土と暗褐色土を主体とする。埋土中に

ロームブロックや黄褐色の地山ブロックを多量に混在さ

せることから、人為的堆積と考えられる。

　出土遺物には、未掲載遺物に土師器片や須恵器片があ

るが、時期は不明。周辺の遺構状況から、近世の可能性

が高い。

２号井戸　（第１３５図、第５３表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９２、Ｙ軸＝－３９，３１６

　本井戸は５区の南東端に位置し、周辺には３２・３４・

３６・３７号土坑がある。上面は径２．１ｍ程の円形を呈し、

断面形状は上方が開く漏斗状となる。縦坑部の径は０．８６

ｍを測る。砂質なローム土のため、縦坑の壁は崩落が著

しいようで、壁面には大きく抉れる部分がみられる。こ

のため、調査は西側の半面のみとし、深さ１．６ｍまでを

掘削し終了した。底面は検出されていない。埋土は、暗

褐色土を主体に明暗褐色土との８層に分層できる。埋土

中にロームブロックや白灰色のロームブロックを多量に

混在させることから、人為的堆積と考えられる。

　出土遺物もなく、時期は不明。周辺の遺構状況から、

近世の可能性が高い。

３号井戸　（第１３６図、第５３表、ＰＬ．１６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１７、Ｙ軸＝－３９，３５７

　調査時は、６０号土坑として調査を行った。本井戸は５

区の西端にあり、東西に走向する８号溝の北側に位置し、

周辺には６１ ～ ６４号土坑がある。上面は径２．０ｍ程の円形

を呈し、断面形状は上方が開く漏斗状となる。縦坑部の

径は０．９ｍを測る。砂質なローム土のため、縦坑の壁は

崩落が著しいようで、壁面には大きく抉れる部分が２段

みられる。このため、調査は南側の半面のみとし、深さ

１．２ｍまでを掘削し終了した。底面は検出されていない。

埋土は、最上層がロームブロックを僅かに含む暗黒褐色

土で、その下が１・２層とした黒褐色土と黄褐色土に分

層できる。埋土中にロームブロックやローム土を多量に

混在させることから、人為的堆積と考えられる。

　出土遺物もなく、時期は不明。周辺の遺構状況から、

近世の可能性が高い。

４号井戸　（第１３７図、第５３表、ＰＬ．２４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０５、Ｙ軸＝－３９，３３６

　調査時は、１３７号土坑として調査を行った。本井戸は４・

５区の境にあり、南北走向する２号溝内の中央南寄りに

検出された。２号溝の調査時には、本井戸の存在は予測

されていなかったが、溝の精査の段階で明らかとなった。

井戸の大半が２号溝と重複するため、詳細は不明である。

残存する井戸は、２号溝の西壁に井戸上部の一部と、溝

底面下の縦坑部である。溝の西壁に残存する井戸の形状

から、上方が開く漏斗状の断面を呈すると考えられる。

また、残存する井戸内には、溝底面下の縦坑にまで拳大

から人頭大の円礫が詰まり、溝との新旧は明らかであっ

た。人為的堆積と考えられる。残存する縦坑の径は１．１５

ｍを測る。また、縦坑については、溝底面より０．８ｍ程

を掘削（溝上面からは２．０ｍ）して終了した。底面は検出

されていない。

　遺物の出土はない。重複する２号溝との新旧は本井戸

が旧く、時期は中世ないし近世と考えられる。

５号井戸　（第１３６図、第５３表、ＰＬ．２４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５２０、Ｙ軸＝－３９，３２９

　調査時は、１３６号土坑として調査を行った。本井戸は

５区の中央に位置し、南北走向する２号溝内の中央北寄

り底面に検出された。２号溝の調査時には、本井戸の存

在は予測されていなかったが、溝の精査の段階で明らか
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となった。井戸の大半が２号溝と重複するため、詳細は

不明である。残存する井戸は、２号溝の底面下に検出さ

れた縦坑部のみである。残存する縦坑の径は１．２４ｍを測

り、溝底面から井戸底面までの深さ０．６ｍ、溝上面から

井戸底面までの深さ１．７４ｍを測る。底面は、擂り鉢状と

なる。埋土は、暗褐色土と底面付近に暗灰色粘質土が堆

積する。埋土中にローム小ブロックやローム土を混在さ

せることから、人為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。重複する２号溝との新旧は本井戸

が旧く、時期は中世ないし近世と考えられる。

６号井戸　（第１３６図、第５３表、ＰＬ．２４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１８、Ｙ軸＝－３９，２８７

　調査時は、１３５号土坑として調査を行った。本井戸は

５・６区の境にあり、南北走向する３号溝内の中央南寄

り底面に検出された。３号溝の調査時には、本井戸の存

在は予測されていなかったが、溝の精査の段階で明らか

となった。井戸の大半が３号溝と重複するため、詳細は

不明である。残存する井戸は、３号溝の底面下に検出さ

れた縦坑部のみである。残存する縦坑の径は１．１４ｍを測

り、溝底面から井戸底面までの深さ０．３７ｍ、溝上面から

井戸底面までの深さ１．４６ｍを測る。底面は、平坦となる。

埋土は、暗褐色土が主体となり、底面付近では暗褐色土

と黄褐色ローム土とが薄く互層となっている。埋土中に

ローム小ブロックやローム土を混在させることから、人

為的堆積と考えられる。

　遺物の出土はない。重複する３号溝との新旧は本井戸

が旧く、時期は中世ないし近世と考えられる。

７号井戸　（第１３７図、第５３表、ＰＬ．２６）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４４７、Ｙ軸＝－３９，４００

　調査時は、１８６号土坑として調査を行った。本井戸は

２区の東側にあり、南北走向する２３号溝の西側、東西走

向する２０・２４号溝の北側に位置する。上面は径１．０７ｍの

円形を呈し、断面形状は漏斗状とはならない。深さは１．

５７ｍを測る。底面は、平坦となる。埋土は、黒褐色土が

主体となり、底面付近には暗褐色土が堆積する。埋土中

にロームブロックを混在させることから、人為的堆積と

考えられる。

　出土遺物もなく、時期は不明。周辺の遺構状況から、

近世の可能性が高い。

　検出されたピットは、２区で１５８基、３区で５６基、４

区で４基、５区で１５２基、６区で１６０基の計５３０基である。

これらのピットは、縄文・弥生時代に比定できるものは

なく、古代以降のものと考えられるが、その大半は近世

以降の可能性が高い。また、ピットの検出傾向とすると、

各調査区の面積にもよるが、２区および５・６区に多く、

４区では極端に少ないという偏りがある。特に、５・６

区における状況では、近世以降と考えられる土坑群の周

辺に多く検出されており、４区およびその周辺の近世以

降の土坑の希薄な地点では、ピット数も極端に少ない。

２区においては、全体に散漫である。

　検出されたピットは、その埋土をＡ～Ｅ類に分類し、

埋土別のグループ化を図った。その結果、Ａ類とした暗

褐色土を埋土とするピットは、各区に存在するものの５

区に最も多く、次いで６区でも多い。Ｂ類の黒褐色土を

埋土とするピットは、６区でみられるのみで、他ではな

い。Ｃ類の褐色土を埋土とするピットは、Ａ類と同様に

５・６区に比較的多い。Ｄ類の褐色土を埋土とするピッ

トは、全体に少ない。Ｅ類とした黒褐色土を埋土とする

ピットでは、５・６区にはみられず、２・３区において

最も多く存在する。

　なお、各ピットの埋土分類における土層注記は、以下

の通りである。

Ａ類　暗褐色土

　　砂質で締まりあり。白色軽石粒を少量含み、小砂利

　　を微量混入させる。

Ｂ類　黒褐色土

　　やや砂質で締まりあり。白色軽石粒を少量含む。

Ｃ類　褐色土

    ロームブロックを含み、炭化物粒を少量、白色軽石

　　粒を微量含む。

Ｄ類　褐色土

　　やや砂質で締まりが弱い。ロームブロックを多量に、

　　炭化物粒を少量含む。

Ｅ類　黒褐色土

　　ロームブロック・焼土粒・炭化物粒を少量含み、白

　　色軽石粒を微量含む。

　５　ピット
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０ １ｍ１:40

Ａ
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Ａ Ａ′Ｌ=４８．９０ｍ
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２
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６

７

８

第１３５図　１・２号井戸平面図

１号井戸

２号井戸
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１号井戸
１　黒褐色土　

上位を中心に白色軽石を含み、やや砂質。
２　暗褐色土　

ロームブロックを含み、白色軽石を少量含
む。５㎝程の礫を混入し、やや砂質。

３　暗褐色土　
２層に近似し、黄褐色の地山ブロックを多
く含む。砂質。

２号井戸
１　暗褐色土　汚れたローム粒を多く含み、２層より明るい。
２　暗褐色土　１層に近似するが、やや暗い。
３　暗褐色土　ロームブロックを少量含み、全体に黒い。
４　暗褐色土　３層に近似するが、ロームブロックを多く含む。
５　暗褐色土　３・４層より明るく、ロームブロックを多く含む。
６　明暗褐色土　白灰色のロームブロックを混入させる。
７　明暗褐色土　６層と近似するが、白灰色のロームブロックを多く含む。
８　暗褐色土　混入物が少なく、暗い。
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第１３６図　３・５・６号井戸平面図
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３号井戸　（６０号土坑）
１　黒褐色土　ロームブロックを多量に含み、礫を少量混入。
２　黄褐色土　ローム土を主体とし、暗褐色土を少量含む。
６０号土坑　近世
暗黒褐色土　ロームブロックを僅かに混入。

６号井戸  （１３５号土坑）
１　暗褐色土　暗灰色粘質土を含み、ローム小ブロックを微量含む。

１０㎝大の礫を混入。
２　暗褐色土　暗褐色土と薄い黄褐色ローム土との互層。粘質ぎみ。

５号井戸　（１３６号土坑）
１　暗褐色土　

暗灰色粘質土、ローム小ブロックをやや多く含む。
２　暗灰色粘質土　

ローム土を少量含み、粘性が強い。
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第１３７図　４・７号井戸平面図
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７号井戸  （１８６号土坑）
１　黒褐色土　ロームブロックを多く含む。
２　黒褐色土　ロームブロックを少量含み、１層よりも暗い。
３　暗褐色土　ローム土と暗褐色土の混在土。



　６　溝

　検出された溝は、２区で７条、３区で３条、４区で１

条、５区で２条、６区で６条、２・３区に跨がる溝２条、

２～４区に跨がる溝１条、３・４区に跨がる溝２条、５・

６区に跨がる溝２条の計２６条を数える。溝の大半は、中

世ないし近世の時期と考えられ、特に１号溝では多量の

遺物が出土している。中には、溝の埋没後に、路や地境

として現在に至っているものも存在する。

　以下、各溝ごとに記載する。

１号溝　（第１３８ ～ １４１・１４８ ～ １５３図、第３９・５４表、ＰＬ．

２７・４３・４４・４７・４９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０９ ～ ３６，５４４

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，３２９ ～ ３９，２９３

　本溝は、６区北側の工場跡地の攪乱が著しい部分の南

側に検出され、６区の中央西寄りを南北に走向し、途中

で西へ直角に大きく向きを変え、さらに南西方向へ大き

く向きを変えながら５区を蛇行するように走向し、２本

の溝となって南下する。南端部は、再度西へ向きを直角

に変え、南北走向する２号溝を横切る形となり、その先

は後述する８号溝となる。確認できた溝の規模は、延長

５８．０ｍ、６区では上幅２．２ｍ、底面幅０．５ｍ、深さ０．６６ｍ

を測り、５区の蛇行する辺りでは西側が上幅１．１ｍ、深

さ０．２５ｍ、東側が上幅１．２ｍ、深さ０．３５ｍを測る。両端

の比高差は１．２ｍと北端が低く、その勾配は２．３％である。

また、６区において１３４号土坑と重複するが、本溝が新

しい。埋土は、全体に暗褐色土を主体とするが、５区の

蛇行する辺りでは黄灰色土や暗黄褐色土等の堆積もみら

れる。本溝位置が現在の地割に残る点から、区画溝と考

えられ、流水していた可能性も否定できない。

　なお、６区の北側に隣接する矢部遺跡１区では、本溝

の延長は検出されていないことから、遺跡境となる道路

下に想定される東西に延びる溝（１７号溝の延長）を起点に

南へ延びる溝の可能性が高い。

　溝内における遺物の出土状況は、第１４１図に示したよ

うに、６区の南北走向部から西へ直角に大きく向きを変

え辺りの埋土中下部に、多量の遺物が集中して出土して

いる。出土した遺物には、図示した１～ １８（瀬戸・美

濃磁器、肥前磁器、製作地不詳磁器）、２１ ～ ２８（瀬戸・

美濃陶器、京・信楽系陶器、萩陶器か）の碗類（小碗、碗、

丸碗、筒形碗、端反小碗、端反碗、広東形碗）が２６点、

１９の小皿（肥前磁器）、２０の水滴（製作地不詳磁器）、２９の

摺り絵皿（美濃陶器）、３０の青緑釉皿（肥前陶器）、３１の

灯火皿（瀬戸・美濃陶器）と灯火受皿（瀬戸・美濃陶器）、

３３・３４の徳利（美濃陶器）、３５ ～ ３７の擂り鉢（堺・明石陶器、

瀬戸陶器）、３８ ～ ４９の焙烙（在地系土器）、５０の焙烙か鍋

（在地系土器）および火を扱う製品の天井部片と思われる

５１（在地系土器）、５２ ～ ５７の十能（在地系土器）、火消し

壺の蓋と思われる５８（在地系土器）、５９の鉢（在地系土器）、

火鉢ないし鉢と思われる６０（土器）、６１ ～ ６５の火鉢（在

地系土器）、手焙りと思われる６６・６７（在地系土器）、６８

の甕（在地系土器）がある。また、石製品には、６９の砥沢

石製の切り砥石、二ッ岳軽石製で略蒲鉾状を呈した各面

が研磨整形されている７０、７１の粗粒輝石安山岩製の穀臼

の下臼、７２の粗粒輝石安山岩製の五輪塔の水輪がある。

この７２は、上面側中央に浅い円孔（長径１０．２㎝・短径９．０

㎝・深さ２．７㎝）を穿ち、周囲に小円孔を５孔配しており、

水輪を再利用したもの。金属製品には、７３の鉄鋳物製鍋

の口縁部片があり、やはり遺物集中内からの出土である。

他に、未掲載遺物として土師器・須恵器の小片、近世の

国産磁器３２片、国産施釉陶器２４片、在地系焙烙・鍋１４４片、

在地系皿１片、在地系焼物１３７片、瓦１９片、近現代の陶

磁器２片、土器類１片が出土している。なお、これら出

土遺物には若干近現代の遺物が混じるものの、江戸時代

（１８世紀後半以降）の遺物が主体を占め、在地火鉢類も江

戸期の良好な資料である。

　本溝の時期は、出土遺物から近世以降と考えられる。

２号溝　（第１３８ ～ １４０・１５４図、第４０・５４表、ＰＬ．２７・４４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４６６ ～ ３６，５５０

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，３４５ ～ ３９，３２０

　本溝は、６区西側の端に検出され、５・６区の区境付

近から５区の中央西よりを経て、４・５区の区境を直線

的に南北走向する大溝であり、その両端は調査区外へ延

びる。走向方向は、先の１号溝および後述の１２号溝とほ

ぼ平行し、その間隔は約４０ｍを測る。確認できた溝の規

模は、延長８８．５ｍ、上幅３．０ ～ ４．５ｍ、底面幅０．３５ ～ ０．

４５ｍと狭く、深さ１．２ ～ １．５ｍを測り深い。断面形状は

薬研状に近く、底面の標高値は北側に向かって徐々に低

い値となっている。両端の比高差は６０ｃｍを測り、その勾

配は０．７％である。また、本溝の中間では、１号溝ない
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し８号溝が横切るように交差するが、本溝の方が旧いと

考えられる。溝の底面下には、４号井戸（１３７号土坑）と

５号井戸（１３６号土坑）が検出されており、本溝より旧い

ことは明らかである。さらに、２号住居とも重複してい

るが、本溝が新しい。埋土は、暗褐色土を主体とし、中

間には黒褐色土が堆積する。溝の規模等から、計画的な

区画溝ないし水路の可能性も否定できない。

　出土遺物は極めて少なく、図示した１の片口鉢（在地

系土器）１点がある。この片口鉢は、口縁部が玉縁状と

なり、外面と口縁部から体部内面の器表は凍て状の剥離

多く、口縁部内面と体部外面中位の剥離は特に著しい。

体部内面中位と底部内面中央付近は使用により平滑で、

体部内面下位と底部内面周縁は使用により器表が摩滅し

ており、擂り鉢として使用されたもので、１４世紀中頃と

思われる。他に、未掲載遺物として土師器・須恵器片、

近世の国産施釉陶器１片、在地系焙烙・鍋１片、近現代

の陶磁器１片が出土している。

　本溝の時期は、出土遺物から近世以降と考えられる。

３号溝　（第１３８・１４２・１５５図、第４１・５４表、ＰＬ．２７・４４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４９９ ～ ３６，５３７

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，２９３ ～ ３９，２８３

　本溝は６区の中央で東西に分割するように南北に走向

する大溝で、一部が５区との境ともなっている。工場跡

地のために攪乱が著しく、溝を途切れ途切れに調査せざ

るを得なかった。確認できた溝の規模は、延長５６．０ｍ、

上幅３．０ ～ ４．０ｍ、底面幅１．３ｍ、深さ０．８ ～ １．１ｍを測り、

断面形状は箱堀状を呈し、その両端は調査区外へ延びる。

両端の比高差は１．０ｍと北端が低く、その勾配は１．８％で

ある。また、溝の底面下には６号井戸（１３５号土坑）が検

出され、本溝より旧いことは明らかである。埋土は、暗

褐色土と暗灰褐色土を主体に、黒褐色土や黄褐色土が堆

積する。２号溝と同様に、溝の規模等から、計画的な区

画溝ないし水路の可能性も否定できない。

　なお、１号溝と同様に、６区の北側に隣接する矢部遺

跡１区では、本溝の延長は検出されておらず、遺跡境と

なる道路下に想定される東西に延びる溝（１７号溝の延長）

を起点に南へ延びる溝の可能性が高い。

　出土遺物は少なく、図示した１の柳茶碗（瀬戸・美濃

陶器）、２の灯火皿（瀬戸・美濃陶器）、３の火鉢（在地系

土器）がある。他に、未掲載遺物として土師器片、近世

の国産磁器７片、国産施釉陶器１０片、近現代の陶磁器５３

片、土器類５０片、瓦６片、十能瓦６片、ガラス１片が出

土している。

　本溝の時期は、出土遺物から近世以降と考えられる。

４号溝　（第１３８・１５６図、第４２・５４表、ＰＬ．２７・４４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１２ ～ ３６，５２４

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，２７５ ～ ３９，２７２

　本溝は６区の中央南東寄りで、近世以降の土坑が集中

する辺りにあり、先の３号溝の東側１１ｍにほぼ平行して

南北に走向する。また、本溝の西側に位置する５号およ

び６号溝とも、３ｍの間隔を置いて平行するようにある。

確認できた溝の規模は、延長１２．４ｍ、上幅０．６ｍ、底面

幅０．４ｍ、深さ２７ｃｍを測る。溝の北端は工場跡地の攪乱

により不明で、南端は調査区外へ延びる。両端の比高差

はない。８・３１号土坑と重複するが、両土坑よりも本溝

が新しい。埋土は、黒褐色土と鈍い黄褐色土に分層され

る。溝の性格および流水の可能性は不明。

　出土遺物は僅かで、図示した１の菊皿（瀬戸・美濃陶

器）がある。他に、未掲載遺物として近世の国産磁器１片、

国産施釉陶器１片、在地系焙烙・鍋１片、瓦１片が出土

している。

　本溝の時期は、出土遺物から近世以降と考えられる。

５号溝　（第１３８図、第５４表、ＰＬ．２８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０８ ～ ３６，５１７

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，２８２ ～ ３９，２７９

　本溝は６区の中央南東寄りで、近世以降の土坑が集中

する辺りにあり、先の３号溝の東側７ｍ、４号溝の西側

３ｍにほぼ平行して南北に走向する。確認できた溝の規

模は、延長９．３ｍ、上幅０．４ｍ、底面幅０．３ｍ、深さ９ｃｍ

を測る。しかし、本溝の北側延長上には、同方向に延び

る６号溝が存在しており、両者が同一溝である可能性が

極めて高い。南端は、調査区外へ延びる。両端の比高差

はない。重複する遺構には、１・２５・２６号土坑があるが、

いずれの土坑よりも本溝が旧い。埋土は、黄褐色の地山

ブロックを僅かに含む暗褐色土である。溝の性格および

流水の可能性は不明。

　出土遺物は極めて少なく、未掲載遺物に近世の国産施

釉陶器１片、在地系焙烙・鍋１片がある。

　本溝の時期は、出土遺物から近世以降と考えられる。
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６号溝　（第１３８図、第５４表、ＰＬ．２８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１８ ～ ３６，５２７

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，２７８ ～ ３９，２７４

　本溝は６区の中央南東寄りで、近世以降の土坑が集中

する辺りにあり、先の３号溝の東側７ｍ、４号溝の西側

３ｍにほぼ平行して南北に走向し、先の５号溝と同一溝

の可能性が極めて高い。溝の北端は、工場跡地の攪乱の

直前で東側へと向きを変える。確認できた溝の規模は、

延長９．２ｍ、上幅０．７ｍ、底面幅０．３ｍ、深さ３０ｃｍを測る。

両端の比高差はない。重複する遺構には、２９・３０号土坑

があり、本溝は２９号土坑より旧く、３０号土坑より新しい。

埋土は、暗褐色の地山ブロックを僅かに含む暗褐色土で

ある。溝の性格および流水の可能性は不明。

　出土遺物は極めて少なく、未掲載遺物に土師器の小片、

近世の国産施釉陶器２片、近現代の土器類３片、十能瓦

２片がある。

　本溝の時期は、出土遺物から近世以降と考えられる。

７号溝　（第１３８図、第５４表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１９ ～ ３６，５３０

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，３２６ ～ ３９，３１８

　本溝は、５区の中央で南北走向する２号溝と、蛇行す

る１号溝との間に検出された。北半は南北に走向し、途

中で南西へ向きを変えるが、１・２号溝とは交差しない。

確認できた溝の規模は、延長１４．０ｍ、上幅３５ｃｍ、深さ７

ｃｍと細く浅い。両端の比高差はない。重複する遺構もな

く、黄褐色ロームブロックを混入する暗褐色土を埋土と

する。溝の性格および流水の可能性は不明。

　出土遺物もなく、時期も不明。

８号溝　（第１３８図、第５４表、ＰＬ．２８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５１１ ～ ３６，３６８

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，５１０ ～ ３９，３３３

  本溝は東西に直進する溝で、４・５区の東西方向に延

びる区境の位置にある。溝の東端は、６区から４区にか

けて南北走向する２号溝を横切り、５区を蛇行するよう

に南下した１号溝の南端部に接続する。西端は、南へ直

角に大きく向きを変え、９号溝を横切り、その先は１０号

溝となる。確認できた溝の規模は、延長３５．２ｍ、上幅０．

９３ｍ、底面幅０．５ｍ、深さ３０ｃｍを測る。両端の比高差は

４０ｃｍと東端が低く、その勾配は１．１％である。重複する

遺構には、４９ ～ ５１号土坑があり、いずれの土坑よりも

本溝が旧い。埋土は、暗褐色土ないし明褐色土である。

  出土遺物は極めて少なく、未掲載遺物に土師・須恵器

の小片が僅かに出土したのみである。

　本溝の時期は、１号溝に続く溝と考えられることから

近世以降と考えられる。

９号溝　（第１３８・１４３・１４４図、第５４表、ＰＬ．２８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０４ ～ ３６，５１２

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，３３９ ～ ３９，３７５

　本溝は４区を主に３区へ延びる溝で、先の８号溝の南

側に位置し、東西方向にやや斜めに直進する溝である。

溝の東端は、２号溝の西側約３ｍの位置を先端とし、西

側へ延びる。途中、８号溝が南へ直角に向きを変える辺

りで８号溝と交差し、西端は１２号溝と交差して調査区外

となる。確認できた溝の規模は、延長３６．４ｍ、上幅０．９ｍ、

底面幅０．５ｍ、深さ３４ｃｍを測る。両端の比高差は２０ｃｍと

西端が低く、その勾配は０．５％である。重複する遺構に

は、５２・５３号土坑があり、両土坑よりも本溝が旧い。ま

た、交差する８号溝との新旧は不明であるが、１２号溝と

は本溝の方が旧い。埋土は、暗黒褐色土である。溝の性

格および流水の可能性は不明。

　出土遺物は極めて少なく、未掲載遺物に縄文土器片と

土師・須恵器片が僅かに出土したのみである。

　本溝の時期は、不明。

１０号溝　（第１３８・１４３・１４４図、第５４表、ＰＬ．２８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４６１ ～ ３６，５１０

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，３７０ ～ ３９，３６９

　本溝は３・４区の区境の位置にあり、溝の北端は東西

方向に延びる８号溝の西端と接続し、東側に膨らむよう

に弧状に南へ延びる溝である。８号溝との接続部で９号

溝と交差し、南へ延びる途中で１１号溝、１３号溝とも交差

する。確認できた溝の規模は、延長４９．８ｍ、上幅１．８ｍ

と広く、底面幅は０．５ ～ ０．７ｍで２ないし３条の溝が集

合している状況がある。深さは２５ ～ ４０ｃｍを測る。両端

の比高差は３０ｃｍと北端が低く、その勾配は０．６％である。

交差する溝はあるが、その新旧は不明。埋土は、暗褐色

土と黒褐色土である。

　出土遺物は極めて少なく、未掲載遺物に土師器片、近

現代の陶磁器３片、土器類６片がある。

　本溝の時期は、８号溝を経て１号溝に続くことから近

世以降と考えられる。
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１１号溝　（第１３８・１５７図、第４３・５４表、ＰＬ．４４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０６ ～ ３６，５０９

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，３７０ ～ ３９，３８１

　本溝は３区の北側にあり、９号溝に平行するように東

西方向にやや斜めに直進する溝である。溝の東端は１０号

溝に接続し、途中で１２号溝を横切るように交差し、西端

は遺構外へ延びる。確認できた溝の規模は、延長１０．８ｍ、

上幅１．０ｍ、底面幅０．７ｍ、深さ１３ｃｍを測る。両端の比高

差はない。交差する１２号溝との新旧は不明。溝の性格お

よび流水の可能性は不明。

　出土遺物には、図示した１の皿（肥前磁器）があり、未

掲載遺物に土師・須恵器片、近世の国産磁器２片、国産

施釉陶器２片、近現代の陶磁器７片、土器類４片、瓦３

片、十能瓦３片、ガラス１片が出土している。

　本溝の時期は、出土遺物から近世以降と考えられる。

１２号溝　（第１３８・１４３・１４４・１４７図、第５４表、ＰＬ．２８・２９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４３９ ～ ３６，５１１

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，３９３ ～ ３９，３７６

　本溝は３区の中央東寄りおよび２区東側にあり、両区

を跨いで（２区と３区の間は、現道のため未調査）南北方

向に直進する大溝である。３区においては、溝の北端は

９号溝と交差して調査区外へと延び、区内の途中で１１号

溝が横切るように交差し、１３溝および１５号溝が斜めに交

差する。また、本溝の走向方向は、先の２号溝および３

号溝とほぼ平行し、その間隔は約４０ｍを測る。２区にお

いては、本溝の西側に位置する２３号溝と併走し、途中で

２４号溝と交差する。南端は２０号溝の東端がＴ字状に取り

付き、直進する本溝は調査区外へと延びる。確認できた

溝の規模は、２・３区の総延長７５．２ｍ、上幅２．４ｍ、底

面幅０．５ ～ ０．７ｍ、深さ１．３ｍを測る。両端の比高差は

２０ｃｍと北端が低く、その勾配は０．３％である。交差する９・

１３号溝とは本溝が新しく、１１・１５・２４号溝との新旧は不

明。また、南端でＴ字状に取り付く２０号溝とは、同一時

期と考えられる。埋土は、暗褐色土・黒褐色土を主体に

茶褐色土・赤褐色土が堆積し、底面付近では灰褐色砂質

土等の砂質土および砂礫層が確認されている。溝の規模

等から計画的な区画溝であり、底面での砂礫層の存在か

ら流水を伴う水路と考えられる。

　出土遺物は極めて少なく、未掲載遺物に土師・須恵器

片、近現代の陶磁器１片、土器類２片、瓦１片がある。

さらに、溝の埋土中からは馬歯が出土している。

　本溝の時期は、２・３号溝と同様の区画溝と考えられ、

２０号溝と同時期であることから近世以降と考えられる。

１３号溝　（第１３８・１４３・１４４図、第５４表、ＰＬ．２８）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４６２ ～ ３６，５０５

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，３５２ ～ ３９，３８５

　本溝は３区の北側から４区の南側へと、北西から南東

へ直線ぎみに延びる溝である。３区においては、溝の北

西端は調査区外へと延び、区内の途中で１２号溝と斜めに

交差し、さらに３・４区境にある１０号溝とも斜めに交差

し、南東端は４区を経た調査区外へと延びる。確認でき

た溝の規模は、延長５２．５ｍ、上幅１．５ｍ、底面幅０．５ｍ、

深さ４０ｃｍを測る。両端の比高差はない。交差する１２号溝

とは本溝が旧く、１０号溝との新旧は不明。埋土は、黒褐

色土・黒褐色砂質土・暗褐色土が堆積する。溝の性格お

よび流水の可能性は不明。

　出土遺物は極めて少なく、未掲載遺物に土師・須恵器

片、近世の国産磁器１片、近現代の陶磁器１片、瓦１片、

十能瓦１片である。

　本溝の時期は、出土遺物および１２号溝との重複から近

世以降と考えられる。

１４号溝　（第１３８・１４５・１４６・１５８図、第４４・５４表、ＰＬ．

　　　　　２８・４４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４３６ ～ ３６，４９７

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，４５０ ～ ３９，４０３

　本溝は３区の西側および２区中央付近にあり、両区を

跨いで（２区と３区の間は、現道のため未調査）北東から

南西方向へ直進する溝である。３区においては、溝の北

東端は調査区外へと延び、区内の途中で１０７・１２８・１２９

号土坑と、さらに３号住居と重複する。２区においては、

２５・２６号溝と斜めに交差し、１３・１４・１７号住居と重複し、

さらに２０・２２・２４号溝とも交差して南西端は調査区外へ

と延びるものの、１区では検出されていない。確認でき

た溝の規模は、２・３区の総延長７４．８０ｍ、上幅０．７ｍ、

底面幅０．３ｍ、深さ４２ｃｍを測る。両端の比高差は２０ｃｍと

南西端が低く、その勾配は０．３％である。重複する遺構

ないし交差する溝との新旧は、１０７号土坑とは本溝が旧

く、それ以外の住居および土坑よりは新しい。また、交

差する溝とは不明。埋土は、黒褐色土ないし暗褐色土を

主として住居や土坑埋土よりも黒く砂質ぎみで、褐灰色
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土や褐色土も僅かに堆積する。溝の性格および流水の可

能性は不明。

　出土した遺物には、図示した１の須恵器杯があり、未

掲載遺物に土師・須恵器片が多量に出土しているが、本

溝の時期を特定する遺物はない。

　本溝の時期は、遺構の重複および埋土から近世以降と

考えられる。

１５号溝　（第１３８・１４３・１４４図、第５４表、ＰＬ．２９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４６９ ～ ３６，４９３

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，３８１ ～ ３９，３９２

　本溝は３区の中央北寄りを先端に、南南東方向に直進

する溝である。途中で１２号溝と斜めに交差し、南南東端

は調査区外へと延びる。確認できた溝の規模は、延長

２５．０ｍ、上幅１．０ｍ、底面幅０．５ｍ、深さ２３ｃｍを測る。両

端の比高差は２０ｃｍと西端が低く、その勾配は０．８％であ

る。交差する１２号溝との新旧は、本溝が新しい。溝の性

格および流水の可能性は不明。

　出土遺物は極めて少なく、未掲載遺物に近現代の陶磁

器１片、十能瓦１片のみである。

　本溝の時期は、遺構の重複および出土遺物から近代と

考えられる。

１６号溝　（第１３８・１４３・１４４図、第５４表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５０１ ～ ３６，５０４

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，３８３ ～ ３９，３８６

　本溝は３区の北西部にあり、１３号溝の北西端の南側

に僅かに検出された。確認できた溝の規模は、長さ５．５

ｍ、上幅０．８ｍ、深さ２０ｃｍを測る。両端の比高差はない。

６５・６６号土坑と重複し、その新旧は６５号土坑より本溝が

旧く、６６号土坑とは不明。埋土は、暗褐色土を主とする。

溝の性格および流水の可能性は不明。

　遺物の出土はないが、時期は遺構の重複から近世以降

と考えられる。

１７号溝　（第１３８図、第５４表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５４３ ～ ３６，５４４

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，２３２ ～ ３９，２３７

　本溝は６区の東隅となる三角地の調査地点にあり、調

査地の北縁に東西に走向する大溝である。調査地点が狭

く、溝の南半のみの調査となった。大溝は、６区と北隣

となる矢部遺跡Ⅰ区との境を画する東西方向の現道下に

存在するようで、調査区内では攪乱が著しいためか本地

点以外では検出されておらず、その全貌は不明。調査地

点の東端で４号住居と重複し、西側で１８号溝と交差する。

確認できた溝の規模は、長さ５．０ｍ、上幅（１．３）ｍ、深さ

７４ｃｍを測る。両端の比高差は１０ｃｍと西端が低く、その勾

配は２．０％である。重複する４号住居との新旧は本溝が

新しく、１８号溝とは不明。埋土は、暗褐色土を主に、暗

灰色粘質土や暗灰褐色土、明灰色粘質土を堆積させる。

溝の規模等から、計画的な区画溝ないし水路の可能性も

否定できない。

　遺物の出土はないが、時期は２・３号溝と同様の区画

溝と考えられることから近世以降か。

１８号溝　（第１３８図、第５４表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，５４０ ～ ３６，５４４

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，２３６ ～ ３９，２３７

　本溝は６区の東隅となる三角地の調査地点にあり、調

査地の西側を南北方向に走向する溝である。１７号溝と交

差するが、その新旧は不明。確認できた溝の規模は、長

さ４．２ｍ、上幅０．６ｍ、深さ８ｃｍを測る。両端の比高差は

２０ｃｍと北端が低く、その勾配は５．０％である。溝の性格

および流水の可能性は不明。

　遺物の出土もなく、時期は不明。

１９号溝　（第１３８図、第５４表、ＰＬ．２９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４２５ ～ ３６，５０７

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，４２３ ～ ３９，３６７

　本溝は４区西側の１０号溝の東側を概ね併走する溝で、

３区の東側を経て、２区の南東付近を直進する。溝の北

端は１０号溝と１１号溝の交点付近を先端とし、南へ延びな

がら弧状を呈して南端は攪乱のため不明となるが、１０号

溝と１３号溝の交差付近を通り、２・３区では北東から南

西方向へ直線的に延びる。途中の３区で１０・１３号溝と、

２区で１２・２０・２３・２４号溝とそれぞれ交差するが、その

新旧は不明。また、２区で１７４・１７９号土坑と重複し、そ

の新旧は本溝が新しい。確認できた溝の規模は、２区か

ら４区までの総延長１１０．７ｍ、上幅０．４ｍ、深さ１７ｃｍを測

る。両端の比高差は４０ｃｍと南西端が低く、その勾配は

１．０％である。埋土は、黒褐色土を主とする。溝の性格

および流水の可能性は不明。

　出土遺物は極めて少なく、未掲載遺物に土師器片のみ

である。

　本溝の時期は、不明。
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１号溝　Ａ－Ａ´
１　暗褐色土　暗灰色土を混入し、白色パミスを少量含む。灰色味がかり砂質ぎみ。
２　暗褐色土　暗灰色土を少量、白色パミス微量含む。
３　暗褐色土　酸化鉄分を少量含み、白色パミスを微量含む。
４　暗褐色土　ローム粒、酸化鉄分を少量含む。若干粘質。

１号溝　Ｃ－Ｃ´
１　暗褐色土　暗灰色土を混入し、白色パミスを少量含む。灰色味がかり砂質ぎみ。
２　暗褐色土　ローム小ブロックを少量含む。
３　暗褐色土　暗灰色土を少量、白色パミスを微量含む。
４　暗褐色土　ローム粒、酸化鉄分少量含む。若干粘性を帯びる。

１・７号溝  Ｅ－Ｅ´
１　暗褐色土　黄褐色ロームブロックを混入。（７号溝）
２　暗褐色土　ローム小ブロックを少量含む。
３　黄灰色土　暗褐色土、灰色砂質土を少量含む。炭化物を微量含む。
４　暗黄褐色土　暗褐色土を少量含む。
５　暗褐色土　暗灰色小ブロックを少量含む。
６　暗褐色土　ローム小ブロック、灰色砂質土粒を少量含む。
７　黄褐色土　暗褐色土を混入。

２号溝　Ｃ－Ｃ´
１　暗褐色土　暗灰色土小ブロックを少量、白色パミスを微量含む。若干砂質ぎみ。
２　暗褐色土　白色パミス、暗灰色粘質土、ローム粒を少量、１㎝前後の小礫を含む。
３　黒褐色土　炭化物を混入。５㎝大程の礫を含む。
４　暗褐色土　ローム粒・小ブロックを少量含、炭化物微量含む。
５　暗褐色土　暗灰色土を混入し、酸化鉄分を少量含む。１㎝前後の小礫を僅かに含む。
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３号溝　Ｃ－Ｃ´
１　暗褐色土　白色パミスを多く含む。暗灰色土を混入

し、砂質ぎみ。
２　暗褐色土　１層に似るが明るく、白色パミスは微量。
３　暗灰褐色土　酸化鉄分を混入し、斑点状を呈する。
４　暗灰褐色土　３層に近似。酸化鉄分がやや少ない。
５　黒褐色土　ローム小ブロックを少量含む。
６　暗灰褐色土　ローム粒、酸化鉄分を少量含む。
７　暗灰褐色土　ローム粒を多く、酸化鉄分を少量含む。
８　暗灰褐色土　暗褐色土小ブロックを含む。
９　暗褐色土　ローム小ブロック、黒褐色土を混入する。
１０　黄褐色土　暗灰褐色土を混入。
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１０号溝Ａ－Ａ´
１　暗褐色土　耕作土混入し、砂質ぎみ。ローム小ブロックを微量含む。
２　黒褐色土　ローム小ブロックを少量含む。
３　黒褐色土　ローム粒、小ブロックを少量含む。締まりあり。

１２・９号溝Ａ－Ａ´
１　暗褐色土　耕作土混入し、砂質ぎみ。白色パミスを微量、３～

５㎝大の礫を含む。
２　暗褐色土　ローム小ブロックを少量含む。
３　黒褐色土　３～５㎝大の礫を少量含む。
４　黒褐色土　３層に近似。ローム土少量混入し、色調やや明るい。
５　暗褐色土　ローム土混入。１㎝程の小礫を含む。締まりあり。
６　暗灰褐色砂質土　灰褐色砂質土と暗褐色土の混土層。
７　茶褐色土　ローム土を主体とし、暗褐色土を少量混入。締まり

あり。
８　暗褐色土　ロームブロック多量混入。黒褐色土少量含む。締ま

りあり。（９号溝）

１２・１３号溝Ｂ－Ｂ´
１　暗褐色土　白色パミスを微量含む。１㎝程の小礫を含む。砂質ぎ

み。
２　黒褐色土　５㎜前後の小礫を微量含む。締まりあり。
３　黒褐色土　１㎝程の小礫を含み、暗褐色土ブロックを少量含む。

締まりあり。
４　暗褐色土　ローム土混入。小礫を微量含む。締まりあり。
５　黒褐色土　灰褐色砂を少量含み、砂質ぎみ。（１３号溝）
６　黒褐色砂質土　灰褐色砂を多量含み、５㎜程の小礫を多く含む。

（１３号溝）

１３・１６号溝Ａ－Ａ´
１　暗褐色土　ローム土を微量含む。（１６号溝）
２　暗褐色土　ローム土混入し、１層より色調明るい。（１６号溝）
３　黒褐色土　灰褐色砂少量含み、砂質ぎみ。（１３号溝）
４　黒褐色砂質土　灰褐色砂を多量含み、砂質強い。（１３号溝）
５　黒褐色土　灰褐色砂混入し、砂質ぎみ。（１３号溝）

１３号溝Ｂ－Ｂ´
３　黒褐色土　灰褐色砂少量含み、砂質ぎみ。
４　黒褐色砂質土　灰褐色砂を多量含み、砂質強い。
６　暗褐色土　灰褐色砂を多く、黒褐色土を少量含む。

１５号溝Ａ－Ａ´
１　黒褐色土　ローム粒を少量、白色パミスを微量含む。
２　暗褐色土　ローム土を混入。
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２２号溝Ａ－Ａ´
１　黒褐色土　耕作土混入し、白色パミスを多く含む。砂質ぎみ。
２　褐色土　ローム粒を多量に含む。
３　暗褐色土　ローム粒・ブロックを含む。
４　暗褐色土　３層に近似するが、より暗い。
５　黄褐色土　ローム粒・ブロックを多量に含む。
６　砂礫層  砂を主に、５㎜程の小礫を含む。

１４号溝Ａ－Ａ´
１　褐灰色土　耕作土混入し、砂質ぎみ。
２　黒褐色土　混入物なく、締まりあり。
３　褐色土　ローム粒子を多く含む。
４　暗褐色土　ローム粒子・ブロックを含む。
５　褐色土　ローム粒子を多く含む。

２１号溝Ａ－Ａ´
１　暗褐色土　黒褐色土の小ブロックを多く含む。（２１－Ａ号溝）
２　暗褐色土　ローム粒を少量含む。やや砂質ぎみ。（２１－Ａ号溝）
３　黒褐色土　暗褐色土の小ブロックを少量含む。（２１－Ａ号溝）
４　黄褐色土　ローム土を主体とし、暗褐色土と暗灰色砂質土小ブロックを含む。（２１－Ａ号溝）
５　暗褐色土　ローム粒を少量含む。締まりあり。（２１－Ｂ号溝）
６　暗褐色土　ローム粒を微量含む。５層よりやや明るい。（２１－Ｂ号溝）
７　黄褐色土　ローム土を主体とし、暗褐色土を混入。暗灰色砂質土粒を少量含む。（２１－Ｂ号溝）
８　黄褐色砂質土　ローム土に暗灰色砂（川砂）、小砂利を多量に混入。（２１－Ｂ号溝）

２０・２４号溝Ａ－Ａ´
１　暗褐色土　ローム粒を少量含む。締まり強い。（２４号溝）
２　褐色土　ローム粒子を多く含む部分あり。（２０号溝）
３　黄褐色土　ロームブロックを多く含む。（２０号溝）
４　黒褐色土　混入物が少なく、粘質が強い。（２０号溝）
５　暗褐色土　ローム粒子を多く含み、粘質ぎみ。（２０号溝）
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第１４７図　１２・２５・２６号溝平面図、土層断面図

２５・２６号溝 １２号溝
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２５・２６号溝
１　暗褐色土　ローム粒を少量含む。締まりやや強い。（２５号溝）
２　黄褐色土　ローム粒を多量に含む。締まり強い。（２５号溝）
３　黄褐色土　ローム粒・ブロックを含む。締まり強い。（２５号溝）
４　暗褐色土　ローム粒を少量含む。締まりやや強い。（２６号溝）

１２号溝Ａ－Ａ´
１　黒褐色土　１㎝程の小礫を含む。砂質ぎみ。
２　黒褐色土　２～３㎝程の小礫を含む。
３　黒褐色土　１・２層に近似するが、明るい。
４　赤褐色土　部分的にロームブロックを含む。
５　砂質砂礫層　１～３㎝の礫を多量に含む。
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第１４８図　１号溝出土遺物（１）
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１１
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２１

２２

２３

２４ ２５ ２６

１

２

３ ４

５
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第１４９図　１号溝出土遺物（２）
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３１ ３２ ３３

２７

２８

２９

３０

３５（１/４）
３４（１/４）

３６（１/４） ３７（１/４）

３９（１/４）

３８（１/４）

４０（１/４）

４１（１/４）

４２（１/４）



０ 10㎝１:４

第１５０図　１号溝出土遺物（３）
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４３（１/４）

４４（１/４）

４５（１/４）

４６（１/４）

４７（１/４）

４８（１/４）

４９（１/４）

５０（１/２）

５１（１/４）

５２（１/４）
５３（１/４）



０ 10㎝１:４

第１５１図　１号溝出土遺物（４）
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５５（１/４）５４（１/４）

５６（１/４）

５７（１/４）

５９（１/４）

５８（１/４）

６０（１/４）

６１（１/４）
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第１５２図　１号溝出土遺物（５）
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６２（１/４）

６９

６３（１/４）

６４（１/４）

６５（１/４）

６６（１/４）

６７（１/４）

６８（１/４）

７０（１/２）



０ 10㎝１:３

第１５３図　１号溝出土遺物（６）
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陶磁器類
挿図番号 
図版番号 ＮＯ． 種類 

器種
出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ） 色調 成形・整形の特徴 備考

第１４８図 
ＰＬ．４３ １ 瀬戸・美濃磁器碗 埋土中  

２/３ （１０．３）（３．９） ５．２ 白
外面は型紙摺りによる亀甲と鶴文を３単位配す。内面は型
紙摺りによる亀甲文と２羽の鶴を１カ所か２カ所に配す。
残存部には１カ所。

近現代

第１４８図 
ＰＬ．４３ ２ 肥前磁器　　　碗

埋土中  
口縁部１/２
底部完

（１２．０） ４．８ ５．９ 灰白
体部外面に大小の丸文。高台内は１重圏線内に不明銘。口
縁部内面と底部内面周縁に２重圏線。見込みの五弁花はコ
ンニャク印判。

波佐見系
９と組み物か

第１４８図 
ＰＬ．４３ ３ 肥前磁器　　　碗

埋土中  
口縁部１/２
底部完

（９．５） ３．６ ４．７ 灰白 外面は雪輪梅樹文。高台内に不明銘。高台径が小さい。 波佐見系

第１４８図 
ＰＬ．４３ ４ 肥前磁器　　　碗

埋土中  
口縁部１/４
底部１/２

（９．３） ３．６ ４．７ 灰白 外面は簡略化した雪輪梅樹文。高台内に不明銘。 波佐見系

第１４８図 ５ 肥前磁器　　　碗
埋土中  
口縁部１部
底部完

（８．８） ３．６ ４．３ 灰白 器高低い。外面は簡略化した雪輪梅樹文。呉須は薄く、濃
み部分は見えにくい。 波佐見系

第１４８図 ６ 肥前磁器　　　碗 埋土中 １/４ （９．６） （４．０） ５．０ 灰白 外面は簡略化した雪輪梅樹文。底部器壁は厚い。 波佐見系
第１４８図 ７ 肥前磁器　　　碗 埋土中 １/３（１０．４） ― ― 灰白 外面はやや簡略化した雪輪梅樹文。 波佐見系
第１４８図 ８ 肥前磁器　　　碗 埋土中 １/５（１０．２） ― ― 灰白 外面は雪輪梅樹文。 波佐見系

７１（１/４）

７３

７２（１/６）
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挿図番号 
図版番号 ＮＯ． 種類 

器種
出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ） 色調 成形・整形の特徴 備考

第１４８図 ９ 肥前磁器　　　
碗

埋土中  
１/２ ― (５．０) ― 灰白 体部外面に大小の丸文。底部内面周縁は２重圏線。見込み

の五弁花はコンニャク印判。高台内は１重圏線内に不明銘。
波佐見系　
２と組み物か

第１４８図 １０ 肥前磁器　　　
碗

埋土中  
底部 ― ４．０ ― 灰白 体部外面は雪輪梅樹文。高台内は１重圏線内に不明銘。

第１４８図 
ＰＬ．４３ １１ 肥前磁器　　　

丸碗

埋土中  
口縁部１/２
欠

（８．４） ３．４ ５．６ 白
主文様に３本の草花を素描で大きく描く。裏文様は不明。
見込み文様も素描で描く。やや焼成不良で粗い貫入がはい
る。

第１４８図 １２ 肥前磁器　　　
丸碗

埋土中  
１/４ （８．９） ― ― 白 外面は竹か笹文。口縁部内面は２重圏線。

第１４８図 １３ 肥前磁器　　　
筒形碗

埋土中  
１/４ （７．２） (３．６) ５．２ 灰白

体部外面は圏線間に鋸歯状文。高台脇と高台外面に１重圏
線。口縁部内面に２重圏線。見込みは１重圏線内に簡略化
した五弁花。高台脇と高台内に釉切れあり。

第１４８図 １４ 瀬戸・美濃磁器筒
形碗

埋土中  
底部 ― ３．５ ― 灰白

体部外面の残存部に井桁状と格子状文残る。高台脇に簡略
化した龍状の文様。底部内面は１重圏線内に不明文様。焼
成不良により釉が白濁し、胎土の磁化も不十分。

第１４８図 １５ 瀬戸・美濃磁器端
反碗

埋土中  
口縁部１/４
底部１/２

（１０．２） (３．６) ５．４ 白
外面は簡略化した文様を染付。内面は口縁部と底部周縁に
２重圏線。見込みに不明文様。焼成不良により釉はやや白
濁。

第１４８図 １６ 瀬戸・美濃磁器端
反碗

埋土中  
１/４ （９．０） (４．０) ５．１ 白

口縁部内外面幅広の圏線。内面は口縁部と体部下位内面に
細い１重圏線。外面は海浜風景の染付。やや焼成不良で不
規則な貫入がはいる。

第１４８図 １７ 肥前磁器　　　
碗 ( 二次加工品 )

埋土中  
底部 ― ３．８ ― 灰白 体部外面は染付。高台内に不明銘。底部周縁を、内面側か

らの細かい敲打により円盤状に成形。 波佐見系

第１４８図 
ＰＬ．４３ １８ 製作地不詳磁器碗

埋土中  
口縁部１/３
底部完

（１０．８） ３．７ ５．０ 白 内外面は型紙摺による施文。口縁部内面は瓔珞文。底部内
面は１重圏線内に松竹梅文。 近現代

第１４８図 １９ 肥前磁器　　　
小皿

埋土中  
１/４ ― ― ― 白 糸切り細工による変形小皿。高台は粘土紐の貼り付け。内

面は呉須による型紙摺り。

第１４８図 ２０ 製作地不詳磁器水
滴

埋土中  
天井部片 ― ― ― 白

平面形は長方形。上面は型により菊文を浮き出させ、葉の
部分に呉須を施す。天井部側面寄りに小孔が１カ所残る。
天井部外面透明釉。内面は無釉で中央に指撫で痕残る。

第１４８図 ２１ 瀬戸・美濃陶器小
碗

埋土中  
口縁部１部
底部完

（６．８） ３．０ ４．１ 淡黄 外面の体部以下は回転篦削り。内面から高台脇付近に灰釉。
貫入がはいる。

第１４８図 ２２ 瀬戸・美濃陶器碗 埋土中  
底部 ― ４．２ ― 灰白 削り出し高台。内面から高台脇に灰釉。貫入がはいる。柳

茶碗と同様な胎土と釉調。底部の器壁はやや厚い。

第１４８図 
ＰＬ．４３ ２３ 京・信楽系陶器碗 埋土中  

１/２ （８．９） (３．４) ５．１ 灰白
高台脇は水平に削り込む。底部内面の器壁は非常に薄い。
体部外面に鉄絵具による若松文。内面から高台脇に灰釉。
細かい貫入がはいる。いわゆる小杉茶碗。

第１４８図 
ＰＬ．４３ ２４ 瀬戸・美濃陶器筒

形碗
埋土中  
下半 ― ３．７ ― 灰白

陶器染付。体部外面に菊花文、格子状と井桁状文をそれぞ
れ、相対する２カ所に描く。底部内面周縁に１重圏線。見
込みに梅鉢状の文様。

第１４８図 ２５ 瀬戸・美濃陶器筒
形碗

埋土中  
１/２ ― (３．０) ― 灰白 体部外面に菊花文の染付。高台脇に１重圏線。底部内面は

１重圏線内に星梅鉢状の染付。 ２６と組み物か

第１４８図 ２６ 瀬戸・美濃陶器筒
形碗

埋土中  
１/２ ― ３．０ ―

明オ
リーブ
灰

体部外面に菊花文の染付。高台脇に１重圏線。底部内面は
１重圏線内に星梅鉢状の染付。 ２５と組み物か

第１４９図 
ＰＬ．４３ ２７ 瀬戸・美濃陶器広

東形碗

埋土中  
口縁部１/３
欠

（１０．９） ５．５ ６．３ 灰白
全体に粗い貫入がはいる。口縁部外面に呉須と鉄絵具によ
る宝珠文を２個一対で配する。高台外面に２重圏線。口縁
部内面に１重圏線。底部内面は１重圏線内に不明文様。

第１４９図 
ＰＬ．４３ ２８ 萩陶器か　　　

端反小碗
埋土中  
１/４ （８．３） ３．４ ５．０ 灰白

内面から口縁部外面に藁灰釉。口縁部外面下位から高台内
面は黒褐色に発色する鉄泥。高台端部も鉄泥を塗布。高台
内は無釉。内面に貫入がはいる。

萩焼　　　　
深川諸窯か

第１４９図 
ＰＬ．４３ ２９ 美濃陶器　　　

摺り絵皿　　　

埋土中  
口縁部１/２
欠

１２．４　 ７．４ ２．８ 浅黄橙 いわゆる御深井。底部内面に鉄絵具による型紙摺りで草花
文。内面から口縁部外面に灰釉。底部内面に目痕４カ所。

第１４９図 
ＰＬ．４３ ３０ 肥前陶器　　　

青緑釉皿
埋土中  
１/４ （１０．８） ３．９ ３．２ 

灰白・
オリー
ブ灰

内面に青緑釉、口縁部外面から体部外面に透明釉。見込み
は蛇ノ目釉剥ぎ。 内野山

第１４９図 
ＰＬ．４３ ３１ 瀬戸・美濃陶器灯

火皿
埋土中  
１/３ （９．８） (４．０) １．８ 灰 体部外面下半以下は回転篦削り。前面に錆釉施釉後、体部

外面下以下を拭う。

第１４９図 ３２ 瀬戸・美濃陶器灯
火受皿

埋土中  
１/２ （９．４） (４．４) ２．０ 灰白

外面の口縁部以下は回転篦削り。底部外面中央に削り残し
があり、据わりが悪い。受け部の１カ所を「Ｕ」字状に抉る。
全面に錆釉を薄く施釉後、口縁部外面以下の釉を拭う。

第１４９図 ３３ 美濃陶器　　　
徳利

埋土中  
１/２ ― (５．２) ― オリー

ブ灰
外面は回転篦削り。高台の台部分は細かい敲打により打ち
欠く。外面は灰釉施釉後に体部外面下位以下の釉を拭う。

第１４９図 
ＰＬ．４３ ３４ 美濃陶器　　　

徳利

埋土中  
体部上位
１/２欠

４．２　 ６．２ １８．８ 黄灰 肩は張り、口縁部の折り返しは幅広。体部外面上位付近以
下は回転篦削り。頸部内面から体部外面下位に灰釉。

第１４９図 ３５ 堺・明石陶器　
擂り鉢

埋土中  
１/８ （３６．４） ― ― 明赤褐

口縁部は縁帯をなす。口縁部内面は丸みを帯び段をなす。
口縁部内面のすり目は回転横撫でにより撫で消す。外面の
口縁部以下は回転篦削り。無釉。
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挿図番号 
図版番号 ＮＯ． 種類 

器種
出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ） 色調 成形・整形の特徴 備考

第１４９図 ３６ 瀬戸陶器　　　
擂り鉢

埋土中  
体部片 ― ― ―

鈍い橙
～浅黄
橙

内外面に錆釉。内面下位は使用によりやや平滑となる。

第１４９図 ３７ 瀬戸陶器　　　
擂り鉢

埋土中  
１/４ ― (１４．０) ― 橙 体部外面から底部外面回転篦削り。錆釉施釉後、底部外面

の釉を拭う。内面は使用により器表が摩滅。

第１４９図 
ＰＬ．４４ ３８ 在地系土器　　

焙烙
埋土中  
２/３ ３７．０　 ３４．０ ４．９ 鈍い黄

橙

断面中央は灰黄色、器表付近はにぶい黄橙色、内面器表と
底部外面器表は黒褐色から褐灰色、口縁部から体部外面の
器表は黒褐色から黒色。底部外面から体部外面に砂状痕。
内面から体部外面下位は回転横撫で。体部外面下位の砂状
痕をほとんど撫で消す。体部外面下端を窪ませ、底部との
境は明瞭。内耳は３カ所のうち、相対する２カ所残存。

第１４９図 ３９ 軟質陶器　　　
焙烙　　

埋土中  
１/５ （３２．０） (３１．０) (５．５) 浅黄橙

底部外面の器表を除き黒色。底部外面の器表は灰褐色。底
部外面から体部外面下位に砂状痕。内面から体部外面下位
は回転横撫で。体部外面の砂状痕は撫で消すが窪みは残る。
体部外面下端は篦撫で。口縁端部は丸みを有し、僅かに外
反。内耳は１カ所残存。

第１４９図 ４０ 軟質陶器　　　
焙烙　

埋土中  
１/６ （３３．８） (３１．８) (５．１) 浅黄橙

底部外面の器表を除き黒色。底部外面の器表は灰褐色。底
部外面から体部外面下位に砂状痕。内面から体部外面下位
は回転横撫で。体部外面の砂状痕は撫で消すが窪みは残る。
体部外面下端は篦撫で。口縁端部は丸みを有し、僅かに外
反。内耳は１カ所残存。

第１４９図 ４１ 在地系土器　　
焙烙

埋土中  
１/６ （３７．６） (３５．０) ５．２ 灰白

底部外面の器表を除き黒色。底部外面の器表は灰白色。底
部外面から体部外面下位に砂状痕。内面から体部外面は回
転横撫で。体部の砂状痕を撫で消す。体部外面の下端は篦
撫で。口縁端部丸みを帯びる。

第１４９図 ４２ 在地系土器　　
焙烙

埋土中  
１/６ （４．１） (３７．０) ５．３ 灰白

断面中央は暗灰色、器表付近は灰白色、口縁部から体部内
外面の器表は黒色。底部内外面の器表は灰褐色。底部外面
から体部外面下位に砂状痕。内面から体部外面中位は回転
横撫で。体部外面下位の砂状痕部分は指頭圧痕状の窪みが
連続する。口縁端部上面は窪み、内面側は明瞭な稜を外面
側は緩い稜をなす。体部中位は肥厚。

第１５０図 ４３ 在地系土器　　
焙烙

埋土中  
１/６ （３４．０） (３２．０) ４．７ 橙

断面中央は暗灰色、器表付近は橙色、器表は黒褐色から黒
色。口縁端部は僅かに窪み、内面側は丸みを持つが、外面
側は緩い稜をなす。底部外面から体部外面下位まで砂状痕。
内面から体部外面中位は回転横撫で。外面器表は底部外面
のみ黒味が弱い。内耳は１カ所残存。

第１５０図 ４４ 在地系土器　　
焙烙

埋土中  
１/４ （３９．０） (３６．０) ４．７ 鈍い黄

橙

内面の器表は暗灰色、口縁部から体部外面の器表は黒色。
底部外面の器表は浅黄橙色から灰黄色。底部外面から体部
外面下位は砂状痕。体部外面下位は指頭厚痕状に窪み、下
端は篦撫で。内面から体部外面中位は回転横撫で。外面口
縁部下に接合痕残る。残存部端内面に内耳接合痕残る。

第１５０図 ４５ 在地系土器　　
焙烙

埋土中  
１/４ （３７．８） (３１．６) ５．４ 暗灰

断面は暗灰色、器表付近はにぶい黄橙色、内面器表は灰黄
色、口縁部から体部外面器表は黒色、底部外面は黄灰色。
底部外面から体部外面下位は砂状痕。外面の体部と底部境
は丸みを有し、皺状亀裂を生じている。体部外面中位に接
合痕残る。口縁部は稜をなして外方に折れる。口縁端部外
面は窪み、上下端は明瞭な稜をなす。

第１５０図 ４６ 在地系土器　　
焙烙

埋土中  
１/４ （３８．８） (３６．９) ５．４ 浅黄橙

断面中央は暗灰色、器表付近は浅黄橙色。器表は浅黄橙色
から暗灰色。口縁端部は窪み、内外の端部は緩い稜をなす。
底部外面から体部外面下位は砂状痕。内面から体部外面中
位は回転横撫で。内面の２カ所に内耳が残る。体部外面の
み黒味が強い。

第１５０図 ４７ 在地系土器　　
焙烙

埋土中  
破片 ― ― ５．８ 鈍い橙・

灰褐

にぶい黄橙色から灰褐色。二次被熱により変色か。底部外
面から体部外面下半は砂状痕。体部外面下半は指頭厚痕状
に窪む。内面から体部外面中位は回転横撫で。体部外面中
位に接合痕残る。内耳は１カ所残存。

第１５０図 ４８ 在地系土器　　
焙烙

埋土中  
１/８ （３８．８） (３６．０) ５．１ 橙

口縁端部は水平であるが、外面のみ小さく突き出る。外面
器表のみ黒褐色。底部外面から体部外面中位砂状痕。内面
から体部外面は回転横撫で。体部外面下半の砂状痕はほと
んど撫で消す。体部外面下端は篦撫で。内耳貼り付け痕１
カ所残る。

第１５０図 ４９ 在地系土器　　
焙烙

埋土中  
破片 ― ― ― 浅黄橙

体部外面は窪み、体部と底部の境は明瞭な稜をなす。内面
に耳を貼り付ける。丸底。底部外面から体部外面は使用に
より黒変。

第１５０図 ５０ 在地系土器　　
焙烙か鍋

埋土中  
底部小片 ― ― ―

褐灰・
鈍い黄
橙

内面に「？屋」の押印。江戸時代の可能性高い。

第１５０図 ５１ 在地系土器　　
不詳

埋土中  
破片 ― ― ― 鈍い黄

橙

内面の器表は黒褐色、外面の器表は黒色。外面は磨き調整
後に凹線と刻み目状文を廻らす。内面は円形状の穴を粘土
板で塞いだ痕跡が明瞭に残る。天井部周囲に円孔。火を扱
う製品の天井部片であろう。

第１５０図 ５２ 在地系土器　　
十能

埋土中  
身部１/２ ― ― ４．７ 黒・灰

黄
断面黒色、器表付近灰黄色、器表黒色。底部外面から側面
の外面に型肌痕残る。
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挿図番号 
図版番号 ＮＯ． 種類 

器種
出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ） 色調 成形・整形の特徴 備考

第１５０図 ５３ 在地系土器　　
十能

埋土中  
身部１/３ ― ― ― 灰・灰

黄・黒
断面灰色、器表付近灰黄色、器表黒色。底部外面から側面
の外面に型肌痕残る。器壁やや薄い。

第１５１図 ５４ 在地系土器　　
十能

埋土中  
身部１/３ ― ― ―

黒・灰
黄・黒
褐

断面中央の１部黒色、断面中央から器表付近灰黄色、器表
黒色。器壁やや厚い。底部外面から側面の外面に型肌痕残
る。

第１５１図 ５５ 在地系土器　　
十能

埋土中  
身部１/４ ― ― ― 暗灰・

灰黄
断面暗灰色、器表付近灰黄色、器表暗灰色。底部外面から
側面の外面に型肌痕残る。

第１５１図 ５６ 在地系土器　　
十能

埋土中  
柄 １３．２　 幅４．０ 厚２．５ 黒褐・

鈍い橙

柄も型で作り、身に近い部分の底面と側面に型肌痕が残る。
柄端部から２/３は型肌痕を撫で消す。上面は型作りの際の
強い撫でつけによりやや窪む。

第１５１図 ５７ 在地系土器　　
十能

埋土中  
柄１/２ ― ― ― 灰・灰

黄・黒
柄も型で作り、残存部の底面から側面の型肌痕を撫で消す。
上面は型作りの際の強い撫でつけによりやや窪む。小型品。

第１５１図 ５８ 在地系土器　　
火消壺　蓋か

埋土中  
１/６ （２５．０） (２２．０) ３．６ 灰黄・

黒
断面から器表付近灰黄色、器表黒色。天井部外面に型肌痕
残る。焙烙に似るが、蓋の可能性高い。

第１５１図 ５９ 在地系土器　　
鉢

埋土中  
１/８ ― ― １１．０ 

黄灰・
浅黄・
黒褐

断面暗灰色、器表付近浅黄色、器表黒褐から灰黄色。口縁
端部付近丁寧な回転横撫で。体部外面篦削り。底部外面に
型肌痕残る。

第１５１図 
ＰＬ．４４ ６０ 土器　　　　　

火鉢か鉢
埋土中  
底部欠 ４４．０　 (３３．２) １２．１ 

灰・淡
黄・黄
灰

断面暗灰色、器表付近灰白色、器表黒から暗灰色。底部は
ほとんど欠損するが、底部外面が意図的に擦られている可
能性高い。

第１５１図 
ＰＬ．４４ ６１ 在地系土器　　

火鉢
埋土中  
１/３ （４６．８） (３５．８) １２．３ 黒・灰

黄

断面黒色、器表付近と底部外面の器表は灰黄色、口縁部か
ら体部の器表は黒色。底部内面と口縁端部の磨きを除けば
焙烙と同様な製作法。

第１５２図 
ＰＬ．４４ ６２ 在地系土器　　

火鉢
埋土中  
３/４ ４３．０　 ― ―

灰・鈍
い橙・
黒

断面は黒色、器表付近はにぶい橙色、器表は黒色のサンド
イッチ状。仕上げ段階は燻し焼成。内面から口縁端部上面
は横位磨き調整で光沢を持つ。口縁端部外方に折り返す。
口縁部外面は回転横撫で、体部外面は撫でで、成形時の指
押さえ痕残る。

第１５２図 ６３ 在地系土器　　
火鉢

埋土中  
１/５ （２７．０） ― ―

褐灰・
鈍い黄
橙・黒
褐

体部下位に丸みを帯びる。体部外面は回転施文具による施
文後、花形の押印を施す。頸部外面と口縁端部付近は磨き
調整後に黒色物を塗布し、光沢を放つ。

第１５２図 ６４ 在地系土器　　
火鉢

埋土中  
底部１/４ ― (２２．０) ― 黄灰・

浅黄

断面黄灰色、器表付近浅黄色、器表黒から暗灰色。底部外
面に型肌痕残る。高台は貼り付け。高台の付け根に円孔１
カ所残存。円孔は焼成前に外面からあける。

第１５２図 ６５ 在地系土器　　
火鉢か

埋土中  
体部下位片 ― ― ― 黒褐・

灰黄

断面黒褐色、器表付近から器表灰黄色。高台と底部境に穿
孔か抉りが１カ所残る。内面は回転横撫で調整。外面は磨
き調整。体部外面に磨き前の横線１条。

第１５２図 
ＰＬ．４４ ６６ 在地系土器　　

手焙りか
埋土中  
底部１部欠 ２１．７　 (１６．５) ８．６ 鈍い橙・

黒褐

断面中央暗灰色、器表付近にぶい橙色、器表黒から黒褐色。
口縁部を中心に器表の剥離が著しい。内面回転横撫で。体
部外面粗い磨き。底部外面の器表剥離も著しい。底部外面
は型肌痕残る。

第１５２図 
ＰＬ．４４ ６７ 在地系土器　　

手焙りか
埋土中  
ほぼ完形 １７．６　 １１．５ ８．５ 

鈍い黄
橙・灰
黄褐

断面から器表付近にぶい黄橙色、器表灰黄褐から暗灰色。
底部に裁頭円錐形の脚を３カ所貼り付ける。底部外面に型
肌痕残る。体部外面下端は回転篦削り。口縁部外面に１条
の凹線。底部中央に焼成後、外面からの敲打による円孔を
開け、植木鉢に転用した可能性高い。

植木鉢に転用
か

第１５２図 
ＰＬ．４３ ６８ 在地系土器　　　

甕

埋土中  
上半２/３と
底部欠

（３１．７） ― ― 灰・浅
黄・黒

断面黒色、器表付近浅黄色。器表黒色。口縁部は外反し、
端部を小さく上方に立ち上げる。口縁部回転横撫で。体部
内面横位撫でで、紐作り痕残る。体部外面の上位から中位
は横位の粗い磨き。体部外面下位は縦位の磨き。底部外面
は砂状痕。

石製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
器種 

形態・素材
出土位置

長 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚 
（ｃｍ）

重 
（ｇ）

製作 ･使用状況 石材

第１５２図 
ＰＬ．４７

６９
砥石　　　　
切り砥石　　

埋土中 ５．７ ４．９ ３．０ １３２．２ 
四面使用？裏面・左側面は光沢がなく、粗い斜位線条痕が
残り、使用されていない可能性が高い。

砥沢石

第１５２図 
ＰＬ．４７

７０
石製品　　　
不明

埋土中 ４．１ ７．６ １．７ ２４．２ 
製作意図不明。各面とも研磨整形されている。小口部は研
磨に伴う稜が生じている。略蒲鉾状を呈する。

二ッ岳軽石

第１５３図 
ＰＬ．４７

７１
石臼　　　　
下臼

埋土中 径３．０６ ７．８ ３２５４．４ 
石臼の管理が不十分で、すり合せ面の副溝は完全に消滅し
ている。軸穴孔は推定径１．１㎝。

粗粒輝石安山
岩

第１５３図 
ＰＬ．４７

７２
石製品　　　
水輪

埋土中 ２３．１ ２４．９ １５．３ １１３００．０ 
上面側中央に浅い円孔（長径１０．２㎝・短径９．０㎝・深さ２．７㎝）
を穿ち、周囲に小円孔５を配す。水輪を再利用したものだ
が、製作意図については判断する根拠がない。

粗粒輝石安山
岩

金属製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

長さ 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚さ 
（ｃｍ）

重さ
（ｇ）

特 徴　・　状 態 備　　考

第１５３図 
ＰＬ．４９

７３
鉄鋳物製品　
鍋

埋土中　　
口縁部片

－ － ０．２ － 口縁端部付近肥厚し、端部は内傾。
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磨滅　強

磨滅　弱

第１５５図　３号溝出土遺物

第１５４図　２号溝出土遺物

第４０表　２号溝出土遺物観察表
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陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種類 
器種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第１５４図 
ＰＬ．４４

１
在地系土器　　
片口鉢

埋土中  
底部２/３欠

３０．０ （１２．５） １０．８ 灰黄

器表のみ灰色から暗灰色。最終段階で燻し焼成。口縁部は
玉縁状。外面と口縁部から体部内面の器表は凍て状の剥離
多い。口縁部内面と体部外面中位の剥離は特に著しい。体
部内面中位と底部内面中央付近は使用により平滑。体部内
面下位と底部内面周縁は使用により器表が摩滅。すり鉢と
して使用。底部外面回転糸切り無調整。

１４世紀中頃

１（１/４）

３（１/４）

１

２



０ 10㎝１:３ ０ 10㎝１:３ ０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:３

第１５９図　２０号溝出土遺物

第１５６図　４号溝出土遺物 第１５７図　１１号溝出土遺物 第１５８図　１４号溝出土遺物

第４１表　３号溝出土遺物観察表

第４２表　４号溝出土遺物観察表

第４３表　１１号溝出土遺物観察表

第４４表　１４号溝出土遺物観察表
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陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種類 
器種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第１５５図 
１

瀬戸・美濃陶器　
柳茶碗

埋土中  
底部

― ４．２ ― 灰黄
削り出し高台。内面から高台脇に灰釉。粗い貫入がはいる。
残存部外面に鉄絵具による柳文の１部が残る。

第１５５図 
２

瀬戸・美濃陶器　
灯火皿

埋土中　　
口縁部１部
底部３/４

（９．８） ４．１ １．９ 灰白
外面の口縁部以下は回転篦削り。前面に錆釉を施釉後、外
面の口縁部以下を拭う。

第１５５図 
ＰＬ．４４

３
在地系土器　　
火鉢

埋土中　　
１/３

（２８．７） ― ― 黄灰

断面は黄灰色、器表付近は灰白色、器表は黒色。仕上げ段
階は燻し焼成。口縁端部から外面の器表は磨き調整により
光沢を持つ。外面は回転施文具により施文。脚は貼り付け
部から欠損。

近現代

陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種類 
器種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第１５６図 
ＰＬ．４４

１
瀬戸・美濃陶器　
菊皿

埋土中  
ほぼ完形

１２．５ ～
１３．２

７．４ ～
７．６

３．０ ～
３．６

灰白

全体に歪む。内面は型により菊花状に成形し、体部外面は
鑿状工具により施文。製作時に高台端部の１部が欠損する
が、そのまま黄瀬戸釉を前面施釉。内面に青釉（銅か）を流
す。

陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種類 
器種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第１５７図 
ＰＬ．４４

１
肥前磁器　　　
皿

埋土中  
１/４

― （６．０） ― 灰白
前面施釉。底部内面に「日」の字染付。やや焼成不良で胎土
も十分磁化していない。

土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値（ｃｍ）
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第１５８図 
ＰＬ．４４

１
須恵器 
杯

埋土中　　　　
１/３　　　　

口
底

１１．８ 
６．０

高 ３．０ 
細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

１

１

１

２（１/４）

１

３（１/４）



０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:３

第１６１図　２５号溝出土遺物

第１６０図　２２号溝出土遺物

第４５表　２０号溝出土遺物観察表

第４６表　２２号溝出土遺物観察表

第４７表　２５号溝出土遺物観察表
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陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種類 
器種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第１５９図 
２

尾張陶器　　　
片口鉢

埋土中  
体部片

― ― ― 灰白
体部内面下位は使用により平滑に摩滅。常滑窯片口鉢のⅠ
類にあたる。

中世

第１５９図 
3

常滑陶器　　　
甕

埋土中　　
体部片

― ― ―
灰・灰
黄

外面の器表は暗赤褐色。外面は刷毛状工具による撫で。 中世

土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値（ｃｍ）
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第１５９図 
１

須恵器 
杯

埋土中　　　　
１/５　　　　

口 
底

７．４ 
５．０

高 ２．５ 細砂粒／酸化焔／
橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。

土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値（ｃｍ）
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第１６０図 
ＰＬ．４４

1
須恵器 
杯

埋土中　　　　
1/4　　　　

口 
底

１４．１ 
９．０

高 ３．９ 細砂粒/還元焔/灰
白

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り後周囲を回転
ヘラ削り。

土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値（ｃｍ）
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第１６１図 
ＰＬ．４４

1
土師器 
杯

埋土中　　　　
口唇部の大部分
欠損

口 １４．２ 高 ５．７ 細砂粒・粗砂粒/
良好/橙

口縁部は上半が横ナデ、下半がナデ、体部から底部は手持
ちヘラ削り。

第１６１図 
ＰＬ．４４

2
須恵器 
杯

埋土中　　　　
3/4　　　　

口
底

１４．５ 
９．７

高 ４．１ 細砂粒・粗砂粒/
還元焔/灰黄

ロクロ整形、回転右回り。底部回転ヘラ削り。

第１６１図 
3

須恵器 
杯

埋土中　　　　
口縁部～体部片

口 １３．８ 
細砂粒/還元焔/灰 ロクロ整形、回転右回りか。高台が貼付される形態か。

第１６１図  
ＰＬ．４４

4
須恵器 
杯

埋土中　　　　
口縁部片

細砂粒/還元焔/灰
黄褐

ロクロ整形、回転右回りか。内面は酸化焔焼成のためにぶ
い橙。

外面口縁部に
墨書、「酎？」
か。

陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種類 
器種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第１６１図 
５

瀬戸陶器　　　
擂り鉢

埋土中  
口縁部片

― ― ― 淡黄

内外面に錆釉。外面の轆轤目は顕著。口縁端部と屈曲部内
面の突出部器表は削れる。削れ面自体は平滑であるが、小
さい単位があり、単位境は低い稜をなす。同様な削れは連
房初期のすり鉢に多く認められる。

１

１ ２
３

４

５（１/４）



２０号溝　（第１３８・１４５・１４６・１５９図、第４５・５４表、ＰＬ．２９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４３９ ～ ３６，４４１

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，３９５ ～ ３９，４５３

　本溝は２区の南側にあり、東西方向へ直線的に走向す

る大溝である。溝の東端は、１２号溝にＴ字状に取り付き

先端となる。２４号溝が本溝の北縁を併走し、東側で１９・

２３号溝が交差し、西側で１４・２２号溝が交差する。また、

中央付近では８号住居と僅かに、１０号住居とは大きく重

複する。西端は調査区外へと延びるが、２区の西側とな

る１区では溝は検出されていない。確認できた溝の規模

は、延長５８．５ｍ、上幅２．７ｍ、底面幅０．８ｍ、深さ１．１ｍ

を測る。両端の比高差は４０ｃｍと東端が低く、その勾配は

０．７％である。重複する８・１０号住居より本溝が新しく、

東端がＴ字状に取り付く１２号溝とは同一時期と考えら

れ、併走する２４号溝より旧く、それ以外の交差する溝と

の新旧は不明。埋土は、褐色土、黒褐色土、暗褐色土が

堆積する。１２号溝に接続する溝であることから、流水を

伴う水路と考えられる。

　出土した遺物には、図示した１の須恵器杯、２の片口

鉢（尾張陶器）、３の甕（常滑陶器）があり、２・３の時期

は共に中世。他に、未掲載遺物として多量の土師・須恵

器片、近世の国産磁器１片、国産施釉陶器１片、近現代

の陶磁器２片、土器類３片、瓦１片、十能瓦２片が出土

している。

　本溝の時期は、１２号溝と同時期であることおよび遺構

の重複等から近世以降と考えられる。

２１号溝　（第１３８・１４５・１４６図、第５４表）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４１７ ～ ３６，４２０

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，４３７ ～ ３９，４４２

　本溝は２区の南西隅に僅かに検出され、北西から南東

に走向する大溝である。土層断面の確認から、２条の大

溝が重複していることが明らかとなり、北側の溝を２１－

Ａ号溝、南側の溝を２１－Ｂ号溝とし、その新旧は北側の

２１－Ａ号溝が新しい。溝の両端は共に調査区外へと延び

るが、２区の西側となる１区では溝は検出されておらず、

北西方向へ延びる延長は１・２区間の用水路部分に想定

される。確認できた溝の規模は、２１－Ａ・Ｂ共に長さ７．０

ｍ、上幅は２１－Ａが１．６ｍ、２１－Ｂは２．０ｍ以上、底面幅は

２１－Ａが０．６ｍ、２１－Ｂが１．０ｍ、深さは２１－Ａが７０ｃｍ、２１－

Ｂが８０ｃｍを測る。両端の比高差はない。埋土は、２１－Ａ

では上位に暗褐色土を主に黒褐色土、下位に黄褐色土を

堆積する。２１－Ｂでは上位に暗褐色土を、下位に黄褐色土、

底面上に黄褐色砂質土が堆積する。溝の規模等から計画

的な区画溝であり、２１－Ｂ底面での暗灰色砂と小砂利の

存在から流水を伴う水路と考えられる。

　出土した遺物には、未掲載遺物に土師・須恵器片が多

いものの、時期を特定する遺物はない。

　本溝の時期は、埋土から近世以降と考えられるが不明。

２２号溝　（第１３８・１４５・１４６・１６０図、第４６・５４表、ＰＬ．

２９・４４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４２１ ～ ３６，４６９

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，４３１ ～ ３９，４６１

　本溝は２区の西側にあり、１・２区境の現在の用水路

とほぼ併走するように、北西から南東に走向する大溝で

ある。溝の両端は調査区外へと延び、途中で１９・２１号住

居と重複し、１４号溝および２０・２４号溝と交差する。確認

できた溝の規模は、延長５７．５ｍ、上幅３．２ｍ、底面幅０．９ｍ、

深さ０．９５ｍを測る。両溝の両端の比高差はない。重複す

る１９・２１号住居より本溝が新しく、交差する１４・２０・２４

号溝との新旧は不明。埋土は、黒褐色土、暗褐色土、黄

褐色土を主とし、底面上には砂を主とした砂礫層が薄く

堆積する。溝の規模等から計画的な区画溝であり、底面

での砂礫層の存在から流水を伴う水路と考えられる。

　出土した遺物には、図示した１の須恵器杯があり、未

掲載遺物に土師・須恵器片、灰釉陶器片が出土している

ものの、時期を特定する遺物はない。

　本溝の時期は、埋土から近世以降と考えられるが不明。

２３号溝　（第１３８図、第５４表、ＰＬ．２９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４３８ ～ ３６，４６４

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，３９９ ～ ３９，３９１

　本溝は２区の東側にあり、３区から延びる１２号溝の西

側に併走し、南北方向に直線的に走向する溝である。溝

の両端は調査区外へと延びるが、北側となる３区では本

溝の延長は検出されていない。また、１９・２０・２４号溝と

途中で交差するが、その新旧は不明。確認できた溝の規

模は、延長２７．７ｍ、上幅１．５ｍ、底面幅０．５ｍ、深さ５８ｃｍ

を測る。両端の比高差はなく、溝の性格および流水の可

能性も不明。

　出土した遺物は極めて少なく、未掲載遺物に近世の在

地系焙烙・鍋１片のみである。

第４節　奈良時代以降の遺構と遺物
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　７　水田

　調査範囲の南西端に位置し、一段低い低地部となる１

区において、試掘調査の結果、浅間山を給源とするＡｓ－Ｂ

軽石が薄く堆積していると共に、その直下に水田耕土が

存在することが明らかとなったため、この１区を対象に

水田遺構の調査を行った。１区の調査時の現状は水田耕

作地であり、南西に隣接する鹿島浦遺跡２・３区との遺

跡境には休泊堀用水路が流れている。なお、鹿島浦遺跡

では、古代水田遺構は検出されていない。

　検出された古代水田遺構は、以下の通りである。

Ａｓ－Ｂ下水田  （第１６２・１６３図、ＰＬ．３０・３１）

　本調査区で検出された古代水田は、Ａｓ－Ｂ下の水田遺構

であり、その検出面積は５４０．１３㎡に及ぶ。調査区は、北

東側が２区からの台地が続き（２区南西端の遺構確認面

の標高値は４９．１０ｍ、１区北東端での遺構確認面の標高

値４８．４０ｍ）、中央付近で変換部となり西側への斜面地と

なる。さらに、その斜面地の南西は平坦な低地部となる。

調査区の東壁での土層断面（第１６３図）では、区全体に広

がる現在の水田耕作土および鉄分沈着層となる１・２層

が覆い、北側ではローム上面まで切り土して耕地改良さ

れている状況が解る。斜面部から南側では、灰黄褐色土

の３・４層や鈍い褐色土の５層、褐灰色土の６層、暗褐

色土の７層が堆積し、共にシルト質で、４～６層の下

部には鉄分の沈着および沈着層が見られ、水田の耕地で

あったことが窺える。南側の低地となる平坦部において

は、９層としたシルト質な暗褐色土、１０層ではシルト質

な黒褐色土と砂層・橙灰色粘土層が薄く互層となって堆

積している。この１０層の堆積のあり方は、洪水等に起因

した水性堆積の状況が想定される。そして７・１０層下に

は、Ａｓ－Ｂ混土層となる暗褐色土の１１・１２層が堆積し、１３

層および１２層下面にはＡｓ－Ｂ軽石層（純層）が０．５ ～１ｃｍ

　本溝の時期は、埋土および出土遺物から近世以降と考

えられる。

２４号溝　（第１３８・１４５・１４６図、第５４表、ＰＬ．２９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４４３ ～ ３６，４５６

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，４５３ ～ ３９，３７８

　本溝は２区の東側から中央南寄りにあり、北東から南

西へ延び、さらに２０号溝の北縁を併走して西へ直線的に

延びる溝である。溝の両端は調査区外へと延び、途中で

１０号住居と重複し、東側で１２・１９・２３号溝と、西側で

１４・２２号溝と交差する。確認できた溝の規模は、延長

７８．３ｍ、上幅０．４ ～ ０．７ｍ、底面幅０．３ ～ ０．５ｍ、深さ３０

ｃｍを測る。両端の比高差は６０ｃｍと西端が低く、その勾配

は１．０％である。重複する１０号住居および併走する２０号

溝より新しく、他の交差する溝との新旧は不明。溝の性

格および流水の可能性は不明。

　出土遺物は少なく、未掲載遺物に土師・須恵器片、灰

釉陶器片があるものの、時期は不明。

２５号溝　（第１３８・１４７・１６１図、第４７・５４表、ＰＬ．２９・４４）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７５ ～ ３６，４７４

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，４５０ ～ ３９，４１０

　本溝は２区の北側にあり、ほぼ東西方向に走向する溝

で、すぐ南側には２６号溝が併走する。溝の両端は調査区

外へと延び、途中で２５・２８・２９号住居および１８３号土坑

と重複するが、いずれの遺構よりも本溝が新しい。また、

１４号溝と交差するが、新旧は不明。確認できた溝の規模

は、延長３９．８ｍ、上幅０．７ ～ ０．９ｍ、底面幅０．３ｍ、深さ

４６ｃｍを測る。両端の比高差は１０ｃｍと西端が低く、その勾

配は０．２％である。埋土は、暗褐色土と黄褐色土を主と

する。溝の性格および流水の可能性は不明。

　出土した遺物には、図示した１の土師器杯、２～３の

須恵器杯があり、４の外面口縁部には墨書「酎？」がある。

５は擂り鉢（瀬戸陶器）。他に、未掲載遺物として土師・

須恵器片、羽釜片が多量に出土している。

　本溝の時期は、５の擂り鉢を出土していることから近

世以降と考えられるが不明。

２６号溝　（第１３８・１４７図、第５４表、ＰＬ．２９）

　位置（座標）：Ｘ軸＝３６，４７４ ～ ３６，４７２

　　　　　　　Ｙ軸＝－３９，４５３ ～ ３９，４０６

　本溝は２区の北側にあり、ほぼ東西方向に走向する溝

で、すぐ北側には２５号溝が併走する。溝の両端は調査区

外へと延び、途中で２９号住居と重複するが、住居よりも

本溝が新しい。また、１４号溝と交差するが、新旧は不明。

確認できた溝の規模は、延長４６．７ｍ、上幅０．７ ～ １．５ｍ、

底面幅０．４５ ～ １．０ｍ、深さ２５ｃｍを測る。両端の比高差は

２０ｃｍと西端が低く、その勾配は０．４％である。埋土は、

暗褐色土を主とする。溝の性格および流水の可能性は不

明。

　遺物の出土はなく、時期は不明。
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　８　遺構外出遺物

古代の土器類  （第１６４図、表４８、ＰＬ．４５）

　遺構外での古代の土器類の出土状況をみると、住居跡

が多く検出された２区が最も多く、次いで３区に多い。

また、住居跡の希薄な４～６区では、遺構外の土器類も

少ない。

　図示した遺物には、土師器杯に１・８があり、１は２

区から、８は４区からの出土している。２・４・６は須

恵器杯蓋で、２・４が２区から、６が３区から出土して

いる。３・９・１１は須恵器杯で、３が２区、９が４区、

１１が６区から出土している。１０は灰釉陶器の瓶の胴部で、

長頸壷の可能性をもち、５区から出土。７は台付き甕で、

３区から出土。５は土錘で、２区から出土している。な

お、２の須恵器杯蓋の外面摘みには、墨書がみられるも

前後と薄く堆積しており、その下面はシルト質の粘性の

強い黒色土で凹凸面となっている。なお、南端には現在

の休泊堀用水路の前進となる２時期の旧用水路跡が、１９

～ ２１層および２２・２３層として確認されている。

　この土層断面からも解るように、Ａｓ－Ｂ下の水田は低地

部の平坦面に検出することができ、１区の南西側となる

部分に確認された。ただし、南西端においては、旧用水

路跡によって壊されている。

　Ａｓ－Ｂ下の水田面は、シルト質の粘性の強い黒色土で凹

凸が一面に広がり、部分的には凹凸の強弱も見られる。

明確な畦状の高まりは検出されていないものの、等高線

に沿った状態で、斜面下端付近に北北西から南南東へと

向かうライン状に僅かな段差が、また東側ではそのライ

ンから北東（斜面側）への僅かな高まりが短く確認でき

た。この僅かな段差が、水田の境になると考えられる。

また、南西側へ６ｍ前後離れた箇所にも同様な段差がみ

られ、並行するように同方向へ延びるが、途中で南西へ

と直角に曲がる。やはり、標高値４７．７０ｍ付近と、等高

線に沿っている。この段差も、水田の区画を示した状況

と考えられる。

　こうした点から、区画の単位や面積は不明瞭ながらも、

区画された水田が営まれていたことが窺える。

　水田に伴う遺物の出土はない。１区の遺構外遺物とし

ては、土師・須恵器片や陶磁器類がある。また、旧用水

路からは、陶磁器類が出土している。

のの判読不能。

陶磁器類  （第１６４ ～ １６６図、表４８、ＰＬ．４５）

　遺構外での中世以降の陶磁器類の出土状況は、中世遺

物は極めて希薄であり、近世以降の遺物が調査区全体に

散漫に出土している。

　図示した遺物としては、出土した調査区別に１２ ～ １５

が１区からで、１２は片口鉢（瀬戸・美濃陶器）、１３は擂り

鉢（堺・明石陶器）、１４は片口鉢（在地系土器）で中世、１５

は甕（渥美陶器？）である。なお、１２・１５は旧用水路から

の出土である。

　２区からは、１６の器壁が厚く、火鉢などの体部片の周

囲を細かく敲打して円盤状に整形した、在地系土器の二

次加工品が出土している。

　３区からは、１７ ～ ２６が出土している。１７ ～ １９は碗（肥

前磁器）、２０は広東形碗（肥前磁器）で、これらは波佐見

系。２１は猪口（肥前磁器）。２２は皿（肥前陶器）で京焼風陶

器。２４は灯火受皿（京・信楽系陶器）。２５・２６は片口鉢（在

地系土器）で共に中世。

　４区からは、２７の灯火受皿（瀬戸・美濃陶器）、２８の擂

り鉢（丹波陶器）が出土している。

　５区からは、２９ ～ ３５が出土している。２９は香炉（肥前

磁器）。３０は碗体部片の周囲を細かく敲打し、小型円盤

状に整形した円盤状製品（肥前磁器）で、波佐見系の二次

加工品。３１は小片であるが、龍泉窯系青磁の碗。３２は灯

火受皿（瀬戸・美濃陶器）。３３は片口鉢（瀬戸・美濃陶器）

と思われ、底部高台内に不明の墨書がある。３４は甕（渥

美陶器）で、中世。３５は焙烙（在地系土器）。

　６区からは、３６～５４が出土している。３６～４０は碗類で、

３６ ～ ３８は碗（肥前磁器）、３９は丸碗（肥前磁器）、４０は製

作地不詳磁器の碗。４１・４２は円盤状製品で、４１（肥前磁器）

は碗底部の周囲を細かく打ち欠いて円盤状に加工した波

佐見系の二次加工品。４２（瀬戸・美濃磁器）は碗の破片

の周囲を細かく打ち欠き、円盤状に仕上げた近現代の二

次加工品。４３は水滴（肥前磁器か）。４４は鉢（肥前磁器）で、

高台内無釉部に朱色で文字が記されており、焼継に伴う

文字の可能性がある。４５は皿（肥前磁器）。４６は御神酒徳

利（肥前磁器）。４７は小碗（瀬戸・美濃陶器）で、４８は呉器

手碗（肥前陶器）。４９は皿（美濃陶器）。５０は徳利（製作地

不詳陶器）。５１は擂り鉢（瀬戸陶器）。５２は片口鉢（在地系

土器）で、中世。５３・５４はガラスビンで、５４の底部外面

第４節　奈良時代以降の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

には山マークの下に「文」の浮き文字がある。

石製品  （第１６６図、表４８、ＰＬ．４８）

　遺構外での石製品の出土は、台地の北斜面側に多く、

６区からの遺物が最も多い。

　５５は３区出土の切り砥石、５６・５７は５区出土の切り砥

石、５８ ～ ６２は６区出土の切り砥石で、これらの石材に

は粗粒輝石安山岩・ホルンフェルス・珪質粘板岩が用い

られている。６３は６区から出土した粗粒輝石安山岩製の

石鉢で、体部外面は敲打整形により、内面は磨き整形さ

れ、底部中央が浅く窪む。６４は６区から出土した粗粒輝

石安山岩製の楕円礫の石製品で、背面側に径３．６㎝の浅

い孔（内面平滑化）を穿ち、裏面側・側縁には敲打痕があ

り、側縁の打痕は短軸方向に直線的に並ぶ。

金属製品  （第１６７図、表４８、ＰＬ．４９）

　６５は２区の表土からで、銅製の煙管吸口である。６６

～ ７０は寛永通寳で、６８は６区の表土から、それ以外は

３区に所在する６号住居の埋土上層からである。この６

号住居の埋土上層からは、先述した１号土坑出土遺物１０

（第１２５図）の半胴甕と接合した破片が、古銭と共に出土

している。６８は新寛永で、背に「元」か。６６・６７・６９・７０

は錆が著しいものの、その錆の状態および僅かに判読で

きる銭名から、１文の寛永鉄銭と考えられる。

第１６４図　遺構外出土遺物（１）
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第165図　遺構外出土遺物（２）
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第166図　遺構外出土遺物（３）
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第167図　遺構外出土遺物（４）
第48表　遺構外出土遺物観察表
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陶磁器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第164図 
12

瀬戸・美濃陶器
片口鉢

１区　　
底部

― 7．2　 ― 淡黄 内面に灰釉。貫入がはいる。内面に目痕３カ所。

第164図 
13

堺・明石陶器　
擂り鉢

１区　　
底部片

― （19．0） ― 赤褐 全体に水摩を受ける。底部のすり目はクロスパターン。

第164図 
14

在地系土器　　
片口鉢

１区　　
口縁部片

― ― ― 黄灰
還元炎焼成で、軟質須恵質。器表のほとんど摩滅。ごく１
部残存する器表は灰色。口縁部は玉縁状をなし、端部は尖
り気味。

中世

第165図 
15

渥美陶器？　　
甕

１区　　
体部片

― ― ― 灰
内外面撫で調整で、内面には接合痕が残る。外面に叩き目
残る。

第165図 
16

在地系土器　　
不詳 

（二次加工品）

２区　　
完形

― ― ―
浅黄・
オリー
ブ黒

断面中央暗灰色、器表付近から内面器表浅黄色、外面黒色。
器壁が厚く、火鉢などの体部片の周囲を細かく敲打して円
盤状に整形。

二次加工品

第165図 
17

肥前磁器　　　
碗

３区　　
口縁部1/6
底部1/2

(9．8) (3．6) 4．7 灰白 外面は雪輪梅樹文か。 波佐見系

第165図 
18

肥前磁器　　　
碗

３区　　
1/4

（10．0） （4．0） 5．1　 灰白 外面は簡略化した雪輪梅樹文。高台内に不明銘。 波佐見系

第165図 
19

肥前磁器　　　
碗

３区　　
1/4

（12．0） ― ― 灰白
外面に大小の丸文。口縁部内面に２重圏線。底部内面周縁
に１重圏線。

波佐見系

土器類
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値（ｃｍ）
 胎土 ／ 焼成 ／ 

色調
成形・整形の特徴 摘　　要

第164図 
ＰＬ．45

１
土師器 
杯

２区　　　　　
1/5

口 11．6 細砂粒／良好／鈍
い赤褐

口縁部は横ナデ、体部から底部は手持ちヘラ削り。

第164図 
ＰＬ．45

２
須恵器 
杯蓋

２区　　　　　
1/3

口
摘

14．0 
2．6

高 2．3 細砂粒／還元焔／
鈍い黄

ロクロ整形、回転右回り。摘みは貼付、天井部は中ほどま
で回転ヘラ削り。

外面摘みに墨
書、欠損部の
ため判読不
能。

第164図 
ＰＬ．45

３
須恵器 
杯

２区　　　　　
1/5

口
底

12．0 
8．8

高
台

3．9 
8．2

細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回り。高台は貼付、底部は回転ヘラナデ。

第164図 
４

須恵器 
杯蓋

２区　　　　　
底部～体部下位

底 6．5 細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転左回り。底部回転糸切り後周囲を回転ヘ
ラ削り。

第164図 
ＰＬ．45

５
土製品 
土錘

２区　　　　　
完形

長
孔

4．8 
0．5

径
重

1．7 
13．0

微砂粒／良好／鈍
い黄褐

上端は径1．0㎝の平坦面をつくる。側面はナデ。

第164図 
６

須恵器 
杯蓋

３区　　　　　
口縁部～天井部
片

口 20．0 細砂粒／還元焔／
灰

ロクロ整形、回転右回り。天井部は中ほどまで回転ヘラ削
り。

第164図 
ＰＬ．45

７
土師器 
台付甕

３区　　　　　
脚部～胴部下半

脚 10．6 細砂粒／良好／鈍
い黄橙

脚部は貼付、胴部はヘラ削り、脚部は横ナデ。内面は胴部
がヘラナデ、脚部は横ナデ。

第164図 
ＰＬ．45

８
土師器 
杯

４区　　　　　
1/4

口 15．7 細砂粒・角閃石／
良好／橙

口縁部横ナデ、体部上半ナデ、下半から底部は手持ちヘラ
削り。

第164図 
ＰＬ．45

９
須恵器 
杯

４区　　　　　
底部片

孔 0．7 細砂粒／酸化焔／
鈍い橙

ロクロ整形、回転右回り。底部は回転糸切り無調整。底部
中央に穿孔。

第164図 
ＰＬ．45

10
灰釉陶器 
瓶

５区　　　　　
胴部

頸
胴

5．0 
11．0

細砂粒・長石／還
元焔／灰白

ロクロ整形、回転右回り。頸部から口縁部は貼付、胴部は
下位～中位が回転ヘラ削り。

施釉方法不
明。 
長頸壷か。

第164図 
ＰＬ．45

11
須恵器 
杯

６区　　　　
1/4

口
底

13．8 
8．0

高 3．5 細砂粒／還元焔／
灰白

ロクロ整形、回転右回りか。底部は回転ヘラ削りか。

65（1/2）

67（1/1）

68（1/1）

66（1/1）
69（1/1）

70（1/1）
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挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第165図 
20

肥前磁器　　　
広東形碗

３区　　
1/3

（11．0） （6．0） 5．9　 灰白
器壁やや厚い。外面は簡略化した山水文。口縁部内面は細
線による２重圏線。体部内面下位は１重圏線。

波佐見系か

第165図 
21

肥前磁器　　　
猪口

３区　　
1/6

（7．6） （5．2） 5．1　 灰白
小型の猪口。外面に矢羽根状文。口縁部内面に２重圏線。
底部内面周縁に１重圏線。

第165図 
22

肥前陶器　　　
皿

３区　　
1/8

― （9．0） ― 灰黄
内面は呉須による施文か。若干釉が白濁し、焼成不良気味。
高台脇以下は無釉。

京焼風陶器

第165図 
23

京・信楽系陶器灯
火皿

３区　　
1/3

（8．4） （3．4） 1．7　 灰黄
外面口縁部以下は回転篦削り。内面から口縁部外面に透明
に近い灰釉。貫入がはいる。口縁部外面の無釉部に油煙付
着。

第165図 
ＰＬ．45

24
瀬戸・美濃陶器灯
火受皿

３区　　
口縁部1/3
欠

10．0　 4．5　 2．2　 灰
受け部の１カ所を「コ」の字状に抉る。外面の口縁部以下を
回転篦削り。全面に錆釉を施釉後、体部外面中位以下を拭
う。

第165図 
25

在地系土器　　
片口鉢

３区　　
体部片

― ― ―
鈍い橙・
灰黄褐

断面中央と器表は灰黄褐色。内面上部の器表は剥離。内面
器表中位は使用により平滑となり、下位は器表が摩滅。

中世

第165図 
26

在地系土器　　
片口鉢

３区　　
口縁部片

― ― ― 灰

還元炎で須恵質に焼きあがる。器壁は薄く、口縁部は玉縁
状。口縁部外面は折り返したように小さい段を有する。内
面は強い横撫でにより僅かに内湾させ、横撫で部は凹線状
に窪む。

中世

第165図 
27

瀬戸・美濃陶器灯
火受皿　

４区　　
1/4

（10．0） （4．7） 2．0　 鈍い黄
受け部に「コ」の字状に近い抉り。口縁部外面以下は回転
篦削り。前面に錆釉施釉後、口縁部外面以下を拭う。

第165図 
28

丹波陶器　　　
擂り鉢

４区　　
口縁部片

― ― ― 灰黄褐
器表はにぶい褐色。口縁部は上方に立ち上げ、端部は小さ
く外反。口縁端部外面は２状の凹線廻る。口縁部内面はす
り目を撫で消す。体部外面の轆轤目は顕著。

第165図 
29

肥前磁器　　　
香炉

５区　　
口縁部
１部、
底部1/4

（10．3） （8．0） 7．2　 白

口縁部は長く立ち上がり、端部は水平近く折れる。内外面
に海浜風景を描いたと考えられ、内面にも帆掛船状の染付
が１部残る。体部内面から高台内まで施釉後、高台内中央
から周縁の釉を削る。高台は施釉後、３方をアーチ状に抉
る。

第165図 
30

肥前磁器　　　
円盤状製品（碗）

５区　　
完形

― ― ― 灰白 碗体部片の周囲を細かく敲打し、小型円盤状に整形。
波佐見系　　
二次加工

第165図 
31

龍泉窯系青磁　
碗

５区　　
口縁部小片

― ― ― 浅黄 貫入がはいる。口縁部内面に施文。残存部外面は無文。

第165図 
32

瀬戸・美濃陶器灯
火受皿

５区　　
1/4

（9．8） （4．6） 2．0　 灰
受け部の抉り部は残存しない。外面口縁部以下は回転篦削
り。全面に錆釉を施釉後、口縁部外面以下を拭う。

第165図 
33

瀬戸・美濃陶器片
口鉢か

５区　　
口縁部１
部、底部完

（18．0） 7．5　 8．7　 淡黄
口縁部は内面に折り返し、下部に低い段差を有する。口縁
部外面以下は回転篦削り。内面から高台脇に灰釉。底部内
面に目痕５カ所。高台内に不明墨書。

第165図 
34

渥美陶器　　　
甕

５区　　
肩部片

― ― ― 浅黄
断面は浅黄色、器表は灰色。外面に叩き目。外面に自然釉
かかる。内面の接合痕は明瞭。

中世

第165図 
35

在地系土器　　
焙烙

５区　　
耳部片

― ― ―
鈍い黄
橙・黒

褐

器表は黒褐色からにぶい黄橙色。底部外面から体部外面下
半まで型肌痕。外面口縁部下に明瞭な接合痕。内面に幅広
の耳を貼り付ける。

第165図 
36

肥前磁器　　　
碗

６区　　
1/4

（10．4） ― ― 灰白 外面は雪輪梅樹文であろう。 波佐見系

第165図 
37

肥前磁器？　　
碗

６区　　
1/2

― （4．0） ― 白
外面は細線による染付が主体。高台外面に２重圏線。底部
内面周縁に１重圏線。見込みは松竹梅文。文様はやや滲む。

第165図 
38

肥前磁器　　　
碗

６区　　
底部

― 4．5　 ― 灰白
外面に植物文。雪輪梅樹文ではない。高台径やや大きい。
底部内面周縁に２重圏線。見込みの五弁花はコンニャク印
判。

波佐見系

第165図 
39

肥前磁器　　　
丸碗

６区　　
1/3

(8．4) ― ― 白
外面は区画内に花卉文。口縁部内面に２重圏線。底部内面
周縁に１重圏線。

第165図 
40 製作地不詳磁器碗

６区　　
1/3

― (3．0) ― 白 体部外面に海浜風景の染付。

第165図 
ＰＬ．45

41
肥前磁器　　　
円盤状製品(碗)

６区　　
完形

― (4．0) ― 灰白
高台外面に２重圏線。高台内に不明銘。碗底部の周囲を細
かく打ち欠いて円盤状に加工する。高台欠損部の加工は粗
く、この部分は欠損か。

波佐見系　　
二次加工

第165図 
ＰＬ．45

42
瀬戸・美濃磁器
円盤状製品(碗)

６区　　
完形

幅1．6 厚0．35 白
外面に緑、青、茶色の３色を使用した銅板転写。破片の周
囲を細かく打ち欠き、円盤状に仕上げる。

近現代　　　
二次加工

第165図 
ＰＬ．45

43
肥前磁器か　　
水滴

６区　　
1/4

― ― 3．0　 白
角形の水滴。文様の下部にあたる側面は無釉。表面は型に
より鯉の滝登りを表し、流水部分に呉須を塗る。

第166図 
ＰＬ．45

44
肥前磁器　　　
鉢

６区　　
1/4

― （7．0） ― 白
平面形は８角形であろう。粗い貫入がはいる。蛇ノ目凹形
高台。高台内無釉部に朱色で文字が記される。残存部には
認められないが、焼継に伴う文字の可能性がある。
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石製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
器種 
形態・素材

出土位置
長 

（ｃｍ）
幅 

（ｃｍ）
厚 

（ｃｍ）
重 

（ｇ）
製作 ･ 使用状況 石材

第166図 
ＰＬ．48

55
砥石　　　　
切り砥石　　

３区包含層 (7．3) 7．0 5．8 339．9 四面使用。上端部破片。
粗粒輝石安山
岩

 
ＰＬ．48

56
砥石　　　　
切り砥石　　

５区包含層 (8．3) (4．1) 4．1 109．4 
左右の側面は節理面で破損、表裏面のみ使用面を確認する
ことができる。

ホルンフェル
ス

 
ＰＬ．48

57
砥石　　　　
切り砥石　　

５区包含層 (4．7) 4．0 3．7 85．9 
四面使用。右側面に深く長い片彫り状の条線（幅２㎜・深
さ１㎜弱）がある。上端部破片。

砂岩

 
ＰＬ．48

58
砥石　　　　
切り砥石　　

６区包含層 6．2 5．4 1．3 77．4 四面使用。上下両端は欠損後、粗く磨き整形。 流紋岩

 
ＰＬ．48

59
砥石　　　　
切り砥石　　

６区包含層 6．3 3．0 2．1 49．3 
四面使用。断面糸巻状を呈する砥石破損面を磨き整形する。
上端小口部は割り取り後、平鑿状の工具で整形。

流紋岩

 
ＰＬ．48

60
砥石　　　　
切り砥石　　

６区包含層 (6．2) (4．1) (1．4) 38．6 
背面および下端小口に整形面が残る。砥石特有の光沢面が
なく、使用されていない可能性が高い。

頁岩

 
ＰＬ．48

61
砥石　　　　
切り砥石　　

６区包含層 4．2 3．4 (0．6) 7．5 表裏面を砥面として使用。厚さ0．6㎝を測る。 珪質粘板岩

 
ＰＬ．48

62
砥石　　　　
切り砥石　　

６区包含層 5．2 (4．0) 0．7 21．1 表裏面とも剥落しており、使用面の状況は不明。 珪質粘板岩

第166図 
ＰＬ．48

63 石鉢 ６区包含層 口径8．4 高さ9．0 1068．1
体部外面は敲打整形、内面は磨き整形。底部中央は浅く窪
み、周辺は擦れて摩耗している。

粗粒輝石安山
岩

第166図 
ＰＬ．48

64
石製品　　　
楕円礫

６区包含層 8．5 8．0 5．2 504．3

背面側に径3．6㎝の浅い孔（内面平滑化）を穿ち、裏面側・
側縁には敲打痕がある。側縁の打痕は短軸方向に直線的に
並ぶ。断面Ｖ字状を呈し、対象物が角付いたエッジを有す
ることが分かる。表裏面の摩耗面とは風化度が異なるよう
にも見える。

粗粒輝石安山
岩

金属製品
挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　類 
器　種

出土位置 
残 存 率

長さ 
（ｃｍ）

幅 
（ｃｍ）

厚さ 
（ｃｍ）

重さ
（ｇ）

特 徴　・　状 態 備　　考

第167図 
ＰＬ．49

65
銅製品　　　
　煙管吸口

２区　　
完形

5．8　 0．8　 － 5．2　 細身で口付部が膨らみをもつ。

第167図 
ＰＬ．49

66 寛永通寳
６号住居
完形

－ － － － 錆が著しいが、「永」の１部が確認できる。１文の寛永鉄銭。

第167図 
ＰＬ．49

67 寛永通寳か
６号住居
完形

－ － － － 周囲に鉄分が付着し銭文観察不可能。

第167図 
ＰＬ．49

68 寛永通寳
６区　　
完形

径　2．3 － 0．1　 1．4　 新寛永。背「元」カ。

第167図 
ＰＬ．49

69 寛永通寳か
６号住居
1/2　

－ － － － 錆が著しく銭文判読不可能。１文の寛永鉄銭か。

第167図 
ＰＬ．49

70 寛永通寳
６号住居
1/2　

－ － － － 錆が著しいが「寳」の１部が判読できる。１文の寛永鉄銭。

挿図番号 
図版番号

ＮＯ．
種　　類 
器　　種

出土位置 
残存率

口径 
（ｃｍ）

底径 
（ｃｍ）

器高 
（ｃｍ）

色調 成形・整形の特徴 備考

第166図 
45

肥前磁器　　　
皿

６区　　
底部

― 8．7　 ― 白
蛇ノ目凹形高台。底部内面周縁に２重圏線。見込みは１重
圏線内に笹文。

第166図 
46

肥前磁器　　　
御神酒徳利

６区　　
底部

― 2．6　 ― 灰白 高台端部を除く外面に透明釉。残存部は無文。

第166図 
47

瀬戸・美濃陶器
小碗

６区　　
1/2

（6．6） ― ― 灰白
内外面に灰釉。細かい貫入がはいる。体部外面は回転篦削
り。

第166図 
ＰＬ．45

48
肥前陶器　　　
呉器手碗

６区　　
1/2

（9．7） （2．0） 6．9　 灰白
高台はやや高く、高台内の抉りは深い。細かい貫入がはい
る。呉器手碗としては器高低い。

第166図 
49

美濃陶器　　　
皿

６区　　
1/4

― （8．0） ― 淡黄
高台端部を除き灰釉。底部内面、鉄絵具による型紙摺り。
いわゆる御深井。粗い貫入がはいる。

第166図 
50

製作地不詳陶器
徳利

６区　　
2/3

4．2　 ― ― 灰白
口縁端部は折り返して丸みを持つ。頸部内面から外面に黒
釉。釉は鮫肌状。

第166図 
51

瀬戸陶器　　　
擂り鉢

６区　　
1/5

― （13．0） ―
黄灰・
浅黄橙

内外面に錆釉。底部外面は回転糸切無調整。

第166図 
52

在地系土器　　
片口鉢

６区　　
口縁部片

― ― ― 灰 器表は暗灰色。焼成は陶器質。 中世

第166図 
53

ガラス　　　　
ビン

６区　　
完形

1．2　 2．0　 4．4　 透明
気泡少量含む。口縁部を除く側面に型痕残る。側面の厚さ
にムラが多い。

第166図 
54

ガラス　　　　
ビン

６区　　
完形

― 2．2　 ― 透明
気泡やや含む。底部外面に山マークの下に「文」の浮き文
字。側面に型痕残る。口縁端部は細かいキザギザとなるが、
当初からの状態であろう。
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住
居

一
覧

表
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住 居
調 査

位
置

平
面

形
主

軸
方

位
規

模（
ｍ

・
㎡

）
付

属
施

設
カ

マ
ド

位
置

掘
り

方
重

複
遺

構
時

期
／

備
考

番 号
区

Ｘ
座

標
Ｙ

座
標

長
辺

短
辺

壁
高

床
面

積
壁

周
溝

貯
蔵

穴
床

下
土

坑

１
６

Ｘ
＝

36
，5

49
～

Ｙ
＝

－
39

，2
68

～
方

形
Ｎ

－8
3°

－Ｅ
(1

．6
5)

2．
05

 
0．

43
 

(2
．3

1)
有

―
―

東
壁

中
央

南
寄

―
―

９
世

紀
後

半
36

，5
51

39
，2

71

２
５

Ｘ
＝

36
，5

30
～

Ｙ
＝

－
39

，3
19

～
横

長
方

形
Ｎ

－1
2°

－Ｗ
4．

80
 

3．
85

 
0．

55
 

13
．3

4 
有

有
―

北
壁

中
央

東
寄

部
分

的
に

凹
凸

状
２

号
溝

９
世

紀
第

２
四

半
期

36
，5

36
39

，3
25

３
３

Ｘ
＝

36
，4

85
～

Ｙ
＝

－
39

，4
10

～
方

形
Ｎ

－8
9°

－Ｅ
3．

80
 

3．
60

 
0．

28
 

10
．2

3 
―

―
―

東
壁

中
央

南
寄

―
11

9号
土

坑
、

14
号

溝
９

世
紀

第
３

四
半

期
36

，4
89

39
，4

15

４
６

Ｘ
＝

36
，5

42
～

Ｙ
＝

－
39

，2
32

～
方

形
不

明
(2

．0
0)

(1
．7

0)
0．

35
 

(1
．1

4)
有

―
―

―
―

17
号

溝
９

世
紀

代
36

，5
43

39
，2

34

５
６

Ｘ
＝

36
，5

40
～

Ｙ
＝

－
39

，2
84

～
方

形
不

明
(3

．8
0)

(3
．0

0)
0．

53
 

(1
0．

02
)

―
―

―
―

―
―

９
世

紀
代

36
，5

44
39

，2
88

６
３

Ｘ
＝

36
，4

80
～

Ｙ
＝

－
39

，3
95

～
縦

長
方

形
Ｎ

－7
1°

－Ｅ
6．

90
 

5．
00

 
0．

53
 

23
．2

9 
有

有
１

基
東

壁
中

央
や

や
南

寄
部

分
的

に
凹

凸
状

10
2号

土
坑

９
世

紀
第

３
四

半
期

36
，4

88
39

，4
03

７
３

Ｘ
＝

36
，4

72
～

Ｙ
＝

－
39

，3
72

～
縦

長
方

形
Ｎ

－8
7°

－Ｅ
3．

70
 

3．
10

 
0．

20
 

9．
77

 
有

有
―

東
壁

中
央

南
寄

―
―

９
世

紀
第

２
四

半
期

36
，4

76
39

，3
78

８
２

Ｘ
＝

36
，4

35
～

Ｙ
＝

－
39

，4
13

～
横

長
方

形
Ｎ

－6
5°

－Ｅ
3．

60
 

2．
95

 
0．

50
 

8．
28

 
有

有
２

基
東

壁
中

央
―

９
号

住
居

、
20

号
溝

９
世

紀
第

３
四

半
期

36
，4

39
39

，4
17

９
２

Ｘ
＝

36
，4

34
～

Ｙ
＝

－
39

，4
15

～
方

形
不

明
3．

30
 

(1
．8

3)
0．

37
 

(4
．7

4)
有

―
―

―
―

８
号

住
居

９
世

紀
第

３
四

半
期

36
，4

38
39

，4
19

10
２

Ｘ
＝

36
，4

39
～

Ｙ
＝

－
39

，4
21

～
横

長
方

形
Ｎ

－4
5°

－Ｅ
3．

35
 

(2
．8

5)
0．

55
 

(4
．0

9)
―

―
―

東
壁

中
央

や
や

南
寄

―
20

・
24

号
溝

９
世

紀
第

３
四

半
期

36
，4

43
39

，4
25

11
２

Ｘ
＝

36
，4

51
～

Ｙ
＝

－
39

，4
20

～
縦

長
方

形
Ｎ

－7
3°

－Ｅ
3．

50
 

3．
00

 
0．

47
 

6．
78

 
―

―
―

東
壁

中
央

―
16

1号
土

坑
９

世
紀

第
３

四
半

期
36

，4
56

39
，4

24

12
２

Ｘ
＝

36
，4

49
～

Ｙ
＝

－
39

，4
40

～
縦

長
方

形
Ｎ

－6
0°

－Ｅ
3．

85
 

3．
03

 
0．

50
 

8．
59

 
有

―
―

東
壁

中
央

―
13

号
住

居
９

世
紀

第
１

四
半

期
36

，4
54

39
，4

45

13
２

Ｘ
＝

36
，4

49
～

Ｙ
＝

－
39

，4
37

～
縦

長
方

形
Ｎ

－5
6°

－Ｅ
4．

00
 

3．
52

 
0．

30
 

(1
0．

13
)

有
―

―
東

壁
中

央
南

寄
全

体
や

や
凹

凸
12

・
14

号
住

居
、

14
号

溝
９

世
紀

第
１

四
半

期
36

，4
55

39
，4

42

14
２

Ｘ
＝

36
，4

51
～

Ｙ
＝

－
39

，4
33

～
横

長
方

形
Ｎ

－7
0°

－Ｅ
3．

87
 

2．
87

 
0．

25
 

(9
．2

1)
―

―
―

東
壁

中
央

南
寄

―
13

号
住

居
、

14
0号

土
坑

、
14

号
溝

９
世

紀
第

１
四

半
期

36
，4

56
39

，4
38

15
２

Ｘ
＝

36
，4

45
～

Ｙ
＝

－
39

，4
25

～
縦

長
方

形
Ｎ

－5
1°

－Ｅ
3．

50
 

3．
12

 
0．

44
 

5．
65

 
―

―
１

基
北

東
壁

中
央

―
16

号
住

居
９

世
紀

第
４

四
半

期
36

，4
50

39
，4

30

16
２

Ｘ
＝

36
，4

46
～

Ｙ
＝

－
39

，4
27

～
縦

長
方

形
Ｎ

－4
8°

－Ｅ
4．

50
 

3．
47

 
0．

45
 

11
．6

4 
―

有
１

基
東

壁
中

央
南

寄
―

15
号

住
居

９
世

紀
第

３
四

半
期

36
，4

52
39

，4
34

17
２

Ｘ
＝

36
，4

55
～

Ｙ
＝

－
39

，4
30

～
方

形
Ｎ

－5
1°

－Ｅ
3．

20
 

(2
．7

5)
0．

34
 

(6
．1

2)
―

―
―

東
壁

中
央

南
寄

―
14

号
溝

８
世

紀
第

２
四

半
期

36
，4

59
39

，4
35

18
２

Ｘ
＝

36
，4

62
～

Ｙ
＝

－
39

，4
20

～
縦

長
方

形
(新

)Ｎ
－5

3°
－Ｅ

3．
14

 
2．

85
 

0．
30

 
6．

73
 

旧
床

に
有

有
１

基
(新

)東
壁

中
央

南
寄

旧
床

面
平

坦
―

９
世

紀
第

１
四

半
期

　
　

　
新

旧
の

建
て

替
え

？
36

，4
67

39
，4

24
(旧

)Ｎ
－3

9°
－Ｗ

(旧
)北

壁
中

央

19
２

Ｘ
＝

36
，4

55
～

Ｙ
＝

－
39

，4
47

～
縦

長
方

形
Ｎ

－5
8°

－Ｅ
3．

85
 

3．
45

 
0．

40
 

10
．8

0 
―

―
―

東
壁

中
央

全
体

や
や

凹
凸

22
号

溝
８

世
紀

末
か

ら
９

世
紀

初
頭

36
，4

60
39

，4
53

20
２

Ｘ
＝

36
，4

67
～

Ｙ
＝

－
39

，4
29

～
横

長
方

形
Ｎ

－９
°－

Ｗ
3．

54
 

2．
95

 
0．

35
 

8．
11

 
―

―
―

北
壁

中
央

―
―

９
世

紀
第

１
四

半
期

36
，4

72
39

，4
34
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住 居
調 査

位
置

平
面

形
主

軸
方

位
規

模（
ｍ

・
㎡

）
付

属
施

設
カ

マ
ド

位
置

掘
り

方
重

複
遺

構
時

期
／

備
考

番 号
区

Ｘ
座

標
Ｙ

座
標

長
辺

短
辺

壁
高

床
面

積
壁

周
溝

貯
蔵

穴
床

下
土

坑

21
２

Ｘ
＝

36
，4

67
～

Ｙ
＝

－
39

，4
55

～
横

長
方

形
Ｎ

－7
5°

－Ｅ
3．

05
 

2．
37

 
0．

28
 

5．
25

 
―

―
―

東
壁

中
央

南
寄

―
22

号
溝

９
世

紀
第

３
四

半
期

　
刻

線
文

字
紡

錘
車

36
，4

71
39

，4
59

22
２

Ｘ
＝

36
，4

65
～

Ｙ
＝

－
39

，3
94

～
方

形
不

明
4．

76
 

4．
07

 
0．

27
 

11
．6

0 
―

―
―

―
―

―
９

世
紀

第
３

四
半

期
36

，4
70

39
，4

00

23
２

Ｘ
＝

36
，4

58
～

Ｙ
＝

－
39

，3
97

～
縦

長
方

形
Ｎ

－6
3°

－Ｅ
5．

12
 

3．
84

 
0．

30
 

17
．8

1 
有

有
１

基
東

壁
中

央
南

寄
―

―
８

世
紀

第
３

四
半

期
　

銅
製

容
器「

鉄
柄

付
銅

製
杓

」
36

，4
64

39
，4

04

24
２

Ｘ
＝

36
，4

74
～

Ｙ
＝

－
39

，4
39

～
縦

長
方

形
Ｎ

－1
6°

－Ｗ
(4

．0
0)

3．
55

 
0．

90
 

(1
0．

98
)

有
―

１
基

北
壁

中
央

全
体

凹
凸

25
・

26
・

31
号

住
居

９
世

紀
第

３
四

半
期

36
，4

79
39

，4
43

25
２

Ｘ
＝

36
，4

72
～

Ｙ
＝

－
39

，4
34

～
縦

長
方

形
Ｎ

－9
1°

－Ｅ
5．

50
 

4．
50

 
0．

47
 

(1
3．

74
)

―
―

土
坑

１
基

、
ピ

ッ
ト

２
基

東
壁

中
央

南
寄

―
24

・
31

号
住

居
、

25
号

溝
９

世
紀

第
３

四
半

期
36

，4
78

39
，4

41

26
２

Ｘ
＝

36
，4

78
～

Ｙ
＝

－
39

，4
34

～
縦

長
方

形
Ｎ

－7
5°

－Ｅ
(4

．5
0)

(2
．2

0)
0．

50
 

(4
．8

6)
―

有
ピ

ッ
ト

３
基

東
壁

中
央

南
寄

一
部

貼
り

床
24

・
31

号
住

居
９

世
紀

第
３

四
半

期
36

，4
81

39
，4

40

27
２

Ｘ
＝

36
，4

75
～

Ｙ
＝

－
39

，4
43

～
方

形
不

明
(4

．3
8)

(1
．2

0)
0．

30
 

(2
．9

6)
有

有
？

土
坑

１
基

、
ピ

ッ
ト

１
基

東
壁

？
貼

り
床

―
９

世
紀

後
半

36
，4

78
39

，4
48

28
２

Ｘ
＝

36
，4

71
～

Ｙ
＝

－
39

，4
28

～
縦

長
方

形
Ｎ

－8
5°

－Ｅ
3．

92
 

2．
90

 
0．

36
 

8．
19

 
―

―
―

東
壁

南
寄

―
25

号
溝

８
世

紀
後

半
36

，4
75

39
，4

33

29
２

Ｘ
＝

36
，4

67
～

Ｙ
＝

－
39

，4
13

～
縦

長
方

形
Ｎ

－6
3°

－Ｅ
5．

00
 

4．
00

 
0．

53
 

16
．0

1 
有

―
２

基
東

壁
中

央
南

寄
―

14
1号

土
坑

、
25

・
26

号
溝

８
世

紀
第

２
四

半
期

36
，4

73
39

，4
20

30
２

Ｘ
＝

36
，4

31
～

Ｙ
＝

－
39

，4
19

～
縦

長
方

形
Ｎ

－6
1°

－Ｅ
3．

70
 

2．
90

 
0．

45
 

13
．7

5 
―

―
―

東
壁

中
央

や
や

南
寄

―
13

8・
13

9号
土

坑
９

世
紀

後
半

36
，4

36
39

，4
24

31
２

Ｘ
＝

36
，4

75
～

Ｙ
＝

－
39

，4
37

～
方

形
Ｎ

－7
4°

－Ｅ
(3

．9
0)

(1
．3

5)
0．

17
 

(3
．9

2)
―

有
―

東
壁

中
央

南
寄

―
24

・
25

・
26

号
住

居
９

世
紀

第
３

四
半

期
以

前
36

，4
80

39
，4

40
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番

号

調

査

区

位置
平面形状

規模（ｍ）
長軸方位 重複関係 時期／備考

Ｘ座標 Ｙ座標
長軸
( 径 )

短軸 深さ

１ ６ Ｘ＝36，514 Ｙ＝－39，280 円形 1．00 ― 0．27 ― 15土坑、５溝（５溝→１土） 近世以降
２ ６ Ｘ＝36，524 Ｙ＝－39，270 円形 1．15 ― 0．18 ― 不明
３ ６ Ｘ＝36，522 Ｙ＝－39，275 方形 1．47 (1．06) 0．10 Ｎ－３°－Ｅ 近代？
４ ６ Ｘ＝36，520 Ｙ＝－39，276 長方形 1．38 0．82 0．18 Ｎ－23°－Ｅ ５土坑（４土→５土） 近世
５ ６ Ｘ＝36，519 Ｙ＝－39，275 長方形 1．22 (0．50) 0．08 Ｎ－22°－Ｅ ４・６土坑（４土→５土→６土） 不明
６ ６ Ｘ＝36，520 Ｙ＝－39，274 長方形 1．35 0．75 0．15 Ｎ－10°－Ｅ ５土坑（５土→６土） 不明
７ ６ Ｘ＝36，522 Ｙ＝－39，278 長方形 1．53 0．95 0．03 Ｎ－13°－Ｅ 不明
８ ６ Ｘ＝36，513 Ｙ＝－39，274 長方形 1．68 1．15 0．47 Ｎ－82°－Ｗ 近世？
９ ６ Ｘ＝36，522 Ｙ＝－39，284 長方形 1．31 0．95 0．18 Ｎ－90°－Ｅ 近世
10 ６ Ｘ＝36，523 Ｙ＝－39，284 長方形 1．03 0．78 0．13 Ｎ－85°－Ｗ ３溝 近世以降
11 ６ Ｘ＝36，516 Ｙ＝－39，276 不明 (0．84) ― 0．48 Ｎ－68°－Ｗ 12土坑（12土→11土） 近世以降
12 ６ Ｘ＝36，516 Ｙ＝－39，276 円形 3．00 ― 0．60 ― 11・13土坑、４溝（４溝→12土→11・13土） 近世？
13 ６ Ｘ＝36，515 Ｙ＝－39，276 不明 1．55 ― 0．30 ― 12土坑（12土→13土） 近世以降
14 ６ Ｘ＝36，514 Ｙ＝－39，276 長方形 1．40 (0．96) 0．21 Ｎ－81°－Ｗ 近世以降
15 ６ Ｘ＝36，512 Ｙ＝－39，278 不整円形 2．50 ― 0．68 ― １土坑 近世以降

16 ６ Ｘ＝36，522 Ｙ＝－39，280 不整長方形 6．90 3．95 0．25 Ｎ－15°－Ｅ
17 ～ 23土坑（18土→17土→16土､ 19 ～ 23土

→16土）
近世以降

17 ６ Ｘ＝36，520 Ｙ＝－39，283 方形 1．90 0．15 Ｎ－10°－Ｅ 16・18土坑（18土→17土→16土） 不明
18 ６ Ｘ＝36，521 Ｙ＝－39，283 長方形 (1．50) 1．17 0．07 Ｎ－78°－Ｗ 16・17土坑（18土→17土→16土） 不明
19 ６ Ｘ＝36，521 Ｙ＝－39，280 正方形 0．95 0．95 0．22 Ｎ－12°－Ｅ 16土坑（19土→16土） 不明
20 ６ Ｘ＝36，524 Ｙ＝－39，279 長方形 0．98 0．78 0．10 Ｎ－90°－Ｅ 16・23土坑（20土→16土） 近世以降
21 ６ Ｘ＝36，525 Ｙ＝－39，279 長方形 0．92 0．72 0．09 Ｎ－90°－Ｅ 16・22土坑（21土→16土） 不明
22 ６ Ｘ＝36，525 Ｙ＝－39，280 方形 0．95 0．85 0．10 Ｎ－90°－Ｅ 16・21土坑（22土→16土） 不明
23 ６ Ｘ＝36，524 Ｙ＝－39，280 方形 (0．65) 0．70 0．04 Ｎ－90°－Ｅ 16・20土坑（23土→16土） 不明
24 欠　　番
25 ６ Ｘ＝36，509 Ｙ＝－39，281 方形 (0．83) 0．75 0．11 Ｎ－71°－Ｗ ５溝（５溝→25土） 近世以降
26 ６ Ｘ＝36，510 Ｙ＝－39，281 方形 0．95 0．85 0．20 Ｎ－85°－Ｗ ５溝（５溝→26土） 近世以降
27 ６ Ｘ＝36，513 Ｙ＝－39，282 円形 0．70 ― 0．27 ― 近代？
28 ６ Ｘ＝36，527 Ｙ＝－39，280 長方形 3．40 (1．72) 0．33 Ｎ－84°－Ｗ 近代？
29 ６ Ｘ＝36，523 Ｙ＝－39，276 長方形 (1．90) 0．90 0．19 Ｎ－18°－Ｅ ６溝（６溝→29土） 不明
30 ６ Ｘ＝36，525 Ｙ＝－39，275 方形 1．36 0．69 0．15 Ｎ－16°－Ｅ ６溝（30土→６溝） 不明
31 ６ Ｘ＝36，517 Ｙ＝－39，274 長方形 1．63 (0．63) 0．05 Ｎ－18°－Ｅ ４溝（31土→４溝） 不明
32 ５ Ｘ＝36，491 Ｙ＝－39，309 長方形 2．17 1．15 0．17 Ｎ－83°－Ｗ 近世
33 ５ Ｘ＝36，519 Ｙ＝－39，292 長方形 1．74 1．42 0．33 Ｎ－50°－Ｅ 近世
34 ５ Ｘ＝36，490 Ｙ＝－39，312 長方形 2．88 1．55 0．27 Ｎ－17°－Ｅ 近世
35 欠　　番
36 ５ Ｘ＝36，489 Ｙ＝－39，317 長方形 1．67 0．83 0．06 Ｎ－87°－Ｗ 近世
37 ５ Ｘ＝36，488 Ｙ＝－39，315 長方形 1．07 0．63 0．05 Ｎ－56°－Ｗ 近世
38 ５ Ｘ＝36，483 Ｙ＝－39，320 楕円形 2．21 0．97 0．16 Ｎ－０°－Ｅ 近世
39 ５ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，323 長方形 1．80 1．28 0．13 Ｎ－83°－Ｗ 40土坑（40土→39土） 近世
40 ５ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，322 方形 (0．53) 1．18 0．14 Ｎ－７°－Ｅ 39土坑（40土→39土） 近世
41 ５ Ｘ＝36，480 Ｙ＝－39，324 長方形 1．77 1．05 0．42 Ｎ－８°－Ｅ 近世
42 ５ Ｘ＝36，486 Ｙ＝－39，324 長方形 1．10 0．67 0．12 Ｎ－14°－Ｅ 近世
43 ４ Ｘ＝36，459 Ｙ＝－39，357 円形 1．35 ― 0．43 ― 近世
44 ５ Ｘ＝36，516 Ｙ＝－39，293 方形 1．58 (1．25) 0．26 Ｎ－19°－Ｅ 45土坑（45土→44土） 近代？
45 ５ Ｘ＝36，517 Ｙ＝－39，294 長方形 2．50 1．52 0．42 Ｎ－50°－Ｗ 44土坑（45土→44土） 近代？
46 ５ Ｘ＝36，515 Ｙ＝－39，292 円形 0．98 ― 0．13 ― 近世
47 ５ Ｘ＝36，525 Ｙ＝－39，295 長方形 1．27 0．90 0．12 Ｎ－67°－Ｗ 近世
48 ５ Ｘ＝36，525 Ｙ＝－39，290 円形 1．26 ― 0．51 ― 近世以降
49 ５ Ｘ＝36，511 Ｙ＝－39，346 長方形 1．26 1．00 0．12 Ｎ－８°－Ｅ ８溝（８溝→49土） 近世以降
50 ５ Ｘ＝36，510 Ｙ＝－39，342 楕円形 1．50 1．20 0．25 Ｎ－20°－Ｗ ８溝（８溝→50土） 近世以降
51 ５ Ｘ＝36，511 Ｙ＝－39，339 楕円形 1．65 1．30 0．40 Ｎ－87°－Ｗ ８溝（８溝→51土） 近世以降
52 ４ Ｘ＝36，506 Ｙ＝－39，346 円形 1．25 ― 0．12 ― ９溝（９溝→52土） 不明
53 ４ Ｘ＝36，504 Ｙ＝－39，342 円形 0．95 ― 0．38 ― ９溝（９溝→53土） 近代？
54 ４ Ｘ＝36，506 Ｙ＝－39，337 円形 0．65 ― 0．09 ― 不明
55 ４ Ｘ＝36，504 Ｙ＝－39，337 円形 0．76 ― 0．13 ― 近代？
56 ４ Ｘ＝36，503 Ｙ＝－39，337 円形 0．63 ― 0．22 ― 近代？
57 ４ Ｘ＝36，504 Ｙ＝－39，339 円形 0．55 ― 0．10 ― 近代？
58 ４ Ｘ＝36，503 Ｙ＝－39，342 円形 0．68 ― 0．08 ― 近代？
59 ４ Ｘ＝36，504 Ｙ＝－39，343 楕円形 0．93 0．68 0．17 Ｎ－８°－Ｅ 近世以降
60 欠　　番 ３号井戸へ変更
61 ５ Ｘ＝36，517 Ｙ＝－39，361 円形 0．85 ― 0．08 ― 近世
62 ５ Ｘ＝36，513 Ｙ＝－39，364 楕円形 1．00 0．85 0．18 Ｎ－25°－Ｅ 近世
63 ５ Ｘ＝36，512 Ｙ＝－39，366 方形 1．12 1．00 0．21 Ｎ－89°－Ｗ 近世
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64 ５ Ｘ＝36，513 Ｙ＝－39，372 円形 0．81 ― 0．52 ― 近世
65 ３ Ｘ＝36，502 Ｙ＝－39，386 円形 1．10 ― 0．47 ― 16溝（16溝→65土） 近世
66 ３ Ｘ＝36，502 Ｙ＝－39，383 円形 0．86 ― 0．15 ― 13・16溝 近世
67 ３ Ｘ＝36，501 Ｙ＝－39，387 円形 1．02 ― 0．17 ― 近世
68 ３ Ｘ＝36，500 Ｙ＝－39，388 円形 0．83 ― 0．11 ― 近世
69 ３ Ｘ＝36，500 Ｙ＝－39，390 円形 0．85 ― 0．22 ― 近世
70 ３ Ｘ＝36，495 Ｙ＝－39，396 長方形 1．45 0．96 0．12 Ｎ－82°－Ｗ 近世
71 ３ Ｘ＝36，499 Ｙ＝－39，394 円形 1．00 ― 0．13 ― 近世
72 ３ Ｘ＝36，494 Ｙ＝－39，394 円形 0．67 ― 0．06 ― 近世
73 ３ Ｘ＝36，494 Ｙ＝－39，392 円形 0．80 ― 0．24 ― 近世
74 ３ Ｘ＝36，489 Ｙ＝－39，390 円形 1．02 ― 0．25 ― 近代？
75 ３ Ｘ＝36，493 Ｙ＝－39，382 楕円形 0．90 0．63 0．13 Ｎ－70°－Ｗ 近世以降
76 ３ Ｘ＝36，492 Ｙ＝－39，382 方形 0．60 0．55 0．07 Ｎ－70°－Ｗ 近世以降
77 ３ Ｘ＝36，491 Ｙ＝－39，384 方形 0．55 0．50 0．07 Ｎ－65°－Ｗ 近世以降
78 ３ Ｘ＝36，490 Ｙ＝－39，383 方形 0．55 0．55 0．07 Ｎ－75°－Ｗ 近世以降
79 ３ Ｘ＝36，494 Ｙ＝－39，383 方形 1．15 1．03 0．48 Ｎ－25°－Ｅ 近世以降
80 ３ Ｘ＝36，490 Ｙ＝－39，386 円形 0．87 ― 0．16 ― 81土坑（81土→80土） 近世
81 ３ Ｘ＝36，490 Ｙ＝－39，385 楕円形 (0．87) 0．78 0．23 Ｎ－38°－Ｗ 80土坑（81土→80土） 近世
82 ３ Ｘ＝36，498 Ｙ＝－39，387 方形 0．70 0．62 0．15 Ｎ－９°－Ｅ 近代以降
83 ３ Ｘ＝36，497 Ｙ＝－39，387 楕円形 0．81 0．65 0．06 Ｎ－43°－Ｗ 近世以降
84 ３ Ｘ＝36，492 Ｙ＝－39，394 円形 1．00 ― 0．17 ― 近世
85 欠　　番
86 ３ Ｘ＝36，497 Ｙ＝－39，386 円形 1．17 ― 0．24 ― 近世
87 ３ Ｘ＝36，484 Ｙ＝－39，391 円形 0．93 ― 0．08 ― 近世以降
88 ３ Ｘ＝36，483 Ｙ＝－39，394 円形 1．05 ― 0．22 ― 近世
89 ３ Ｘ＝36，486 Ｙ＝－39，394 方形 0．90 0．90 0．13 Ｎ－65°－Ｗ 近世
90 ３ Ｘ＝36，485 Ｙ＝－39，393 楕円形 0．85 0．65 0．12 Ｎ－59°－Ｗ 近世
91 ３ Ｘ＝36，484 Ｙ＝－39，398 方形 0．65 (0．52) 0．05 Ｎ－53°－Ｅ 92土坑（92土→91土） 近世
92 ３ Ｘ＝36，484 Ｙ＝－39，398 円形 (0．65) ― 0．08 ― 91土坑（92土→91土） 近世
93 ３ Ｘ＝36，480 Ｙ＝－39，395 円形 0．95 ― 0．26 ― 近世
94 ３ Ｘ＝36，479 Ｙ＝－39，394 楕円形 0．68 0．52 0．08 Ｎ－５°－Ｗ 近世
95 ３ Ｘ＝36，479 Ｙ＝－39，393 円形 0．90 ― 0．12 ― 96土坑（96土→95土） 古代
96 ３ Ｘ＝36，478 Ｙ＝－39，393 不整形 2．20 1．00 0．14 Ｎ－68°－Ｅ 95土坑（96土→95土） 古代
97 ３ Ｘ＝36，477 Ｙ＝－39，395 円形 0．60 ― 0．12 ― 98・127土坑（127土→98土→97土） 近世
98 ３ Ｘ＝36，477 Ｙ＝－39，395 円形 0．78 ― 0．15 ― 97・127土坑（127土→98土→97土） 近世
99 ３ Ｘ＝36，476 Ｙ＝－39，397 楕円形 1．21 0．90 0．18 Ｎ－61°－Ｗ 近代？
100 ３ Ｘ＝36，477 Ｙ＝－39，401 不明 1．28 ― 0．27 ― 不明
101 ３ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，403 円形 0．98 ― 0．32 ― 近世
102 ３ Ｘ＝36，484 Ｙ＝－39，401 円形 0．87 ― 0．19 ― ６住居（６住→102土） 近世
103 ３ Ｘ＝36，488 Ｙ＝－39，400 円形 0．83 ― 0．15 ― 近世
104 ３ Ｘ＝36，488 Ｙ＝－39，401 円形 0．85 ― 0．12 ― 近世
105 ３ Ｘ＝36，492 Ｙ＝－39，403 長方形 0．97 0．77 0．32 Ｎ－69°－Ｗ 近世
106 ３ Ｘ＝36，492 Ｙ＝－39，399 長方形 0．95 0．67 0．31 Ｎ－20°－Ｅ 近世
107 ３ Ｘ＝36，496 Ｙ＝－39，403 長方形 1．23 0．95 0．31 Ｎ－77°－Ｗ 14溝（14溝→107土） 近世以降
108 ３ Ｘ＝36，497 Ｙ＝－39，407 長方形 1．27 1．08 0．31 Ｎ－80°－Ｗ 近世以降
109 ３ Ｘ＝36，495 Ｙ＝－39，415 楕円形 0．95 0．80 0．11 Ｎ－27°－Ｅ 近世以降
110 ３ Ｘ＝36，493 Ｙ＝－39，415 楕円形 0．88 0．77 0．15 Ｎ－６°－Ｅ 近世以降
111 欠　　番
112 ３ Ｘ＝36，494 Ｙ＝－39，416 楕円形 (1．62) 1．57 0．33 Ｎ－３°－Ｅ 近世
113 ３ Ｘ＝36，492 Ｙ＝－39，419 円形 0．85 ― 0．22 ― 近世
114 ３ Ｘ＝36，488 Ｙ＝－39，423 不明 0．96 ― 0．37 Ｎ－37°－Ｅ 近世
115 ３ Ｘ＝36，488 Ｙ＝－39，422 長方形 1．10 0．95 0．15 Ｎ－31°－Ｅ 不明
116 ３ Ｘ＝36，489 Ｙ＝－39，420 楕円形 1．05 0．83 0．16 Ｎ－60°－Ｗ 不明
117 ３ Ｘ＝36，488 Ｙ＝－39，416 円形 0．95 ― 0．14 ― 近世
118 ３ Ｘ＝36，488 Ｙ＝－39，415 方形 0．66 0．55 0．31 Ｎ－72°－Ｗ 近世
119 ３ Ｘ＝36，486 Ｙ＝－39，415 円形 0．85 ― 0．15 ― ３住居（３住→119土） 近世
120 ３ Ｘ＝36，490 Ｙ＝－39，415 方形 1．52 1．42 0．18 Ｎ－４°－Ｗ 近世
121 欠　　番
122 ３ Ｘ＝36，484 Ｙ＝－39，416 不明 1．20 ― 0．45 ― 近世以降
123 ３ Ｘ＝36，483 Ｙ＝－39，411 円形 1．00 ― 0．38 ― 近世
124 ３ Ｘ＝36，486 Ｙ＝－39，409 方形 0．92 ― 0．17 ― 130土坑（130土→124土） 近世
125 ３ Ｘ＝36，486 Ｙ＝－39，405 楕円形 1．63 1．41 0．38 Ｎ－60°－Ｗ 近世
126 ３ Ｘ＝36，490 Ｙ＝－39，406 不整方形 4．22 2．25 0．08 Ｎ－82°－Ｗ 近世
127 ３ Ｘ＝36，477 Ｙ＝－39，395 円形 0．97 ― 0．25 ― 97・98土坑（127土→98土→97土） 古代
128 ３ Ｘ＝36，489 Ｙ＝－39，408 楕円形 (1．91) 0．67 0．40 Ｎ－85°－Ｗ 14溝（128土→14溝） 不明
129 ３ Ｘ＝36，493 Ｙ＝－39，404 方形 2．27 2．00 0．17 Ｎ－45°－Ｅ 14溝（129土→14溝） 古代
130 ３ Ｘ＝36，486 Ｙ＝－39，409 方形 1．55 1．09 0．23 Ｎ－81°－Ｗ 124土坑（130土→124土） 近世
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131 ３ Ｘ＝36，489 Ｙ＝－39，400 長方形 2．08 0．83 0．20 Ｎ－16°－Ｅ 不明
132 ３ Ｘ＝36，493 Ｙ＝－39，416 楕円形 1．12 0．62 0．61 Ｎ－62°－Ｅ 近世以降
133 ３ Ｘ＝36，474 Ｙ＝－39，378 楕円形 1．06 0．91 0．13 Ｎ－14°－Ｗ 不明
134 ６ Ｘ＝36，541 Ｙ＝－39，296 不整方形 (1．85) 1．75 0．32 Ｎ－77°－Ｗ １溝（134土→１溝） 近世
135 欠　　番 ６号井戸へ変更
136 欠　　番 ５号井戸へ変更
137 欠　　番 ４号井戸へ変更
138 ２ Ｘ＝36，432 Ｙ＝－39，419 長方形 3．29 1．00 0．38 Ｎ－88°－Ｗ 30住居（30住→138土） 近世以降
139 ２ Ｘ＝36，434 Ｙ＝－39，419 長方形 3．51 0．94 0．37 Ｎ－90°－Ｅ 30住居（30住→139土） 近世以降
140 ２ Ｘ＝36，452 Ｙ＝－39，434 楕円形 2．42 1．58 0．49 Ｎ－90°－Ｅ 14住居（14住→140土） 古代？
141 ２ Ｘ＝36，470 Ｙ＝－39，413 長方形 2．95 0．99 0．18 Ｎ－20°－Ｗ 29住居（29住→141土） 近世
142 ２ Ｘ＝36，466 Ｙ＝－39，410 長方形 1．35 1．10 0．18 Ｎ－15°－Ｅ 不明
143 ２ Ｘ＝36，463 Ｙ＝－39，411 長方形 1．76 1．32 0．33 Ｎ－18°－Ｅ 近世以降
144 ２ Ｘ＝36，461 Ｙ＝－39，408 長方形 1．45 0．75 0．18 Ｎ－20°－Ｅ 不明
145 ２ Ｘ＝36，461 Ｙ＝－39，413 長方形 1．05 0．85 0．16 Ｎ－９°－Ｅ 不明
146 ２ Ｘ＝36，467 Ｙ＝－39，415 長方形 0．88 0．52 0．15 Ｎ－50°－Ｅ 不明
147 ２ Ｘ＝36，463 Ｙ＝－39，405 楕円形 1．71 0．90 0．23 Ｎ－９°－Ｅ 不明
148 ２ Ｘ＝36，456 Ｙ＝－39，403 円形 1．25 ― 0．07 ― 不明
149 欠　　番
150 ２ Ｘ＝36，477 Ｙ＝－39，423 円形 1．01 ― 0．27 ― 不明
151 ２ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，432 円形 0．84 ― 0．22 ― 不明
152 ２ Ｘ＝36，481 Ｙ＝－39，433 方形 1．05 1．05 0．25 Ｎ－30°－Ｅ 近代？
153 ２ Ｘ＝36，480 Ｙ＝－39，432 円形 0．85 ― 0．25 ― 不明
154 欠　　番
155 ２ Ｘ＝36，460 Ｙ＝－39，415 長方形 1．45 0．82 0．08 Ｎ－20°－Ｅ 不明
156 ２ Ｘ＝36，454 Ｙ＝－39，404 楕円形 1．17 0．95 0．47 Ｎ－90°－Ｅ 不明
157 ２ Ｘ＝36，456 Ｙ＝－39，406 円形 1．40 ― 0．25 ― 不明
158 ２ Ｘ＝36，457 Ｙ＝－39，407 円形 1．13 ― 0．21 ― 古代？
159 ２ Ｘ＝36，457 Ｙ＝－39，421 長方形 1．89 1．53 0．69 Ｎ－71°－Ｅ 不明
160 ２ Ｘ＝36，454 Ｙ＝－39，452 円形 0．80 ― 0．75 ― 不明
161 ２ Ｘ＝36，454 Ｙ＝－39，419 方形 1．45 1．45 0．37 Ｎ－20°－Ｗ 11住居（161土→11住） 古代
162 ２ Ｘ＝36，452 Ｙ＝－39，419 方形 0．92 0．87 0．22 Ｎ－18°－Ｗ 163土坑（162土→163土） 不明
163 ２ Ｘ＝36，452 Ｙ＝－39，419 円形 1．22 ― 0．13 ― 162土坑（162土→163土） 不明
164 ２ Ｘ＝36，451 Ｙ＝－39，421 長方形 1．77 1．25 0．25 Ｎ－61°－Ｅ 不明
165 ２ Ｘ＝36，448 Ｙ＝－39，424 長方形 1．16 0．97 0．28 Ｎ－14°－Ｗ 不明
166 ２ Ｘ＝36，457 Ｙ＝－39，427 長方形 2．04 1．78 0．47 Ｎ－65°－Ｅ 不明
167 ２ Ｘ＝36，458 Ｙ＝－39，437 長方形 1．45 0．91 0．37 Ｎ－22°－Ｗ 不明
168 欠　　番
169 欠　　番
170 ２ Ｘ＝36，466 Ｙ＝－39，425 円形 1．09 ― 0．11 ― 不明
171 ２ Ｘ＝36，445 Ｙ＝－39，431 長方形 1．70 1．34 0．44 Ｎ－35°－Ｗ 古代？
172 ２ Ｘ＝36，438 Ｙ＝－39，425 楕円形 1．28 0．85 0．55 Ｎ－17°－Ｗ 不明
173 ２ Ｘ＝36，452 Ｙ＝－39，415 円形 0．80 ― 0．26 ― 不明
174 ２ Ｘ＝36，435 Ｙ＝－39，410 円形 1．35 ― 0．36 ― 19溝（174土→19溝） 近世？
175 ２ Ｘ＝36，433 Ｙ＝－39，411 楕円形 1．55 1．24 0．29 Ｎ－52°－Ｅ 不明
176 ２ Ｘ＝36，435 Ｙ＝－39，432 楕円形 1．42 1．03 0．43 Ｎ－２°－Ｅ 不明
177 ２ Ｘ＝36，432 Ｙ＝－39，431 楕円形 1．63 0．87 0．25 Ｎ－24°－Ｗ 不明
178 ２ Ｘ＝36，430 Ｙ＝－39，414 長方形 (1．80) 1．03 0．23 Ｎ－10°－Ｅ 不明
179 ２ Ｘ＝36，433 Ｙ＝－39，413 楕円形 1．40 1．00 0．15 Ｎ－50°－Ｗ 19溝（179土→19溝） 近代？
180 ２ Ｘ＝36，454 Ｙ＝－39，433 長方形 1．83 0．82 0．33 Ｎ－60°－Ｗ 古代？
181 ２ Ｘ＝36，434 Ｙ＝－39，408 不明 1．20 ― 0．32 ― 不明
182 ２ Ｘ＝36，467 Ｙ＝－39，428 円形 1．03 ― 0．22 ― 不明
183 ２ Ｘ＝36，474 Ｙ＝－39，416 長方形 1．93 1．11 0．31 Ｎ－81°－Ｗ 25溝（183土→25溝） 近代？
184 ２ Ｘ＝36，478 Ｙ＝－39，432 円形 0．97 ― 0．41 ― 不明
185 ２ Ｘ＝36，443 Ｙ＝－39，440 楕円形 1．00 0．63 0．37 Ｎ－54°－Ｅ 不明
186 欠　　番 ７号井戸へ変更
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番号
調査
区

位置 規模（ｍ） 埋土
分類Ｘ座標 Ｙ座標 径 深さ

１ ６ Ｘ＝36，551 Ｙ＝－39，267 0．23 0．16 Ａ
２ ６ Ｘ＝36，550 Ｙ＝－39，267 0．21 0．21 Ａ
３ ６ Ｘ＝36，550 Ｙ＝－39，267 0．21 0．27 Ａ
４ ６ Ｘ＝36，549 Ｙ＝－39，267 0．28 0．26 Ａ
５ ６ Ｘ＝36，550 Ｙ＝－39，267 0．25 0．22 Ａ
６ ６ Ｘ＝36，549 Ｙ＝－39，267 0．30 0．39 Ａ
７ ６ Ｘ＝36，548 Ｙ＝－39，268 0．51 － Ａ
８ ６ Ｘ＝36，552 Ｙ＝－39，272 0．26 0．26 Ａ
９ ６ Ｘ＝36，552 Ｙ＝－39，272 0．30 0．25 Ａ
10 ６ Ｘ＝36，551 Ｙ＝－39，273 0．19 0．26 Ａ
11 ６ Ｘ＝36，551 Ｙ＝－39，273 0．22 0．18 Ａ
12 ６ Ｘ＝36，550 Ｙ＝－39，273 0．24 0．18 Ａ
13 ６ Ｘ＝36，550 Ｙ＝－39，272 0．34 0．37 Ａ
14 ６ Ｘ＝36，546 Ｙ＝－39，270 0．38 0．45 Ａ
15 ６ Ｘ＝36，542 Ｙ＝－39，270 0．20 0．21 Ａ
16 ６ Ｘ＝36，541 Ｙ＝－39，270 0．26 0．41 Ｃ
17 ６ Ｘ＝36，541 Ｙ＝－39，269 0．32 0．32 Ａ
18 ６ Ｘ＝36，537 Ｙ＝－39，269 0．28 0．10 Ｃ
19 ６ Ｘ＝36，539 Ｙ＝－39，273 0．46 0．27 Ｃ
20 ６ Ｘ＝36，537 Ｙ＝－39，272 0．32 0．36 Ｃ
21 ６ Ｘ＝36，537 Ｙ＝－39，271 0．28 0．31 Ｃ
22 ６ Ｘ＝36，536 Ｙ＝－39，271 0．26 0．26 Ｃ
23 ６ Ｘ＝36，524 Ｙ＝－39，272 0．28 0．12 Ｂ
24 ６ Ｘ＝36，524 Ｙ＝－39，273 0．35 0．33 Ｂ
25 ６ Ｘ＝36，525 Ｙ＝－39，274 0．25 0．16 Ａ
26 ６ Ｘ＝36，524 Ｙ＝－39，274 0．43 0．56 Ｂ
27 ６ Ｘ＝36，523 Ｙ＝－39，274 0．42 0．35 Ｂ
28 ６ Ｘ＝36，521 Ｙ＝－39，274 0．35 0．29 Ｂ
29 ６ Ｘ＝36，521 Ｙ＝－39，274 0．26 0．21 Ｃ
30 ６ Ｘ＝36，521 Ｙ＝－39，272 0．26 0．18 Ｃ
31 ６ Ｘ＝36，521 Ｙ＝－39，270 0．23 0．21 Ｃ
32 ６ Ｘ＝36，521 Ｙ＝－39，271 0．26 0．20 Ｃ
33 ６ Ｘ＝36，520 Ｙ＝－39，272 0．32 0．15 Ｃ
34 ６ Ｘ＝36，520 Ｙ＝－39，272 0．18 0．27 Ｃ
35 ６ Ｘ＝36，520 Ｙ＝－39，271 0．17 0．19 Ｂ
36 ６ Ｘ＝36，519 Ｙ＝－39，270 0．32 － Ｃ
37 ６ Ｘ＝36，518 Ｙ＝－39，270 0．46 0．21 Ａ
38 ６ Ｘ＝36，518 Ｙ＝－39，271 0．28 0．16 Ｃ
39 ６ Ｘ＝36，518 Ｙ＝－39，271 0．15 0．33 Ｃ
40 ６ Ｘ＝36，518 Ｙ＝－39，274 0．30 0．16 Ｂ
41 ６ Ｘ＝36，517 Ｙ＝－39，272 0．21 0．17 Ｃ
42 ６ Ｘ＝36，517 Ｙ＝－39，273 0．40 0．25 Ｄ
43 ６ Ｘ＝36，516 Ｙ＝－39，273 0．47 0．50 Ｄ
44 ６ Ｘ＝36，517 Ｙ＝－39，273 0．49 0．33 Ｄ
45 ６ Ｘ＝36，516 Ｙ＝－39，272 0．50 0．21 Ｂ
46 ６ Ｘ＝36，516 Ｙ＝－39，272 0．40 0．26 Ｂ
47 ６ Ｘ＝36，516 Ｙ＝－39，271 0．33 0．06 Ａ
48 ６ Ｘ＝36，514 Ｙ＝－39，273 0．27 0．21 Ａ
49 ６ Ｘ＝36，514 Ｙ＝－39，273 0．32 0．45 Ｄ
50 ６ Ｘ＝36，514 Ｙ＝－39，274 0．28 0．54 Ｄ
51 ６ Ｘ＝36，512 Ｙ＝－39，273 0．42 0．08 Ｂ
52 ６ Ｘ＝36，512 Ｙ＝－39，274 0．40 0．16 Ｄ
53 ６ Ｘ＝36，512 Ｙ＝－39，274 0．40 0．07 Ａ
54 ６ Ｘ＝36，512 Ｙ＝－39，274 0．54 0．69 Ｄ
55 ６ Ｘ＝36，557 Ｙ＝－39，315 0．32 0．02 Ｃ
56 ６ Ｘ＝36，558 Ｙ＝－39，313 0．42 0．24 Ｃ
57 ６ Ｘ＝36，559 Ｙ＝－39，311 0．20 0．33 Ｃ
58 ６ Ｘ＝36，558 Ｙ＝－39，312 0．27 0．27 Ｃ
59 ６ Ｘ＝36，556 Ｙ＝－39，305 0．29 0．53 Ｂ
60 ６ Ｘ＝36，555 Ｙ＝－39，306 0．32 0．41 Ｂ
61 ６ Ｘ＝36，555 Ｙ＝－39，306 0．34 0．69 Ｂ
62 ６ Ｘ＝36，554 Ｙ＝－39，306 0．29 0．56 Ｂ
63 ６ Ｘ＝36，554 Ｙ＝－39，306 0．25 0．55 Ｂ
64 ６ Ｘ＝36，553 Ｙ＝－39，283 0．30 0．45 Ａ
65 ６ Ｘ＝36，552 Ｙ＝－39，283 0．26 0．32 Ａ

番号
調査
区

位置 規模（ｍ） 埋土
分類Ｘ座標 Ｙ座標 径 深さ

66 ６ Ｘ＝36，552 Ｙ＝－39，282 0．32 0．44 Ａ
67 ６ Ｘ＝36，551 Ｙ＝－39，276 0．52 0．39 Ｃ
68 ６ Ｘ＝36，540 Ｙ＝－39，278 0．34 0．42 Ａ
69 ６ Ｘ＝36，535 Ｙ＝－39，281 0．27 0．33 Ａ
70 ６ Ｘ＝36，543 Ｙ＝－39，286 0．24 0．13 Ａ
71 ６ Ｘ＝36，543 Ｙ＝－39，286 0．42 0．37 Ａ
72 ６ Ｘ＝36，543 Ｙ＝－39，286 0．48 0．37 Ａ
73 ６ Ｘ＝36，543 Ｙ＝－39，286 0．27 0．36 Ａ
74 ６ Ｘ＝36，543 Ｙ＝－39，286 0．18 0．39 Ａ
75 ６ Ｘ＝36，543 Ｙ＝－39，286 0．52 0．41 Ａ
76 ６ Ｘ＝36，540 Ｙ＝－39，286 0．36 0．45 Ａ
77 ６ Ｘ＝36，540 Ｙ＝－39，285 0．28 0．36 Ａ
78 ６ Ｘ＝36，540 Ｙ＝－39，286 0．26 0．30 Ｃ
79 ６ Ｘ＝36，540 Ｙ＝－39，286 0．55 0．34 Ｃ
80 ６ Ｘ＝36，540 Ｙ＝－39，287 0．24 0．24 Ｃ
81 ６ Ｘ＝36，539 Ｙ＝－39，287 0．10 0．07 Ａ
82 ６ Ｘ＝36，539 Ｙ＝－39，287 0．16 0．13 Ａ
83 ６ Ｘ＝36，539 Ｙ＝－39，287 0．32 0．21 Ａ
84 ６ Ｘ＝36，539 Ｙ＝－39，286 0．24 0．25 Ａ
85 ６ Ｘ＝36，531 Ｙ＝－39，289 0．28 0．25 Ｃ
86 ６ Ｘ＝36，532 Ｙ＝－39，288 0．42 0．45 Ｃ
87 ６ Ｘ＝36，532 Ｙ＝－39，288 0．24 0．50 Ｃ
88 ６ Ｘ＝36，531 Ｙ＝－39，289 0．34 0．47 Ｃ
89 ６ Ｘ＝36，530 Ｙ＝－39，291 0．28 0．27 Ａ
90 ６ Ｘ＝36，543 Ｙ＝－39，280 0．30 0．25 Ａ
91 ６ Ｘ＝36，542 Ｙ＝－39，279 0．38 0．45 Ａ
92 ６ Ｘ＝36，541 Ｙ＝－39，280 0．25 0．50 Ａ
93 ６ Ｘ＝36，542 Ｙ＝－39，290 0．34 0．29 Ａ
94 ６ Ｘ＝36，541 Ｙ＝－39，290 0．18 0．19 Ａ
95 ６ Ｘ＝36，541 Ｙ＝－39，291 0．22 0．28 Ａ
96 ６ Ｘ＝36，541 Ｙ＝－39，291 0．25 0．19 Ａ
97 ６ Ｘ＝36，538 Ｙ＝－39，292 0．38 0．37 Ａ
98 ６ Ｘ＝36，537 Ｙ＝－39，294 0．37 0．39 Ａ
99 ６ Ｘ＝36，533 Ｙ＝－39，295 0．46 0．21 Ｃ
100 ６ Ｘ＝36，541 Ｙ＝－39，298 0．65 0．61 Ａ
101 ６ Ｘ＝36，541 Ｙ＝－39，299 0．29 0．78 Ａ
102 ６ Ｘ＝36，543 Ｙ＝－39，302 0．44 0．46 Ｂ
103 ６ Ｘ＝36，542 Ｙ＝－39，302 0．92 0．47 Ｂ
104 ６ Ｘ＝36，543 Ｙ＝－39，306 0．62 0．43 Ａ
105 ６ Ｘ＝36，541 Ｙ＝－39，306 0．78 0．37 Ａ
106 ６ Ｘ＝36，541 Ｙ＝－39，307 0．42 0．48 Ｂ
107 ６ Ｘ＝36，540 Ｙ＝－39，310 0．35 0．32 Ｃ
108 ６ Ｘ＝36，539 Ｙ＝－39，310 0．33 0．46 Ｃ
109 ６ Ｘ＝36，540 Ｙ＝－39，309 0．29 0．59 Ｂ
110 ６ Ｘ＝36，539 Ｙ＝－39，308 0．29 0．45 Ｂ
111 ６ Ｘ＝36，537 Ｙ＝－39，308 0．45 0．35 Ｂ
112 ６ Ｘ＝36，536 Ｙ＝－39，309 0．56 0．76 Ｃ
113 ６ Ｘ＝36，535 Ｙ＝－39，305 0．45 0．45 Ｂ
114 ６ Ｘ＝36，537 Ｙ＝－39，305 0．63 0．42 Ｃ
115 ６ Ｘ＝36，536 Ｙ＝－39，304 0．36 0．41 Ａ
116 ６ Ｘ＝36，539 Ｙ＝－39，303 0．33 0．41 Ａ
117 ６ Ｘ＝36，537 Ｙ＝－39，303 0．23 0．28 Ａ
118 ６ Ｘ＝36，538 Ｙ＝－39，301 0．45 0．43 Ｃ
119 ６ Ｘ＝36，538 Ｙ＝－39，299 0．40 0．35 Ａ
120 ６ Ｘ＝36，538 Ｙ＝－39，298 0．50 0．59 Ａ
121 ６ Ｘ＝36，538 Ｙ＝－39，299 0．52 0．53 Ｃ
122 ６ Ｘ＝36，534 Ｙ＝－39，299 0．46 0．34 Ａ
123 ６ Ｘ＝36，531 Ｙ＝－39，304 0．45 0．41 Ａ
124 ６ Ｘ＝36，531 Ｙ＝－39，330 0．42 0．78 Ａ
125 ６ Ｘ＝36，525 Ｙ＝－39，275 0．49 0．39 Ｂ
126 ６ Ｘ＝36，525 Ｙ＝－39，276 0．42 0．12 Ｂ
127 ６ Ｘ＝36，522 Ｙ＝－39，277 0．33 0．24 Ｂ
128 ６ Ｘ＝36，521 Ｙ＝－39，277 0．28 0．13 Ｃ
129 ６ Ｘ＝36，521 Ｙ＝－39，278 0．38 0．21 Ｃ
130 ６ Ｘ＝36，519 Ｙ＝－39，278 0．32 0．23 Ｃ
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番号
調査
区

位置 規模（ｍ） 埋土
分類Ｘ座標 Ｙ座標 径 深さ

131 ６ Ｘ＝36，519 Ｙ＝－39，277 0．26 0．26 Ｃ
132 ６ Ｘ＝36，519 Ｙ＝－39，277 0．14 0．23 Ｃ
133 ６ Ｘ＝36，518 Ｙ＝－39，278 0．28 － Ｂ
134 ６ Ｘ＝36，519 Ｙ＝－39，276 0．38 0．29 Ｂ
135 ６ Ｘ＝36，519 Ｙ＝－39，276 0．25 0．48 Ｂ
136 ６ Ｘ＝36，516 Ｙ＝－39，278 0．20 0．51 Ｂ
137 ６ Ｘ＝36，515 Ｙ＝－39，275 0．25 0．56 Ｄ
138 ６ Ｘ＝36，514 Ｙ＝－39，275 0．18 0．38 Ｄ
139 ６ Ｘ＝36，514 Ｙ＝－39，277 0．22 0．28 Ｄ
140 ６ Ｘ＝36，514 Ｙ＝－39，278 0．17 0．32 Ｄ
141 ６ Ｘ＝36，512 Ｙ＝－39，276 0．34 0．39 Ｂ
142 ６ Ｘ＝36，511 Ｙ＝－39，276 0．35 0．25 Ｂ
143 ６ Ｘ＝36，511 Ｙ＝－39，275 0．38 0．22 Ｄ
144 ６ Ｘ＝36，509 Ｙ＝－39，278 0．44 0．17 Ｄ
145 ６ Ｘ＝36，509 Ｙ＝－39，283 0．21 0．13 Ｂ
146 ６ Ｘ＝36，509 Ｙ＝－39，283 0．27 0．35 Ｂ
147 ６ Ｘ＝36，510 Ｙ＝－39，287 0．36 0．30 Ｄ
148 ６ Ｘ＝36，510 Ｙ＝－39，287 0．24 0．19 Ｄ
149 ６ Ｘ＝36，510 Ｙ＝－39，287 0．19 0．16 Ｄ
150 ６ Ｘ＝36，510 Ｙ＝－39，283 0．24 0．17 Ｂ
151 ６ Ｘ＝36，511 Ｙ＝－39，282 0．34 0．24 Ｃ
152 ６ Ｘ＝36，511 Ｙ＝－39，282 0．25 0．11 Ｂ
153 ６ Ｘ＝36，512 Ｙ＝－39，281 0．26 0．30 Ｂ
154 ６ Ｘ＝36，512 Ｙ＝－39，282 0．24 0．18 Ｂ
155 ６ Ｘ＝36，513 Ｙ＝－39，284 0．44 0．30 Ｄ
156 ６ Ｘ＝36，513 Ｙ＝－39，284 0．47 0．18 Ｄ
157 ６ Ｘ＝36，516 Ｙ＝－39，280 0．18 0．23 Ｄ
158 ６ Ｘ＝36，517 Ｙ＝－39，280 0．28 0．55 Ｂ
159 ６ Ｘ＝36，520 Ｙ＝－39，281 0．48 0．47 Ｃ
160 ６ Ｘ＝36，523 Ｙ＝－39，282 0．40 0．41 Ｂ
161 ５ Ｘ＝36，529 Ｙ＝－39，292 0．42 0．38 Ａ
162 ５ Ｘ＝36，528 Ｙ＝－39，292 0．40 0．45 Ｃ
163 ５ Ｘ＝36，528 Ｙ＝－39，292 0．34 0．41 Ｃ
164 ５ Ｘ＝36，529 Ｙ＝－39，298 0．32 0．57 Ｃ
165 ５ Ｘ＝36，527 Ｙ＝－39，298 0．30 0．54 Ｃ
166 ５ Ｘ＝36，527 Ｙ＝－39，300 0．66 0．52 Ａ
167 ５ Ｘ＝36，528 Ｙ＝－39，301 0．55 0．61 Ａ
168 ５ Ｘ＝36，528 Ｙ＝－39，301 0．35 0．29 Ａ
169 ５ Ｘ＝36，528 Ｙ＝－39，302 0．35 0．67 Ａ
170 ５ Ｘ＝36，526 Ｙ＝－39，304 0．21 0．37 Ａ
171 ５ Ｘ＝36，526 Ｙ＝－39，302 0．23 0．22 Ａ
172 ５ Ｘ＝36，526 Ｙ＝－39，301 0．23 0．31 Ａ
173 ５ Ｘ＝36，524 Ｙ＝－39，289 0．20 0．26 Ｃ
174 ５ Ｘ＝36，523 Ｙ＝－39，289 0．34 0．30 Ｃ
175 ５ Ｘ＝36，524 Ｙ＝－39，290 0．40 0．33 Ｃ
176 ５ Ｘ＝36，524 Ｙ＝－39，290 0．46 0．85 Ｄ
177 ５ Ｘ＝36，523 Ｙ＝－39，290 0．30 0．21 Ｃ
178 ５ Ｘ＝36，523 Ｙ＝－39，295 0．30 0．22 Ａ
179 ５ Ｘ＝36，521 Ｙ＝－39，295 0．35 0．27 Ａ
180 ５ Ｘ＝36，521 Ｙ＝－39，296 0．37 0．17 Ａ
181 ５ Ｘ＝36，524 Ｙ＝－39，296 0．34 0．34 Ａ
182 ５ Ｘ＝36，524 Ｙ＝－39，296 0．42 0．38 Ａ
183 ５ Ｘ＝36，524 Ｙ＝－39，299 0．32 0．25 Ａ
184 ５ Ｘ＝36，522 Ｙ＝－39，300 0．32 0．47 Ａ
185 ５ Ｘ＝36，522 Ｙ＝－39，304 0．36 0．21 Ａ
186 ５ Ｘ＝36，523 Ｙ＝－39，308 0．48 0．26 Ａ
187 ５ Ｘ＝36，522 Ｙ＝－39，309 0．23 0．35 Ｃ
188 ５ Ｘ＝36，522 Ｙ＝－39，311 0．56 0．46 Ａ
189 ５ Ｘ＝36，522 Ｙ＝－39，311 0．32 0．40 Ａ
190 ５ Ｘ＝36，520 Ｙ＝－39，310 0．45 0．35 Ａ
191 ５ Ｘ＝36，524 Ｙ＝－39，321 0．42 0．52 Ｃ
192 ５ Ｘ＝36，522 Ｙ＝－39，324 0．26 0．35 Ａ
193 ５ Ｘ＝36，516 Ｙ＝－39，310 0．34 0．29 Ｃ
194 ５ Ｘ＝36，517 Ｙ＝－39，309 0．44 0．28 Ｃ
195 ５ Ｘ＝36，519 Ｙ＝－39，299 0．27 0．38 Ａ

番号
調査
区

位置 規模（ｍ） 埋土
分類Ｘ座標 Ｙ座標 径 深さ

196 ５ Ｘ＝36，517 Ｙ＝－39，297 0．42 0．47 Ａ
197 ５ Ｘ＝36，516 Ｙ＝－39，296 0．34 0．23 Ａ
198 ５ Ｘ＝36，518 Ｙ＝－39，295 0．27 0．35 Ｃ
199 ５ Ｘ＝36，519 Ｙ＝－39，294 0．35 0．24 Ｃ
200 ５ Ｘ＝36，519 Ｙ＝－39，293 0．51 0．28 Ｃ
201 ５ Ｘ＝36，520 Ｙ＝－39，292 0．37 0．30 Ｃ
202 ５ Ｘ＝36，518 Ｙ＝－39，293 0．34 0．22 Ｃ
203 ５ Ｘ＝36，514 Ｙ＝－39，291 0．44 0．27 Ｃ
204 ５ Ｘ＝36，514 Ｙ＝－39，291 0．32 0．34 Ｃ
205 ５ Ｘ＝36，514 Ｙ＝－39，292 0．38 0．32 Ｃ
206 ５ Ｘ＝36，515 Ｙ＝－39，293 0．34 0．27 Ｃ
207 ５ Ｘ＝36，513 Ｙ＝－39，293 0．26 0．34 Ｃ
208 ５ Ｘ＝36，514 Ｙ＝－39，295 0．33 0．34 Ａ
209 ５ Ｘ＝36，514 Ｙ＝－39，295 0．35 0．39 Ａ
210 ５ Ｘ＝36，512 Ｙ＝－39，294 0．29 0．35 Ｃ
211 ５ Ｘ＝36，512 Ｙ＝－39，296 0．22 0．13 Ａ
212 ５ Ｘ＝36，511 Ｙ＝－39，297 0．28 0．30 Ａ
213 ５ Ｘ＝36，510 Ｙ＝－39，299 0．32 0．26 Ａ
214 ５ Ｘ＝36，511 Ｙ＝－39，298 0．40 0．22 Ａ
215 ５ Ｘ＝36，513 Ｙ＝－39，305 0．40 0．20 Ｃ
216 ５ Ｘ＝36，511 Ｙ＝－39，304 0．32 0．24 Ｃ
217 ５ Ｘ＝36，510 Ｙ＝－39，303 0．62 0．54 Ｃ
218 ５ Ｘ＝36，507 Ｙ＝－39，301 0．34 0．34 Ｃ
219 ５ Ｘ＝36，508 Ｙ＝－39，303 0．28 0．40 Ｃ
220 ５ Ｘ＝36，508 Ｙ＝－39，304 0．52 0．37 Ｃ
221 ５ Ｘ＝36，511 Ｙ＝－39，316 0．36 0．18 Ａ
222 ５ Ｘ＝36，508 Ｙ＝－39，318 0．30 0．29 Ａ
223 ５ Ｘ＝36，508 Ｙ＝－39，315 0．68 0．17 Ａ
224 ５ Ｘ＝36，502 Ｙ＝－39，321 0．28 0．20 Ａ
225 ５ Ｘ＝36，504 Ｙ＝－39，306 0．33 0．38 Ｃ
226 ５ Ｘ＝36，502 Ｙ＝－39，297 0．32 0．44 Ｃ
227 ５ Ｘ＝36，500 Ｙ＝－39，295 0．45 0．61 Ａ
228 ５ Ｘ＝36，500 Ｙ＝－39，296 0．64 0．39 Ａ
229 ５ Ｘ＝36，497 Ｙ＝－39，310 0．96 0．67 Ｃ
230 ５ Ｘ＝36，496 Ｙ＝－39，310 0．28 0．25 Ｃ
231 ５ Ｘ＝36，498 Ｙ＝－39，311 0．58 0．30 Ｃ
232 ５ Ｘ＝36，499 Ｙ＝－39，311 0．27 0．28 Ｃ
233 ５ Ｘ＝36，499 Ｙ＝－39，312 0．76 0．60 Ｃ
234 ５ Ｘ＝36，499 Ｙ＝－39，313 0．55 0．29 Ｃ
235 ５ Ｘ＝36，499 Ｙ＝－39，313 0．25 0．25 Ａ
236 ５ Ｘ＝36，499 Ｙ＝－39，313 0．46 0．28 Ａ
237 ５ Ｘ＝36，499 Ｙ＝－39，314 0．74 0．42 Ｃ
238 ５ Ｘ＝36，497 Ｙ＝－39，313 0．35 0．44 Ａ
239 ５ Ｘ＝36，496 Ｙ＝－39，315 0．24 0．33 Ａ
240 ５ Ｘ＝36，497 Ｙ＝－39，318 0．50 0．20 Ａ
241 ５ Ｘ＝36，498 Ｙ＝－39，317 0．33 0．36 Ａ
242 ５ Ｘ＝36，499 Ｙ＝－39，318 0．55 0．31 Ｃ
243 ５ Ｘ＝36，499 Ｙ＝－39，319 0．20 0．26 Ａ
244 ５ Ｘ＝36，550 Ｙ＝－39，320 0．54 0．21 Ｃ
245 ５ Ｘ＝36，501 Ｙ＝－39，321 0．29 0．20 Ａ
246 ５ Ｘ＝36，500 Ｙ＝－39，321 0．25 0．17 Ａ
247 ５ Ｘ＝36，499 Ｙ＝－39，321 0．25 0．27 Ａ
248 ５ Ｘ＝36，500 Ｙ＝－39，322 0．22 0．25 Ａ
249 ５ Ｘ＝36，500 Ｙ＝－39，323 0．42 0．17 Ａ
250 ５ Ｘ＝36，500 Ｙ＝－39，323 0．20 0．12 Ａ
251 ５ Ｘ＝36，500 Ｙ＝－39，324 0．36 0．30 Ａ
252 ５ Ｘ＝36，500 Ｙ＝－39，324 0．35 0．21 Ａ
253 ５ Ｘ＝36，500 Ｙ＝－39，325 0．35 0．30 Ａ
254 ５ Ｘ＝36，501 Ｙ＝－39，326 0．52 0．38 Ａ
255 ５ Ｘ＝36，502 Ｙ＝－39，327 0．20 0．36 Ａ
256 ５ Ｘ＝36，495 Ｙ＝－39，301 0．45 0．50 Ａ
257 ５ Ｘ＝36，493 Ｙ＝－39，302 0．28 0．32 Ａ
258 ５ Ｘ＝36，492 Ｙ＝－39，304 0．34 0．31 Ｄ
259 ５ Ｘ＝36，491 Ｙ＝－39，304 0．44 0．29 Ａ
260 ５ Ｘ＝36，494 Ｙ＝－39，305 0．37 0．34 Ａ
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番号
調査
区

位置 規模（ｍ） 埋土
分類Ｘ座標 Ｙ座標 径 深さ

261 ５ Ｘ＝36，492 Ｙ＝－39，306 0．25 0．26 Ａ
262 ５ Ｘ＝36，494 Ｙ＝－39，309 0．31 0．33 Ａ
263 ５ Ｘ＝36，494 Ｙ＝－39，309 0．18 0．25 Ａ
264 ５ Ｘ＝36，494 Ｙ＝－39，310 0．30 0．20 Ａ
265 ５ Ｘ＝36，494 Ｙ＝－39，310 0．34 0．34 Ａ
266 ５ Ｘ＝36，495 Ｙ＝－39，313 0．28 0．40 Ａ
267 ５ Ｘ＝36，488 Ｙ＝－39，310 0．18 0．15 Ａ
268 ５ Ｘ＝36，488 Ｙ＝－39，310 0．42 0．35 Ａ
269 ５ Ｘ＝36，489 Ｙ＝－39，311 0．54 0．44 Ａ
270 ５ Ｘ＝36，489 Ｙ＝－39，315 0．19 0．27 Ａ
271 ５ Ｘ＝36，489 Ｙ＝－39，315 0．27 0．25 Ａ
272 ５ Ｘ＝36，487 Ｙ＝－39，316 0．27 0．30 Ａ
273 ５ Ｘ＝36，489 Ｙ＝－39，318 0．46 0．54 Ａ
274 ５ Ｘ＝36，491 Ｙ＝－39，320 0．18 0．35 Ａ
275 ５ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，317 0．26 0．27 Ａ
276 ５ Ｘ＝36，483 Ｙ＝－39，318 0．30 0．34 Ａ
277 ５ Ｘ＝36，484 Ｙ＝－39，317 0．24 0．31 Ａ
278 ５ Ｘ＝36，484 Ｙ＝－39，317 0．26 0．34 Ａ
279 ５ Ｘ＝36，485 Ｙ＝－39，317 0．32 0．31 Ａ
280 ５ Ｘ＝36，484 Ｙ＝－39，318 0．23 0．33 Ａ
281 ５ Ｘ＝36，485 Ｙ＝－39，318 0．24 0．24 Ａ
282 ５ Ｘ＝36，486 Ｙ＝－39，319 0．23 0．26 Ａ
283 ５ Ｘ＝36，486 Ｙ＝－39，319 0．23 0．16 Ａ
284 ５ Ｘ＝36，487 Ｙ＝－39，322 0．66 0．31 Ａ
285 ５ Ｘ＝36，485 Ｙ＝－39，322 0．18 0．44 Ａ
286 ５ Ｘ＝36，485 Ｙ＝－39，322 0．16 0．32 Ａ
287 ５ Ｘ＝36，485 Ｙ＝－39，323 0．18 0．32 Ａ
288 ５ Ｘ＝36，484 Ｙ＝－39，322 0．18 0．24 Ａ
289 ５ Ｘ＝36，484 Ｙ＝－39，323 0．18 0．41 Ａ
290 ５ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，325 0．16 0．32 Ａ
291 ５ Ｘ＝36，483 Ｙ＝－39，325 0．16 0．19 Ａ
292 ５ Ｘ＝36，485 Ｙ＝－39，325 0．66 0．45 Ａ
293 ５ Ｘ＝36，486 Ｙ＝－39，327 0．28 0．27 Ａ
294 ５ Ｘ＝36，532 Ｙ＝－39，330 0．24 0．24 Ａ
295 ５ Ｘ＝36，532 Ｙ＝－39，333 0．40 0．33 Ａ
296 ５ Ｘ＝36，532 Ｙ＝－39，339 0．57 0．32 Ａ
297 ５ Ｘ＝36，532 Ｙ＝－39，343 0．28 0．22 Ａ
298 ５ Ｘ＝36，529 Ｙ＝－39，332 0．28 0．34 Ａ
299 ５ Ｘ＝36，525 Ｙ＝－39，337 0．92 0．68 Ａ
300 ５ Ｘ＝36，528 Ｙ＝－39，343 0．46 0．27 Ｄ
301 ５ Ｘ＝36，528 Ｙ＝－39，344 0．70 0．36 Ｄ
302 ５ Ｘ＝36，531 Ｙ＝－39，349 0．35 0．47 Ａ
303 ５ Ｘ＝36，528 Ｙ＝－39，350 0．42 0．39 Ａ
304 ４ Ｘ＝36，502 Ｙ＝－39，348 0．42 0．40 Ｃ
305 ４ Ｘ＝36，500 Ｙ＝－39，343 0．35 0．25 Ｃ
306 ４ Ｘ＝36，500 Ｙ＝－39，342 0．36 0．25 Ｃ
307 ４ Ｘ＝36，496 Ｙ＝－39，341 0．42 0．29 Ｃ
308 ５ Ｘ＝36，489 Ｙ＝－39，330 0．28 0．34 Ａ
309 ５ Ｘ＝36，488 Ｙ＝－39，330 0．50 0．62 Ａ
310 ５ Ｘ＝36，483 Ｙ＝－39，332 0．28 0．28 Ａ
311 ５ Ｘ＝36，481 Ｙ＝－39，332 0．33 0．32 Ａ
312 ５ Ｘ＝36，479 Ｙ＝－39，339 0．40 0．51 Ｃ
313 ５ Ｘ＝36，479 Ｙ＝－39，337 0．42 0．32 Ｃ
314 ５ Ｘ＝36，476 Ｙ＝－39，334 0．27 0．29 Ａ
315 ５ Ｘ＝36，476 Ｙ＝－39，335 0．28 0．43 Ａ
316 ５ Ｘ＝36，473 Ｙ＝－39，341 0．52 0．34 Ａ
317 ３ Ｘ＝36，500 Ｙ＝－39，386 0．34 0．24 Ａ
318 ３ Ｘ＝36，497 Ｙ＝－39，388 0．58 0．61 Ａ
319 ３ Ｘ＝36，498 Ｙ＝－39，404 0．25 0．24 Ｅ
320 ３ Ｘ＝36，498 Ｙ＝－39，404 0．25 0．33 Ｅ
321 ３ Ｘ＝36，496 Ｙ＝－39，403 0．36 0．37 Ｅ
322 ３ Ｘ＝36，498 Ｙ＝－39，405 0．33 0．37 Ｅ
323 ３ Ｘ＝36，498 Ｙ＝－39，405 0．30 0．17 Ｅ
324 ３ Ｘ＝36，497 Ｙ＝－39，405 0．30 0．29 Ｅ
325 ３ Ｘ＝36，497 Ｙ＝－39，406 0．36 0．41 Ｅ

番号
調査
区

位置 規模（ｍ） 埋土
分類Ｘ座標 Ｙ座標 径 深さ

326 ３ Ｘ＝36，497 Ｙ＝－39，408 0．50 0．35 Ｅ
327 ３ Ｘ＝36，496 Ｙ＝－39，408 0．85 0．19 Ｅ
328 ３ Ｘ＝36，491 Ｙ＝－39，399 0．65 0．42 Ｅ
329 ３ Ｘ＝36，493 Ｙ＝－39，401 0．21 0．28 Ｅ
330 ３ Ｘ＝36，492 Ｙ＝－39，401 0．26 0．42 Ｅ
331 ３ Ｘ＝36，494 Ｙ＝－39，403 0．27 0．38 Ｅ
332 ３ Ｘ＝36，493 Ｙ＝－39，404 0．25 － Ｅ
333 ３ Ｘ＝36，493 Ｙ＝－39，404 0．25 0．41 Ｅ
334 ３ Ｘ＝36，494 Ｙ＝－39，405 0．37 0．22 Ｅ
335 ３ Ｘ＝36，494 Ｙ＝－39，405 0．23 0．17 Ｅ
336 ３ Ｘ＝36，495 Ｙ＝－39，405 0．50 0．42 Ｅ
337 ３ Ｘ＝36，493 Ｙ＝－39，410 0．43 0．36 Ｅ
338 ３ Ｘ＝36，494 Ｙ＝－39，411 0．30 0．36 Ｅ
339 ３ Ｘ＝36，494 Ｙ＝－39，412 0．62 0．50 Ｅ
340 ３ Ｘ＝36，495 Ｙ＝－39，414 0．74 0．34 Ｅ
341 ３ Ｘ＝36，491 Ｙ＝－39，418 0．65 0．43 Ｃ
342 ３ Ｘ＝36，490 Ｙ＝－39，417 0．57 0．28 Ｄ
343 ３ Ｘ＝36，490 Ｙ＝－39，419 0．65 0．21 Ｄ
344 ３ Ｘ＝36，488 Ｙ＝－39，420 0．34 0．33 Ｄ
345 ３ Ｘ＝36，487 Ｙ＝－39，422 0．32 0．41 Ｄ
346 ３ Ｘ＝36，487 Ｙ＝－39，421 0．29 0．75 Ｄ
347 ３ Ｘ＝36，487 Ｙ＝－39，421 0．29 0．21 Ｄ
348 ３ Ｘ＝36，484 Ｙ＝－39，412 0．29 0．21 Ｅ
349 ３ Ｘ＝36，483 Ｙ＝－39，413 0．24 0．32 Ｅ
350 ３ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，410 0．56 0．38 Ｅ
351 ３ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，408 0．25 － Ｅ
352 ３ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，409 0．27 － Ｅ
353 ３ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，409 0．35 0．23 Ｅ
354 ３ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，410 0．40 0．18 Ｅ
355 ３ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，409 0．25 0．24 Ｅ
536 ３ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，408 0．22 0．19 Ｅ
357 ３ Ｘ＝36，484 Ｙ＝－39，406 0．25 0．28 Ｅ
358 ３ Ｘ＝36，484 Ｙ＝－39，406 0．63 0．35 Ｅ
359 ３ Ｘ＝36，486 Ｙ＝－39，406 0．32 0．60 Ｅ
360 ３ Ｘ＝36，487 Ｙ＝－39，405 0．25 0．34 Ｅ
361 ３ Ｘ＝36，488 Ｙ＝－39，402 0．88 0．39 Ｅ
362 ３ Ｘ＝36，487 Ｙ＝－39，403 0．53 0．24 Ｅ
363 ３ Ｘ＝36，487 Ｙ＝－39，403 0．56 0．46 Ｅ
364 ３ Ｘ＝36，486 Ｙ＝－39，402 0．32 0．37 Ｅ
365 ３ Ｘ＝36，485 Ｙ＝－39，403 0．39 0．25 Ｅ
366 ３ Ｘ＝36，484 Ｙ＝－39，403 0．56 0．31 Ｅ
367 ３ Ｘ＝36，481 Ｙ＝－39，403 0．46 0．53 Ｅ
368 ３ Ｘ＝36，480 Ｙ＝－39，404 0．35 0．33 Ｅ
369 ３ Ｘ＝36，479 Ｙ＝－39，405 0．38 0．29 Ｅ
370 ３ Ｘ＝36，487 Ｙ＝－39，396 0．72 0．18 Ａ
371 ３ Ｘ＝36，481 Ｙ＝－39，393 0．75 0．42 Ｃ
372 ３ Ｘ＝36，480 Ｙ＝－39，393 0．62 0．62 Ｃ
373 ２ Ｘ＝36，476 Ｙ＝－39，417 0．35 0．24 
374 ２ Ｘ＝36，476 Ｙ＝－39，416 0．33 0．30 
375 ２ Ｘ＝36，475 Ｙ＝－39，417 0．22 0．23 
376 ２ Ｘ＝36，475 Ｙ＝－39，417 0．32 0．27 
377 ２ Ｘ＝36，475 Ｙ＝－39，418 0．34 0．31 
378 ２ Ｘ＝36，471 Ｙ＝－39，413 0．37 0．48 
379 ２ Ｘ＝36，470 Ｙ＝－39，409 0．28 0．12 
380 ２ Ｘ＝36，469 Ｙ＝－39，409 0．38 0．12 
381 ２ Ｘ＝36，466 Ｙ＝－39，415 0．32 0．37 
382 ２ Ｘ＝36，464 Ｙ＝－39，412 0．26 0．18 
383 ２ Ｘ＝36，462 Ｙ＝－39，412 0．34 0．33 
384 ２ Ｘ＝36，460 Ｙ＝－39，416 0．27 0．19 
385 ２ Ｘ＝36，459 Ｙ＝－39，414 0．29 0．28 
386 ２ Ｘ＝36，460 Ｙ＝－39，412 0．24 0．28 
387 ２ Ｘ＝36，457 Ｙ＝－39，413 0．52 0．17 
388 ２ Ｘ＝36，457 Ｙ＝－39，413 0．34 0．45 
389 ２ Ｘ＝36，456 Ｙ＝－39，412 0．30 0．31 
390 ２ Ｘ＝36，455 Ｙ＝－39，414 0．48 0．53 
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番号
調査
区

位置 規模（ｍ） 埋土
分類Ｘ座標 Ｙ座標 径 深さ

391 ２ Ｘ＝36，453 Ｙ＝－39，517 0．44 0．95 
392 ２ Ｘ＝36，452 Ｙ＝－39，515 0．28 0．23 
393 ２ Ｘ＝36，452 Ｙ＝－39，513 0．40 0．51 
394 ２ Ｘ＝36，452 Ｙ＝－39，410 0．49 0．50 
395 ２ Ｘ＝36，454 Ｙ＝－39，408 0．29 0．42 
396 ２ Ｘ＝36，454 Ｙ＝－39，409 0．40 0．19 
397 ２ Ｘ＝36，455 Ｙ＝－39，408 0．27 0．13 
398 ２ Ｘ＝36，452 Ｙ＝－39，403 0．35 0．33 
399 ２ Ｘ＝36，453 Ｙ＝－39，400 0．23 0．17 
400 ２ Ｘ＝36，452 Ｙ＝－39，399 0．40 0．30 
401 ２ Ｘ＝36，447 Ｙ＝－39，398 0．28 0．23 
402 ２ Ｘ＝36，447 Ｙ＝－39，398 0．23 0．05 
403 ２ Ｘ＝36，447 Ｙ＝－39，401 0．28 0．16 
404 ２ Ｘ＝36，445 Ｙ＝－39，403 0．42 0．25 
405 ２ Ｘ＝36，448 Ｙ＝－39，406 0．31 0．23 
406 ２ Ｘ＝36，448 Ｙ＝－39，408 0．50 0．32 
407 ２ Ｘ＝36，446 Ｙ＝－39，408 0．45 0．46 
408 ２ Ｘ＝36，444 Ｙ＝－39，407 0．50 0．19 
409 ２ Ｘ＝36，447 Ｙ＝－39，410 0．43 0．36 
410 ２ Ｘ＝36，445 Ｙ＝－39，417 0．25 0．23 
411 ２ Ｘ＝36，446 Ｙ＝－39，420 0．27 0．38 
412 ２ Ｘ＝36，441 Ｙ＝－39，418 0．32 0．41 
413 ２ Ｘ＝36，441 Ｙ＝－39，418 0．22 0．81 
414 ２ Ｘ＝36，441 Ｙ＝－39，411 0．48 0．61 
415 ２ Ｘ＝36，441 Ｙ＝－39，410 0．66 0．54 
416 ２ Ｘ＝36，439 Ｙ＝－39，416 0．26 0．54 
417 ２ Ｘ＝36，440 Ｙ＝－39，410 0．30 0．47 
418 ２ Ｘ＝36，439 Ｙ＝－39，405 0．38 0．51 
419 ２ Ｘ＝36，438 Ｙ＝－39，419 0．42 0．15 
420 ２ Ｘ＝36，477 Ｙ＝－39，422 0．51 0．38 
421 ２ Ｘ＝36，477 Ｙ＝－39，423 0．32 0．31 
422 ２ Ｘ＝36，477 Ｙ＝－39，424 0．24 0．18 
423 ２ Ｘ＝36，475 Ｙ＝－39，427 0．62 0．21 
424 ２ Ｘ＝36，476 Ｙ＝－39，429 0．47 0．26 
425 ２ Ｘ＝36，476 Ｙ＝－39，429 0．33 0．16 
426 ２ Ｘ＝36，478 Ｙ＝－39，428 0．37 0．26 
427 ２ Ｘ＝36，478 Ｙ＝－39，429 0．25 0．22 
428 ２ Ｘ＝36，480 Ｙ＝－39，428 0．56 0．24 
429 ２ Ｘ＝36，481 Ｙ＝－39，428 0．35 0．14 
430 ２ Ｘ＝36，481 Ｙ＝－39，430 0．70 0．50 
431 ２ Ｘ＝36，481 Ｙ＝－39，430 0．37 0．31 
432 ２ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，430 0．43 0．23 
433 ２ Ｘ＝36，482 Ｙ＝－39，431 0．40 0．32 
434 ２ Ｘ＝36，480 Ｙ＝－39，431 0．37 0．33 
435 ２ Ｘ＝36，479 Ｙ＝－39，431 0．37 0．18 
436 ２ Ｘ＝36，479 Ｙ＝－39，431 0．38 0．18 
437 ２ Ｘ＝36，478 Ｙ＝－39，431 0．47 0．12 
438 ２ Ｘ＝36，478 Ｙ＝－39，431 0．36 0．12 
439 ２ Ｘ＝36，477 Ｙ＝－39，432 0．35 0．18 
440 ２ Ｘ＝36，477 Ｙ＝－39，434 0．38 0．12 
441 ２ Ｘ＝36，474 Ｙ＝－39，436 0．34 0．67 
442 ２ Ｘ＝36，471 Ｙ＝－39，435 0．22 0．16 
443 ２ Ｘ＝36，470 Ｙ＝－39，435 0．25 0．18 
444 ２ Ｘ＝36，470 Ｙ＝－39，434 0．78 0．63 
445 ２ Ｘ＝36，469 Ｙ＝－39，434 0．44 0．10 
446 ２ Ｘ＝36，468 Ｙ＝－39，433 0．27 0．29 
447 ２ Ｘ＝36，468 Ｙ＝－39，435 0．29 0．31 
448 ２ Ｘ＝36，468 Ｙ＝－39，435 0．28 0．19 
449 ２ Ｘ＝36，466 Ｙ＝－39，437 0．35 0．43 
450 ２ Ｘ＝36，467 Ｙ＝－39，437 0．35 0．62 
451 ２ Ｘ＝36，468 Ｙ＝－39，437 0．34 0．49 
452 ２ Ｘ＝36，469 Ｙ＝－39，437 0．37 0．51 
453 ２ Ｘ＝36，468 Ｙ＝－39，438 0．24 0．24 
454 ２ Ｘ＝36，468 Ｙ＝－39，438 0．25 0．23 
455 ２ Ｘ＝36，468 Ｙ＝－39，438 0．35 0．22 

番号
調査
区

位置 規模（ｍ） 埋土
分類Ｘ座標 Ｙ座標 径 深さ

456 ２ Ｘ＝36，469 Ｙ＝－39，439 0．32 0．20 
457 ２ Ｘ＝36，469 Ｙ＝－39，439 0．37 0．22 
458 ２ Ｘ＝36，469 Ｙ＝－39，440 0．33 0．22 
459 ２ Ｘ＝36，469 Ｙ＝－39，440 0．38 0．43 
460 ２ Ｘ＝36，467 Ｙ＝－39，441 0．30 0．23 
461 ２ Ｘ＝36，467 Ｙ＝－39，441 0．47 0．45 
462 ２ Ｘ＝36，466 Ｙ＝－39，440 0．63 0．40 
463 ２ Ｘ＝36，465 Ｙ＝－39，442 0．29 0．19 
464 ２ Ｘ＝36，466 Ｙ＝－39，442 0．38 0．27 
465 ２ Ｘ＝36，471 Ｙ＝－39，443 0．33 0．28 
466 ２ Ｘ＝36，467 Ｙ＝－39，445 0．29 0．54 
467 ２ Ｘ＝36，468 Ｙ＝－39，445 0．45 0．21 
468 ２ Ｘ＝36，467 Ｙ＝－39，447 0．57 0．43 
469 ２ Ｘ＝36，469 Ｙ＝－39，449 0．33 0．23 
470 ２ Ｘ＝36，470 Ｙ＝－39，449 0．44 0．42 
471 ２ Ｘ＝36，470 Ｙ＝－39，454 0．30 0．13 
472 ２ Ｘ＝36，468 Ｙ＝－39，462 0．32 0．09 
473 ２ Ｘ＝36，460 Ｙ＝－39，457 0．38 0．34 
474 ２ Ｘ＝36，461 Ｙ＝－39，454 0．35 0．64 
475 ２ Ｘ＝36，462 Ｙ＝－39，451 0．48 0．48 
476 ２ Ｘ＝36，460 Ｙ＝－39，447 0．30 0．19 
477 ２ Ｘ＝36，463 Ｙ＝－39，445 0．55 0．30 
478 ２ Ｘ＝36，464 Ｙ＝－39，443 0．42 0．17 
479 ２ Ｘ＝36，462 Ｙ＝－39，442 0．25 0．20 
480 ２ Ｘ＝36，461 Ｙ＝－39，433 0．42 0．44 
481 ２ Ｘ＝36，463 Ｙ＝－39，434 0．39 0．32 
482 ２ Ｘ＝36，464 Ｙ＝－39，433 0．44 0．40 
483 ２ Ｘ＝36，466 Ｙ＝－39，427 0．41 0．16 
484 ２ Ｘ＝36，465 Ｙ＝－39，424 0．37 0．39 
485 ２ Ｘ＝36，461 Ｙ＝－39，427 0．42 0．30 
486 ２ Ｘ＝36，460 Ｙ＝－39，426 0．36 0．45 
487 ２ Ｘ＝36，460 Ｙ＝－39，423 0．37 0．38 
488 ２ Ｘ＝36，456 Ｙ＝－39，426 0．22 0．17 
489 ２ Ｘ＝36，456 Ｙ＝－39，427 0．39 0．33 
490 ２ Ｘ＝36，455 Ｙ＝－39，428 0．50 0．25 
491 ２ Ｘ＝36，454 Ｙ＝－39，426 0．42 0．17 
492 ２ Ｘ＝36，453 Ｙ＝－39，425 0．25 0．18 
493 ２ Ｘ＝36，452 Ｙ＝－39，426 0．48 0．59 
494 ２ Ｘ＝36，452 Ｙ＝－39，427 0．32 0．14 
495 ２ Ｘ＝36，453 Ｙ＝－39，428 0．34 0．18 
496 ２ Ｘ＝36，453 Ｙ＝－39，428 0．32 0．28 
497 ２ Ｘ＝36，451 Ｙ＝－39，434 0．36 0．22 
498 ２ Ｘ＝36，450 Ｙ＝－39，437 0．42 0．35 
499 ２ Ｘ＝36，459 Ｙ＝－39，440 0．25 0．06 
500 ２ Ｘ＝36，457 Ｙ＝－39，441 0．26 0．28 
501 ２ Ｘ＝36，455 Ｙ＝－39，441 0．36 0．35 
502 ２ Ｘ＝36，454 Ｙ＝－39，444 0．31 0．59 
503 ２ Ｘ＝36，454 Ｙ＝－39，444 0．70 0．38 
504 ２ Ｘ＝36，451 Ｙ＝－39，446 0．52 0．46 
505 ２ Ｘ＝36，455 Ｙ＝－39，447 0．47 0．52 
506 ２ Ｘ＝36，457 Ｙ＝－39，446 0．62 0．46 
507 ２ Ｘ＝36，455 Ｙ＝－39，449 0．32 0．32 
508 ２ Ｘ＝36，454 Ｙ＝－39，449 0．43 0．58 
509 ２ Ｘ＝36，453 Ｙ＝－39，449 0．65 0．49 
510 ２ Ｘ＝36，450 Ｙ＝－39，454 0．30 0．39 
511 ２ Ｘ＝36，450 Ｙ＝－39，450 0．26 0．17 
512 ２ Ｘ＝36，450 Ｙ＝－39，424 0．35 0．15 
513 ２ Ｘ＝36，448 Ｙ＝－39，436 0．28 0．17 
514 ２ Ｘ＝36，448 Ｙ＝－39，436 0．28 0．19 
515 ２ Ｘ＝36，448 Ｙ＝－39，437 0．54 0．16 
516 ２ Ｘ＝36，446 Ｙ＝－39，439 0．33 0．23 
517 ２ Ｘ＝36，447 Ｙ＝－39，440 0．62 0．33 
518 ２ Ｘ＝36，450 Ｙ＝－39，455 0．44 0．23 
519 ２ Ｘ＝36，441 Ｙ＝－39，421 0．33 0．51 
520 ２ Ｘ＝36，440 Ｙ＝－39，424 0．40 0．50 
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番号
調査
区

位置 規模（ｍ） 埋土
分類Ｘ座標 Ｙ座標 径 深さ

521 ２ Ｘ＝36，440 Ｙ＝－39，426 0．32 0．47 
522 ２ Ｘ＝36，440 Ｙ＝－39，426 0．20 0．19 
523 ２ Ｘ＝36，438 Ｙ＝－39，449 0．67 0．30 
524 ２ Ｘ＝36，438 Ｙ＝－39，449 0．23 －
525 ２ Ｘ＝36，432 Ｙ＝－39，430 0．35 0．33 
526 ２ Ｘ＝36，429 Ｙ＝－39，432 0．55 0．21 
527 ２ Ｘ＝36，427 Ｙ＝－39，433 0．45 0．45 
528 ２ Ｘ＝36，427 Ｙ＝－39，420 0．30 0．13 
529 ２ Ｘ＝36，426 Ｙ＝－39，424 0．34 0．20 
530 ２ Ｘ＝36，424 Ｙ＝－39，438 0．54 0．35 

遺
構
番
号

調
査
区

位置 規模（ｍ、本）

桁行方向 所属時期 / 備考
Ｘ座標 Ｙ座標 桁行長 桁行間 梁行長 梁行間 柱穴数 柱穴径 柱穴深さ

１ ２ Ｘ＝ 36，451 ～ Ｙ＝－ 39，409 ～ ３間
4．40 2．20 ２間

3．30 1．65 ９ 0．28 ～ 0．45 0．17 ～ 0．46 Ｎ－69°－Ｗ 古代か
総柱建物（束柱を有する）36，456 39，415

２ ２ Ｘ＝ 36，445 ～ Ｙ＝－ 39，410 ～ ３間
5．10

2．35 ２間
3．00

1．45 
７ 0．28 ～ 0．50 0．12 ～ 0．32 Ｎ－82°－Ｗ 古代か

総柱建物（束柱を有する）36，450 39，416 2．75 1．55 

番
号

調
査
区

位置
上面形状 断面形状

規模（ｍ）
重複遺構 所属時期／備考

Ｘ座標 Ｙ座標 上面径 縦坑径 深さ

１ ６ Ｘ＝36，538 Ｙ＝－39，274 円形 漏斗状 3．80 2．10 近世
２ ５ Ｘ＝36，492 Ｙ＝－39，316 円形 漏斗状 2．10 0．86 （1．60） 近世
３ ５ Ｘ＝36，517 Ｙ＝－39，357 円形 漏斗状 2．00 0．90 （1．20） 近世／旧60号土坑
４ ５ Ｘ＝36，505 Ｙ＝－39，336 円形 漏斗状 ― 1．15 （2．00） ２号溝（４井→２溝） 中・近世／旧137号土坑
５ ５ Ｘ＝36，520 Ｙ＝－39，329 ― ― ― 1．24 1．74 ２号溝（５井→２溝） 中・近世／旧136号土坑
６ ６ Ｘ＝36，518 Ｙ＝－39，287 ― ― ― 1．14 1．46 ３号溝（６井→３溝） 中・近世／旧135号土坑
７ ２ Ｘ＝36，447 Ｙ＝－39，400 円形 縦形 1．07 ― 1．57 近世／旧186号土坑
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番
号

調
査
区

位置 規模（ｍ）
走向方向 重複遺構／交差溝 所属時期／備考

Ｘ座標 Ｙ座標 長さ 上面幅 底面幅 深さ

１ 5･6 Ｘ＝ 36，509 ～ Ｙ＝－ 39，329 ～ 58．00 2．20
～ 1．10 0．50 0．25

～ 0．66
南北―東西

―南西 134号土坑
近世以降

36，544 39，293 南端は８号溝と接続

２ 5･6 Ｘ＝ 36，466 ～ Ｙ＝－ 39，345 ～ 88．50 3．00
～ 4．50

0．35
～ 0．45

1．20
～ 1．50 南北 ２号住居、4･5号井戸、８号溝 近世以降

36，550 39，320

３ ６ Ｘ＝ 36，499 ～ Ｙ＝－ 39，293 ～ 56．00 3．00
～ 4．00 1．30 0．80

～ 1．10 南北 10号土坑、６号井戸 近世以降
36，537 39，283

４ ６ Ｘ＝ 36，512 ～ Ｙ＝－ 39，275 ～ 12．40 0．60 0．40 0．27 南北 31号土坑　  近世以降
36，524 39，272

５ ６ Ｘ＝ 36，508 ～ Ｙ＝－ 39，282 ～ 9．30 0．40 0．30 0．09 南北 1･25･26号土坑 近世以降
36，517 39，279 ６号溝と同一の可能性あり

６ ６ Ｘ＝ 36，518 ～ Ｙ＝－ 39，278 ～ 9．20 0．70 0．30 0．30 南北 29･30号土坑 近世以降
36，527 39，274 ５号溝と同一の可能性あり

７ ５ Ｘ＝ 36，519 ～ Ｙ＝－ 39，326 ～ 14．00 0．35 0．07 南北―南西 時期不明
36，530 39，318

８ ５ Ｘ＝ 36，511 ～
36，368 Ｙ＝－ 39，510 ～

39，333 35．20 0．93 0．50 0．30 ほぼ東西 49 ～ 51号土坑、２号溝
近世以降
東端は１号溝、西端は９号
溝と接続

９ 3･4 Ｘ＝ 36，504 ～ Ｙ＝－ 39，339 ～ 36．40 0．90 0．50 0．34 東西 52･53号土坑、8･12号溝 時期不明
36，512 39，375

10 ４ Ｘ＝ 36，461 ～
36，510 Ｙ＝－ 39，370 ～

39，369 49．80 1．80 0．50
～ 0．70

0．25
～ 0．40

南北
（弧状） 9･13号溝

近世以降
北端は８号溝、11号溝に接
続

11 ３ Ｘ＝ 36，506 ～ Ｙ＝－ 39，370 ～ 10．80 1．00 0．70 0．13 東西 12号溝 近世以降
36，509 39，381 東端は10号溝と接続

12 2･3 Ｘ＝ 36，439 Ｙ＝－ 39，393 ～ 75．20 2．40 0．50
～ 0．70 1．30 南北 9･11･13･15･24号溝 近世以降

36，511 39，376 南端付近で20号溝と接続

13 3･4 Ｘ＝ 36，462 ～ Ｙ＝－ 39，352 ～ 52．50 1．50 0．50 0．40 北西から
南東 10･12号溝 近世以降

36，505 39，385

14 2･3 Ｘ＝ 36，436 ～ Ｙ＝－ 39，450 ～ 74．80 0．70 0．30 0．42 北東から
南西

3･13･14･17 号住居、107･128･
129号土坑、20･22･24 ～ 26号溝

近世以降
36，497 39，403

15 ３ Ｘ＝ 36，469 ～ Ｙ＝－ 39，381 ～ 25．00 1．00 0．50 0．23 南南東 12号溝 近代
36，493 39，392

16 ３ Ｘ＝ 36，501 ～ Ｙ＝－ 39，383 ～ 5．50 0．80 0．20 北西から
南東 65･66号土坑、13号溝 近世以降

36，504 39，386

17 ６ Ｘ＝ 36，543 ～ Ｙ＝－ 39，232 ～ 5．00 (1．30) 0．74 東西 ４号住居・18号溝 近世以降
36，544 39，237

18 ６ Ｘ＝ 36，540 ～ Ｙ＝－ 39，236 ～ 4．20 0．60 0．08 南北 17号溝 時期不明
36，544 39，237

19
２
～
４

Ｘ＝ 36，425 ～
36，507 Ｙ＝－ 39，423 ～

39，367 110．70 0．40 0．17 南東―南西 174･179号土坑、10･12･13･20･
23･24号溝

時期不明

20 ２ Ｘ＝ 36，439 ～ Ｙ＝－ 39，395 ～ 58．50 2．70 0．80 1．10 東西 8･10 号住居 、14･19･22･23･24
号溝　  

近世以降
36，441 39，453 東端は12号溝と接続

21 ２ Ｘ＝ 36，417 ～ Ｙ＝－ 39，437 ～ 7．00 21－Ａ　1．60 21－Ａ　0．60 21－Ａ　0．70 北西から
南東 21－Ａ・Ｂの２本の溝が重複 近世以降？

36，420 39，442 21－Ｂ　2．00 21－Ｂ　1．00 21－Ｂ　0．80

22 ２ Ｘ＝ 36，421 ～ Ｙ＝－ 39，431 ～ 57．50 3．20 0．90 0．95 北西から
南東 19･21 号住居、14･20･24号溝　  近世以降？

36，469 39，461

23 ２ Ｘ＝ 36，438 ～ Ｙ＝－ 39，399 ～ 27．70 1．50 0．50 0．58 南北 19･20･24号溝　  近世以降
36，464 39，391

24 ２ Ｘ＝ 36，443 ～ Ｙ＝－ 39，453 ～ 78．30 0．40
～ 0．70

0．30
～ 0．50 0．30 北東から

南西―東西
10 号住居 、12･14･19･22･23号
溝　  

時期不明
36，456 39，378

25 ２ Ｘ＝ 36，475 ～ Ｙ＝－ 39，450 ～ 39．80 0．70
～ 0．90 0．30 0．46 東西 25･28･29 号住居、183号土坑、

14号溝　  
近世以降？

36，474 39，410

26 ２ Ｘ＝ 36，474 ～ Ｙ＝－ 39，453 ～ 46．75 0．70
～ 1．50

0．45
～ 1．00 0．25 東西 20･29 号住居、14号溝　  時期不明

36，472 39，406



第４章　自然科学分析

向矢部遺跡出土銅製容器の自然科学分析

　自然科学分析の対象としたのは、23号住居出土の銅製容器である。この銅製容器は、住居のカマド右袖脇の床面から

底部を下にやや傾いた状態で出土した遺物である。銅製容器の内面全体をほぼ一周するように赤黒い部分がリング状に

存在し、さらにその上位にもやや薄目の色調となる暗褐色部分が一部に存在していることから、容器内面に付着した何

らかの内容物の付着物である可能性が考えられた。この状況は、出土時の傾いた状態により、赤黒いリング状の部分が

水平になるような状態にあったものと想定された。一方、この23号住居は、床面付近の埋土中に多くの炭化材が確認さ

れていることや、床面の一部が被熱により焼土化していること等から焼失住居の可能性が高く、銅製容器の外面にも炭

化物のような黒色の物質が斑状に付着している。なお、住居の時期は、出土土器から８世紀第３四半期と考えられるこ

とから、銅製容器も同時期の遺物と想定されていた。

　以上の考古学的観察・視点をより明確にするため、銅製容器の材質の成分分析、内面付着物に対する内面黒色部の由

来推定分析、内面黒色部と外面付着物に対する放射性炭素年代測定を株式会社加速器分析研究所に委託した。

結果は、以下の通りである。

　この銅製容器について、銅の材質を確認するための成分分析、内面黒色部の由来を推定する分析、そして内面黒色部

と外面の付着物による放射性炭素年代測定を実施した。銅の材質分析は蛍光Ｘ線分析によって行われた。内面黒色部の

由来推定は、顕微鏡観察、エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置を備えた可搬形走査電子顕微鏡による元素分析（ＳＥＭ－ＥＤＳ

分析）、赤外分光分析、炭素・窒素安定同位体比及び総炭素量・総窒素量分析の結果を総合して検討した。年代測定は

加速器質量分析（ＡＭＳ）法を用いた。

１　分析の概要と試料採取・試料名称

（２）試料採取と試料の名称

　内面の２種類の黒色部と外面より、炭素・窒素安定同位体比及び総炭素量・総窒素量分析と年代測定用の試料採取が

行われた。内面黒色部のうち、赤黒いリング状の部分から採取された試料を試料１、その上位にある暗褐色の部分から

採取された試料を試料２、外面から採取された試料を試料３とした。内面の試料は付着が極めて薄く、採取が困難であっ

た。外面の試料は比較的厚く付着した部分を選んで採取することができた。その後、顕微鏡観察と写真撮影を行った上で、

内面黒色部のＳＥＭ－ＥＤＳ分析、赤外分光分析に用いる試料が試料１、２の部位から採取された。これらの試料名は、分析

方法の違いに関わらず統一的に用い、採取を行った部位についても同様に記載している。

　以下、銅の成分分析、内面黒色部の由来推定、放射性炭素年代測定の順に記述する。顕微鏡観察は分析全体に関わる

が、主に内面黒色部の由来推定を目的に行われたため、その項で記載する。

（１）分析の概要

２　銅の成分分析

（１）試料　

　はじめに全体の状態を肉眼と顕微鏡で観察した。容器の表面は全体的に錆に覆われているため、今回の成分分析のた

めにわずかに破損している口縁部の一部を削り、地金を露出させていた。しかし、この部位を分析に用いるためには、

装置の特性上、脆弱な口縁部を下にすることになることなど、諸条件を考慮した結果、底部外面を選んで分析を実施す

ることとなった。
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（２）分析方法

３　内面黒色部の由来推定

（３）分析結果と所見

　蛍光Ｘ線分析によって銅の成分を分析する。この方法はサンプリングが困難な文化財の材質調査に広く用いられてい

る手法であり、エネルギー分散型装置は、試料を破壊せずに元素情報を引き出せるため多用される。表面分析法である

ため、遺物表面の状況に大きく左右されるが、遺物保存の観点から考えれば、外観上の変化を伴わない本分析法は遺物

の構成元素を知るためには極めて有効な手法となる。

　調査に用いた装置は、セイコーインスツルメンツ（株）製エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（ＳＥＡ2120Ｌ）である。本装

置は下面照射型の装置であり、Ｘ線管球はＲｈ，コリメーターサイズは10ｍｍφである。本調査における測定条件は結果と

ともに図１に記す。

　得られた特性Ｘ線スペクトルは元素定性を実施した後、ＦＰ法（ファンダメンタルパラメーター法）を用いたスタンダー

ドレス分析により定量演算を行い、相対含有率（ｗｔ％）を求めた。但し、算出された結果は半定量的なものであるため、

結果の評価には注意する必要がある。

　結果を図１に示す。検出された元素はＣｕ（銅）、Ａｓ（ヒ素）、Ａｇ（銀）、Ｂｉ（ビスマス）であり、Ｓｎ（錫）やＰｂ（鉛）は認

められない。ＦＰ法による定量結果によれば、銅が97％とほとんどを占める。本結果は、緑青などの腐食生成物の上から

測定を行った結果であるが、表面クリーニングを行って口縁部に銅色の地金が露出している点も含めれば、銅製容器は

青銅製ではなく銅製と見て良い。

　砒素、銀といった元素も少量含まれるが、これらは青銅から検出されることが多い元素である。主に粗銅に含まれ、

精錬によって減少することが報告されており（佐々木，1998）、原料鉱石からの精錬過程で除去しきれていない不純元素

と捉えられる。

　今回の分析結果を考えると、容器の材質は、純度の比較的高い銅であったと考えられる。銅は延性が高く、叩き出し

によって、薄い金属製品を作れることから、出土した容器の形状からみても妥当と言える。

（１）試料

　上述の通り、内面は全体的に錆に覆われている。その中で全体をほぼ一周する帯状の赤黒い部分とそこから採取した

試料を試料１、その上位にあるやや薄い暗褐色の部分とそこから採取した試料を試料２とする。

（２）分析方法

①顕微鏡観察

　観察は、放射性炭素年代測定等の試料が採取された後に行った。まず、全体を概観し、写真撮影を行った。その状態

を見て精査する場所を決めた。精査するにあたって、写真撮影を行う際に、遺物を不自然な状態で置き固定する必要が

あるため、脆弱な箇所を曲げないよう、撮影箇所の選択には注意した。撮影は、マクロレンズを装着し、リングフラッ

シュを用いて撮影した。マイクロスコープによる精査では、色の濃い部分（試料１）と、色の薄い部分（試料２）およびそ

の境界部分を、年代測定試料採取などで傷が付いていない場所を中心に観察、撮影した。撮影は、キーエンス製のＶＨＸ－

1000を用いた。

②ＳＥＭ－ＥＤＳ分析

　微量採取した内面付着物を水平試料載台にカーボン両面テープで固定し、エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（ＪＥＤ－

2300）を備えた日本電子製可搬形走査電子顕微鏡（ＪＣＭ－5700）により、元素分析を実施した。なお、分析は加速電圧20ｋＶｍ

低真空モード（30Ｐａ）で行い、図中に示した領域における元素情報を得た。測定条件の詳細は分析結果とともに図２に記

した。
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③赤外分光分析

　微量採取した内面付着物をダイヤモンドエクスプレスにより加圧成型した後、顕微ＦＴ－ＩＲ装置（サーモエレクトロン

（株）製Ｎｉｃｏｌｅｔ　Ａｖａｔａｒ　370，Ｎｉｃｏｌｅｔ　Ｃｅｎｔａｕｌｕｓ）を利用し、測定を実施した。なお、赤外線吸収スペクトルの測定は、
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（３）分析結果と所見

①顕微鏡観察

　図版１に遺物全体の写真を、図版２～４に顕微鏡による拡大像を示す。以下に試料１、試料２の各部分における観察

結果を述べる。

　試料１は容器全体にリング状に付着する。幅が厚い箇所、薄い箇所、色調が濃い箇所、不明瞭な箇所などさまざまで

あるが、色調が濃く明瞭な場所での最大幅は２ｃｍ程度である。典型的な場所では、赤黒色であるが（写真８など）、境界

付近を拡大しても段差はほとんどないことから、極めて薄い層が付着しているか、もしくは銅の表面部分が変質した可

能性を示している。表面は0．05ｍｍ程度の不規則で細かな突起が覆っている（写真11、12）。写真では、先端部が白く丸く

見えるが、これは機器のリング照明が反射してハレーションを起こしているためで、実際は同色である。このように個々

の粒子は赤黒色の物質でコーティングされたような部分が多いが、一部鉱物の微粒子が見える。このことから、表面の

突起は、表面に付着した土壌粒子であると考えられ、経年変化により、基質の中に取り込まれたような状態になってい

ると思われる。また、写真１～７でわかるように、試料１は赤黒色であるのに対し、底の部分は青緑色をしているため、

境界は明瞭である。写真９に境界部の拡大写真を載せたが、これでも境界部分は明瞭に分かれている。下部が白みがかっ

て見えるのは、露光条件を試料１の方に合わせたためで、本来の色は写真１～７で見られる青緑色である。ただし、底

の部分にも土壌、鉱物等の不純物が多く付着し、その多くは試料１と同様基質と癒着している。

　試料２は、容器の縁の一部に見られる暗褐色の部分で、試料１と比べると色調が薄い。試料１がやや赤みがかってい

るのに対し。試料２はやや青い。写真１～３にみられるように、全体として見ると両者の境界は明瞭だが、写真13、14

のように拡大して見ると両者の質感は似ており、基質の色調も漸移的で明瞭ではない。

　試料２も試料１と同様シルト粒子の付着が見られ、基質と癒着した状態が認められる。試料２と試料１の違いは、基

質の色調の違い以外に、斑点状に１ｍｍ以下の白みがかった部分が点在することがあげられる。このような構造は、試料

１でも見られるが、試料２の方が斑点が多い。写真ではかなり白みがかって見えるが、これは周辺の暗い部分を見やす

くするため光量を上げているからであり、実際には青緑色に近い。これらの斑点は、銅の炭酸塩化合物（緑青）に由来す

ると思われる。

　このように、試料１、試料２は、何らかの物質が付着して周辺から浮き上がっているような状態ではなく、銅表面が

作成した試料を鏡下で観察しながら測定位置を絞り込み、アパーチャでマスキングした後、透過法で測定した。得られ

たスペクトルはベースライン補正などのデータ処理を施した後、吸光度（ＡＢＳ）で表示し、測定条件及び各種補正処理の

詳細については、ＦＴ－ＩＲスペクトルと共に図３、４に示した。

④炭素・窒素安定同位体比及び総炭素量・総窒素量分析

　試料１、２が採取され、以下の手順で化学処理、測定を行った。

　メス・ピンセットを使い、目視で土等の付着物を取り除く。次に、酸－アルカリ－酸（ＡＡＡ：Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）処理によ

り不純物を化学的に取り除く。その後、超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。ＡＡＡ処理における酸処理では、

通常１ｍｏｌ/ℓ（1Ｍ）の塩酸（ＨＣｌ）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（ＮａＯＨ）水溶液を用い、0．001Ｍから1Ｍまで

徐々に濃度を上げながら処理を行う。今回は試料量が微量であること等から、0．001Ｍまでとした。この試料をスズコン

テナに封入し、超高純度酸素とともにＥＡ（ガス化前処理装置：Ｔｈｅｒｍｏ　Ｆｉｓｈｅｒ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ社製　Ｆｌａｓｈ　ＥＡ1112）内の燃焼

炉に落とし、スズの酸化熱を利用して1000℃の高温で試料を燃焼・ガス化させ、酸化触媒で完全酸化させる。680℃の

還元カラムで窒素酸化物を還元し、水を過塩素酸マグネシウムでトラップ後、45℃の分離カラムでＮ2とＣＯ2を分離する。

この時、ＴＣＤで各々検出し、総炭素量、総窒素量を求める（表１）。分離したＮ2とＣＯ2はそのままＨｅキャリアガスとともに

インターフェースを通して質量分析計に導入する。

　安定同位体分析は、質量分析計（Ｔｈｅｒｍｏ　Ｆｉｓｈｅｒ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ社製 ＤＥＬＴＡ　Ｖ）を使用し、炭素の安定同位体比（δ13Ｃ）と

窒素の安定同位体比（δ15Ｎ）を測定する。δ13Ｃの測定ではＩＡＥＡのＳｕｃｒｏｓｅ　ＡＮＵを、δ15Ｎの測定ではＮ1を標準試料とする。
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変質し、付着したシルト粒などの不純物が癒着した状態のように見える。また、両者ともに１ｍｍ前後の緑青のような斑

点が見られることなどから、試料１、試料２は付着物ではなく、銅の表面に土壌などの不純物などが混じって変質した

ものとも考えられる。試料１と試料２の色調の違いは、容器の表面に付着した土壌の成分、主に炭素などの有機物の違

いに起因するか、もしくは、銅酸化物の色調の違い（ＣｕＯは黒く、Ｃｕ ２Ｏは赤みがかる）などが複合していると思われる。

また、後述する化学分析の結果により煤などの炭化物付着の可能性が指摘されるが、表面の観察の状況から極めて薄く、

かつ銅表面の錆層と融合している状況が考えられる。なお、試料１と底面との境目は明瞭である。底面は青緑色をして

おり、銅の炭酸塩化合物（緑青）に由来すると思われる。

②ＳＥＭ－ＥＤＳ分析

　結果を図２に示す。試料１から検出された元素は、Ｃ（炭素）、Ｏ（酸素）、Ｆｅ（鉄）、Ｃｕ（銅）、Ａｓ（砒素）、Ａｌ（アル

ミニウム）、Ｓｉ（ケイ素）、Ｃａ（カルシウム）である。試料２もほぼ同様であるが、Ｆｅ（鉄）は認められず、Ａｇ（銀）が検

出されている。取得した元素情報から、どちらの試料も緑青（検出元素：Ｃ、Ｏ、Ｃｕ）を多く含み、土壌等の鉱物（検出元素：

Ｓｉ、Ａｌ、Ｃａ、Ｏ）も混じることが確認されるが、黒色の要因となるような元素を明確には把握できない。可能性として考

えられるのは炭素か鉄であるが、鉄は試料２では確認されていない点から炭素がより有力となる。但し、炭素は緑青の

構成元素でもあるため、今回の元素分析では黒色となる原因の特定は出来ない。

③赤外分光分析

　ＦＴ－ＩＲスペクトルを図３、４に示す。顕微装置下では、両試料には緑青や鉱物片が多く、黒色物質はこれらの表面に

薄く付着した状況にある。黒色物質そのものを対象に測定を実施することは難しい状況から、本分析では緑青に付着し

た黒色物質（黒色部分Ａ）と緑青部分（Ｂ）においてスペクトルを取得し、両者の差スペクトル（Ａ－Ｂ）によって黒色物質の赤

外線吸収特性を評価する。試料１、２の差スペクトル（Ａ－Ｂ）における赤外線吸収特性は、3400ｃｍ－１付近の幅広く強い吸

収帯と、1580ｃｍ－１、1400ｃｍ－１付近の吸収帯によって特徴付けられる。試料１では1050ｃｍ－１付近にも吸収が認められ

るが、本吸収は珪酸塩鉱物におけるＳｉ－Ｏ基の伸縮振動である。

　なお、試料１、２の差スペクトル（Ａ－Ｂ）を自社スペクトルデータベースでサーチした結果では、炭化材とマッチング

率が高い結果が得られている。図中最下段に炭化材の実測スペクトルを比較資料として掲げたが、ほぼ同じ波数域に特

性吸収が見られ、スペクトルパターンもほぼ一致することが確認される。ＳＥＭ－ＥＤＳによる元素分析結果では、黒色物質

の元素を特定することは出来ていないが、ＦＴ－ＩＲによる赤外線吸収特性によれば、銅製容器の内面付着物は試料１、２

とも炭化材に類似した特性を有する。どちらも内面に薄く付着する状況にあることより、炭粉あるいは煤などに由来す

る可能性が挙げられる。ただし、炭化以前の物質がどのようなものであったのかまでは言及できない。

④炭素・窒素安定同位体比及び総炭素量・総窒素量分析

　分析結果を表１に示す。この分析手法は、主に動植物など有機物の分析に用いられ、特に考古学の分野では土器付

着物の由来や人骨を用いた食性の復元等に用いられており、そういった参照データが比較的充実している（赤澤ほか，

1993、吉田，2006等）。以下それらのデータを参照しつつ、結果に検討を加える。

　試料１のδ13Ｃは－20．9‰で、Ｃ ３植物より若干高く、海産物に近い。δ15Ｎは6．19‰で、Ｃ ３植物やそれらを食べる草

食動物の中では高い範囲、海産物としては低い範囲に位置する。総炭素量は17．4％と動植物としては低い値と見られる。

総窒素量は検出限界以下であった。

　試料２のδ13Ｃは－22．8‰で、Ｃ ３植物の中では比較的高い範囲に位置する。δ15Ｎは8．17‰で、Ｃ ３植物の範囲より若

干高く、海産物の範囲に重なる。総炭素量は58．1％と動植物としては妥当な値と見られる。総窒素量は1．85％で、動植

物の範囲ではやや低いほうと見られる。Ｃ ／ Ｎ比を算出すると31．4で、Ｃ ３植物の中でも高い範囲に含まれる。

　参照データが豊富な動植物を中心に検討するとこのように考えられ、特定の種類に絞り込むのが難しい。他方、土壌

のデータ（米山，1987）を参照すると、今回の測定結果に重なるものが認められる。土壌の値は土質や地域などによって

異なるため、単純な比較はできないが、顕微鏡による観察結果も合わせて考えると、試料に土壌等が含まれる可能性も
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４　放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）

　試料は内面から採取された試料１、外面から採取された試料３である。試料１は極めて薄い付着物を微量採取した。

試料３は比較的付着の厚い部分を選び、粉状の黒色物質を採取した。

⑤各種分析結果のまとめ

　内面黒色部は、顕微鏡観察によると銅の表面に土壌粒子等が付着して変質したと見られる状況が観察され、試料１と

試料２の違いが生じる原因として、基質の色の違い、緑青の状態の違い、付着した不純物の違いなどが指摘される。ま

た、その表面に極めて薄く認められる黒色の部分については、ＳＥＭ－ＥＤＳ分析で炭素に由来する可能性が示され、さらに

赤外分光分析で炭化材に類似する結果が示されたことから、炭粉や煤が付着した可能性が考えられる。炭素・窒素安定

同位体比及び総炭素量・総窒素量分析の結果も、これらの検討結果に矛盾するものではない。このように、内面黒色部

の由来は単純ではなく、複合的に考える必要がある。

　なお、黒色の原因が炭素である場合、銅製容器が出土した遺構が焼失住居跡と考えられること、さらに内面黒色部の

うち赤黒い色調が明瞭に観察される試料１のリング状の分布が、出土時の傾きに関係するあり方を示すことを考慮する

と、内面黒色部の形成に住居焼失時の火災に伴う煤等が関与したことが一つの可能性として考えられる。

（１）試料

　化学処理、測定、算出は以下の手順で行われた。

①化学処理工程

１）メス・ピンセットを使い、目視で土等の混入物を取り除く。

２）酸－アルカリ－酸（ＡＡＡ：Ａｃｉｄ Ａｌｋａｌｉ Ａｃｉｄ）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、超純水で中性になるまで

希釈し、乾燥させる。ＡＡＡ処理における酸処理では、通常１ｍｏｌ ／ℓ（１Ｍ）の塩酸（ＨＣｌ）を用いる。アルカリ処理では水

酸化ナトリウム（ＮａＯＨ）水溶液を用い、0．001Ｍから１Ｍまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。

３）試料を燃焼させ、二酸化炭素（ＣＯ ２）を発生させる。

４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

５）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（Ｃ）を生成させる。

６）グラファイトを内径１ｍｍのカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測定装置に装着する。

②測定方法

　加速器をベースとした14Ｃ－ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣ社製）を使用し、14Ｃの計数、 13Ｃ濃度（13Ｃ ／ 12Ｃ）、14Ｃ濃度（14Ｃ ／ 12Ｃ）

の測定を行う。測定では、米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提供されたシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバッ

クグラウンド試料の測定も同時に実施する。

（２）分析方法

検討する必要がある。

　このように、試料が動植物に由来する有機物である可能性を中心に検討したが、試料１、２とも明確にどのような有

機物であるか特定するには至らなかった。由来となる物質が単一ではなく、複合している可能性も考えられる。

表１
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試料名 δ13Ｃ (‰） 
（ＭＡＳＳ）

δ15 Ｎ (‰ ) 
（ＭＡＳＳ） 総炭素量（％） 総窒素量（％） Ｃ／Ｎ比

試料１ －20．9 6．19 17．4 検出限界以下 －

試料２ －22．8 8．17 58．1 1．85 31．4

注）δ 15N については、窒素量が少なく適正出力を得られなかったため、約 1.97‰の補正をかけている。± 0.6‰程度の誤差が予想される。



（３）測定結果と所見

　試料１は、化学処理の過程４）において、回収された二酸化炭素の量から試料に含まれる炭素に相当する量を確認し

たところ0．11ｍｇであった。この重量では年代測定に必要な炭素量に達していないため、追加の採取を検討したが、試料

１の黒色部は非常に薄く、付着物として採取できる量は限られている。さらに、燃焼させた試料全体の重量2．02ｍｇに占

める炭素相当量（0．11ｍｇ）が約５％で、植物等に由来する通常の炭化物（50 ～ 70％程度となることが多い）に比べて極め

て低い値であることから、年代測定に適した炭化物とは言いがたいことなどを考慮した結果、年代測定を行わないこと

とした。なお、ここで示された試料１の炭素相当量と、別の分析による試料１の総炭素量（表１）とは一致しない。これ

らはほぼ同じ場所から採取しているが、別の機会に採取されたため、厳密には同一試料でないことによると考えられる。

　試料３の14Ｃ年代は1300±20ｙｒＢＰ、暦年較正年代（１σ）は668 ～ 765ｃａｌ ＡＤの間に３つの範囲で示される。この年代値

は、出土土器から考えられる８世紀第３四半期という時期を含み、おおむね整合的な結果と考えられる。なお、試料３

の燃焼された試料全体に占める炭素相当量は約69％で、木炭等の炭化物として妥当な値である。

③算出方法

１）δ13Ｃは、試料炭素の13Ｃ濃度（13Ｃ ／ 12Ｃ）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表した値である（表２）。

ＡＭＳ装置による測定値を用い、表中に「ＡＭＳ」と注記する。

２）14Ｃ年代（Ｌｉｂｂｙ Ａｇｅ：ｙｒＢＰ）は、過去の大気中14Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定され、1950年を基準年（０ｙｒＢＰ）

として遡る年代である。年代値の算出には、Ｌｉｂｂｙの半減期（5568年）を使用する（Ｓｔｕｉｖｅｒ ａｎｄ Ｐｏｌａｃｈ， 1977）。14Ｃ年代

はδ13Ｃによって同位体効果を補正する必要がある。補正した値を表２に、補正していない値を参考値として表３に示

した。14Ｃ年代と誤差は、下１桁を丸めて10年単位で表示される。また、14Ｃ年代の誤差（±１σ）は、試料の14Ｃ年代が

その誤差範囲に入る確率が68．2％であることを意味する。

３）ｐＭＣ （ｐｅｒｃｅｎｔ Ｍｏｄｅｒｎ Ｃａｒｂｏｎ）は、標準現代炭素に対する試料炭素の14Ｃ濃度の割合である。ｐＭＣが小さい（14Ｃが少ない）

ほど古い年代を示し、ｐＭＣが100以上（14Ｃの量が標準現代炭素と同等以上）の場合Ｍｏｄｅｒｎとする。この値もδ13Ｃによって

補正する必要があるため、補正した値を表２に、補正していない値を参考値として表３に示した。

４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14Ｃ濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の14Ｃ濃度変化など

を補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14Ｃ年代に対応する較正曲線上の暦年代範囲であり、１標準

偏差（１σ＝68．2％）あるいは２標準偏差（２σ＝95．4％）で表示される。グラフの縦軸が14Ｃ年代、横軸が暦年較正年代

を表す。暦年較正プログラムに入力される値は、δ13Ｃ補正を行い、下一桁を丸めない14Ｃ年代値である。なお、較正曲

線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異なるため、

年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、ＩｎｔＣａｌ09デー

タベース（Ｒｅｉｍｅｒ ｅｔ ａｌ．， 2009）を用い、ＯｘＣａｌｖ4．1較正プログラム（Ｂｒｏｎｋ Ｒａｍｓｅｙ， 2009）を使用した。暦年較正年代につ

いては、特定のデータベース、プログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考値として表３

に、グラフを図５に示した。暦年較正年代は、14Ｃ年代に基づいて較正（ｃａｌｉｂｒａｔｅ）された年代値であることを明示する

ために「ｃａｌ ＢＣ/ＡＤ」（または「ｃａｌ ＢＰ」）という単位で表される。
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表２

表３

図５　暦年較正年代グラフ（参考）

引用文献
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測定番号 試料名 採取場所 試料
形態

処理
方法

δ13Ｃ （‰）
（ＡＭＳ）

δ13Ｃ補正あり

Ｌｉｂｂｙ　Ａｇｅ （ｙｒＢＰ） ｐＭＣ （％）

ＩＡＡＡ－111207 試料３ 銅製杓外面付着物 炭化物 ＡＡＡ －21．03±0．39 １，300±20 85．04±0．22
[#4609]

測定番号
δ13Ｃ補正なし 暦年較正用

（ｙｒＢＰ） １σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲
Ａｇｅ　（ｙｒＢＰ） ｐＭＣ　（％）

ＩＡＡＡ－111207 1，240±20 85．73±0．21 1，302±20
668ｃａｌＡＤ　－　694ｃａｌＡＤ （39．5％） 662ｃａｌＡＤ　－　723ｃａｌＡＤ （64．4％）
701ｃａｌＡＤ　－　707ｃａｌＡＤ（5．6％） 740ｃａｌＡＤ　－　771ｃａｌＡＤ（31．0％）
748ｃａｌＡＤ　－　765ｃａｌＡＤ（23．0％）

[参考値]

Ｂｒｏｎｋ Ｒａｍｓｅｙ Ｃ．， 2009， Ｂａｙｅｓｉａｎ ａｎａｌｙｓｉｓ ｏｆ ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ ｄａｔｅｓ， Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ 51（１）， 337－360．
Ｒｅｉｍｅｒ Ｐ．Ｊ． ｅｔ ａｌ．， 2009， ＩｎｔＣａｌ09 ａｎｄ Ｍａｒｉｎｅ09 ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ ａｇｅ ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ ｃｕｒｖｅｓ， ０－50，000 ｙｅａｒｓ ｃａｌ ＢＰ， Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ 51（４）， 1111－1150．
Ｓｔｕｉｖｅｒ Ｍ． ａｎｄ Ｐｏｌａｃｈ Ｈ．Ａ．， 1977， Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ： Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ ｏｆ 14Ｃ ｄａｔａ， Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ 19（３）， 355－363．
赤澤威・米田穣・吉田邦夫， 1993， 北村縄文人骨の同位体食性分析， 中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書11　－明科町内－　北村遺跡（（財）長野
県埋蔵文化財センター発掘調査報告書14）， （財）長野県埋蔵文化財センター， 445－468．
佐々木稔， 1998， 遺構・遺物から推定される銅精錬法， 季刊考古学， 62， 36－39．
山田富貴子， 1986， 赤外線吸収スペクトル法， 機器分析のてびき第１集． 化学同人， １－18． 
米山忠克， 1987， 土壌－植物系における炭素、窒素、酸素、水素、イオウの安定同位体自然存在比：変異、意味、利用， 日本土壌肥料学雑誌， 58（２）， 
252－268．
吉田邦夫， 2006， 煮炊きして出来た炭化物の同位体分析， 新潟県立歴史博物館研究紀要 ７， 51－58．
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第５章　調査の成果（総括）

第１節　23号住居出土の
　　　　　　　　銅製容器について

　本調査において、23号住居から多くの土器類と共に銅

製容器が出土していることは、先述の通りである。本県

におけるこの種の銅製容器は初例であり、全国的にも数

例が知られるのみで、その実態は殆ど不明な状況にある。

本項では、この銅製容器についての詳細な検討を加え、

今後の研究の進展を図りたい。

（１）出土した住居の概略と出土状況

（２）銅製容器の観察

　銅製容器の観察は、以下の通りである。

１）　銅製容器は、口端部の一部を欠くが、ほぼ完形。

外径22ｃｍ、内径20ｃｍ、高さ7．5ｃｍ程で、口縁部は外側

に１ｃｍほど屈曲し、底部は丸底を呈している。器厚は

極めて薄く、総じて１ｍｍ程で、重量は272．7ｇ（錆を含

む）と軽い。なお、一部に歪みをもつ。

２）　容器の内面全体をほぼ一周するように赤黒い部分

がリング状に存在し、さらにその上位にもやや薄い色

調の暗褐色部分が一部に存在していることから、容器

内面に付着した何らかの内容物の可能性が考えられ

た。しかも、この状況は、出土時の傾いた状態により、

赤黒いリング状の部分が水平になるような状態にあっ

たものと想定された。さらに、外面には炭化物（木炭）

が付着している。

３）　側面には、先ず６個の鋲留め箇所（左右の上下は鉄

鋲で４個、左右の中央は銅鋲で２個）、上部を頂点と

した三角形状に３孔を有し（径５ｍｍ、内面から外面へ

雑に穿つ）、さらに細い銅鋲留め（１個残存）が確認で

きる。

４）　６個の鋲留め箇所には、その中央が大きく縦長の

長方形状に破損が認められる。また、この部分の口縁

部は屈曲せず、むしろ直立ぎみとなっている。

５）　内面の３孔部周辺には、径1．5ｃｍ程の凹凸状の痕跡

が横位方向に浅く連続的に連なっている状況が数段み

られる。Ｘ線写真（ＰＬ．51）でも、側面および底面に器

厚の厚みに濃淡が朧気に確認でき、敲打による叩き出

しの可能性をもつ。

６）　表面クリーニングにより、口縁部の一部に見られ

る地金は、鮮やかな銅色を見せている。

（３）自然科学分析結果から観た銅製容器

　先の第４章に、分析の報告を掲載しているが、再度要

約しておく。

〈銅の成分分析〉

　蛍光Ｘ線分析による結果、検出された成分元素はＣｕ

（銅）、Ａｓ（ヒ素）、Ａｇ（銀）、Ｂｉ（ビスマス）であり、Ｓｎ（錫）

住居の概要

　銅製容器を出土した23号住居は、長辺5．12ｍ、短辺3．

84ｍ、壁高30ｃｍ、床面積17．81㎡を測る縦長方形を呈し、

床面は平坦で、周溝が検出されている。床面付近には、

炭化物および小炭化材が多く出土し、床面の中央やや西

側には、被熱による焼土化した部分が検出されているこ

とから、焼失住居の可能性が高い。カマドは東壁の中央

南寄りに位置し、両袖部は住居内に張り出し、燃焼部は

住居内から壁の外側に、さらに煙道部が外側へ突出する。

カマドの焚き口天井部には３個体の甕を連結させた状態

で出土、燃焼部にも１個体の甕が正位で出土する等、残

存状況は極めて良好。貯蔵穴はカマドの右側で、住居の

南東隅に位置する。

　住居内での遺物の出土は、カマド周辺に多く集中し、

特にカマド前・右側における出土状態が極めて良好で

あった。また、完形品に近い土器が多いのも特徴で、土

器以外には鉄斧がある。

　住居の年代は、出土土器から８世紀第３四半期と考え

られる。

銅製容器の出土状況

　銅製容器は、カマドの右袖脇の床面から僅かに傾いた

（正位に近い）状態で出土しており、銅製容器と接するよ

うに甕と共に出土した。この出土位置は、カマド右袖と

貯蔵穴との僅かな間であり、置かれていた原位置を保っ

ているものと考えられる。
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（４）類例

　類例を調べるにあたっては、毛利光俊彦氏から茨城県

武者塚古墳の例の存在をご教授いただいた（註１）。 類

例には、以下のものがある。

茨城県武者塚古墳出土例  （第168図１）

　昭和61年に刊行された報告書（註２）に、「青銅製鉄柄

付杓」として記述されている。

　武者塚古墳は、土浦市（旧新治郡新治村）上坂田に所在

し、昭和58年に発掘調査が行われた。直径23ｍ程の円墳で、

主体部は雲母片岩板石を用いた地下式両袖型箱形横穴式

石室。玄室に６体分の人骨が確認され、２号人骨の頭髪

（みづら）が著名。副葬品は前室からで、最終埋葬に伴っ

たとされる装飾大刀や銀製帯状金具、青銅製鉄柄付杓が

あり、７世紀後半とされる。

  この青銅製鉄柄付杓は、全長45．6ｃｍを測る完形品で、

容器本体と鉄製の柄からなる。本体は最大径（口径）

19．6ｃｍ、高さ8．3ｃｍ、厚さ２ｍｍ程で、口辺部は幅１ｃｍ程

で外折する。柄の左側に近くには、幅3．2ｃｍで、外方に

１ｃｍ程突き出す片口をもつ。本体の所々には槌の痕跡が

残るという。また、全体に歪みが認められる。柄は長さ

28．6ｃｍ、幅1．4ｃｍ、厚さ４ｍｍで、先端を６ｃｍ程下方へ折

り曲げている。本体との接合部は不整五角形を呈し、３

箇所を青銅製の鋲で外面から留めている。柄には所々に

布片の付着が認められ、仔細な観察から帯状の布を巻き

付けていたことが判明しているとの記述がある。

  また、報告では、山口県見島ジーコンボ116号墳出土

例と千葉県花前Ⅰ遺跡40号住居出土例を示し、片口の存

在や底部形態から、柄香炉・火熨斗とは一線を画すると

し、その機能面から「杓」としている。さらに、本品が後

世の「長柄銚子」に系譜的に発展していくとの指摘をして

いる。

茨城県御園生遺跡４９号住居出土例  （第168図２）

　平成15年に刊行された報告書（註３）に、「青銅製柄杓」

として記述されている。

　御園生遺跡は、鹿嶋市宮中に所在し、平成13年に発掘

調査が行われた。古墳時代から奈良・平安時代の竪穴住

居が計94軒検出され、その中の49号住居から青銅製柄杓

が出土している。

　この49号住居は、長軸5．0ｍ、短軸4．82ｍ、壁高40 ～ 52

ｃｍを測る方形を呈し、カマドを北西壁中央にもち、壁周

やＰｂ（鉛）は認められず、ＦＰ法による定量結果では銅が

97％を占める。つまり、青銅製ではなく銅製ということ

になる。

　また、容器の材質は、純度の高い銅であったことから、

叩き出しによる製法で薄い仕立てに製作されたことは、

容器の表面に残る連続した凹凸からしても妥当となる。

〈内面黒色部の由来推定〉

　内面黒色部は、顕微鏡観察によると銅の表面に土壌粒

子等が付着して変質したと見られる状況が観察され、試

料１と試料２の違いが生じる原因として、基質の色の違

い、緑青の状態の違い、付着した不純物の違いなどが指

摘された。また、その表面に極めて薄く認められる黒色

の部分については、ＳＥＭ－ＥＤＳ分析で炭素に由来する可能

性が、赤外分光分析で炭化材に類似する結果が示された

ことから、炭粉や煤が付着した可能性が考えられる。さ

らに、炭素・窒素安定同位体比及び総炭素量・総窒素量

分析の結果も、これらの検討結果に矛盾するものではな

かった。

　以上の分析結果から、黒色の原因が炭素である場合、

銅製容器が出土した遺構が焼失住居と考えられること、

さらに内面黒色部のうち赤黒い色調が明瞭に観察される

試料１のリング状の分布が、出土時の傾きに関係するあ

り方を示すことを考慮すると、内面黒色部の形成に住居

焼失時の火災に伴う煤等が関与したことが一つの可能性

として考えられる。

〈放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）〉

　容器外面に付着した炭化材（試料３）の14Ｃ年代は1300

±20ｙｒＢＰ、暦年較正年代（１σ）は668 ～ 765ｃａｌ ＡＤの間

に668 ～ 694ｃａｌＡＤ （39．5％）、701 ～ 707ｃａｌＡＤ （5．6％）、

748 ～ 765ｃａｌＡＤ （23．0％）の３つの範囲が示された。な

お、この炭化材は、住居の焼失に伴い付着したものと考

えられる。

　住居内での遺物の出土状況および焼失住居という点か

らしても銅製容器が住居に伴う遺物であり、出土した土

器から８世紀第３四半期の時期を与えることがでる。こ

のことを踏まえると、測定値は土器年代を含むがやや古

い年代値といえよう。
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第168図　「鉄柄付銅製杓」集成図

１　茨城県武者塚古墳　　２　茨城県御園生遺跡49号住居　

３　千葉県花前Ⅰ遺跡40号住居　　４　山口県ジーコンボ116号墳　　５　本遺跡23号住居
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（５）類例との比較

　ここでは、数少ない類例と本遺跡出土の銅製容器とを

比較する。ただし、類例については実見しておらず、報

告書に掲載された図と写真からである。

溝を全周させ、主柱穴を４本有する。出土遺物には、土

師・須恵器の坏・椀・蓋・鉢・甕・甑・手捏土器、石製

紡錘車、鉄鏃・鉄釘等が多数あり、これら出土遺物から

７世紀後葉とされている。

　青銅製柄杓は、南西壁際の覆土下層から潰れた状態で

出土し、柄は無く、容器本体の1/3程を欠損する。残存

する長さは（20．5）ｃｍ、幅12．2ｃｍ、厚さ9．1ｃｍ、重量（148．1）

ｇと記述されている。容器本体は、外側に突出した片口

が付き、口辺部は幅８ｍｍ程が外折し、片口部から左側

90 付゚近の側面には鋲が２個残存し、この部分に柄を鋲

留めしたことが解る。鋲留めは、上を平にした逆三角形

状に３個の鋲による。底面形は、潰れたことにより本来

の形状をとどめていないが、丸底である可能性は高い。

また、Ｘ線写真からは、器厚の厚みに濃淡があるようで、

敲打による痕跡の可能性が高く、叩き出しによるものと

考えられる。なお、容器の厚みは、１ｍｍ前後と思われる。

千葉県花前Ⅰ遺跡４０号住居出土例  （第168図３）

　昭和59年に刊行された報告書（註４）に、「銅製柄杓」と

して記述されている。

　花前Ⅰ遺跡は、柏市舟戸字花前に所在し、昭和52年度

に発掘調査が行われた。奈良・平安時代の竪穴住居25軒、

掘立柱建物11棟が検出され、金鉗・羽口等の鍛冶道具や

インゴット状の鉄素材といった鉄製品が多く出土し、隣

接する花前Ⅱ遺跡と共に９世紀後半の鉄生産遺跡として

著名。その中の、40号住居から銅製柄杓が出土している。

　この40号住居は、長軸4．9ｍ、短軸4．7ｍ、壁高40 ～ 55ｃ

ｍを測る方形を呈し、カマドを北壁中央にもち、壁周溝

を巡らせる。出土遺物は多く、土師・須恵器の坏（内黒・

墨書を含む）・甕、土玉、石製紡錘車、砥石、鉄製品に鎌・

鉄鏃・タガネ状工具・棒状鉄製品・刀子・鉇？・釘、鉄

滓等があり、鍛冶炉の検出はないが製鉄に関連する住居

とされ、これら出土遺物から９世紀後葉から10世紀前葉

とされている。

　銅製柄杓は、南西隅の西壁際の覆土中位に出土し、柄

は無く、容器本体のみである。長径20．3ｃｍ、短径16．4ｃｍ、

高さ8．95ｃｍを測る。容器本体は、外側に突出した片口が

付き、口辺部は内面側がやや厚くなる。片口部から左側

90 付゚近の側面に鋲止めの痕跡があり、この部分に柄を

鋲留めしたことが解る。鋲留めは、上を平にした逆三角

形状に３個の鋲によると考えられる。底面形は、丸底で

ある。

山口県見島ジーコンボ１１６号墳出土例  （第168図４）

　昭和58年に刊行された報告書（註５）に、「銅椀」として

記述されている。最初に公表された例である。

　見島ジーコンボ古墳群は、萩市の沖合46．3ｋｍの日本海

に浮かぶ見島に所在し、昭和35年から３ケ年にわたり見

島の総合的学術調査が、昭和57年に３基の古墳の発掘調

査が行われた。昭和52年に山口県指定史跡、出土品は昭

和54年に山口県指定有形文化財（考古資料）、昭和59年に

国史跡に指定されている。

　「銅椀」が出土したのは116号墳で、８世紀以降とされ、

柄は無く、容器本体のみである。容器本体の大きさは花

前Ⅰ遺跡例よりもやや大きく、形状は外側に突出した片

口が付き、口辺部は内面側がやや厚く、片口部から左側

90 付゚近の側面に鋲止めの痕跡があり、鋲留め位置も花

前Ⅰ遺跡例に近似する。ただし、底面形は、歪んでいる

のか丸底とは異なる。

下関市要須遺跡出土例

　平成22年７月に、下関市教育委員会から要須遺跡出土

の「銅製杓」が報道（註６）されている。

　記事によると、全長63．8ｃｍ、銅製容器本体と鉄製の柄

が組み合った状態（容器本体は残存が悪い）で土坑から出

土。土坑からは、８～９世紀の土器が出土している。容

器本体は、縁とそれに続く底の一部が残存し、縁には注

ぎ口のような曲がった部分があるとしている。また、全

国で６例目となるが、容器本体と柄が残る事例は西日本

初という。

　以上、５遺跡の例を示すことができた。この種の銅製

容器は、「鉄柄付銅製杓」ないし「青銅製柄杓」、「銅製柄

杓」、「銅製杓」と称され、本来は銅製の容器本体に鉄製

の長い柄（端部が曲がった）が付いたもので、その様は一

見すると「柄香炉」に似た形状を呈しているものである。

また、要須遺跡での報道からすると、本遺跡での出土例

は全国で７例目ということになる。
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〈形状比較〉

　全体的な形状は、完形品としてある１の武者塚古墳例、

容器本体に鉄柄が残る要須遺跡例からすると、「鉄柄付

銅製杓」は銅製の容器本体に鉄製の端部が曲がった長い

柄が付いたもので、鉄柄接合部の左側に外側に突き出す

片口をもち、容器の底は丸底風である。

　次に、各部位の形状を比較する。

口縁部形状：　１・２および本遺跡の５では、口縁部は

幅１ｃｍ程を外折する。しかし、３・４は銅椀と同様で、

外折せずに内面側がやや厚くなる。

片口部：　１～４の口縁部には、いずれも外側に突き出

す片口をもち、その位置は鉄柄接合部の左側にある。

要須遺跡例も同様と思われる。しかし、本遺跡の５で

は片口はない。

柄の接合部：　１～４は下方を頂点とした逆三角形状に

３箇所の鋲留めを行うが、１では下方の頂点位置が深

く、２～４は頂点位置が浅いといった違いがある。し

かし、本遺跡の５では鋲留め形状が大きく異なり、左

右の縦位に計６箇所の鋲留めを行っている。また、鉄

鋲を用いていることから、本来は鉄柄が付いていたこ

とが解る。さらに、この鋲留め部の口縁部外折は直立

となり、１の口縁部外折下に鉄柄を接合するあり方と

は異なる状態が見て取れる。

底部形状：　２・４の底部形状は歪みのため不明である

が、１・３および本遺跡の５は丸底に近い。

成・整形（製作法）：　１は容器本体の所々に槌の痕跡が

残るとされることから、叩き出しによるものと考えら

れる。２はＸ線写真から敲打による連続的な痕跡があ

るようで、やはり叩き出しによるものと考えられる。

しかも、容器の厚みも本遺跡例と同様に、かなり薄い

と思われる。本遺跡の５では、内面に径1．5ｃｍ程の凹

凸状の痕跡が横位方向に浅く連続的に数段みられ、Ｘ

線写真でも側面および底面に器厚の濃淡が朧気に確認

できることから、敲打による叩き出しによるものと考

えられ、加えて、器厚もかなり薄く仕立てられている。

３・４の状況は不明。

その他：　５には他の例に見られない点として、鉄柄接

合部の右側に上部を頂点とした三角形状に３箇所の孔

（径５ｍｍ、内面から外面へ雑に穿つ）を有し、さらに鉄

柄接合部の反対側には細い銅鋲留めが残存している点

が挙げられる。

　以上の形状比較から、本遺跡出土の銅製容器( 「鉄柄

付銅製杓」）は片口をもたない点で大きく他と異なるもの

の、共通する部分も多い。こうした形状差からすると、

例は少ないものの次のように形状分類できる。

　Ａ類・・容器本体に片口をもつタイプ。

　Ａ－１　容器本体の口縁部が外折するもの。（１・２）

　Ａ－２　容器本体の口縁部が外折せずに内面側がやや

　　　　　厚くなるもの。（３・４）

　Ｂ類・・容器本体に片口をもたないタイプ。（５）

　一方、本遺跡例５に見られた、３箇所の孔や細い鋲留

めといった他に見られない点からすれば、本遺物の特異

な使用法をも含めた状況を考えざるを得ないと思われ

る。特に、３箇所の孔のあり方は、容器全体が叩き出し

による薄く丁寧な作りであるのに対し、内側から外側へ

の雑な穿孔の仕方であり、他の例からしても本来の「鉄

柄付銅製杓」とは異なる使用に関わる可能性が高い。つ

まり、「鉄柄付銅製杓」の使用用途とは別に、その後の使

用目的のために無理に孔を穿孔させた可能性である。た

だし、その機能からすれば、液体状のものを注ぎ出すた

めの孔（濾し口）と推測でき、片口と同様の機能であるこ

とは否めない。また、細い鋲留めが何であるかは、類例

もなく、現段階では不明である。

〈年代〉

　１の武者塚古墳例は７世紀後半、２の御園生遺跡49号

住居例は７世紀後葉とされ、いずれも７世紀代のもので

ある。３の花前Ⅰ遺跡40号住居例は９世紀後葉から10世

紀前葉、４の見島ジーコンボ116号墳例は８世紀以降、

さらに要須遺跡例は８～９世紀ということであり、本遺

跡23号住居例５は８世紀第３四半期であることから、出

土年代では本遺跡例が３番目の古さということになる。

また、こうした出土年代からすると、「鉄柄付銅製杓」の

使用時間幅は７世紀後半から９世紀後葉ないし10世紀前

葉に至る長期間であることが解る。とともに、分布範囲

も広域である。ただし、製作年代や製作場所は不明で、

出土年代＝製作年代ではないことは言うまでもない。最

古例の１からすれば７世紀代以降の金属容器であること

は間違いなく、遺物の性格上、伝世さらには転用といっ
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（６）本遺跡出土の意味

　先述してきたように、23号住居から出土した銅製容器

は、全国的にも希少な「鉄柄付銅製杓」の容器本体である

ことが解った。ここでは、本遺跡から出土した意味につ

いて考えてみたい。

　まず、本遺跡の位置からすると、古代の「山田郡」にあ

り、郡家の存在を裏付ける遺構・遺物が検出された遺跡

はないが、本遺跡の西側には寺の存在を想起させる三彩

や瓦塔・瓦を出土した八ヶ入遺跡、古代の大集落および

東山道駅路（７世紀後半から８世紀前半）を検出した大道

西遺跡・大道東遺跡・楽前遺跡・鹿島浦遺跡、そして北

側に漆紙文書（８世紀後半）を出土した矢部遺跡などがあ

り、共に古代「山田郡」の中心地の一角をなす位置にある

と言える。このような周辺の状況からすれば、「鉄柄付

銅製杓」の存在は、郡家に関わる希（貴）品とも考えるこ

とができる。

　一方で、本遺跡23号住居から出土した銅製容器は、「鉄

柄付銅製杓」の鉄柄がない容器本体のみが出土した訳で、

遺跡内からは鉄柄と思われる遺物は出土していない。こ

の状況は、仮定ではあるが、「鉄柄付銅製杓」として使用

された後、鉄柄の脱落等により単なる容器として転用さ

れた様が、住居から出土していることを物語っているよ

うにも考えられる。同様に、鉄柄が脱落した状態にある

のは、御園生遺跡例や花前Ⅰ遺跡例、見島ジーコンボ例

がある。また、御園生遺跡例や花前Ⅰ遺跡例も住居から

の出土であり、本遺跡の状況と同じであることから転用

されたものと考えることができよう。

第２節　21号住居出土の
　　　　　刻書文字紡錘車について

　本調査において、21住居から土器類と共に「米」と「毛」

の二文字が刻まれた石製紡錘車が出土していることは、

先述の通りである。この刻書文字は珍しく、本県でも刻

書文字のある紡錘車は知られているが、本資料のような

文字の例はない。ここでは、この刻書文字紡錘車につい

て検討を加えたい。

（１）出土した住居の概略と出土状況

　刻書文字紡錘車を出土した21号住居は、長辺3．05ｍ、

短辺2．37ｍ、壁高28ｃｍ、床面積5．25㎡を測る横長方形を

呈している。床面付近には、大きめな炭化物が多く出土

し、焼失住居の可能性もある。カマドは東壁の中央南寄

りに位置し、残存状態は極めて良好で、袖石には自然礫

および面取りした凝灰岩質の石材を使用している。

　住居内での遺物の出土は、カマドとその周辺に多く集

中し、特にカマド内における出土状態が極めて良好。刻

書文字紡錘車は、カマド右脇の床面付近から出土してい

る。

　住居の年代は、出土土器から９世紀第３四半期と考え

られ、刻書文字紡錘車もこの時期のものと考えられる。

（２）刻書文字と刻書文字紡錘車の意味

　刻書文字紡錘車は、断面形が逆台形を呈し、上面径4．

4ｃｍ、下面径3．5ｃｍ、厚さ1．6ｃｍ、紡茎孔径0．9ｃｍ、重さ

48．9ｇを測り、蛇紋岩製で、全面が丁寧に研磨されている。

そして、上面に「米」と「毛」の二文字の刻書文字が確認で

きる。

　高島英之氏によると、「毛」の文字は篆書体風の字形で、

「米」と「毛」の二文字の刻書文字を紡錘車に併記された例

は、これまでのところ全国的にもないという。

　文字の意味については、「稲」や「穀」ではなく「米」の文

字が記されたことに、作物としての「米」の語の重要性が

感じられる。また、「毛」には「土毛」（その土地から産出

するもの、土産（どさん）、草木などその土地から生じる

もの）の意味があり、派生して広く農産物の意味がある

という。

　さらに、「米」と「毛」の土毛を意味する文字を記するこ

た状況が含まれた中で、各遺跡から出土していることを

考慮する必要性がある。

　註
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第３節　総　括

　今回の調査で、縄文時代から近現代にまで至る多くの

遺構・遺物が検出され、中には「鉄柄付銅製杓」を転用し

た容器本体や刻書文字紡錘車といった全国的にも希少な

遺物が出土している。ここでは、各時代の様相をまとめ

て総括としたい。

縄文時代

　本遺跡１区と鹿島浦遺跡との境となる谷地（低地）を隔

てた南西台地上には、大道東遺跡から楽前遺跡および鹿

島浦遺跡に跨がる範囲には、中期後半から後期初頭にか

けての大集落が存在するが、本遺跡においては集落に関

わる遺構は検出されていない。遺物には前期から後期に

至る土器の出土はあるものの、希薄な状態にある。

弥生時代

　今回の調査では、僅かではあるが中期の遺物が出土し

ている。本遺跡および周辺遺跡の調査においても、中期

の遺物が散見できるのみで、集落に関わる遺構の検出は

ない。しかし、遺物の出土があることからすれば、近い

場所に集落が存在することは明らかで、今後の発見を待

たざるを得ない。

奈良・平安時代

　今回の調査では、８世紀代の住居４軒（８世紀第２四

半期：17・29号住居、第３四半期：23号住居、８世紀後

半：28号住居）と、８世紀末から９世紀初頭にかかる住

居１軒（19号住居）、９世紀代の住居26軒（９世紀第１四

半期：12 ～ 14・18・20号住居、第２四半期：２・７号

住居、第３四半期以前：31号住居、第３四半期：３・６・

８～ 11・16・21・22・24 ～ 26号住居、第４四半期：15

号住居、９世紀後半：１・27・30号住居、９世紀代：４・

５号住居）の計31軒が検出され、８世紀第２四半期には

じまり、９世紀第４四半期までの間で、住居軒数の最も

多い時期は９世紀第３四半期であることが解った。

　本遺跡の南西に位置する鹿島浦、楽前、大道東の遺跡

とにより、農業生産物の豊産を祈願する際に使用した可

能性。或いは、紡錘車に「米」と「毛」の文字を併記するこ

とで、それらを奉献することの代用として、この紡錘車

が神仏に奉献された可能性もあるとしている。

では、７世紀末から８世紀代の住居が多く、９世紀代の

住居はむしろ少なく減少している状況がある。大道東遺

跡でみると、６世紀後半の住居は34軒、７世紀第１～

２四半期の住居35軒、７世紀第２～３四半期の住居23軒、

７世紀第４～８世紀第１四半期の住居18軒でこの時期ま

で東山道駅路が使用され、８世紀第２四半期の住居32軒、

８世紀第３四半期の住居26軒、８世紀第４四半期の住居

28軒、９世紀前半の住居13軒と少なくなり、それ以降の

住居は検出されていない。北側の矢部遺跡では、約70軒

の住居が検出され、８世紀代よりも９世紀代の住居が多

く、本遺跡と同様な傾向にある。周辺の状況を詳細に見

なくてはならないが、八ヶ入、大道西、大道東、鹿島浦

の各遺跡から検出された東山道駅路の廃絶、さらには山

田郡衙との関係の中で、集落の変遷に少しずつ変化が生

じていることを窺わせている。

　いずれにせよ、本遺跡が古代山田郡の中心地の一角を

なす位置にあることは変わらない。そうした中に、希少

な「鉄柄付銅製杓」の出土の由縁があると考えることは、

不可思議なことではない。

中・近世以降

　中世の掘立柱建物は検出されていないが、陶磁器類は

若干出土している。

　近世から近代の遺構、特に江戸末から明治初期にかけ

ての溝・土坑からは、多くの陶磁器類が出土した。中で

も、１号溝においては江戸時代（18世紀後半以降）の遺物

が主体を占め、在地火鉢類は江戸期の良好な資料であり、

今後の県内における在地火鉢類を知る貴重な資料と言え

る。

第５章　調査の成果（総括）
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写 真 図 版





西へ延びる路線と金山丘陵（遺跡上空から南西方向を望む）

東へ延びる路線と県境（遺跡上空から北東方向を望む）

PL.1



２区　全景（空中写真　上空から）

１区　全景（空中写真　上空から）

PL.2



５・６区　全景（空中写真　上空から）

３・４区　全景（空中写真　上空から）

PL.3



１号住居　床面全景　西から

２号住居　カマド　南から

２号住居　床面全景　南から

３号住居　床面全景　西から

１号住居　カマド　西から

２号住居　掘り方全景　南から

２号住居　遺物出土状態　南から

３号住居　カマド　西から

PL.4



４号住居　西から

６号住居　鉄製品出土状態

６号住居　床面全景　西から

６号住居　カマド　西から

５号住居　西から

６号住居　カマド遺物出土状態　西から

６号住居　遺物出土状態　西から

６号住居　掘り方全景　西から

PL.5



７号住居　床面全景　西から

８・９号住居　遺物出土状態　南西から

７号住居　カマド遺物出土状態　西から

10号住居　床面全景　南西から

７号住居　カマド　西から

８号住居　カマド　西から

８・９号住居　床面全景　南西から

10号住居　カマド　南西から

PL.6



11号住居　床面全景　南西から

12号住居　遺物出土状態　南西から

11号住居　カマド　南西から

13号住居　床面全景　南西から

11号住居　遺物出土状態　南西から

12号住居　カマド　南西から

12号住居　床面全景　南西から

13号住居　カマド　南西から

PL.7



13号住居　掘り方全景　南西から

15号住居　遺物出土状態　南西から

14号住居　カマド　南西から

16号住居　カマド　南西から

14号住居　床面全景　南西から

16号住居　床面全景　南西から

15号住居　床面全景　南西から

15・16号住居　掘り方全景　南西から

PL.8



17号住居　床面全景　南西から

18号住居　カマド掘り方　南西から

18号住居　床面全景　南西から

19号住居　床面全景　南西から

17号住居　カマド　南西から

18号住居　掘り方全景　南西から

18号住居　カマド　南西から

19号住居　カマド　南西から

PL.9



19号住居　カマド　西から

20号住居　遺物出土状態　南から

19号住居　掘り方全景　南西から

21号住居　床面全景　西から

19号住居　カマド掘り方　南西から

20号住居　カマド　南から

20号住居　床面全景　南から

21号住居　遺物出土状態　西から

PL.10



21号住居　紡鍾車出土状態

22号住居　床面全景　西から

21号住居　カマド　西から

23号住居　遺物出土状態　南西から

21号住居　カマド遺物出土状態　南西から

22号住居　掘り方全景　南から

21号住居　掘り方全景　西から

23号住居　遺物出土状態

PL.11



23号住居　床面全景　南西から

23号住居　カマド周辺遺物出土状態

23号住居　カマド遺物出土状態

23号住居　カマド周辺遺物出土状態

23号住居　銅製容器出土状態

PL.12



23号住居　床面全景　南西から

24号住居　床面全景　南から

23号住居　カマド　南西から

23号住居　カマド周辺遺物出土状態　南西から

25号住居　床面全景　西から

PL.13



25号住居　カマド　西から

24号住居　床下土坑　西から

26号住居　カマド　西から

27号住居　床面全景　南から

26号住居　床面全景　西から

25号住居　床下土坑　東から

24・25・26・31号住居　掘り方全景　西から

27号住居　掘り方全景　南から

PL.14



28号住居　床面全景　西から

29号住居　掘り方全景　南西から

29号住居　床面全景　南西から

30号住居　床面全景　南西から

28号住居　カマド　西から

29号住居　床下土坑　南西から

29号住居　カマド　南西から

30号住居　カマド　南西から

PL.15



１号掘立柱建物（手前）と２号掘立柱建物（奥）全景　北から

縄文土器遺構外出土状況

１号井戸　南から

１号住穴列　北から

３号井戸　南から

PL.16



３～６号土坑　北から

８・11～15号土坑　北から

11～14号土坑　東から

６区東側に集中する土坑群　北から

16～23・28号土坑　北から

PL.17



１号土坑　北から ９号土坑　南から 32号土坑　北から

33号土坑　北西から 34号土坑　西から 36号土坑　北から

37号土坑　南西から 38号土坑　東から 39・40号土坑　西から

41号土坑　西から 42号土坑　西から 43号土坑　南から

44・45号土坑　南西から 46号土坑　南から 47号土坑　南から

PL.18



48号土坑　西から 49号土坑　西から 50号土坑　西から

51号土坑　西から 52号土坑　西から 53・58号土坑　南西から

54号土坑　西から 55号土坑　西から 56号土坑　東から

57号土坑　東から 59号土坑　西から 61号土坑　西から

62号土坑　西から 63号土坑　西から 64号土坑　西から

PL.19



65号土坑　東から 66号土坑　南西から 67号土坑　東から

68号土坑　西から 69号土坑　南から 70号土坑　南から

71号土坑　南から 72号土坑　南から 73号土坑　西から

74号土坑　東から 75号土坑　南から 76号土坑　西から

77号土坑　西から 78号土坑　西から 79号土坑　西から

PL.20



80・81号土坑　南西から 82・83・86号土坑　南東から 84号土坑　西から

86号土坑　西から 87号土坑　東から 88号土坑　東から

89号土坑　東から 90号土坑　東から 91・92号土坑　南西から

93号土坑　西から 94号土坑　西から 95・96号土坑　西から

97・98・127号土坑　東から 99号土坑　北から 100号土坑　北から

PL.21



101号土坑　南から 102号土坑　南から 103号土坑　西から

104号土坑　西から 105号土坑　北から 106号土坑　西から

107号土坑　南から 108号土坑　北から 109号土坑　南東から

110号土坑　南から 112号土坑　南東から 113号土坑　西から

114号土坑　東から 115号土坑　東から 116号土坑　南東から

PL.22



117号土坑　西から 118号土坑　西から 119号土坑　西から

120号土坑　西から 122号土坑　北から 123号土坑　東から

124・130号土坑　西から 125号土坑　西から 126号土坑　北から

126号土坑　東から 127号土坑　西から 128号土坑　南から

129号土坑　西から 131号土坑　西から 132号土坑　南東から

PL.23



133号土坑　西 から 134号土坑　西から 135号土坑（６号井戸）　南西から

136号土坑（５号井戸）　西から 137号土坑（４号井戸）　北西から 137号土坑（４号井戸）　東から

137号土坑（４号井戸）　東から 138号土坑　南から 139号土坑　南から

140号土坑　北東から 141号土坑　南西から 142号土坑　南東から

143号土坑　南東から 144号土坑　南東から 145号土坑　南東から

PL.24



147号土坑　南東から 151号土坑　南から 152号土坑　東から

153号土坑　北から 155号土坑　西から 159号土坑　東から

160号土坑　東から 161号土坑　東から 162・163号土坑　東から

164号土坑　西から 165号土坑　東から 166号土坑　北から

170号土坑　南から 170号土坑　北西から 172号土坑　東から

PL.25



173号土坑　東から 174号土坑　東から 175号土坑　東から

176号土坑　西から 177号土坑　東から 178号土坑　北から

180号土坑　南西から 181号土坑　北西から 183号土坑　南から

184号土坑　東から 185号土坑　南から 186号土坑（７号井戸）　南から

PL.26



４号溝　北から

１号溝　北から

３号溝　北から

２号溝　南から

２号溝　北から

PL.27



12号溝北側　南から

５・６号溝　北から

14号溝北側　北から

８・９号溝　東から

13号溝　西から

10号溝　南から

14号溝南側　北から

PL.28



12・15号溝　南東から

22号溝　北西から

19号溝　北から

24号溝　北東から

15号溝　北西から

12号溝南側・23号溝　北から

20号溝　西から

25・26号溝　東から
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１区　As-B下　水田全景　西から

１区　As-B下面　東から

１区　As-B下　水田　南から

１区　As-B下面　南東から

１区　As-B下　水田　西から
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１区　南西端　旧河道跡　南東から１区　南東壁　南端土層断面

１区　南東壁　中央南寄土層断面１区　南東壁　東寄土層断面

１区　As-B下　水田　南西から１区　As-B下　水田　東から

１区　As-B下　水田面　北西から１区　As-B下　水田面　北西から

PL.31



旧石器試掘　No.11　土層断面　南西から

旧石器試掘　No.34　土層断面　南西から

旧石器試掘　No.25　土層断面　南西から

旧石器試掘　No.46　土層断面　南西から

旧石器試掘　No.21　土層断面　南西から

旧石器試掘　No.40　土層断面　南西から

旧石器試掘　No.27　土層断面　南西から

旧石器試掘　No.50　土層断面　南西から
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銅製容器　３孔付近のＸ線写真 銅製容器　鋲留めと３孔間の内面Ｘ線写真

銅製容器　底部内面（左側）のＸ線写真 銅製容器　底部内面（右側）のＸ線写真

銅製容器　鋲留め部（内面）のＸ線写真
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